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大学におけるコミュニケーションスキル教育の開発研究

Ⅰ．目　的

１．１　日常のコミュニケーション力
コミュニケーション力ɂᴩ基ᇀ᪡Ⱥの語ञを中॑と

したɕのȞɜᴩу的な場におけるᤆႊɑȺᴩඒのَ１の

ように᪡࠙的な連ፖͶを成していると考えɜɟるǿ
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 図１　コミュニケーション力の階層図
ᴥ宮城 2°13 よりዩᴦ

3 ࠙の関係をകᝢするとᴩɑȭ「基ᇀ的な会ᝈ能力」

ɂᴩ会ᝈȺのણなȼのढࣻ的なՙけኌえɗᴩୢ語ɗͤ

えたいȦとを᚜းȺȠるȳけの基ᇀ的な語ञ力を指すǿ

ඒに「у的なコミュニケーション力」ɂᴩу的な場Ⱥの

ʡʶʆンᴥテーションᴦɗディスɵʍションᴩ߿ᐳᝁ᮷

の面なȼȺのՙけኌえをя໙に行うȦとȟȺȠる能力

Ⱥあるǿఊऻにᴩ本研究Ⱥ育成を目指している「日ࢠの

コミュニケーション力」Ⱥあるȟᴩ本ሟȺɂᴩҰ者の知

識をऻ者に活ႊするたɔの力とસえているǿすなɢȴᴩ

ᐨȠਖ਼のધȴɗ場にᥓਁしたᤛҒな発ᴥある意֞

Ⱥɂ方Ⴉ的な発ᴦȟȺȠる能力ȺあるǿȦの能力ȟ生

Ȟさɟるのɂᴩពȶたりᴩᭅみȧとをしたりするᴩɑさ

に日ࢠの生活の場Ⱥᴩ正ᆬにͤɢȶたȞȼうȞɂɕȴɠ

ɦのȦとᴩᐨȠਖ਼ȟᝈしਖ਼の発をȼのようにՙけ止ɔ

たのȞをߔȺȠるȦとȟ重要になるǿᐨȠਖ਼に対する

ᥓਁȟ˪ᠴしているとᴩ९いの外ፀȟ˪調にጶɢるȦ

とȟあるǿ理ᝇɔȺᝢしてɕᐨȠਖ਼をᝢीȺȠるとɂ

᪅ɜないǿさɜにᴩ実᪨のコミュニケーションの場面Ⱥ

ɂᴩۦのトーンɗᡵળりなȼにɕをつȞうȦとȟ要

さɟるǿ

「ᐨȠਖ਼の॑を動Ȟすͤえ方について考える」Ȧとȟ

大学ȾȝȤɞɽʩʯʕɻーʁʱンʃɷʵ教育Ɂᩒ発研究

宮城　信・文　智暎ᴧ
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摘要

ᣋ年ᴩ小学校Ȟɜ大学қ年ඒɑȺᴩすɌての校ሗȺコミュニケーション教育ȟ取り上ȥɜɟるようになȶたǿしȞ

しなȟɜ多Ȣɂʡʶʆンテーションɗディスɵʍション習といȶたᴩ義の意֞Ⱥのу的な場を意識したコミュニ

ケーション学習ȟ中॑となȶているǿ正ᆬ性ɗᐨȠɗすさ͏外にᴩᐨȠਖ਼のધȴɗ場にᥓਁする॒要ȟあるとす

ɟɃᴩȦɟɜのढࣻ的な学習ȳけȺɂᴩ総合的なコミュニケーション力の᭴にɂ˪十分Ⱥあるǿ

本研究Ⱥᕻ者ɜɂᴩ「感ពする」ɗ「ᭅみȧとをする」といȶたᴩ日ࢠの場Ⱥのコミュニケーションの場を取り上ȥᴩ

スキル育成のたɔの教材の開発と指導ศの実践研究を行うǿ「ᝢする」「ᝈし合う」なȼ課題ȧとにした教材を

作成しᴩ一و 9° 分Ⱥީፀするढࣻの学習ศを૬ಘするǿ学習内容ɂᴩҰԡȺɂ問題のある会ᝈを検ᜳしてᴩ˪ᤛ

Ғなコミュニケーションのあり方を指ଊしᴩ自分なりの改善を考える課題ȺありᴩऻԡȺɂコミュニケーションス

キルの理ᝲԇを行う課題Ⱥあるǿɑとɔとしてᴩаの課題の考ߔをᡍɑえたロールʡʶɮ習を行うǿ本ሟȺɂᴩȦ

のക要をᇉしᴩ教材と実践をጳ介するǿɑたᴩ指導ศのʧɮントɗ̜ऻアンケートに基づȠ学生の変容なȼについ

てɕᣖɌるǿ本研究ɂᴩि఼のコミュニケーションスキル教育をӛ的に実ஃするたɔの基ᇀ的な力の育成を目指し

たコミュニケーションスキル教育の開発研究とͱᏚづけるȦとȟȺȠるǿ

キーワード：コミュニケーションスキル・トʶーニンɺᴩロールʡʶɮᴩ問題のある会ᝈᴩ教育実践
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ᴪ 2ᴪ

日ࢠのコミュニケーション力の本ȺあるǿȰしてᴩ本

研究ȺɂᴩȰɟɜのコミュニケーション力をᚾ支えして

いる੫ᚓȟ「日ࢠのコミュニケーションスキル」Ⱥある

とͱᏚづけているǿ

本実践ȺɂᴩറȁなมȺの課題を取り上ȥるȦとに

よȶてᴩ学生にᐨȠਖ਼にᥓਁする意識とȰɟを実᪨に

ᕹにして᚜းする能力ᴩすなɢȴ日ࢠのコミュニケー

ションスキルをᡵにつけさせるȦとを目的としているǿ

１．２　大学生のコミュニケーション力の現状
ᣋ年ᴩ校ሗのᤏいを問ɢȭ教育のး場Ⱥɂᴩʡʶʆン

ɗɺルーʡディスɵʍション習なȼറȁなコミュニ

ケーションスキル育成の取り組みȟ実ஃさɟているǿ

えɃᴩ中高のّ語科の授業Ⱥɕᴩ語ԨЫᴩɑたɂ教材

の一つとしてᴩɴーラルコミュニケーションの教材ȟ取

り上ȥɜɟているǿ教׆間Ⱥ連携ɗറȁな取り組みȟな

さɟᴩ大学ɕ高学年になるとᴩ多Ȣの学生たȴにʡʶʆ

ンɗ面の場にख़ȫたᴩу的な場Ⱥのコミュニケーショ

ンスキルȟᡵについているように見えるǿ

しȞしなȟɜᴩᕻ者ɜの見る᪅りᴩу的な場Ⱥのコミュ

ニケーションスキルȟᡵに͇Ƞつつある一方Ⱥᴩᇹ的な

日ࢠの場ȺのコミュニケーションスキルのᤆႊȺɂᴩఝ

ȳ学生にいささȞの˪ާȟරるǿえɃᴩՓȳȴに̜̈́

をΗᭅするとȠのᕹᤗいɗৰ࣊ᴩ自分のᤈ܅へのពᏘ

の̈́方ᴩՓ̷Ȟɜ相談さɟたとȠのख़ኌɗᴩᕶᑓしてい

る͓間への༜Әの̈́方なȼᴩᑨȺᐨいていてい方を考

えɟɃᴩɕȶとうɑȢいȢのに eee と९ɢȭ口を出しȰ

うになるȦとɕあるǿ教࢙に対するᕹᤗいにɕ問題ȟ

なȢないᴥ学生自ᡵɂᥓਁするȦと自Ͷに意識ȟ向いߵ

ていないように見ՙけɜɟるᴦǿ

授業қ日のガɮʊンスȺᴩᕻ者ɜɂ「ȦɟɑȺᴩたと

えɃ高校ɑȺのّ語の授業Ⱥᴩȼのようにコミュニケー

ションの੫ᚓについて学ɦȺȠたȞ」とᴩȞなɜȭ問う

Ȧとにしているᴥᛓୣوኌժᴦǿ実践ᴥ富山大学ᴦȺɂᴩ

「Ɏとɦȼᜤਝにない」ᴥ45 ̷中 26 ̷　58ᴢᴦᴩ「ディス

ɵʍションをɗȶたȦとȟある」ᴥպ 14 ̷　31ᴢᴦ「意

見発᚜の指導をՙけたȦとȟある」ᴥպ 4 ̷　9¥ᴦ「Ȱ

ɕȰɕȼのようなȦとを学ɉのȞɢȞɜない」ᴥպ 6 ̷

　13¥ᴦなȼのوኌȟよせɜɟたᴥ授業実践のᝊጯにつ

いてɂᴩƎをՎྃのȦとᴦǿ

１．３　大学における教材化の意義
大学の授業Ⱥᴩ日ࢠのコミュニケーションスキル教育

を行うȦとにɂᴩඒのような意義ȟᝓɔɜɟるǿ

① 日本語を見直す
多Ȣの学生ɂᴩȦɟɑȺの学校教育の中Ⱥコミュ

ニケーションスキルをֆɔᕹのΈい方ɗͤえ方に

ついてȢ考える機会ȟߵなȞȶたǿ本実践を通し

てᴩコミュニケーションのあり方ɂɕȴɠɦのȦとᴩ

ී語Ⱥある日本語Ȱのɕのを見つɔᄽすܑ機をीる

ȦとȟȺȠるǿ

② 実践的なスキルを身に付ける
ȦɟɑȺᴩ学生たȴɂറȁなጽ᮷をしてȠている

のȺᴩコミュニケーションの܅ɗスキルの॒要性

を実感したȦとȟありᴩ自分のጽ᮷をᡍɑえてщͶ

をあȥᴩឰᝲをするȦとȟȺȠるǿɑたᴩ部活動

の指導者ɗ学ٛᇞ実行݃׆なȼ͖ある場Ⱥᴩ習

ीしたスキルを実践ȺᆹȢȦとȟȺȠるǿ

③ 学術的な視点から考える 
高校ɑȺの語教材ɗ語ԨЫとႱなりᴩコミュ

ニケーションスキル教育を˿題にૄえるȦとによȶ

てᴩした科目として十分な時間をᆬ保するȦと

ȟȺȠᴩ知識ɗ੫ᚓを学ᚓ的に分しᴩͶጕ的に学

習するȦとȟȺȠるǿ

④ 「生きる力」を身に付ける
多Ȣの者にとȶてᴩ大学ɂ社会に出て行Ȣ学習の

ఊጶ᪡ȺあるǿȦの᪡Ⱥ社会生活にᤛख़するた

ɔの十分なコミュニケーション力をᡵにつける॒要

性ᴥ学習のུ॒性ᴦȟあるǿɑた本実践における自

ɜのコミュニケーションのあり方を内ᅁするጽ᮷

ɂᴩ学生たȴの自ɜ学び考える力の育成に資するȦ

とȟఙशさɟるǿ

Ⅱ．教材の概要 

２．１　教材・指導法開発の経緯
本研究ɂᴩ2°1° 年ᬰȞɜ開ܿさɟᴩқఙ᪡Ⱥɂᴩ

中学・高校生の学ᳮの生徒を対៎としたロールʡʶɮを

ख़ႊした日ࢠのコミュニケーションスキルの育成を目指

したّ語のੵȥᣅみ的にҟႊȺȠる語教材ᴥɑたɂ

語ԨЫのᛃӒ的な教材ᴦとしてᴩ開発ȟ進ɔɜɟてȠたǿ

ᕻ者ɜによȶてୣ年に̣り研究ȟሥみ重ɀɜɟᴩ教材の

開発・改と実践ȟ進ɓうȴにᴩറȁな日ࢠのコミュニ

ケーションを取りᣅɦȳɑとɑȶたढになりᴩした

語ԨЫとしてҟႊȺȠる内容にȶてȠたǿȰɟに合

ɢせてᴩ高ߩのّ語᚜းの授業ɗ大学の基ᇀ習なȼȺ

ɕ実践ȟᎱりᣌさɟᴩୣ࣊の改をጽてᴩ大学のԡఙɑ

たɂ通年の授業ȺҟႊȺȠる教材となȶたᴥᝊጯɂᴩ宮

城 2°13 なȼをՎྃのȦとᴦǿ

２．２　これまでの授業実践
本教材ɂᕻ者ɜによȶてᴩ2°11 年ᵻ 2°14 年のఙ間Ⱥᴩ

͏下の 2校ሗ 4校Ⱥ実践さɟたǿ

小山ࡾ業高ኄߩᩌ学校ᴥّ語᚜းᴷ高ߩ 3年生ᴦ

ᐥ学大学ᴥ語学ᴷ大学 2ᴩ3年生ᴦ

学習ܤ子大学ᴥ日本文ԇ基ᇀ習K 大学 1ᵻ 4年生ᴦ

富山大学ᴥ日本語ᤆႊ基ᇀᝲᴷ大学 2ᵻ 4年生ᴦ
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なおᴩ本教材ɂᴩ習ढࣻにしたりᴩੵȥᣅみ教材

としてΈႊしたりとᔌࢱのε正をӏえてյ校の授業ढ

ৰに合ɢせてΈႊさɟたǿ実践のക要ɂ͏下のようにな

るǿ

表１　授業実践の概要!!!"#$%&'()*+!!""#$%&'()*&'#$+%,-./0123456789:(;<&=>'?@A+>BCD.EFGH(I+GDJK,)*<L+M@A+N$O.PQ*,-<R-S>K.G.T/S>RUM@A+N$O@V!0!W,-+./01234+!XY%Z>+CD.[R\1]>2D^YRU%_!`a$b@VA%`a$1]cd>e3M@Hf%JK,/01234567g<4>hi@jklmRU%j5lnNb@V#Hopq>ri@st%/01234567%b-u<v6M@7w\.RcHx%stR8y?@g%;z>9M@A+N:;{|@V!!!!"#$%&'!!!"#$ %&'()*+,-./5! o}~\.<=>= �?�t�@{|.�:`a$\.�RA""c%RB%cC<�D+GH�4:���<3�GH��%/0123456789:%;z<I�GHE'%F�G�S>H�$O@&'()m#H\&'#$%IJS,()n%��NKft|DOHV�Zt>BCDL�>M-}~NN��Ot|.()%��A�P+pqNKQ�x>.RS,��%/01234567<�-G��#+#CH�>,-.EFGH&'#$+GDH�$O@v�>TCDOHVU|>��VD."W%E'��%XY*[R%���U, $¡pqNZ-[{|.L\%�P<7D.[R%¢:#H\]�%XY$H�$O@()+,CHm^_\.£¤<=>`, <ab%A+nV!!6765 89:;<=>?@5! o()\�Zt>BCD.<=>>�c<=>d�%:*$.¥e%<"¦d"$pq{|HV ! §fgY"hWiR"mE'��j"W`�cn!kRl[Rm&'Rj[R<m`�cn!RUlno[Rm�op¨���Uj[R>cd�cn!qf[Rm�o'©���ªj[R<cd�cn!
 ,r.o()\.�U�«>GH-.F�G�()+GDr�GH-+st%u¬<v?Dw"%XY�x>��VDr�{|HVXYpq%k\¥e%B�>,@V 
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２．３　改訂作業
յ校Ⱥの実践ऻᴩᎱりᣌし検討を行いᴩᜫ問のढࣻɗ

ഫ成なȼに相छのε正をɎȼȦしたǿ問題のある会ᝈ

についてɂᴩՙផした学生にありȰうな会ᝈȺあるȞ意

見をɔなȟɜᴩᕹᤗいɗख़ኌの̈́方なȼᴩ問題のあ

る会ᝈとしてᴩ真実֞ȟある内容にᣋづけるよう大ࢥ

なε正を行ȶているǿɑたᴩ本ሟの富山大学Ⱥの実践ᴥお

よび学習ܤ子大学Ⱥの実践ᴦにあたりᴩȦɟɑȺ作成

した課題をᴩՙផする学生ȟጕፋ性をɕȶてスキルの習

ीを行えるようにᥓਁしてᴩᥓᏚしᄽしたǿ

Ⅲ．日常のコミュニケーションスキル教育教材

３．１　概要と各教材の位置づけ
本実践Ⱥの課題ɂᴩп 15 の授業Ⱥ͏下のようにᥓو

Ꮪさɟるǿ

ቼ ガɮʊンス　و1

ቼ ጳ介をするࢄ自　و2

ቼ ᝢをする　و3

ቼ をする֖ڨ　و4

ቼ 問をする　و5

ቼ ᝈし合う　و6

ቼ ពる・感ពする　و7

ቼ Әɑす　و8

ቼ ᗢɔる・う　و9

ቼ 1° ᭅみȧとをする و

ቼ 11 ᭅみȧとをる و

ቼ 12 ᝢीする و

ቼ 13 間をつなぐᴥ᫆談をするᴦ و

ቼ 14 面をՙける و

ቼ 15 ɑとɔ و

յ課題の学習目ൈɗ意義ɂᴩ͏下の通りȺあるǿ

① 思っていることや考えを表現する
  eee ቼ 1 ᵻቼو ᴧ1و4

② 聞き手へ配慮して表現する  eee ቼ 5 ᵻቼو و7

③ 聞き手の気持ちへはたらきかける
  eee ቼ 8 ᵻቼو 12 و

課題ɂᴩḧᵻḩへとᬲにᫍ࣊ȟ上ȟȶていȠᴩՙផ

者ȟ᪡的にコミュニケーションスキルをᆹいていȢȦ

とȟȺȠるようにᥓᏚしてあるǿ

④ 間をつなぐ（雑談をする）  eee ቼ 13 و

あɑりᜆしȢない̷とȼうɗȶてᝈしをすɟɃよいの

ȞɗᴩՓȳȴとᝈすとͷȞ自分ȳけ๙いているような

ȟするのȺȼうしたɜよいのȞᴩという要ఖにख़えてᜫ

けるȦとにしたǿ間のつなȡ方を理ᝲ的に分しᴩщͶ

的な方Ⴉを一፳に考えていȢȦとによȶてᴩ学生の᫆談

をするȦとに対するᔍਖ਼意識を多ߵなりとɕ解ȺȠた

ようȺあるǿ

⑤ 面接を受ける  eee ቼ 14 و

本ሟのͱᏚづけȺɂᴩу的な場Ⱥのコミュニケーショ

ンスキルにࠖするȟᴩ学生生活においてᴩアルʚɮトɗ

ᐳᝁ᮷なȼȺ面をՙける機会ȟ多ୣあるȦとȞɜᴩ߿

発ࠕ的な課題として取り上ȥるȦとにしたǿ

ቼ 15 ɂᴩ学生たȴと学習と実生活の場面Ⱥの活ႊو

についての意見をᣖɌ合いᴩ「学習のળりᣌり」としたǿ

п 15 ጶ̘ऻにᴩ͏下のو 2つの̜ऻ課題を課したǿᴥ̜

ऻ課題のᝊጯについてɂƏをՎྃのȦとǿᴦ

・授業内容に関するアンケート

・日ࢠのコミュニケーションスキルを題材としたʶʧー

ト

３．２　教材の構成
յوᴩ課題ʡリントȟᥓࢎさɟるǿʡリントɂᴩḧ

ʶʍスンą 3 ᴨ Ḩロールʡʶɮ課題 ᴨ ḩȰの他コラム

なȼᴩȺഫ成さɟているᴥఞࠆの資୳に一و分の課題ʡ

リントのをᇉしたᴦǿ

①レッスン課題
課題によȶて多ߵႱなるȟᴩʶʍスン 1ᴩ2 ɂ問題の

ある会ᝈを૬ᇉしてᴩ「ͷȟ問題なのȞᴥ問題発ᝈと

理ႏの指ଊᴦ」ɗ「自分なɜȼうધȴをͤえるのȞᴥᤛ

Ғな᚜းの考ߔᴧ2ᴦ」を自分なりに考えていȢという課

題Ⱥあるǿʶʍスン 3ɂᴩյ課題の解ขศを理ᝲ的に分

しᴩщͶ的な方Ⴉをᇉしなȟɜᴩコミュニケーション

スキルの育成していȢǿ
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②ロールプレイ課題
本教材にɂᴩ「ロールʡʶɮ」を取り入ɟているǿロー

ルʡʶɮɂᴩ̜Ұにขɔたม・役割にภȶてᴩՙផ者

ȟ自ɜ考えᴩȰの場にᤛした発ᝈをᤣしᴩ問題解ขを

َるという習ढࣻȺあるǿ外ّ語教育のး場ɗ企業の

қ͖者研εなȼȺよȢႊいɜɟるǿȰɟȱɟのロール

ɵーʓにɂᴩ܁ࡾして相方とコミュニケーションを取ɜ

なけɟɃなɜないɗɗٌᫍなมȟᜫ定さɟᴩ問題解ข

のロールʡʶɮとなȶているǿロールʡʶɮɂ授業のټ

ɑとɔとして行ɢɟるたɔᴩ進行มɗ学生の理解の࣊

合いなȼを見ɔて 2ᵻ 3̷のɺルーʡȺ行ȶたりᴩ指

ջして代᚜者ȟᄒのҰȺロールʡʶɮをしたりする

Ȧとɕあるᴧ3ǿロールʡʶɮ習ጶ̘ऻɂᴩ実者͏外

にΙをɔるȞᴩ授業者ȟផをᣖɌるȦとによȶてᴩ

ɗりȶɄなしȺጶɢɜないようにするǿ

③その他
他にඒのようなコラムをᜫけているǿ

・「ðïéîô¡」eee յʶʍスンȧとにᴩ˿に文のΈႊに

ついてのアʓʚɮスなȼȟɑとɔɜɟているǿ

・「ȴɚȶと一」eee յ課題の実践場面においてา意

すɌȠ総Ͷ的な内容ȟɑとɔɜɟているǿ

３．３　授業の進行
授業ɂᴩʶʍスン 1ȟρ̷課題ᴩʶʍスン 2ȟɺルー

ʡ課題ᴥᣋ᪬の学生 3 ᵻ 4 ̷Ⱥ取り組ɓ課題ᴦȺあるǿ

いȭɟの課題ɕᴩ15 分Ȟɜ 2° 分ሌ࣊Ⱥوኌするように

時間をᥓ分しているǿρの考ߔȞɜᴩ集団の討ឰへとછ

大していȢ学習の場を意識したഫ成になȶているǿوኌ

ऻにୣ̷の学生を指ջして考えたȦとを発᚜させるǿȰ

してᴩඒのَ 2ᴥ実᪨のంᴦのようにᴩంしてク

ラスпͶȺц有ԇするようにしているǿ
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図２　「第 10回 頼みごとをする」の板書例

本実践のᅓ目の一つɂᴩ学生ȟ自分のコミュニケー

ションのあり方をળりᣌるとцにᴩպȫมȺ他の学生

ȟȼのように考えᴩ᚜းするȞを学ɉȦとにあるǿ૬出

さɟたറȁな意見ɗ考えをц有ԇするȦとによȶてᴩコ

ミュニケーションスキルへの理解ȟさɜにɑるȦとȟ

ఙशさɟるǿɑたᴩറȁないوしを見ᐨȠするȦとに

よȶてᴩී語Ⱥある日本語についてのᒾ֞をᠭすると

いうӛႊɕఙशさɟるǿ

３．４　問題のある会話例から考える
у的な場ȺのコミュニケーションスキルとɂႱなりᴩ

ਖ਼本となるढࣻ的ないوしをᇉすȦとȟٌᫍな日ࢠの

コミュニケーションスキルにおいてɂᴩछུなȟɜᴩީ

пな正解となる発ᝈを一つに定ɔるȦとɂȺȠないǿ

มにख़ȫたख़ኌȟɔɜɟるというȦとɂᴩ多Ȣの学生

ȟȦɟɑȺՙけてȠたᴩ「ɂȶȠりとᴩ正ᆬにᴩ誠意をધȶ

て」ͤえるようにするとよいというような指導ȟᴩ実ɂ

なɦɜコミュニケーションスキルの向上に߆˫していな

いȦとにづȞさɟるȳけȺあるǿ

Ȧの੫ᚓをᆹȢたɔにɂᴩ˪ᤛҒなख़ኌをȺȠるȳけ

しᴩᐨȠਖ਼に対するᥓਁを見せるȦとのሥみ上ȥにᤧو

よȶてᴩ自分なりの会ᝈのʛʉーンを作り上ȥていȢし

ȞないǿȰのたɔにɂᴩȼのようない方ȟ問題になる

のȞᴥᐨȠਖ਼に対するᥓਁをඑȢのȞᴦを多Ȣ見ᐨȠし

ておȢȦとᴩɑたɂᴩჀͬͶ᮷しておȢȦとȟ有ӛȺあ

ると考えɜɟるǿȰȦȺ本教材Ⱥɂᴩյوのఊқのʶʍ

スン 1ᴩ2 Ⱥᴩ日ࢠȺよȢ見ՙけɜɟる問題のある会ᝈ

を૬ᇉしてᴩȰɟについてᴩܿɔɂρ̷Ⱥ問題解ขに

取り組みᴩఊऻにɂクラスпͶȺ意見を集ጙするといȶ

た᪡的に理解をɔるਖ਼ศをႊしたᴥ3®2 ḧᴦǿඒの

スクリʡトȟ問題のある会ᝈの一Ⱥあるǿᕹᤗい

にȢȳけたԱ៎をՙけるȞɕ知ɟないȟᴩ日ࢠのコミュ

ニケーション力の向上をൈഝする͏上ᴩȺȠるȳけௐ

見ᐨȠしȰうなɗり取りにᣋづけるようにしたǿ

「第８回 励ます」の問題例

ᄽൗȢɦ  KఊᣋЫȟないよɀǿȼうしたのǿ

ҴȢɦ  K自分ʚɮトɗɔようȞと९ȶて……ǿ

ᄽൗȢɦ  KえȶʨʂȺǿॲにʚɮトɗɔたɜᴩࣆᩋ

३るȯーǿ

ҴȢɦ  KȺすよɀǿɑȭいȶスよɀǿ

ᄽൗȢɦ  KȰɟにᴩҴᴩᦂɔて۳ɑȺにギʉー៳

うȶてȶてたȫɖɦǿ

ҴȢɦ  K実ɂԨͱたȢさɦᕶとしてᴩȰɟȺᜆȟキ

ʶȴɖȶてǿ

ᄽൗȢɦᴷȰɟȶて自業自ीȳɠǿ

ҴȢɦ  Kɂあǿ

ᄽൗȢɦ  KȰういえɃᴩҰに一፳にラɮブ行Ȣȶて

ጙశしてたȫɖɦǿ

ҴȢɦ  KȰɟなɦȺすけȼᴩᜆȟȰɦなあȶたɜ

ӣऐしɠȶて……ǿ

ᄽൗȢɦ  KなɦȺȴɖɦとԨͱ取ȶてないɦȳよǿ

ҴȢɦ  KͷȺȶてɢɟてɕ……ǿȰーえɃᄽൗ

さɦ上ਖ਼Ȣɗȶてɑすよɀǿȼうɗȶてるɦ

スȞǿ

ᄽൗȢɦ  Kௐ通にɗɟɃいいɦȳよǿ
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ҴȢɦ  Kいーなーᴩ自分ȼうしたɜいいɦスȞɀǿ

ᄽൗȢɦ  Kɑーٌȶたɜɴʶに相談しɠよǿとɕȞ

Ȣラɮブɂ行Ȧうȯᴩɔȶȴɖᄱり上ȟるȞ

ɜさǿ

ҴȢɦ  Kɂあǿ

Ⅳ．実　践
本ሟȺɂᴩఊの実践Ⱥある 2°14 年Ұఙ「日本語ᤆ

ႊ基ᇀᝲ」ᴥ富山大学ᴦをケーススʉディとして取り上

ȥるǿ授業のՙផ者と実ஃ時ఙɂ͏下の通りȺあるǿ

ՙផ者ᴷ富山大学 ̷間発達科学部の学生２ᵻᴱ年生

　　　　　ᴥ45 ջᴦ

実ஃ時ఙᴷ2°14 年 4 ఌᵻ 7ఌ

ρ̷課題ᴩɺルーʡ課題ᴩロールʡʶɮのᬲȺᴩƍȺ

ᇉしたスケʂュール通りにп 15 の授業実践を行ȶたǿو

ු時間ᴩ課題の内容にԴしたʡリントをᥓࢎしᴩρ̷課

題ᴩɺルーʡ課題とɕにᜤ入ඊをᜫけᴩȰȦにంȠᣅɓ

ढࣻとしたǿɑたᴩՙផ者にɂᴩʡリントに課題のوኌ

͏外にɕᴩ自ႏにంȠᣅɦȺよいȦとをͤえたǿ

͏下にᴩ学生のᜤ入の一をᇉすǿ
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 図３　「第８回 励ます」のプリント記入例＊4

َ 3 のȌʫモḧȍᴩȌʫモḨȍのようにᴩ学生たȴɂᴩ

問題のある会ᝈにϲ፷をऀいたりᴩコʫントをంȠᣅ

ɦȳりᴩ授業者の授業内容への意見ɗȟついたȦとを

ඊ外ʫモしているǿ͏下ᴩَ 4ᴩَ 5 に学生のʫモのछ

ᝉኙ所をዩછ大したǿ
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図４　「第８回 励ます」の【メモ①】

َ 4にɂᴩ問題のある対ख़についてᴩ学生Ȟɜ出た意

見ɗᝈし合ȶたȦとについてのʫモȟᜤさɟているǿ
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図５　「第８回 励ます」のメモ②

َ 5にɂᴩӘɑし方の方Ⴉɗา意点なȼȟᴩᅸԱɗϲ

፷なȼをΈႊしてᴩ理さɟᴩ授業内容ɗᝈし合いのፀ

ȟ自分なりのɑとɔとしてᜤさɟているǿȦのような

1 を取ȶてɕᴩȦのʡリントȟᴩᜫ問にوኌするȳけ

の教材ȺɂなȢᴩ϶ॗ᧸をыɀた学習のɑとɔとして活

ႊさɟているȦとȟᆬᝓȺȠるǿු時間授業ጶ̘時にʡ

リントをوՖしᴩ授業者ȟ点検したऻにᣌԵするように

しているǿȰの᪨ᴩ॒要にख़ȫてᴩ課題を解ขするたɔ

の方Ⴉɗ分についてのフɳローアʍʡɮンʉʝューを

行ȶているǿ多Ȣの学生ȟʡリントをフɫɮリンɺしてᴩ

になȶたとȦɠを見ᄽしたりᴩ自ɜのʫモをᆬᝓした

りするなȼᴩʧートフɳリɴ的なΈい方をしているよう

Ⱥあるᴥඒኮ「Əの 5®1 アンケート調査」をՎྃのȦとᴦǿ

Ⅴ．評　価
授業内容について調査する目的Ⱥᴩछᝉクラスにおい
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てᴩ「̜ऻのアンケート」「ʶʧート課題」を課したǿ

５．１　アンケート調査
５．１．１　実施状況

п 15 の授業ጶ̘ऻにᴩඒのようなᬱ目Ⱥアンケーو

ト調査を行ȶたᴧ5ǿ

アンケート調査用紙の設問

1ᴫՙផしてみてᴩᒾ֞をɅȞɟたテーʨを３つᤣɦ

ȺᜤհをంいてȢȳさいǿ

アᴫ分Ȟりɗすいᝢ　ɮᴫពる・感ពする

ɰᴫ֖ڨする　エᴫ問する　ɴᴫᝈし合う

ɵᴫӘɑす　キᴫᗢɔる・う　

クᴫᭅみȧとをする　ケᴫᭅみȧとをる

コᴫᝢीする　ɿᴫ間をつなぐ　シᴫ面をՙける

2ᴫɕȶとɕ発見ȟあȶたテーʨɂȼɟȺすȞᴥ1

と重ᛓしてɕよいᴦǿ

3ᴫȰɟɂȼのような発見ȺすȞᴩዊにంいてȢ

ȳさいǿ

4ᴫȦの習のよȞȶた点をዊにంいてȢȳさいǿ

5ᴫҰఙの授業をՙけてᴩ「問の̈́方」ɗ「り方」

なȼの日ࢠのコミュニケーションに対する考え方

ɗ੫ᚓの変ԇȟあȶたと९いɑすȞᴥщͶ的に教

えてȢȳさいᴦǿ

6ᴫȦの習Ⱥ˪ȟあȶた点をዊにంいてȢȳ

さいǿ　

問 1ᴩ2 Ⱥ学生ȟᤣした課題の内ᜭɂᴩඒの通り

Ⱥあȶたᴥ᚜中のႭհɂᴩ3®1 のյوに対ख़ᴩ͏ 下պറᴦǿ

表２　興味・発見があった課題
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ᒾ֞をɅȞɟた課題Ⱥɂᴩ3 題をᤣとしたたɔᴩ大

Ƞなϡりɂ見ɜɟなȞȶたȟᴩ45 ̷中 27 ̷ᴥ6°ᴢᴦȟ

「12®ᝢीする」をあȥるፀとなȶたǿպറに発見ȟあȶ

た課題Ⱥɂᴩɗɂり「ᝢीする」をあȥる学生ȟᢎ的

多Ȣᴥ27¥ᴦᴩɑた「14® 面ᴥをՙけるᴦ」をあȥる学

生ɕいたᴥ23¥ᴦǿ問 1ᴩ2 のፀを合するとᴩаの

2 課題にา目ȟ集ɑȶているȦとȟ分Ȟるǿ͏下ᴩ自ႏ

ᜤᣖඊのوኌをᝊጯに見ていȢᴧ6ǿ

５．１．２　質問３について
「発見ȟあȶたȦと」の内容についてɂඒのようなو

ኌȟあȶたǿ

① これまでの自分に対する気づき
・たȳᴩ「お᭐い」と連֣するȳけȺɂいけないという

ȦとȟよȢɢȞȶたᴥᝢीするᴦ

・今ɑȺᝢीする場面ɂୣ多ȢあȶたȟᴩȰの中にɂ܅

のようなɕのɕあȶた　ᴥᝢीするᴦ

・ᝢीするのɂ非ࢠにᫍしいというȦとᴥᝢीするᴦ

・᫆談ɂᴩ討ᝲɗឰᝲȺɂないᴩというᕹȟᭀにරȶ

ているᴥ間をつなぐᴦ

ϲ፷部のようにᴩȦɟɑȺの自分のコミュニケーショ

ンの̈́方をળりᣌりᴩ問題意識をɔたȦとȟቇえる内

容のوኌȟ多Ȣ見ɜɟたǿ

② 新たに学習したこと
・相ਖ਼のറ子をみなȟɜᝢするȦと　ᴥᝢするᴦ

・ᐨȠਖ਼に対するц感の॒要性　ᴥӘɑすᴦ

・相ਖ਼に˪फ़感を˫えないようなお᭐いの̈́方　ᴥᭅみ

ȧとᴦ

・ラブʶʉーをంȢようにᕹをᤣɉというȦと　ᴥᭅ

みȧとᴦ

・相ਖ਼ȟધȴのᓦいȦとᴥᭅりにさɟるȦとᴦɂᴩ相

ਖ਼の能力をᝓɔているȦとȺɕあるのȺᴩᓦい̬Փ関

係をづȢのに役つ　ᴥᭅみȧとᴦ

・Ȧɦない方ȟあȶたɦȳという発見ᴥᝢीᴦ

・ͷȺɕɑȫɔなɕɎうȼおりの解ኌȺɂいけないȦと

ᴥ面をՙけるᴦ

授業Ⱥ学習したᴩщͶ的ないوしɗコミュニケー

ションスキルについてのوኌȟ多Ȣ見ɜɟたǿɑたᴩϲ

፷部のように課題を達成するたɔのɕȶとɕ基本とな

るᴩᐨȠਖ਼へのᥓਁについてのوኌɕ見ɜɟたǿ

５．１．３　質問４について
「習ȺよȞȶた点」についてɂඒのようなوኌȟあȶ

たǿ

① 教材に関するコメント
・মいȟあるȦとȺ対ȟȺȠてᴩͷȟᓦいのȞমい

のȞȟɢȞりɗすȞȶた
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大学におけるコミュニケーションスキル教育の開発研究

・ௐの一見ᴩͷない会ᝈをᝊしȢみていȢȦとȺᴩ

たな発見につなȟȶた

・ɕȶとʡリントを見ᄽしてみたいと९う

分Ȟりɗすい教材Ⱥあるというوኌȟ多Ȣ見ɜɟたǿ

ɑたᴩϲ፷部のようにʡリントȟ授業の一課題としてጶ

ɢɜȭᴩ知識を定ᅔさせるたɔに活ႊさɟているȦとを

ቇɢせるᜤᣖȟୠ見さɟたǿ

② 学習内容に関するコメント
・実᪨にΈうȦとȺΈえる知識になȶた点

・日ࢠȺよȢある場面Ⱥᴩख़ႊᴥ実᪨にᴦȺȠた　

・問題ȟあȶたとȠに授業の内容を९い出して解ขȺȠ

たとȠ

・今ɑȺコミュニケーションとえɃᴩᕹᤗいɗৰ࣊

ɃȞりา目さɟᴩ指導さɟてȠたȟᴩコミュニケーショ

ンのȰɟȱɟにȼのറな目的・意義ȟありᴩȰȦȞɜ

ȼうあɟɃᓦいȞを考えɜɟた点ȟᓦȞȶた

・しȶȞりと学ɉ機会ȟ˫えɜɟてȦなȞȶた日本語の

Έい方を改ɔてしȶȞりと学ɉȦとȟȺȠた点

・自分達Ⱥ実᪨にロールʡʶɮした点

・̷に教えたȢなるような面ᄌい知識ȟたȢさɦᝇɑȶ

ている点

実ႊ性の高さをあȥるوኌȟ多Ȣ見ɜɟたǿɑたᴩϲ

፷部のようにȦɟɑȺのコミュニケーション教育の問題

についての意見ɕᣖɌɜɟた上Ⱥᴩ̝重ϲ፷のように学

習内容Ȱのɕのへのᑌ定的なΙɕあȶたǿ

③ 授業の進め方に関するコメント
・ȫɉɦȺ　考える時間を˫えɜɟた点

・いɠいɠな̷の発᚜をᐨいてᴩ̷によȶてา目すると

Ȧɠȟᤏい学びȟ多Ȟȶた

・意見を出してᴩа生と一፳にɔる点

ϲ፷部のようにρ̷ȞɜɺルーʡᴩȰしてクラスпͶ

の討ឰへとࠕ開していȢ授業のȰɟȱɟの᪡へのᑌ定

的なΙȟ多Ȣ見ɜɟたǿ

５．１．４　質問５について
「考え方ɗ੫ᚓの変ԇ」についてɂඒのようなوኌȟ

あȶたǿ

① 意識の変化
・相ਖ਼の発の意֞なȼをȢり下ȥるようになȶた

・日ࢠのコミュニケーションʎールȺ相ਖ਼のコミュニ

ケーションとしておȞしいᴩ˪自ུな所ɃȞりȟ目ȟ

向Ȣറになȶてしɑȶた

・大Ƞな変ԇɂないȟᴩ会ᝈの中ȺŽȦȦɂȦうした方

ȟよȞȶたのȺɂžと考えるようになȶた

・Ɉとした時に९い出してᴩにしなȟɜᝈすように

なȶた

・Փ達とᝈしている時ɕ相ਖ਼にȼのറにͤɢȶているの

ȳɠうと考えるようになȶた

・ᝢीする時ᴩいつɕ理ᝲててᝈしていてᴩȰɟȟᓦ

いと९ȶていたȟᴩɕȶと相ਖ਼によりȰȶたい方ȟ

ᓦいとづいた

意識の面Ⱥɕȶとɕ多Ȣ見ɜɟたのɂᴩϲ፷部のよう

なᕹᤗいɗい方にา目するようになȶたというوኌ

Ⱥあるǿ「ᵻ考えるようになȶた」「にしなȟɜᝈす」

「ɕȶと相ਖ਼によりȰȶたい方」なȼのᜤᣖȞɜᴩ学

生たȴにおȩなりな会ᝈの̈́方ȺɂなȢᴩ考えなȟɜᝈ

すというݎӯȟᡵについてȠたȦとȟ分Ȟるǿ

②技術の変化
・自分の発についてᵋᵄʹーʓȟֆɑɟていないȞᴩ

をつけるようになȶた

・今ɑȺ一方的にᝈすȦとȟ多Ȟȶたけɟȼᴩ相ਖ਼のᝈ

ɕᐨけるようになȶた

・あȶたと९うǿる᪨によりщͶ的な̙定ɗ理ႏを出

すようになȶた

・ȠつȢるのをɗɔᴩ理ႏなȼをȶたり考えたりす

るようになȶた

੫ᚓの面Ⱥɂᴩϲ፷部のようにյ課題ȧとによりщͶ

的なコミュニケーションの方Ⴉȟᇉさɟᴩ本学習の内容

ȟ知識の習ीにጶɢɜȭᴩ学生たȴȟ生活の中Ⱥ実᪨に

ΈうȦとȟȺȠるコミュニケーションスキルとして定ᅔ

していȢ変ԇȟ見ɜɟたǿ

５．１．５　質問６について
「˪ȟあȶた点」についてɂඒのようなوኌȟあȶ

たǿ

・ሶུछたるのȺȟȿけない

・̷ୣȟ 1° ̷ఝȳȶたɜᴩ会ᝈをओɑせなȟɜᴩよ

り習ɜしȢ取り組ɔたのȺɂないȞ

・छてɜɟる̷とछてɜɟない̷のࢃȟ大Ƞい

今وの実践ɂᴩȦɟɑȺఊ大のՙផ者ୣȺ実ஃさɟたǿ

多ȢɂなȞȶたȟᴩ˪ȟあȶた点のɎとɦȼȟՙផ者

の̷ୣについてՒしていたǿȦɟɑȺの実践をᨺみる

とᴩȦの授業ɂᴩ1° ᵻ 2° ̷ሌ࣊Ⱥ実ஃさɟるのȟ理

的Ⱥあると考えɜɟるǿ

５．２　レポート課題
５．２．１　実施状況
Ι課題としてᴩ授業Ⱥ学習したȦとの理解࣊をΙ

しᴩ学生たȴにȼのሌ࣊のコミュニケーションスキルの
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向上ȟ見ɜɟるのȞをᆬᝓするたɔᴩඒのような̜ऻ課

題を課したᴧ7ǿ

レポート課題の設問

͏下のアᵻシの中Ȟɜᴩ課題を２つᤣしᴩḧᵻ

ḩのᜫ問にኌえなさいǿ

アᴫ分Ȟりɗすいᝢ　ɮᴫពる・感ពする

ɰᴫ֖ڨする　エᴫ問する　ɴᴫᝈし合う

ɵᴫӘɑす　キᴫᗢɔる・う　

クᴫᭅみȧとをする　ケᴫᭅみȧとをる

コᴫᝢीする　ɿᴫ間をつなぐ　シᴫ面をՙける

ḧ ᤣした課題に関してᴩ問題のある会ᝈᴥ܅

ᴦを考えなさいǿ

Ḩ Ȱɟをε正した成ӎを考えなさいǿ

ḩ Ȧのᬱ目のʧɮントᴩおよび自分ȟ܅ e 成

ӎȺͤえたȞȶたȦとをɑとɔなさいǿ

　学生ȟᤣした課題の内ᜭɂᴩඒの通りȺあȶたǿ

表３　事後レポート課題選択状況
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ʶʧートɂȦɟɑȺの学習内容Ȟɜ２つᤣしてᴩ課

題ᴥ܅と成ӎᴦを作成するというɕのȺあるǿ

５．２．２　考察と事例　
ʶʧートを集するとᴩ「4® ®する」「1°֖ڨ ᭅみȧと

をする」なȼ 4つの課題ȟᢎ的多Ȣᤣさɟるという

ፀになȶたǿ「14® 面」ɂᴩаのアンケート調査Ⱥɂᴩ

学生にとȶてᒾ֞ȟあり発見ȟある課題Ⱥɂあȶたȟᴩ

関連するጽ᮷ȟ̈しȢᴩ課題作成にɂᤛさなȞȶたよう

Ⱥあるǿ૬出さɟたʶʧートのɎとɦȼȺ学習内容をᡍ

ɑえての܅ᴥあるいɂ成ӎᴦȟ作成ȺȠておりᴩ

本実践の学習内容ȟ学生にアɰトʡʍトժ能な知識とし

てあるሌ࣊定ᅔしているȦとをቇɢせるፀとなȶたǿ

ɕȶとɕᤣ者ȟ多Ȟȶた「12® ᝢीする」の中Ȟɜᴩ

学生ȟ作成した課題の一を͏下にጳ介するǿ

学生が作成した「12．説得する」の会話例

ア．失敗例
D ր「なあ Å ր日૬出のୣ学の߂題ȺɢȞɜな

い部分ȟあるȞɜ今日の課ऻ教えてよǿ」

Å ր「Їɕ今日ɂɗɜなȠɖいけないӣऐȟあるし

…」

D ր「ȰɦなȦとɢȭにさǿȦɦなȦとᭅɟる

のɂᭀのいい Å ȳけなɦȳよーǿȳȞɜお᭐

いᴞ」

Å ր「ȰɦなȦとɢɟてɕ…րの߂題を教えるʫ

リʍトなɦてЇにɂないȞɜなȔǿ」

Dր「一生のお᭐いȳȞɜᴞお᭐いしɑすᴞᴞ」

Åր「えー」

Dր「ケʋȳなーǿȦɦなにお᭐いしてるɦȳȞɜ

ȴɚȶとɂ教えてȢɟてɕいいȫɖないȞǿ」

イ．成功例
D ր「なあ Å ր日૬出のୣ学の߂題ȺɢȞɜな

い部分ȟあるȞɜ今日の課ऻ教えてよǿ」

Å ր「Їɕ今日ɂɗɜなȠɖいけないӣऐȟあるし

…」

D ր「Ȱうȳよなー Å ɕक़しいよなーǿȫɖあさ

日のగ学校Ⱥ教えてよǿȰɟȟི理ȳȶた

ɜʫールȺɢȞɜないとȦɠᣞるȞɜȴɚȶ

とᣌ̜ȢɟないȞなᴼ時間ɂȰɦなにȞけさ

せないようにするよǿ」

Å ր「ȰȦɑȺうなɜ日のగ学校Ⱥ教えてあȥ

るよǿ」

D ր「ɢーいǿありȟとうǿɗȶɄり Å ɂᭅりに

なるよᴞ」

ウ．ポイント・例で伝えたかったこと
実ɂᝢीをする場合お᭐いをᎱりᣌすȳけȺɂȰ

ɟɎȼӛɂないǿ܅Ⱥɂ D րɂ自分の᥆合

しȞ考えていなȢてᴩÅ րɂお᭐いをᐨいてあȥよ

うというધȴにɂҢࣄなɜないȳɠうǿしɑいに

ɂ Å րに対してম口をȶているǿ成ӎȺɂ相

ਖ਼のધȴを考えて「Ȱうȳよなー Å ɕक़しいよ

なーǿ」というᕹをᣖɌているǿȰのȦとにより

Å րɂ D րȟ自分の᥆合ɕ考えてȢɟているのȳ

と९うǿさɜに D րȟ Å րにᤣᑆを˫えるȦと

により Å րɂ自分Ⱥขɔているつɕりになるǿし

Ȟしᴩ実ɂ Å րɂ D րにኰٍをขɔɜɟᤣɃさɟ

ているのȳǿȰの上ᴩ一وᝢीをȶているȦとȞ

ɜᏘম感ȟ॑にරȶており̝و目のᝢीɂ成ӎしɗ

すȢなるǿ相ਖ਼ȟ出఼るኰٍȺのΗᭅをするȦとȟ

ᝢीするうえȺ大ҒȺあるǿ

　

ϲ፷部のようにᴩᝈの中にᴩറȁなコミュニケーショ
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ンの問題ᴥ˿にᐨȠਖ਼に対するᥓਁɗ会ᝈの方Ⴉに関す

るɕのᴦȟうɑȢ取りᣅɑɟているǿɑたᴩ日ࢠ生活の

中Ⱥ実᪨にᤜᤃしȰうなมȟ૫Ȟɟておりᴩɑさに本

研究Ⱥา目している日ࢠのコミュニケーション力ȟ問ɢ

ɟる場面Ⱥあるǿඒに成ӎを見てみるとᴩฯ፷部のよ

うにȼのような᚜းȺख़ኌするとよいのȞᴩщͶ的にᣖ

ɌているǿさɜにᴩȦの会ᝈȺɂᴩ̝重ϲ፷部のᜤᣖ

Ȟɜቇɢɟるように学習したいوしをढࣻ的にたたみ

ȞけているのȺɂなȢᴩᐨȠਖ਼の॑情をߔしなȟɜ会ᝈ

を組みてているȦとȟ分ȞるǿȦȦȺ指ଊさɟている

スキルɂᴩ授業Ⱥ取りȶたɕのȟ多いȟᴩ特に̝重ϲ

፷部の内容についてɂᴩᝊしい解ᝢɂしていないǿȦɟ

ɂᴩ習ीしたコミュニケーションスキルを実᪨の場面Ⱥ

ΈႊするとȼのようなӛȟఙशさɟるのȞについてᣖ

ɌたɕのȺありᴩȦɟɜのᜤᣖȞɜᴩȦの学生ȟ܅

および成ӎをӁ作するᤈሌȺᴩᐨȠਖ਼ȟȼのようにᝈ

しਖ਼の発ᝈをՙけ止ɔるȺあɠうȞというȦとにᥓਁし

たፀᴩすなɢȴコミュニケーションの中ȺᆬなᐨȠ

ਖ਼意識を有しているȦとのᜳࡿとうȦとȟȺȠるǿ

Ⅵ．おわりに

６．１　学生の変容
授業に対する学生たȴの意見のᣖɌ方ɗᴩロールʡʶ

ɮȺの発ᝈɗৰ࣊なȼᴩɑたᴩ̜ऻ課題の内容をᕻ者ɜ

分・理したፀᴩп 15 の授業ȟጶ̘したऻの学و

生のコミュニケーション力について੫ᚓɗ考え方に͏下

のような変容ȟあȶたと考えɜɟるǿ

① 発話形式レベルでの変容
授業を通してᴩɑたɂɺルーʡɗクラスпͶȺの討ឰ

の中ȺᴩȦɟɑȺの៎的な指導に代ɢȶてมに対ख़

ȺȠるറȁなщͶ的な᚜းを学習するȦとȟȺȠたǿ

② 発話意識レベルでの変容
問題のある会ᝈの考ߔɗᴩロールʡʶɮ習をᎱり

ᣌすȦとによȶてᴩ自ུにᥓਁɗߔしなȼのᐨȠਖ਼意識

をɕつȦとȟȺȠるようになȶたǿ

③ 会話の方略レベルでの変容
̜ऻのʶʧート課題を作成するȦとによȶてᴩ会ᝈп

Ͷをζᅪ的に見るʫʉ的な視点をጽ᮷しᴩコミュニケー

ションスキルを活ႊするȦとによȶてᴩおɏɠȥなȟɜ

ɕ会ᝈのࠕ開をコントロールしようとする意識をધてる

ようになȶたǿ

Ȧɟɜの日ࢠのコミュニケーションスキルȟᬲ調にྏ

達していけɃᴩ本ሟの教材Ⱥ課題として取り上ȥɜɟな

Ȟȶたٌᫍなมにȶたとしてɕᴩ学生達ȟᤛҒなख़

ኌȟȺȠるようになるȦとȟఙशさɟるǿ

６．２　今後の課題
本ሟȺの実践Ⱥɂᴩ本研究ȟॖ向する日ࢠのコミュニ

ケーションスキルを育成するという目的を十分に達成す

るȦとȟȺȠたとΙȺȠるǿたȳしᴩ学習による学生

の変容のΙに関してɂᴩ十分にᜊ的な検ᜳȟなさɟ

ていない部分ɕありᴩລ定の方ศに関してɕ改善ȟ॒要

ȺあるǿȰしてᴩ本研究ȺΈႊしたテキストɂᴩፕፖ的

にε正を行いᴩީፀしたコミュニケーションスキル育成

教材としてのީ成を目指していȢǿ今ऻɂᴩَ 1Ⱥᇉし

た下࠙の語ञ的な会ᝈ能力をȼのように取りᣅみᴩȰし

て上࠙のу的なコミュニケーション力のさɜなるྏ達へ

と連ፅしていȢのȞȟ፯の課題となるǿ
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ྊ谷智子ᴥ1995ᴦ「ΗᭅのしȞた ―ّ研岡崎調査のデー

ʉȞɜ―」Ȋ日本語学ȋ14-1°ᴩ ðð®22-32ᴩ治ం

出口知խ・͜ూᴥ2°11ᴦȊ「ٌȶた̷」のᝢीᚓȋ日本

ጽຑᐨ出࿂社

野田߸խ・森口ሏᴥ2°°4ᴦȊ日本語をᝈすトʶーニンɺȋ

Ʌつȫం

ᴥ2°14ᴦȊなȯᴩあの̷のᭅみɂᐨいてしɑう田ᇸښ

のȞᴼ ―̜̈́にΈえる語学ȋȴȢɑం

宮城信ᴥ2°13ᴦ「ロールʡʶɮをख़ႊしたّ語᚜းの授

業 ―うɑいアʓʚɮスの̈́方を考える」Ȋ語教育実

践 ɮʨąココȋӁҔհᴩðð®34-39ᴩココ出࿂

宮城信・文智暎ᴥఝуҔᴦ「ᐨȠਖ਼へᥓਁした日ࢠのコミュ

ニケーションスキル育成テキスト」

子・野田߸խ・生ᠰᄽൗᴥ2°12ᴦȊ「ᥓਁ」ɂȼの֪ޤ˧

ようにᇉさɟるȞȋɅつȫం

ණᗵຏಂᴥ2°°3ᴦȊᝤとȺɕི理なȢᝈせる᫆談力ȋ

日香出࿂社

森ኹ؎・࿈ᭀ宏ᴥ2°1°ᴦȊ小学生のたɔの会ᝈᎃ習ʹー

クȋココ出࿂

森ኹ؎・ៈ田誠ᴥ2°1°ᴦ「日本語教育の方ศをख़ႊし

たᝈしᕹ教育のᝁみ ―ロールʡʶɮをႊいた高ኄ

学校ّ語科の授業―」Ȋ教育実践学ᝲ集ȋ11ᴩðð®97-

1°6ᴩч࣌教育大学 

森山ԥ郎ᴥ199°ᴦ「「り」の方Ⴉ ―対̷関係調性とコミュ

ニケーション」Ȋ語ȋ19-8ᴩðð®59-66ᴩ大ε館ంࣆ

山田ୖःᴥ2°13ᴦȊȰの一ȟͺȺす ―日本語の「正

しさ」を問うȋȴȢɑం
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註
ª1 ቼ 2 ᵻቼو 5 子ܤについてɂᴩ松崎խ֚ᴥ日本و

Ͷ育大学ᴦȟ作成した教材Ⱥあるǿ他のوとʚランス

を取るたɔᴩ一部ε正して実践にΈႊしたǿ

ª2 ɕȴɠɦᤛҒな᚜းを一つに᪅定するȦとɂȺȠな

いǿ自分なりに理ႏをᆬにしたᥓਁȟ見ɜɟる発

を考えるという課題Ⱥあるǿछུ教࢙のΙɕȰɟに

िうǿ

ª3 ロールʡʶɮ実践についてɂ森・ៈ田 2°12 ɗ宮城

2°13 をՎྃのȦとǿ特に宮城 2°13 ɂ本実践の教材を

ҟႊした実践Ⱥᴩ実᪨の授業のറ子ɗ学生の反ख़なȼ

ȟᇉさɟているǿ本研究のᠲをよりȢ理解するӒ

けとなるǿ

ª4 َ 3 のȌʫモḧȍᴩȌʫモḨȍɂᴩऻのᝢのたɔᴩ

ᕻ者ɜȟంȠӏえたǿп 4ᬮのʡリントにɂᴩȰの他

にɕ多ୣのʫモɗَなȼȟంȠӏえɜɟていたǿ

ª5 وኌ者 1 ջȟ問２をሳඊȺ૬出したたɔᴩᤣୣ

の合ȟ 44 となȶているǿ

ª6 ͏下ᴩ学生ȟアンケートȺوኌした内容ɂᴩޏ・

ᑱޏᴩ文の̒ɟɕֆɔてȰのɑɑऀႊしたǿɑたᴩ͏

下のऀႊのϲ፷᭒ɂᴩᕻ者ɜȟΠ的に᪀したǿ

ª7 ՙផ者 45 ջ中 ఝ૬出者ȟ 3 ջいたのȺᴩ5®2 の分

ɂ 42 ջ分のデーʉȺ行ȶたǿ

付記
本ሟɂᴩ科学研究៵学ᚓ研究基ᦂӒ成ᦂᴥࢲ成 25 ᵻ

27 年࣊ ભ的ᕩᓾ研究「問題のΙȞɜܿɔる発ࠕ

的なコミュニケーションスキル指導ศの研究」K 課題Ⴍ

հ 2559°276ᴩ研究代᚜者ᴷ宮城 信ᴦの研究成の一部

Ⱥあるǿ

ᴥ2°14年ᴶఌ１日ՙ͇ᴦ

ᴥ2°14年1°ఌᴵ日ՙ理ᴦ
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大学におけるコミュニケーションスキル教育の開発研究

第10章 頼みごとをする

簡単な仕事だからと友だちに気軽に頼んだら、そっけなく断られたことがありませんか。そん

なときは、頼み方にもうひと工夫必要なのかもしれません。本章では聞き手が引き受けてくれや

すい頼み方について学んでいきましょう。

レッスン１ 問題のある頼み方を考える① ―目上の人に頼みごとをする

大学では先生など目上の人に頼みごとをする機会が少なくありません。そんな時は、どのように頼

めばよいのでしょうか。皆さんもすぐに社会人になるのですから、失礼のない頼み方を身に付けてい

きましょう。

会話例
（状況）：吉沢さんは田中先生にレポートの内容について質問をしたいと思っています。先生は「質問

のあるときはいつでも聞きに来ていいですよ」とおっしゃっていたので、さっそく先生のところへ

質問に行きました。

吉沢さん：田中先生、こんにちは。吉澤です。

田中先生：ああ、こんにちは。どうしました。

吉沢さん：レポートのことです。

田中先生：……ああ、「日本語学概論」のレポートですか。

吉沢さん：はい、実はレポートを書こうと思ったんですけど……

田中先生：ちょっと待ってください、これから会議があるので明日の午後にまた来てくれますか。

吉沢さん：えっ、明日はバイトがあるので無理です。ちょっとだけでいいのでお願いします。

田中先生：分かりました。では 5分だけ。どんなことですか。

吉沢さん：レポートの資料としてどのような本がお薦めですか。

田中先生：前回の授業の始めに 3冊紹介しましたよ。

吉沢さん：すみません、遅刻したので聞いていないんです。今週中にレポートを仕上げたいので、

今教えてもらえませんか。

Step1 聞いた印象、気づいたことをまとめましょう。

※ 印象をみんなで話し合いましょう。

Step2 吉沢さんの言葉には、どのような問題があると思いますか。気になる言葉を抜き出し、問

題点を整理しましょう。

・（言葉） →（問題点）

・（言葉） →（問題点）

・（言葉） →（問題点）

ᵮᶍᶇᶌtᴿ

目上の人に頼みごとをするときは、時㛫や┦ㄯ内容を明☜にఏえて㒔合を先に☜ㄆす
るようにしましょう。

→ Point! のまとめで特に大事だと思う部分をチェックしましょう。

レッスン䠎 問題のある頼み方を考える䐠 ―䛰䛱に頼みごとをする

日ᖖ生άでは、よく友だちにちょっとした頼みごとをすることがあると思います。௰のよい友

だちだからといって、なんでも気軽に頼んでいませんか。

会話例

（状況）：ဏさんは、明日引っ㉺しをします。⮬分たちだけでやろうと思い、手ఏってくれる友だちを᥈し

ていました。ちょうどそこに┤ᶞくんが㏻りかかったので、さっそく手ఏいを頼みました。

ဏさん：┤ᶞさー、明日ኪ࣐ࣄあるよࡡ。

┤ᶞくん：まあ、࣐ࣄっちゃ࣐ࣄだけど。

ဏさん：明日さ、⚾、引っ㉺しすんの。手ఏってよ。

┤ᶞくん：㺃㺃㺃㺃㺃㺃まあ、行けたら行くࢃ。

ဏさん：ありがとࡌ。ࡡゃ明日あたしんち㞟合で。

┤ᶞくん：あと、ㄡが来んの。

ဏさん：えっ、┤ᶞと吉澤ちゃんだけだよ。㔜いᐙලとかお願いࡡ。

┤ᶞくん：えっ、それって࢜レ⤖ᵓ㎞くࡡ。

ဏさん：まー、そう言ࡎࢃ来てよ。ኤごはんసるからさ。

┤ᶞくん：仕方ࡡえなあ。

ဏさん： 5時㞟合でいい㸽

┤ᶞくん：えっ、その時㛫、㞝のᐙに行く⣙᮰してるんだけど。

ဏさん：ࣛ࢟ࢵー。ࡌゃ、㞝も㐃れてきてよ。

┤ᶞくん：えっ、ࢪ࣐で。

ဏさん：うん。ࡌゃ、よろしく㸟

Step1 会話のဏさんの頼み方には、いろいろな問題があります。言葉や内容にどのような問題点

があるのか、㏆くの人と話し合って、⪃えをまとめましょう。

（話し合いメモ）

ۑ ဏさんの頼み方の問題点

・

・

Stepᾁ どのような言葉で頼めば、引き受けてもらえると思いますか。ဏさんの❧ሙで、ලయⓗな

言葉を⪃えながら、まとめましょう。

話し合おう！

資料　「第 10回　頼みごとをする」の課題プリント（表）

ẼỢẾểɟᚕ 頼みごとをすると䛝に୍␒䛺ゝⴥ

「あなただから頼んだ」とか、「手ຓけがなければᅔる」➼と言ࢃれると、聞き手は少し↷れく

さいですが、Ⰻいことをしたという実ឤがᚓられるでしょう。頼みごとをするときは、聞き手の

ຓけがどれどᙺ❧つのかをఏえることも大事です。

ᵮᶐᵿᶁtᶇᶁe ḟのような頼みごとをしたいと思います。引き受けてもらえるようにうまく頼みましょう㸟

�� 友だちに「ࢫࢸトに遅刻しないように、明日のᮅ㟁話で㉳こしてしい」と頼ࡴ。

�� 後㍮に「午後から୍⥴に᪂Ḽࣃࣥࢥの㈙い出しにつき合ってしい」と頼ࡴ。

3� 先生に「すでに⥾めษった授業のレポートを受けྲྀってしい」と頼ࡴ。

ᵮᶍᶇᶌtᴿ

௰のⰋい友だちでも気をつけて、⮬分手な頼みごとをしていないか、もう୍ᗘ⪃え
ましょう。

→ Point! のまとめで特に大事だと思う部分をチェックしましょう。

レッスン䠏 頼みごと䛜ཷ䛡ධ䜜䜙䜜䜔す䛟䛺る⾲⌧

頼みごとをするときは、たとえ簡単な手ఏいであっても聞き手に軽くはない㈇ᢸをかけることにな

ります。聞き手のᚰの‽ഛをうながす前⨨きや、手ఏってくれた後のឤㅰなど、言葉にしてఏえるこ

とをᛀれないようにしましょう。

会話例

（状況）：ဏさんに引っ㉺しの手ఏいを頼まれた┤ᶞくんは、さっそく㞝くんに୍⥴に手ఏいに行っ

てくれるように、頼みに行きます。でも、やはり㞝くんはどこか⣡ᚓしていないようです。

㸯 ┤ᶞくん：あっ、㞝。ちょうどよかった。明日のኤ方、ဏんちの引っ㉺しを手ఏうことになってさ。

㞝くん：えっ、ኪ、んち来るって言ってなかったけ。

┤ᶞくん：だからさー、�人で୍⥴に引っ㉺し手ఏいに行こうって。

㞝くん：えー、もやることになってるの。なんでやらなきゃいけないの。

┤ᶞくん：そのሙのࣜࣀで、そうなっちゃったんだ。㞝もဏに頼まれたら断れないだろ。

㞝くん：ま࠵、ဏちゃんに頼まれたら断りにくいけど……。

┤ᶞくん：ࡌゃ、いいよな。明日 �時にဏんちに㞟合な。

会話㸯では、㞝くんは༑分に⣡ᚓしてくれませんでした。それにᑐして、┤ᶞくんがḟの会
話㸰のように頼めば、㞝くんは気ᣢちよく引き受けてくれるのではないでしょうか。

㸰 ┤ᶞくん：あっ、㞝。ちょうどよかった。実は、ձ明日のことで頼みがあるんだけど。

㞝くん：えっ、明日はんち来るんでしょ。

┤ᶞくん：それなんだけど、㞝のᐙに行く前に、時㛫✵いてない㸽

㞝くん：うーん、ちょっとくらいならなんとかなるかな。

┤ᶞくん：実はさ、ဏに引っ㉺しの手ఏい頼まれちゃってࢧ。ᝏいんだけど୍⥴に行ってくれな

いかな。

㞝くん：えー、引っ㉺しの手ఏい。ま࠵、ဏちゃんに頼まれたら断れないよなー。仕方ないか。

┤ᶞくん：やった、ࣗ࢟ࣥࢧー。ղんとຓかったよ、今ᗘなんかあったら必ࡎ手ఏうからさ。

㞝くん：まあ、いいよ。どうせ࣐ࣄだし。

┤ᶞくん：ࡌゃ、明日 �時にဏんちに㞟合な。

Step1 会話㸰では、┤ᶞくんの言葉から㞝くんのᚰの㈇ᢸを軽くするような㓄៖がឤࡌられ

ます。ձ前⨨きの言葉とղឤㅰの言葉それࡒれのはたらきについて⪃えをまとめましょう。

ձ 前⨨きの言葉のはたらきについて

ղ ឤㅰの言葉のはたらきについて

ᵮᶍᶇᶌtᴿ

頼みごとをするときは、聞き手のᚰの㈇ᢸをῶらせるよう、前⨨きやឤㅰの気ᣢちを
言葉にすることをᛀれないようにしましょう。

→ Point! のまとめで特に大事だと思う部分をチェックしましょう。

レッスン䠐 䝻䞊䝹䝥レ䜲にᣮᡓ䟿

では、ḟのձ㹼ճのような状況で、引き受けてもらえるように頼んでみましょう。

（ձࣞࣉ࣮ࣝࣟ）

㸿：あなたはႚⲔかえででバイトをしています。明日のኪ、㒓㔛のᗂなࡌみがこっちに出て

きます。もう 3 ᖺࡪりなので㠀会いたいと思います。しかし、明日は �� 時から �� 時

までバイトのࣇࢩトがධっています。バイト௰㛫の㹀さんに、バイトのࣇࢩトをኚࢃっ

てくれるように頼んでみましょう。

㹀：バイト௰㛫の㸿さんにバイトのࣇࢩトをኚࢃってくれるように頼まれました。ணᐃを☜ㄆ

すると、明日のኪはጜと㈙い≀に行くことになっています。断ろうかと思いましたが、それ

。の⏝事ではないので、無理をすればᘏᮇすることもできそうですࡂどᛴ

（ղࣞࣉ࣮ࣝࣟ）

㸿：あなたが語学◊ಟでおୡ話になった࢜ーࢫトࣛࣜの友人が日本に㐟ࡧに来ます。日

本では、日ගᮾ↷ᐑや⳹ཝをぢ学したいそうです。ところが、あなたは୍ᗘも日ගへ

行ったことがなく、ㄪると㌴の方が౽なようです。☜か、友だちの㹀さんが日ගに

行ったことがあると言っていました。㹀さんに内を頼んでみましょう。

㹀：友だちの㸿さんから、㌴で友だちの日ගの内をしてくれないかと頼まれました。ࢻ

ࣛイࣈがዲきなので、引き受けてもかまࢃないと思いますが、� ᖺも前のことなので㐨

をはっきりとはぬえていません。しかも、その時はにᕳき㎸まれ、࣊ト࣊トになっ

てᖐᏯしたことをぬえています。もうあんな思いはしたくありません。

資料　「第 10回　頼みごとをする」の課題プリント（裏）





ᴪ 13 ᴪ ᴪ 13 ᴪ

知的障害児童のキャリア発達の促進を目指した実践研究

Ⅰ．研究の背景と目的 
知的障害のある児童生徒の教育における今日的課題の

Ʌとつにキャリア教育ȟあȥɜɟるǿキャリア教育ɂᴩ

「一̷一̷の社会的・ᐳ業的自に向けᴩ॒要な基ᄷと

なる能力ɗৰ࣊を育てるȦとを通してᴩキャリア発達を

促す教育」ᴥ文部科学ᅁᴩ2°11ᴦと定義さɟるǿȦの場合ᴩ

キャリアとɂᴩ「̷ȟᴩ生の中Ⱥറȁな役割をたす

ᤈሌȺᴩ自ɜの役割のΙϏɗ自分と役割との関係を見い

ȳしていȢ連なりɗሥみ重ɀ」Ⱥありᴩキャリア発達と

ɂᴩ「社会の中Ⱥ自分の役割をたしなȟɜᴩ自分ɜし

い生Ƞ方を実းしていȢᤈሌ」のȦとȺあるᴥ文部科学

ᅁᴩ2°11 Ұ出ᴦǿȦのキャリア発達についてɂᴩ「ᐳ業ᜊ・

ӱәᜊを育ɓ学習ʡロɺラムのౕ組みᴥᴦ」ᴥّ教育

ኍ研究所生徒指導研究センʉーᴩ2°°2ᴦによɟɃᴩ「̷

間関係ढ成能力」「情ڨ活ႊ能力」「఼߬ᜫ能力」「意

९ข定能力」の 4ᬻڒにɢたる 8つの能力ȟᴩࢺ児ఙȞ

ɜ小・中・高の学ᳮఙを通ȫて᪡的ᴩ発ࠕ的にͩᩋし

ていȢɕのとさɟるǿ特に障害のある児童生徒のキャリ

ア発達についてɂᴩّ 特別支援教育総合研究所ᴥ2°1°ᴦ

ȟᴩ「キャリアʡランニンɺ・ʨトリʍクスᴥᝁಘᴦ」に

おいてᴩ上ᣖの 4ᬻڒ 8能力の発達モデルをᇉしているǿ

ȰのऻᴩȦɟɜの能力ɂᴩ分野ɗᐳሗにȞȞɢɜȭᴩ社

会的・ᐳ業的に自するたɔに॒要な基ᄷとなるᴩ「̷

間関係ढ成・社会ढ成能力」「自ࢄ理解・自ࢄከ理能力」

「課題対ख़能力」「キャリアʡランニンɺ能力」の 4つの

「基ᇀ的・汎ႊ的能力」にѓഫ成さɟᴩ૬ᇉさɟているᴥ文

部科学ᅁᴩ2°11 Ұ出ᴦǿ

Ȧのようなキャリア発達にȞȞɢるច能力の中Ⱥᴩኂ

者ɜɂᴩ特に「ɂたɜȢよɠȦびᴥ自分ȟたす役割の

理解と実行ᴦ」ᴥّ特別支援教育総合研究所ᴩҰ出ᴦに

ᅔ目したǿȦɟɂᴩ上ᣖの「基ᇀ的・汎ႊ的能力」の中

の「キャリアʡランニンɺ能力」に関連する能力Ⱥあるǿ

文部科学ᅁᴥ2°°6ᴦȺɂᴩＤ ® Ｅ ® スーʛーの生にお

ける役割ᴥラɮフ・ロールᴦの分ԇとፋ合のᤈሌをにᴩ

「Ȱの時ȁの自分にとȶての重要性ɗ意֞にख़ȫて」ᴩ「社

会における自ࢄの場にख़ȫた役割をたしていȦうと

する」ᤈሌをキャリア発達としてᝊᣖしているǿさɜにᴩ

ᅺᄑ᪩зɁɷʭʴɬ発達ɁɥᄻȪȲ実践研究

―係活動を軸に「役割の理解と実行」能力を育てる―

阿部美穂子・定村　富子ᴧ・五十嵐勝義ᴧᴧ

Ðòáãôéãáì Sôõäù ôï Ðòïíïôå Cáòååò Dåöåìïðíåîô ïæ  ôèå Cèéìäòåî ÷éôè 
Iîôåììåãôõáì Déóáâéìéôéåó

ᴪDåöåìïðéîç ôèåéò Cïíðåôåîãù éî ¢Õîäåòóôáîäéîç áîä Ðòáãôéãéîç ôèå Òïìì¢ 
ôèòïõçè ôèå Òåóðïîóéâìå ÷ïòë çéöåî éî ôèå ãìáóóòïïíᴪ

Íéèïëï AÂÅ・Ôïíéëï ÊOÍÕÒA・Ëáôóõùïóèé IÇAÒASÈI

摘要

本研究Ⱥɂᴩ特別支援学校小学部に在する知的障害のある児童を対៎にᴩȰのキャリア発達を促進するȦとを目

的とした支援を実践したǿ特にᴩ「キャリアʡランニンɺ能力」の要ጨのɅとつȺある「役割の理解と実行」能力に

ᅔ目しᴩ係活動を軸にȰの能力の育成を目指したǿ実践にあたȶてɂᴩḧᴷ対៎児の「役割の理解と実行」能力に関

する「実ৰੰ૱シート」の作成ᴩḨᴷ育てたい力のщͶԇとᜫ定した達成基ໄに基づȢᴩ実践中・ऻの対៎児の行動

Ιᴩḩ 「K役割の理解と実行」に関する対៎児の意識ᴩΙϏᜊなȼの変容に関するᐨȠ取りΙᴩḪᴷΙに基づ

Ȣ支援方ศの改善とѓ実践のᴩE ステʍʡȞɜなるÐDCAɿɮクルを実行したǿ実践のፀᴩ対៎児にɀɜいとした「役

割の理解と実行」能力のပीȟᆬᝓさɟたǿ実践Ȟɜᴩ知的障害児の「役割の理解と実行」能力を育てるたɔの有ӛ

な支援方ศをɜȞにするととɕにᴩ行動のᜊ的なΙとᴩ内的動機͇けɗ意ඕᴩ自ࢄ意識なȼの˿ᜊ的Ιの̈́

組みを組みᣅɦȳãïíðåôåîãù-âáóåäのキャリア発達支援の在り方を考ߔしたǿ

キーワード：キャリア発達ᴩ係活動ᴩÐDCAɿɮクルᴩ知的障害児ᴩコンʞテンシーʣɮʄʓʡロɺラム

Ëåù÷ïòäó：Cáòååò äåöåìïðíåîô¬ ×ïòë çéöåî éî ôèå ãìáóóòïïí¬ ÐDCA ãùãìå¬ Cèéìä ÷éôè Iîôåììåãôõáì äéóáâéìéôéåó¬ 

Cïíðåôåîãù-âáóåä-ðòïçòáí

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９：1�－��

ª   富山ᅇとなみ総合支援学校

ªª 富山ᅇとなみూ支援学校
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ຝᣃᴥ2°1°ᴦȟᣖɌているようにᴩ「キャリアとɂᴩ社

会の中の役割の連ፖ」Ⱥありᴩ「すɌての̷ȟ生Ƞてい

る᪅りᴩ役割ȟあるというҰ૬にȶてᴩ子ȼɕたȴȟ

自分の役割ᴩ他の̷の役割というɕのとцސしていȢと

いうのȟᴩキャリアというᕹにֆɑɟる」ȦとȞɜᴩ「役

割の理解と実行」ɂᴩキャリア発達の中ಎ的കॡをなす

能力のɅとつȺあるとえるǿ 

ȰɟȺɂᴩ知的障害特別支援学校においてȦの能力を

育てるたɔの教育実践とɂᴩȼのようにあɟɃよいのȺ

あɠうȞǿȦɟについてᴩజ村・ᕑᴥ2°11ᴦɂᴩ「キャ

リア教育における教育課ሌɂᴩãïíðåôåîãù-âáóåä-

ðòïçòáíȺある点にႡ意する॒要ȟあるǿ」と指ଊするǿ

すなɢȴᴩ「ρȁの授業によȶてပीさɟていȢщͶ的

能力ᴥ知識ɗスキルなȼᴷኂ者ᛃᠴᴦȳけȺなȢᴩȦɟ

ɜのሥみ重ɀによȶてढ成さɟていȢ能力ᴥ࿎̜に対す

るݎӯᴩ考え方ᴩΙϏᜊなȼᴷኂ者ᛃᠴᴦᴥᜤ᧸方ศɕ

ֆɔᴦの在り方をよりᆬにしᴩ関係者によȶてц有し

ていȢ取組ȟ重要Ⱥある」としているǿȦの視点をֆɓ

取組としてᴩ阿部・շ田・山川・森ᴥ2°14ᴦの֖ڨȟ上

ȥɜɟるǿ阿部ɜɂᴩ児童ᇩᇐஃᜫ΄ᜫ特別支援学校の

中学部᪡にある知的障害生徒を対៎にᴩ「ЄȢびを

知りᴩ自ɜのたすɌȠ役割の理解とЄȢȦとの意義を

知る力」をͩɃすたɔの授業の在り方を実践を通して

ɜȞにしたǿȰɟによɟɃᴩ生徒ɜȟ「ɺルーʡの͓間」

「見える他者」「見えない他者」の 3つを᪡的に意識し

て役割をፕፖ的に実行ȺȠるように活動をᜫ定しᴩ自ࢄ

Ιを組みᣅɦȳ授業を実践したፀᴩ対៎児ɜにの

高い̜̈́を成しᤁȥるたɔᴩ自ɜ役割をたȰうとする

行動ȟ見ɜɟるようになりᴩ΄せて対៎児ɜの自ࢄ有ႊ

感ȟ高ɑȶたȦとȟᆬᝓさɟたǿすなɢȴᴩ他者との関

係Ⱥఙशさɟる役割をたすȦとのΙϏとȰのスキルᴩ

さɜに自分にȰɟȟȺȠるとする有能感をᴩщͶ的な役

割行動の実行と自ࢄΙᜤ᧸のሥみ重ɀによȶてပीさ

せた実践Ⱥあるǿ

ȰɟȺɂᴩキャリア発達においてᴩさɜにҰ᪡にあ

ると考えɜɟる小学部在の知的障害児の場合ᴩ他者と

の関係Ⱥ自ࢄの場にख़ȫた役割を理解しᴩ実行するщ

Ͷ的能力ᴥスキルᴦとᴩȰɟをたȰうとするݎӯɗΙ

Ϗᜊをပीするたɔにɂᴩȼのような支援ȟ॒要なのȺ

あɠうȞǿさɜにᴩ支援に取り組ɓにあたりᴩキャリア

発達を促すたɔのᴩいɢəる ÐDCA ɿɮクルによる支

援のブラʍシュアʍʡをᴩᜤ᧸方ศᴥΙ方ศᴦɕֆɔᴩ

ȼのように進するのȟよいのȺあɠうȞǿ

ȰȦȺᴩ本研究Ⱥɂᴩ上ᜤの 2つの問題について実践

に基づȠᴩ解するȦとを目的とするǿщͶ的にɂᴩ小

学部在の知的障害児を対៎にᴩ特別活動ᴥ日ȁの係活

動ᴦを取り上ȥᴩ「役割の理解と実行」能力のပीを目

指してᴩጙԡ年間にɢたȶて支援実践を行うǿȰしてᴩ

実践によȶてीɜɟた対៎児の変容とᴩȰɟをɕたɜし

た有ӛな支援方ศをɜȞにするǿɑたᴩ支援画の

ಘᴩ実行にあたりᴩÐCDA ɿɮクルを実းするたɔᴩ

͏下の 4ステʍʡȞɜなるౕ組みをഫኳするǿɑȭᴩḧK

キャリア発達の視点Ȟɜ対៎児の「役割の理解と実行」

に関して育てたい力をᆬԇするたɔ「実ৰੰ૱シート」

を作成するǿඒにᴩḨᴷ育てたい力を達成課題としてщ

Ͷԇしᴩ΄せてȰの達成基ໄをᜫけてᴩ対៎児の行動を

ᜊߔᜤ᧸しᴩ達成࣊をΙするǿ΄せてᴩḩᴷ対៎児の

役割理解ɗ実行に対する意識ᴩΙϏᜊなȼの変容を対៎

児の発ɗৰ࣊Ȟɜᜤ᧸・ΙするǿȰしてᴩḪᴷḨᴩ

ḩに基づȠᴩ支援方ศの改善をَりᴩѓ࣊実践に取り組

ɓǿ͏上によりᴩ知的障害のある児童の「役割の理解と

実行」能力のပीを促進する支援の在り方について考ߔ

するɕのとするǿ

Ⅱ．方法

1．対象児童
Ú 特別支援学校に在する A 児ᴥ小学部ᴳ年男子ᴦ

Ⱥあるǿ 知的障害ȟありᴩច検査のፀɂᴩ×ISC ᴪ

ƍ ᴥ小学部 1年時実ஃᴦȺɂᴩÖIÑ51ᴩÐIÑ41ᴩÆIÑ41ᴩ

実践開ܿ時の S ᴪ Í 社会生活能力検査ȺɂᴩCA 11ᴷ

11ᴩSA 5ᴷ4ᴩSÑ 44ᴥᡵᣃ自 6ᴷ6 ሉ動 4ᴷ8 作業 5ᴷ

1° 意ॖ̬૰ 4K 3 集団Վӏ 5K 5 自ࢄፋ制 5K 8ᴦȺあȶたǿ

2．「はたらくよろこび（役割の理解と実行）」に
関する実態把握シートの作成
キャリア発達の視点Ȟɜ児童の「役割の理解と実行」

に関して育てたい力をᆬԇするたɔᴩ児童の「ɂたɜ

ȢよɠȦびᴥ役割の理解と実行ᴦ」に関する実ৰੰ૱シー

トを作成したᴥ͏下ᴩ実ৰੰ૱シートᴦǿ実ৰੰ૱シート

ɂᴩAਖ਼ͤい・役割の基ᇀᴥ5ᬱ目ᴦᴩÂ自分の役割の理

解と実行ᴥ2ᬱ目ᴦᴩC他者を意識した役割の実行ᴥ6ᬱ目ᴦ

の 3つのᜊ点ᴩ 13ᬱ目Ȟɜ対៎児の日ࢠ生活行動のエ

ʞʇーʓを出して理しᴩȰのエʞʇーʓをɕたɜし

たとລさɟる対៎児のધȴɗ要因を分しᴩȰɟに

基づいて対៎児に育てたい力をፄりᣅɦȺいȢɕのȺあ

るǿ実ৰੰ૱シートのᜊ点とᬱ目を᚜ 1にᇉすǿ

3．A児の「はたらくよろこび（役割の理解と実行）」
に関する実態と育てたい力
A 児の実ৰੰ૱シートのዩを᚜ 2 にᇉすǿ実ৰੰ

૱シートȞɜ͏下の A 児の実ৰȟɜȞとなȶたǿɑ

ȭᴩᜊ点 Aᴥਖ਼ͤい・役割の基ᇀᴦについてɂᴩ教࢙

の指ᇉɗ支援ȟあɟɃᴩዊԨな係活動をするȦとȟȺȠ

たǿしȞしᴩᣩ中Ⱥา意ȟ他のɕのに向Ȣとᴩ活動を中

してしɑうȦとȟ᭄に見ɜɟたǿඒにᴩᜊ点Âᴥ自

分の役割の理解と実行ᴦȺɂᴩ係活動の内容を理解する

Ȧとに時間ȟȞȞるȦとɗᴩɗりたい̜̈́を自分Ⱥᤣɉ

機会ȟߵないȦとȟમȥɜɟたǿ一方ᴩ自分ȟᭅりにさ

ɟていると९える係活動ɂᴩ教࢙の支援によりขɔɜɟ

たਖ਼ᬲにिȶてఊऻɑȺ行うȦとȟȺȠたǿ反面ᴩ日ࢠ

的にᎱりᣌさɟる係活動への取り組みɂᴩˣߚさɗፕፖ

性にඑけるݎȟ見ɜɟたǿさɜにᴩᜊ点 Cᴥ他者を意識
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知的障害児童のキャリア発達の促進を目指した実践研究

表１「はたらくよろこび（役割の理解と実行）」に関する実態把握シートの観点と項目
ᜊ　点 ᬱ　目

A  ਖ਼ͤい・役割の基ᇀ á 教࢙と一፳にໄ϶ɗऻ࿁͇けをするǿ
â 自分のΈȶたɕのを࿁͇けるǿ
ã 教࢙と一፳にᴩዊԨな係活動をするǿ
ä 教࢙の支援をՙけてᴩዊԨな係活動をするǿ
å 教࢙の指ᇉをՙけてᴩዊԨな係活動をするǿ
ƆዊԨな係活動とɂᴩհ͎ᴩիઝȠᴩ他の教へ࿎をࠍけるኄȟ考えɜɟるǿ

Â　自分の役割の理解と実行 á ዊԨな係活動の内容を理解しᴩɗりたいɕのをᤣɉǿ
â ขɔɜɟたਖ਼ᬲにिȶてᴩ教࢙と一፳に自分の役割をたȰうとするǿ
ã ขɔɜɟたਖ਼ᬲにिȶてᴩ自分の役割をたすǿ
ƆȦのエリアȺɂᴩ自分ȟ分આした̜̈́の内容を理解しᴩ実行するȦとをᇉすǿ

C　他者を意識した役割の実行 á 係ɗछႭの活動ȟ̷の役にȶている̜ȟ分Ȟるǿ
â ̠いの役割ɗ役割分આについて理解するǿ
ã 自分の役割ȟ̷の役にȶているȦとを理解しᴩఊऻɑȺ行うǿ
ä 自分の役割ȟ̷の役にȶているȦとを理解しᴩఊऻɑȺˣߚに行うǿ
å 自分の役割ȟ̷の役にȶているȦとを理解しᴩፕፖ的に行うǿ
ƆȦのエリアȺɂᴩ自分のɗȶているȦとȟ他者の役にȶているȦとを理解し実行するȦとを指すǿ

表 2　実態把握シートにおけるA児の実態（抜粋）
ᜊ点 ᬱ目 A児のݎ ( エʞʇーʓ ) ລさɟるA児のધȴ・要因 育てたい力

ᴾ
ਖ਼
ͤ
い
・
役
割
の
基
ᇀ

ᵞ ǲ教࢙Ȼˢ፳Ⱦໄ϶ɗ࿁͇ȤɥȬɞȟᴩᣩ˹ȺͅɁɕɁȟȾȽɞǿ
・教࢙の見ަりɗᕹȞけȺᴩͶ育の時間なȼにᤍщのໄ϶・࿁͇け
をするǿᣩ中Ⱥ他の࿎ȟになȶたり遊びになȶたりするǿ

・自分のધȴをТаしᴩ達成するȦと
に対する目的意識ȟऍいǿ
・ᣩ中Ⱥ見えたɕのにȟୠȶてしɑうǿ

ዊԨな係活動ɗਖ਼
ͤいなȼの̜̈́を
ఊऻɑȺ行うǿ

ᵟ ǲ教࢙Ȼˢ፳ȾᒲґɁΈȶȲɕɁɥ࿁͇ȤɞȦȻȟȺȠɞȟᴩᣩ˹Ⱥ
࿁͇ȤɞȦȻɥॗɟɞȦȻȟȕɞǿ
・教࢙の見ަりȺᴩΈȶたೠ子を࿁͇けるǿ・ધȴ࿎の࿁͇けॗɟȟ多
いǿ

・࿁͇けの॒要性を感ȫていないǿ
・他のȦとにをとɜɟてᴩ̜̈́内容を
ॗɟてしɑうǿ

ᵠ
ᵡ

ǲඕȟȕɞȻȠɂᴩ教࢙ɁୈȺዊԨȽΡ๊ӦȟȺȠɞǿ
・հ͎をけるǿ・గの会Ⱥ日͇ۿを発᚜するǿ
・ᄊ校ऻᴩ自分の学ጥのϧ࣐ᜊߔ᚜を自分の教ɑȺᤆɉǿᭅɑɟて
ɕすぐに行なɢなȞȶたりᣩ中ȺᑱしたりするȦとȟあるǿ

・ጽ᮷と自信のあるȦとɂ取り組ɔるǿ
・係活動より他のȦとȟになるȦとȟ
あるǿ

å ǲඕȟȕɞȻȠɂᴩ教࢙ɁΗᭅɥՙȤȹዊԨȽΡ๊ӦɥȬɞȦȻȟ
ȺȠɞǿ
・教࢙のΗᭅにख़ȫてᬩ楽の授業中にႊщを集ᥓしたりᴩೠ子の࿁͇
けをするǿ
・「A さɦᴩお᭐いしɑす」「ӒけてɎしいな」なȼᴩ教࢙Ȟɜˣߚな
ΗᭅをՙけるとͶ育のऻのᤍщの࿁͇けなȼにҰ向Ƞに取り組ɓȦと
ȟȺȠるǿ
・取り組み意ඕにɓɜȟあるǿ

・Ηᭅさɟるとݼしいǿ
・ȰのとȠの分Ⱥ̜̈́をり出すǿ

ᴿ
自
分
の
役
割
の
理
解
と
実
行

ᵞ ǲዊԨȽΡ๊ӦɁю߁ɥျᜓȬɞȦȻȾ間ȟȞȞɝᴩɗɝȲȗȦȻ
ɥᤣɉൡ͢ɕߵȽȗǿ
・˫えɜɟた役割のሗ᭒ȟᛓୣある場合ᴩ自分のɗりたいȦとをᤣび
取るݎɂあɑり見ɜɟないǿ

・教࢙の૬ᇉをᐨいたり見たりして理解
するȦとに時間ȟȞȞるǿ
・ɗりᤁȥɜɟるȞ˪ާをȠᴩ自信の
あるȦとをしたいと९うǿ

૬ᇉさɟた̜̈́の
内容を理解しᴩ自
ɜᤣȺȠるǿ

ᵟ ǲ࿑ҝɁȕɞΡ๊ӦɂᴩขɔɜɟȲਖ਼ᬲȾिȶȹఊऻɑȺፕፖᄑȾ
教࢙Ȼˢ፳ȾमҾɥȲȰșȻȬɞǿ
・保ϧҰȺϧ࣐ᜊߔ᚜を学ጥුのフʍクにける̜̈́ɂᴩ教࢙の見
ަりの支援ȺᴩҰ年࣊一年間ፕፖしᴩਖ਼ᬲにिȶてఊऻɑȺ行えたǿ
・ોのとȠᴩ年下の児童Ȟɜોީ̘の֖ڨをՙける係ɂ意ඕ的に
取り組ɓǿ

・特別な̜̈́ᴩᝐりのある̜̈́をしたいᴩ
ȺȠるとうɟしいǿ
・ధ上Ⱥの課題ɂ集中してȺȠるǿ
・ͷ࣊ɕᎃ習して自信ȟあるȦとɂᴩሥ
的になɟるǿ

ǲஓࢠᄑȽዊԨȽΡ๊ӦɂᴩˣߚȨɗɝጸɒɁፕፖॴȾඑȤɞǿ
・教ોɂ集中させるᕹȞけȟあɟɃᴩఊऻɑȺ行なうȦとȟȺ
Ƞるǿ
・ᄊ校ऻᴩ自分の学ጥのϧ࣐ᜊߔ᚜を自分の教ɑȺᤆɉǿたȳしᴩ
すぐに行なɢなȞȶたりᣩ中ȺᑱしたりするȦとȟあるǿ

・他のȦとにをとɜɟるǿ
・ු日の活動のᎱりᣌしに᭯Ƞてしɑいᴩ
ፕፖȟᫍしいǿ

ᵀ
他
者
を
意
識
し
た
役
割
の
実
行

ᵞ ǲពɥͤțɜɟɞȻᴩታȾȽɞǿ
・「A児のおȞȥȺ…ありȟとう」とうとᴩにȦにȦしているǿ

・自分ȟしたȦとをᛗɔɜɟてݼしいǿ

役割をたすȦと
Ⱥ自分の̜̈́ȟ相
ਖ਼に役ȶている
Ȧとに͇Ȣǿ

ᵟ ǲͅзȻɁґઆɥ大ͶျᜓȪȹȗɞȟᴩܧȠȽȦȻȳȤᚐȶȲɝᴩᒲ
ґɁґઆȺȽȢȹɕᴩȪȲȗȻ९ȶȲɜ̘ᜓɥीȭȾᚐȶȲɝȬɞǿ
・下ጥ生にɗり方を教えるᴥᬩ楽ᴩͶ育ᴦ
・ᒾ֞をɕつとᴩ他の児童の̜̈́ȳとͤえてɕᬷとして行おうとするǿ

・ጽ᮷ȟありᴩ自信をɕȶているǿ
・下ጥ生に教えてあȥたいǿ
・他児との役割分આ意識ȟऍいǿ

ᵠ ǲᛗɔȹɕɜșȻታȾȽɞȟᴩᛗɔȹɕɜȝșȻ実ᚐȬɞȦȻɂߵ
Ƚȗǿ

・他者にᝓɔɜɟたい意ඕȟऍいǿ

ᵡ ǲ࿑ްɁܧȠȽ教࢙ɗࢳ˩ɁзɁਖ਼ͤȗɥȪɛșȻᚐӦȬɞǿ
のたɔにᴩ進ɦȺᔸ࿎ᤆびɗᴩ࿁づけをਖ਼ͤうȦとȟあるǿ࢙Ƞな教ܧ・
・教࢙にᭅɑɟてᴩ下ጥ生の見本となȶてሉ動ɗҚするȦとȟȺȠ
たǿ
・年下の児童Ȟɜોのʋɱʍク᚜の֖ڨをՙけᴩ点検するǿ
・ોのとȠᴩ自分の分ɂጶɢȶていないȟ下ጥ生のధをᤆɦȺȢɟ
たǿ

Ƞなа生のȰɃにいたいǿܧ・
・а生のɑɀをしたいǿ
・ᴳ年生ɂᴩ年下の児童をӒけたりᴩお
ਖ਼本になȶたりするɕのȺあるという自
覚ȟあるǿ

ᵢ ǲፕፖȪȹͅᐐɁमȾȻșȻឧȪȹȗɞറފȟɜɟȽȗǿ
・下ጥ生のਖ਼ͤいをする᪨ᴩ下ጥ生ȟȼのようなધȴȺいるȞ関॑
ȟないǿ

・自分に͖さɟた役割をたすȦとȟᴩ
他者にՒɏすफᬭを理解するȦとȟᫍし
いǿ
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した役割の実行ᴦȺɂᴩ相ਖ਼Ȟɜ感ពのધȴをͤえɜ

ɟたりᛗɔɜɟたりするとታになるȟᴩなȯ感ពさɟ

たのȞを理解していないറ子Ⱥあȶたǿɑたᴩ̷の役に

とうᴩᛗɔてɕɜおうと意識して取り組ɓ動ɂ見ɜ

ɟなȞȶたǿ他児との̜̈́分આȺɂᴩに入ȶたȦとȳ

け行ȶたりᴩ自分のઆछ͏外のȦとȺɕᒾ֞をɕてɃ̘

解をीȭに行ȶたりするറ子ɕ見ɜɟたǿ

͏上のȦとȞɜᴩA 児ɂ時間ȟȞȞるɕののᴩ教࢙

ȞɜΗᭅさɟるਖ਼ͤいɗ係活動の内容とȰɟをɗりᤁȥ

る方ศを理解する力をધȶているȦとȟ分Ȟȶたǿɑたᴩ

ᛗɔɜɟるȦとȟݼしȢᴩ̜̈́を͖さɟたȦとをɉ

ધȴȟあるȦとɕ分ȞȶたǿしȞしᴩᣩ中Ⱥ̜̈́を

してしɑȶたりᴩさɜに感ពさɟた理ႏȟ分Ȟɜȭᴩ自

分ȟしたȦとȟ他者の役にȶているという意識ɕऍい

ȦとȞɜᴩ自分ȟ̜̈́をするとɂᴩ他者との関係Ⱥȼの

ような役割をたすȦとȺあるのȞというᴩ意義の理解

ȟᫍしいと考えɜɟたǿȰのたɔᴩ役割をたすȦとへ

のሥ性ɕ̈しいৰȺあるȦとȟ分Ȟȶたǿ

ȰȦȺᴩᜊ点 Aᴥਖ਼ͤい・役割の基ᇀᴦȞɜᴩ「ዊԨ

な係活動ɗਖ਼ͤいなȼの̜̈́をఊऻɑȺ行うǿ」ᴩᜊ点Â

ᴥ自分の役割の理解と実行ᴦȞɜᴩ「૬ᇉさɟた̜̈́の内

容を理解しᴩ自ɜᤣȺȠるǿ」ᴩᜊ点 Cᴥ他者を意識し

た役割の実行ᴦȞɜᴩ「役割をたすȦとȺᴩ自分の̈́

̜ȟ相ਖ਼に役ȶているȦとに͇Ȣǿ」の 3 つを育て

たい力としてᜫ定したǿ

4．支援計画
(1) 支援実践場面とA児の達成課題

A 児ȟ取り組みɗすい役割をᤣ定しᴩȰɟをたす

ᤈሌȺᴩA 児ȟ自分の役割にȼのような意義ȟあるの

Ȟを理解してΈ֤感をɕȶて取り組みᴩȰのፀᴩ他者

との関係Ⱥఙशさɟる役割をたす成߿感ɗ達成感ᴩ

ᠴ感をीるȦとȟȺȠるたɔの実践を画したǿ

ȰȦȺᴩ実践場面としてᴩ特別活動ᴥ日ȁの係活動ᴦȺᴩ

ḧ෩ɗり係ᴩḨϧ࣐ᜊߔ᚜け係ᴩḩʉɴル集ᥓ係の 3

つをᜫ定したǿA 児ɂ自分ȟᭅりにさɟていると९え

る係活動にɂ意ඕ的に取り組ɓ傾向ȟあるȦとᴩ自分の

̜̈́の成ȟ役につという意識ȟᗖいȦとᴩ自信をɕ

てないとスムーʄに取りȞɟない面ȟあるȦとなȼを

考ਁしてᤣ定したǿ

෩ɗり係ɂᴩුగᴩ指定さɟた࿎の෩ɗりを行う̈́

̜ȺあるǿA児ɂトʨトのڗをҰ年࣊ɕጽ᮷しておりᴩ

෩ɗりの̜̈́の内容ȟ分ȞりɗすȢᴩ࿎ȟ成ᩋするറ

子なȼȞɜ෩ɗりの॒要性ɗ有ႊ性に͇Ƞɗすいと考

えたǿɑたᴩ学ጥの代᚜として෩ɗりを行うȦととしᴩ

自分ȟᭅりにさɟていると९えるようにしたǿ

ϧ࣐ᜊߔ᚜け係ɂᴩп校児童生徒ȟ保ϧに૬出し

たϧ࣐ᜊߔ᚜を理してᴩ保ϧҰの学ጥȧとのフʍク

にける̜̈́ȺᴩA児ȟ所ࠖしている保ϧ・ʦランティ

ア݃׆会の活動の一つȺあるǿп校児童生徒のగの活動

に関ɢる̜̈́ȺありᴩA 児ɂற年࣊教࢙と一፳にȦの

活動をしたጽ᮷ȟありᴩȰの᪨ᴩ高学年としてᝐりに९

える̜̈́とસえているറ子ȟ見ɜɟた係活動ȺあるǿA

児にとȶてᴩ活動内容ɗ̜̈́の॒要性ȟ分Ȟりɗすいと

考えたǿ

ʉɴル集ᥓ係ɂᴩ小学部の児童ȟ学ጥȺΈႊしている

ʉɴルをのқɔにյ学ጥにᥓࢎしᴩఞにوՖする̈́

̜ȺあるǿȦの̜̈́ɕᴩA 児ȟ所ࠖする保ϧ・ʦラン

テɮア݃׆会の̜̈́Ⱥありᴩյ学ጥにᥓȶたり集ɔたり

するԨጠな̜̈́ȺあるのȺᴩA 児にとȶて見通しȟつ

ȠɗすȢᴩɗりᤁȥɗすい̜̈́Ⱥあるǿ集ᥓаの相ਖ਼と

関ɢる場面ȟあるȦとȞɜᴩ他者に役つȦとをᄽ意

識ȺȠる機会をीɗすいと考えたǿ

Ȱɟȱɟの係活動における A 児の達成課題を͏下の

ようにᜫ定したǿ

①　水やり係
・進ɦȺ̜̈́に取りȞるǿ

・時間内に一̷Ⱥ̜̈́をɗりጶえるǿ

・յ学ጥの教࢙ɗ児童に感ពさɟるȦとȺᴩ役ȶてい

るȦとに͇Ȣǿ

②　健康観察表掛け係
・自分Ȟɜ進ɦȺ保ϧҰへ行Ƞϧ࣐ᜊߔ᚜の̈́分けを

して学ጥȧとにフʍクにけるǿ

・ɗりጶえたɜ小学部１組の教にるǿ

③　タオル集配係
・ఊऻɑȺ一̷Ⱥ行うȦとȟȺȠるǿ

・目ൈ時間ᴥ２分ᴦ内にጶえるȦとȟȺȠるǿ

・集ᥓのとȠᴩขɔɜɟたせりɈをうȦとȟȺȠるǿ

・յ学ጥの教࢙ɗ児童に感ពさɟるȦとȺᴩ役にȶて

いるȦとに͇Ȣǿ

(2) 支援の方針
上ᜤの 3つの係のうȴᴩḧᴩḨについてɂු日ᴩḩに

ついてɂけとఞに実ஃしᴩ活動内容ɗ支援方ศ

について見ᄽしを行いなȟɜḧᴩḨについてɂ 7 ఌよ

り 12 ఌɑȺᴩḩについてɂ 4ఌより 11 ఌɑȺፕፖして

実ஃしたǿፕፖするȦとȺᴩA 児ȟ̜̈́をఊऻɑȺɗ

りᤁȥるጽ᮷をሥɓȦとȟȺȠᴩ他者の役にてるとい

う͇Ƞɗ自信につなȟると考えたǿᄽの支援ɂᴩA

児のઆ͖ᴩһઆ͖ᴩ他 5ջの 7ջの教࢙ȟローテーショ

ンȺᴩුوρ別に実ஃしたǿ教࢙の支援についてɂᴩ͏

下の 3つのɵテɾリーを定したǿɑたȰのщͶ的な内

容ɂَ 1ᵻ 3中の「支援の方ศ」にᇉしたとおりȺあるǿ

1)　活動への集中を図るための支援
活動のᣩ中Ⱥา意ȟȰɟてしɑう A 児の実ৰをᡍɑ

えᴩ分ȞりɗすȢᴩ見通しをધȴɗすȢなるたɔの支援

をӏえたǿとしてɂᴩ活動内容をᆬにするたɔの視

覚的なਖ਼ȟȞりɗ̜̈́のਖ਼ᬲᴩ動፷の見ᄽしによる活動

のዊႩԇなȼȺあるǿ

2)　意欲の向上のための支援
活動に取り組みᴩɗりᤁȥるȦとȟ A 児の楽しみに

つなȟるようにᥓਁしたǿたとえɃᴩ活動のҰऻにリラʍ
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知的障害児童のキャリア発達の促進を目指した実践研究

Ȍ目ൈとΙのᜊ点ȍ

達成課題 アᴦ進ɦȺ෩ɗりの̜̈́に取りȞるȦと
ȟȺȠるǿ

ɮᴦ時間内に一̷Ⱥ̜̈́をɗりጶえるǿ ɰᴦ教࢙ɗ児童に感ពさɟるȦとȺᴩ役ȶ
ているȦとに͇ȢȦとȟȺȠるǿ

Ιの
ᜊ点

ǳ 自ɜ行えたとȠ 時間内に行えたとȠ ᚜情ɗ発なȼのറ子より

ǲ ᕹけȺ行えたとȠ ᕹけをՙけて時間内にጶえたとȠ

ǭ ᕹけ͏外の支援ȟ॒要ȳȶたとȠ 時間内にጶえるȦとȟȺȠなȞȶたとȠ

Ȍ指導ጽᤈȍ―下፷部ɂ改善点

ఙ
間

ቼ1ఙᴥ7ᴬ1ᵻ7ᴬ9ᴦ ቼ2ఙᴥ7ᴬ1°ᵻ7ᴬ19ᴦ ቼ3ఙᴥ9ᴬ2ᵻ9ᴬ27ᴦ ቼ4ఙᴥ1°ᴬ1ᵻ11¯15 ᴦ ቼ5ఙᴥ11¯2°ᵻ12¯6ᴦ

๊ӦɁ૬ᇉ ʤʍʒʦʒʵɥႊȗȹਖ਼
ᬲɥዊႩԇ

ɽʃʬʃɁڗɥᣜӏ ɽʃʬʃɥ᭰ɞکɥᜫް юɁ๊ӦȾ۰

活
動
内
容

ᴥトʨト 5ᦷᴦ
ḧȫɚうɠȺ෩をɗるǿ
Ḩɺリーンɵーテンのᘖ
をうǿ
ᴥ小学部 3クラス分ᴦ
ḩʋɱʍク᚜にጶ̘Աを
ઃすǿ

ᴥトʨト 5ᦷᴦ
ḧʤʍトʦトルȺ 1 ᦷに 1
本分ᴥ5°°ããᴦの෩をɗるǿ
Ḩɺリーンɵーテンのᘖ
をうǿ
ᴥ小学部 1クラス分のみᴦ
ḩʋɱʍク᚜にጶ̘Աを
ઃすǿ

ᴥトʨト 5 ᦷᴩコスモスの
ᔄ̝ࣂつᴦ
ḧʤʍトʦトルȺ 1 ᦷ 1
本分の෩をɗるǿᴥトʨト
5°°ããᴩコスモス 35°ããᴦ
Ḩɺリーンɵーテンのᘖ
をうǿ
ḩʋɱʍク᚜にጶ̘Աを
ઃしᴩ自ࢄΙᴥǳᴩǲᴩǭᴦ
をᜤ入するǿ

ᴥトʨト 5 ᦷᴩコスモスのʡラン
ʉー１ρᴦ
ḧʤʍトʦトルȺ෩ɗりをするǿ
ᴥトʨトɂᴩ1ᦷにつȠ 5°°ãã1 本
分ᴩコスモスɂ 35°ãã ２本分ᴦ
Ḩʋɱʍク᚜にጶ̘Աをઃしᴩ
自ࢄΙᴥǳᴩǲᴩǭᴦをᜤ入
するǿᴥɺリーンɵーテンɂ取り
外さɟたたɔጶ̘したǿᴦ

ᴥʢデラ 2 ᦷᴩȦけ
ဝ 1ᦷᴦ
ḧʢデラにʤʍトʦ
トルᴥ5°°CCᴦ1本分
の෩ɗりをするǿ
ḨȠȺʢデラの
ᕹの部分とȦけဝに
෩をجするǿ

支
援
の
方
ศ

Ȇ๊ӦɁᆬԇȇ
Ǳਖ਼ᬲ᚜を૬ᇉするǿ
Ȇ๊ӦɁዊႩԇȇ
Ǳȫɚうɠに෩をɦȺ
ਖ਼ຝすǿȫɚうɠの෩ȟ
なȢなるとѓ࣊෩をɦ
Ⱥਖ਼ຝすようにするǿ
ȆӦൡ͇Ȥˁ大人ȻɁᩜɢ
ɝȇ
Ǳ活動ȟᣩҒɟȰうなと
Ƞにᴩ活動ጶ̘ऻのお楽
しみを૬ᇉするǿ
ȆӦൡ͇Ȥȇ
Ǳʋɱʍク᚜のઃԱɂᴩ
ᴾ児のᒾ֞をऀȢように
大̷ȟΈႊするԱᨺをႊ
いるǿ

Ȇ๊ӦɁᆬԇȇ
Ǳਖ਼ᬲ᚜をᅔᑱࣻのɵー
ʓにఉえᴩඒにͷをする
のȞを分ȞりɗすȢするǿ
Ǳȼのᦷに෩をあȥたȞ
ȟ分Ȟるようにᴩյᦷと
ʤʍトʦトルにц通のջ
ఠを͇けるǿ
ǱʉɮʨーをΈႊするǿ
Ȇ๊ӦɁዊႩԇȇ
Ǳトʨトのᦷを集ɔてᥓ
Ꮪするǿ
Ǳ෩ɗりのᤍщをʤʍト
ʦトルにఉえるǿ
Ǳʤʍトʦトルに̜Ұに
෩を入ɟておȢǿ
Ǳᘖいɂ小学部ᴱ組分
のみとしたǿ

Ȇ๊ӦɁዊႩԇȇ
Ǳトʨトのᦷとコスモス
のᔄࣂを集ɔᥓᏚするǿ
Ȇ๊Ӧю߁Ɂ۰ԇȇ
Ǳコスモスのᔄࣂへの෩
ɗりの活動をӏえるǿ
ȆᒲࢄΙȇ
Ǳʋɱʍク᚜に自ࢄΙ
ඊをӏえるǿ

Ȇ๊Ӧю߁Ɂ۰ԇȇ
ǱコスモスのᔄࣂȞɜʡラン
ʉーにえఉえるǿ
ȆӦൡ͇Ȥȇ
Ǳ学習発᚜会に᭰り見てɕɜう
ȦとをӘみにするǿ
ȆɁ発᚜ɁکᴥͅᐐΙᴦˁ
ᒲࢄขްȇ
Ǳコスモスのʡランʉーに「ɏ
Ȣȟ育てたコスモスȺす」とい
うќ真͇Ƞのɵーʓを͇けᴩ
ȼȦにᏚȢȞをᤣɉように促すǿ
ȆӦൡ͇Ȥˁ大人ȻɁᩜɢɝȇ
Ǳ活動Ұに活動ऻの「お楽しみ
課題」をᴾ児とขɔᴩ活動ऻɂ
教࢙と一፳にᔍਖ਼な児童のいな
いَంコーʔーȺᤈȧすǿ

Ȇ๊Ӧю߁Ɂ۰ԇȇ
Ǳ内のᜊᕹ࿎の
෩ɗりに活動を変
するǿ
ȆӦൡ͇Ȥȇ
Ǳᴾ児のܧみȰうな
Ƞの活動を取り
入ɟるǿ　
Ȇ๊ӦɁዊႩԇȇ
Ǳ࿎ɂ教の
にᥓᏚしᴩ教内Ⱥ
すぐに行えるように
しᴩ活動ᦀɕߵなȢ
するǿ

ᴾ
児
の
റ
子

・ȫɚうɠを上ਖ਼ȢΈい
Ȧなせȭᴩ෩遊びにሉ行
しȟȴȺあȶたǿ
・෩のᦀのҜȟᫍしȞȶ
たǿ
・̜̈́のᣩ中Ⱥᴩရ関に
఼たɗ他の教を見に
行ȢȦとȟ多Ȟȶたǿ

・ᄊ校ᄽऻに෩ɗりをす
るというȦとȟ定ᅔして
Ƞたǿᑱ行動ɕນߵし
てȠたǿ
・トʨトのՖሮ時ఙȟᤈ
ȡるとᴩ意ඕȟͲ下して
Ƞたǿ

・語的᠈᠆ȳけȺɂ意
ඕȟ上ȟɜなȞȶたǿ
・時間内にጶɢɜなȢて
ɕᴩ自ࢄΙȺɂǳを͇
けていたǿ

・ʡランʉーへのえఉえɂ意
ඕ的ȳȶたǿ
・ᄒに見てɕɜいɗすい生徒ရ
関にɵーʓを͇けたʡラン
ʉーをᏚȢȦとをᤣɦȳǿȰの
ऻᴩ意ඕȟ高ɑȶたǿ

・作業内容ȟಐに
ዊႩԇさɟᴩਖ਼ᬲ᚜
の॒要ȟなȢなȶ
たǿ
・ȠȺの活動を
み意ඕ的にܧ
活動に取り組ɓȦと
ȟȺȠたǿ

教
࢙
に
よ
る

Ι

図１　水やり係の実践の経過と課題の達成状況

クスȺȠる環境ɗ楽しみな活動を取り入ɟたりᴩ大̷と

の関ɢりの場をᜫけたりするȦとȺあるǿɑたᴩA児の

ৰɗᴩޖኮᴩ行̜ኄにख़ȫてᴩ活動内容を変ԇさせたりᴩ

A児自ᡵの自ࢄข定の機会をᜫけたりするȦとȺあるǿ

3)　役立ったことに気付くための支援
自分ȟ係の̜̈́をɗりᤁȥるȦとによȶてᴩ他者ȟȼ

のように感ȫているȞを意識ȺȠるようにᥓਁしたǿ

としてɂᴩ᠈᠆ɗ感ពのᕹȞけを多Ȣするととɕにᴩ

̜̈́の成を見てɕɜえる場ɗ֖ڨの場を意َ的にᜫけ

るȦとなȼȺあるǿ

(3)　評価 
(1) Ⱥᇉしたյ係活動の達成課題についてᴩȰɟȱɟ

ǳᴩǲᴩǭの達成基ໄをᜫけᴩුوの活動ȧとにᄽ支

援した教࢙ȟΙしᴩጽᤈをᆬᝓしたǿさɜにᴩA 児

ȟᢎ的ᕶȴᅔいているᴩ˿に授業Ұɗ͡み時間にᴩA

児Ȟɜ係活動についての॑情をᐨȠ取りᜤ᧸したǿᐨ

Ƞ取りɂᴩ本実践において A 児の支援にᄽȞȞɢȶ

ておɜȭᴩᤈՍに A 児をઆ͖したȦとȟありᴩA 児ȟ

ާ॑してᝈすȦとȟȺȠる教࢙ 1 ջȟρ別に行ȶたǿ7

ఌᵻ 11 ఌの間にпͶȺᴳو実ஃしᴩȰのうȴᴩյ係活

動別に A 児の॑情を 4 分ȭつᐨȠ取るȦとȟȺȠたǿو

ȰȦȺᴩ内容を時ጕҚに理しᴩ11 ջの教࢙ȺԦឰしᴩ

係活動ȧとにA児の意識の変容をᝣみ取ȶたǿ

Ⅲ．結果

1．水やり係の取り組み経過
実践のጽᤈと課題の達成มをَ 1にᴩ॑情のᐨȠ取

りᜤ᧸を᚜ 3にᇉすǿ

(1)　第 1期（7月上旬）
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活動の૬ᇉを中॑とした本時ఙȺɂᴩA児ɂɑȳȫɚ

うɠをうɑȢΈえȭ教࢙のਖ਼Ӓけを॒要としていたǿ活

動への集中ɕͲいৰȺあȶたǿ॑情のᐨȠ取りȺɂᴩ

A児ɂ෩ɗりをしなけɟɃいけないと感ȫているȟᴩ教

に促さɟるɑȺॗɟている「ᓾ生えఙ」Ⱥあȶたǿ࢙

(2)　第 2期（7月中旬）
ȫɚうɠをʤʍトʦトルに変えᴩ活動内容をນɜして

ዊႩԇしᴩਖ਼ᬲ᚜をᅔᑱࣻɵーʓに変えて分ȞりɗすȢ

するとᴩ課題の達成࣊においてᴩ़ȁにǳΙȟۄӏし

たǿしȞしᴩፕፖせȭ˪ާ定Ⱥあȶたǿ

॑情のᐨȠ取りȺɂᴩ෩ɗり係のਖ਼ᬲを覚えて正しȢ

ᝢȺȠるようになりᴩA 児ȟᴩ෩ɗりを自分の̜̈́

Ⱥあるとᝓ識しᴩ「定ᅔఙ」となȶたǿ

(3)　第 3期（9月）
ቼ 3ఙȺɂᴩȦɟɑȺのトʨトの෩ɗりにコスモスを

ӏえᴩさɜに A 児の自ࢄΙ活動をӏえたǿ語的な

᠈᠆をሥ的に行ȶたȟᴩA 児の意ඕɂ高ɑɜȭᴩ課

題の達成࣊ɂާ定しなȞȶたǿ෩ɗりの動作Ȱのɕのɂ

スムーʄにȺȠるようになりᴩ॑情のᐨȠ取りȺɂᴩ自

分ȟ෩をɗるറ子を「見せてあȥたい」とうɑȢȺȠる

自分に自信ɗᠴ感をɕȶているȦとȟ分Ȟȶたǿ一方ᴩ

教࢙の問に対しᴩ෩ɗりをしたɜ「みɦなありȟとう

といȶてȢɟる」のȺ「ݼしい」とうɕののᴩৰ࣊ɂ

ȁとしておりᴩढࣻ的なख़え方にጶܿしたǿȦのよう

に੫ᚓ的にɂީ成したɕののᴩ意ඕȟͲいৰの「੫ᚓ

ީ成ఙ・ʨンネリఙ」となȶたǿ

(4)　第 4 期（10 月～ 11 月中旬）・第 5 期（11 月中旬
～ 12 月）
ቼ 4ఙȺɂᴩコスモスをᔄࣂȞɜʡランʉーにሉしᴩ

「A 児ȟ育てた」というќ真͇Ƞʡʶートを͇けたǿ

学習発᚜会Ⱥ᭰りつけるȦととしᴩ᭰る場所ɕ A 児ȟ

ᤣするようにしたとȦɠᴩ本時ఙऻԡȞɜᴩǳのΙ

ȟާ定して見ɜɟるようになȶたǿ

Ȧの時ఙの॑情のᐨȠ取りȺɂᴩ教࢙の「ᴥあなたɂᴦ

̜̈́ᴩᬷएȶていɑすȞᴼ　̜̈́ɂͷȺすȞǿ」との問

いにᴩ෩ɗりなȼの係活動の内容をすɃɗȢᴩ自信あり

ȥにኌえたǿさɜにᴩ̜̈́ɂ「ᫍしȢない」ᴩ෩ɗりを

したコスモスȟָȢȦとȺᴩ「みɦなȟɉ」とݼしȰ

うにوኌしたǿȦのようにᴩ実践のጶᄷȺɂᴩA 児ɂᴩ

෩ɗりを自分の̜̈́と意識して˿एしᴩȰɟɂ他者ɕ自

分ɕ「みɦな」ȟɉたɔの̜̈́Ⱥあると理解ȺȠᴩ「ީ

成ఙ」をᣊえたǿ

ቼ 5ఙȺɂᴩѧޖになȶて内Ⱥの෩ɗり活動に変

するとᴩ内ႊの෩ɗりにΈうȠにᒾ֞をɕȴᴩፕ

ፖしてǳΙȟ見ɜɟたǿ

2．健康観察表掛け係の取り組み経過 
実践のጽᤈと課題の達成มをَ 2にᴩ॑情のᐨȠ取

りᜤ᧸を᚜ 4にᇉすǿ

(1)　第 1期（7月）
活動ɂ͡みに行うたɔᴩɑȭ A 児ȟާ定した情፳

Ⱥ取りȞȞɟるようにᴩᔍਖ਼とする児童と出会ɢない小

学部 1組Ⱥ͡みをᤈȧせるようにしᴩȰȦȞɜ保ϧ

に行ȢようにA児を促したǿしȞしᴩ保ϧに入りᣅみᴩ

係活動に取りȞɜȭに᭴឴教とᝈしたりᴩ遊びܿɔ

たりする行動ȟ見ɜɟるようになりᴩ活動のᤁ行に教࢙

のӒけとӘɑしȟ॒要Ⱥあȶたǿ

Ȧの時ఙの॑情のᐨȠ取りを見るとᴩ自分の̜̈́Ⱥあ

ると自覚しᴩ「ɗɜないとа生に३ɜɟる」反面ᴩ「楽し

い」とɕいᴩ義ө感ととɕに意ඕɕ感ȫているようȺ

あȶたᴥ「ᓾ生えఙ」ᴦǿしȞしᴩȰのऻᴩ係活動を「し

なけɟɃいけない」と感ȫているȟᴩ実᪨にɂɗりॗɟ

てしɑう時ఙȟፖȠᴩ「ȺȠない自分」に͇いてᴩȰ

のȦとを正ᄽにͤえる「自ࢄ反ᅁఙ」をᣊえたǿ

(2)　第 2期（9月）・第 3期（9月下旬～ 10 月）
ቼ 2ఙȺɂᴩ保ϧに入りᣅɓȦとをᤧけるたɔᴩ集

ɑȶたϧ࣐ᜊߔ᚜の入ȶたȞȧをࣗ下にᏚȠᴩA 児ȟ

係活動をしたɜシールを៶る自ࢄΙᴩ活動ऻのڨᥞᴥ楽

しみ活動・ÖÔÒ 視ᐱなȼᴦをӏえたǿ活動ऻの「お楽

しみ活動」を૬ᇉするとᅽ時間Ⱥ係活動をጶえるȦとȟ

ȺȠるȦとɕあȶたȟᴩ保ϧに行Ȣと相変ɢɜȭ᭴឴

教にᛃӒをɔᴩ課題の達成࣊ɂާ定しなȞȶたǿȰ

ȦȺᴩቼ 3ఙȺɂ活動内容を 2つに分けᴩȞȧの中のϧ

の̈́分けɂፈ᭥ҰにᴩフʍクにȞけるのɂፈ᭥᚛ߔᜊ࣐

ऻに行うȦととしてᴩ1࣊に行う活動២આ感をນɜしたǿ

フʍクけの作ɂスムーʄにȺȠるȦとȟۄえたȟᴩ

意ඕ的Ⱥあȶたのɂਖ਼ፖȠを変したқఙのみȺᴩऻԡ

にɂ意ඕͲ下ȟ見ɜɟたǿ

Ȧの時ఙの॑情のᐨȠ取りȺᴩA児ɂ「ɗるȟ出な

い」とᝈしたǿ「ܧȠな教࢙となɜɃɗるȟ出る」と

ɕいᴩ̜̈́をፖけるたɔに自分なりの方ศを見つけ出

ȰうとしているようȺあȶたǿ係活動をɗりጶえて᠈᠆

さɟるよりᴩ行ȶているఊ中に̷と関ɢȶていたいとい

うધȴの方ȟऐȢᴩ「みɦなのたɔにɗȶている」と

ɂうɕののᴩ「みɦな」のɮʫーʂɕ௴ரȺᴩ係活動

を行う意義を感ȫɜɟないようȺあȶたᴥ「ʨンネリ・

スランʡఙ」ᴦǿ

(3)　第 4期（10 月下旬～ 12 月）
ቼ 4ఙȺɂᴩ係活動を͡みȺɂなȢᴩፈ᭥Ұのᅽい

時間࢛にすɌてຑɑせるȦとを A 児自ᡵȟขɔたǿȰ

してᴩ͡みɂᴩəȶȢり教࢙とᝈをする時間としたǿ

Ȧɟによりᴩ活動への意ඕȟ高ɑりᴩާ定してǳΙȟ

見ɜɟるようになȶたǿ

Ȧの時ఙの॑情のᐨȠ取りȺɂᴩA 児ɂϧ࣐ᜊߔ᚜

け係を一ႭܧȠな̜̈́としてમȥᴩ̜̈́をӛလ的に行

う方ศᴥፈ᭥Ұに̜̈́をጶえる方ȟ行いɗすいȦとᴦに

͇Ƞᴩ自分Ⱥขɔて実行したとᝈしたǿɑたᴩ「ɢ

ɟたȦとɂȴɖɦとɗȶている」とᴩ教࢙のఙश通りに

行ȶているとᴩ自信をɕȶているȦとȟͫえたǿ

3．タオル集配係の取り組み経過
実践のጽᤈと課題の達成มをَ 3にᴩ॑情のᐨȠ取
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知的障害児童のキャリア発達の促進を目指した実践研究

りᜤ᧸を᚜ 5にᇉすǿ

(1)　第 1期（6月～ 7月）
ʉɴル集ᥓɂけとఞの のみ行うたɔᴩ活動و2

のਖ਼ᬲと内容を十分理解するɑȺに時間を要しᴩቼ 1ఙ

Ⱥɂࢠに教࢙のᕹȞけを॒要としたǿȰのፀᴩ教࢙

の見ަりȟあɟɃᴩఊऻɑȺ集中してʉɴルの集ᥓȟȺ

Ƞるようになȶたǿ

॑情のᐨȠ取りȺɂᴩ6 ఌにɂᴩʉɴル集ᥓ係につい

てɑȶたȢ意識ȟ向いていない「ི関॑ఙ」Ⱥあȶたǿ

　7 ఌになるとᴩ「教࢙の指ᇉにिɢなけɟɃなɜない」

「ɗɜないとլɜɟる」と感ȫてᴩʉɴル集ɔのɗり方

をड़実に行おうとしている「義өఙ」をᣊえたǿȦの時

ఙにɂᴩ「ʉɴルᥓりしなȞȶたɜȼうなるのᴼ」とい

う問いにᴩ「…३ɜɟるȞᴩ…ȴɖɦとしなさいとɢ

ɟるȞ…分Ȟɜない」といᴩ係の̜̈́をɗりᤁȥる意

義をつȞみあぐɀているറ子Ⱥあȶたǿ

(2)　第 2期（9月～ 11 月）
ቼ 2ఙに入りᴩ活動の定ᅔとの向上を目指しᴩ自ࢄ

Ι᚜を作成したǿA 児ȟɑȭਖ਼ᬲと目ൈをᆬᝓして

取り組みᴩጶɢȶてȞɜ自ࢄΙするようにしᴩȰɟに

教࢙ȟ᠈᠆と感ពをӏえたǿさɜにʉɮムʉɮʨーȺ活

動時間を意識させᴩ係としてขɔɜɟたせりɈを相ਖ਼に

Ȍ目ൈとΙのᜊ点ȍ

達成課題 アᴦ進ɦȺᴩ保ϧҰへ行Ƞϧ࣐ᜊߔ᚜の
̈́分けをして学ጥȧとのフʍクにけるǿ

ɮᴦ̜̈́をጶえたɜスムーʄに小学部１組
にるȦとȟȺȠるǿ

ɰᴦ教࢙ɗ児童に感ពさɟるȦとȺᴩ役ȶ
ているȦとに͇ȢȦとȟȺȠるǿ

Ιの
ᜊ点

ǳ 自ɜ行えたとȠ 一̷ȺるȦとȟȺȠたとȠ ᚜情ɗ発なȼのറ子より

ǲ ᕹけȺ行えたとȠ ᕹけをՙけてるȦとȟȺȠたとȠ

ǭ 促しɗᕹけȟᎱりᣌし॒要ȳȶたとȠ 促しɗᕹけȟᎱりᣌし॒要ȳȶたとȠ

Ȍ指導ጽᤈȍ―下፷部ɂ改善点

ቼ１ఙᴥᴴᴬ 1° ᵻᴴᴬ 19ᴦ ቼ２ఙᴥᴶᴬ２ᵻᴶᴬ 26ᴦ ቼ３ఙᴥᴶᴬ 3° ᵻ 1° ᴬ 28ᴦ ቼᴱఙᴥ1° ᴬ 29 ᵻ 12 ᴬᴳᴦ

͡ɒɁ๊ӦکɁᥓਁ ίϧɁоɥᅁႩ ¨ Ȟȧɥࣗ˩
ȾᜫᏚ ©

๊ӦᬂکɥґȤᴩ២આɥᢌນ ፈ᭥ҰȾᚐșȦȻȾᒲґȺ۰

活
動
内
容

ᴥፈ᭥ऻᴦ
ḧ保ϧに行Ȣǿ
Ḩϧ࣐ᜊߔ᚜の入ȶたዞをࣗ下に
出すǿ
ḩϧ࣐ᜊߔ᚜を１ȭつյ学ጥの
フʍクにけるǿ
Ḫ小学部１組にるǿ

ᴥፈ᭥ऻᴦ
ḧ保ϧҰࣗ下に行Ȣǿ
Ḩϧ࣐ᜊߔ᚜を１ȭつյ学ጥの
フʍクにけるǿ
ḩ自ࢄΙ᚜にシールを៶るǿ
Ḫ小学部１組にるǿ

ᴥᴱ᪅ጶ̘ऻᴦḧ保ϧȞɜȞȧ
を小学部１組に
ધȶてȢるǿ
Ḩϧ࣐ᜊߔ᚜をյ
学ጥȧとに̈́分け
るǿ

ᴥፈ᭥ऻᴦ　　  ḩȞȧをધȶて保
ϧҰࣗ下に行
Ȣǿ
Ḫյ学ጥのフʍク
にけるǿ
ḫ自ࢄΙ᚜に
シールを៶るǿ
Ḭ小学部１組に
るǿ

ᴥᴱ᪅ጶ̘ऻᴦ
ḧ保ϧҰࣗ下に行Ȣǿ
Ḩϧ࣐ᜊߔ᚜を１ȭつյ学ጥの
フʍクにけるǿ
ḩ自ࢄΙ᚜にシールを៶るǿ
Ḫ小学部１組にるǿ

支
援
の
方
ศ

ȆၥہɁᝩȇ
Ǳ͡みにᤈȧす場所をᔍਖ਼な児
童のいない小学部１組にしたǿ
ȆᕹȤȇ
Ǳ係の̜̈́を९い出せるような
ᕹけɗӘɑしのᕹけを行
うǿ　
ȆަɝˁȪȇ
ǱᫌɟたͱᏚȞɜ見ަるȟᴩス
ムーʄに取りȞɜないとȠにɂ
ᣋȢȺの見ަりɗᕹけをす
るǿ　
ȆͅᐐΙȇ
Ǳ感ពɗለ᠆のᕹをけるǿ

Ȇ๊Ӧю߁Ɂ۰ԇˁ๊ӦɁዊႩԇȇ
Ǳϧ࣐ᜊߔ᚜の入ȶたȞȧをࣗ下
にᏚȠ　保ϧȞɜȞȧを出すਖ਼
ᬲをᅁȢǿ　
Ȇ๊Ӧю߁Ɂ۰ԇȇ
Ǳ自ࢄΙ᚜にシールを៶る活動
をᣜӏするǿ
ȆӦൡ͇Ȥȇ
Ǳ係活動ऻのщͶ的な「お楽しみ
活動」を૬ᇉしᴩb ጶɢȶたɜ楽
しいȦとしようɀ」とͤえるǿ
ȆᒲࢄΙˁͅᐐΙȇ
Ǳ自ࢄΙ᚜をϧ࣐ᜊߔ᚜ȟけ
てあるにࢠᜫするǿ

Ȇ๊Ӧю߁Ɂ۰ԇˁ๊ӦɁዊႩԇȇ
Ǳ活動場面を̝つに分けᴩ̈́分け
の活動をፈ᭥Ұに行うǿ
Ȇ๊ӦɁዊႩԇȇ
Ǳ小学部１組Ȟɜϧ࣐ᜊߔ᚜のȞ
ȧをધȶて保ϧに向ȞうȦとȺ
目的意識をધፖȺȠるようにす
るǿɑた̈́分けとフʍクけを
別ȁに行うȦとȺ活動への២આ感
をᢌນするǿ
Ȇ大人ȻɁᩜɢɝȇ
Ǳ̈́分けの活動時ɂ教࢙ȟϫȺ見
ަりᴩӘɑしɗ᠈᠆のᕹȞけを
行うǿ　　　　　　　　　　　
ȆͅᐐΙȇ
Ǳጶ̘時ҩをᜤ᧸しᴩӘɑしɗ᠈
᠆をするǿ

Ȇᒲࢄขްȇ
Ǳፈ᭥Ұに係活動をຑɑせた方ȟ
よいと自ɜ考えたȦとを੪ᝓす
るǿ
Ȇ大人ȻɁᩜɢɝȇ
Ǳ保ϧへの行Ƞ࢜りの᪨ᴩࣗ下
Ⱥすɟᤏう᪨に感ពɗለ᠆のᕹ
をけるǿ
Ǳお͡みɂ教࢙とのɗり取りを
Э分に行いᴩ本児のʤースȺ楽し
ɔるようにするǿ

ᴾ
児
の
റ
子

・͡みにᤈȧす場所を変えたȦ
とȺሉ動ȟスムーʄになȶたǿ
・छқɂߵしのᕹけȺ行うȦ
とȟȺȠたȟᴩ़ȁに活動Ȟɜ
ᑱするȦとȟۄえᴩᕹけɗ促
しȟ᭄に॒要になȶたǿऻԡᴩ
̜̈́のᣩ中Ⱥ保ϧに入ȶて遊び
ܿɔるようになȶたǿ

・活動ऻの「お楽しみ活動」Ⱥᴩ
Ƞなᵓᵑᵏの視ᐱを૬ᇉするܧ
とᴩᅽ時間ȺɗりጶえるȦとɕ
あȶたǿ
・保ϧへの出入りɂなȢなɜ
ȭᴩ᭴឴教に作業をਖ਼ͤȶてɕ
ɜうȦとȟፖȢǿ大̷との関ɢり
をɔているǿ大̷にਖ਼ͤȶてɕ
ɜえないと他にา意ȟ向ȠᴩなȞ
なȞ活動ȟ進ɑなȞȶたǿ

・変छқɂ意ඕの高ɑりȟ見ɜ
ɟたȟ़ȁにͲ下したǿ
・ፈ᭥Ұの̈́分け活動ɂ意ඕ的に
行ȶたǿ
・ȼの活動場面においてɕ大̷に
りຍȶてඕしいという९いȟऐ߆
Ȣᴩ自ɜ関ɢりをɔていȢǿ
・見たɕのɗᐨいたɕのにᒾ֞を
ɕȴᴩᣩ中Ⱥ中学部の教に入ȶ
てしɑうȦとɕあȶたǿ

・学習発᚜会ऻにᴩ自分ȞɜbȦȶ
ȴの方ȟい」と　ፈ᭥Ұに活動
をするようになりǳȟፖȢǿ
・ሉ動中ɗ活動中に通りȞȞȶた
大̷と自ɜ関ɢりᴩ楽しみになȶ
ているǿ

教
࢙
に
よ
る

Ι

図 2　健康観察表掛け係の実践の経過と課題の達成状況
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表３　水やり係の経過に伴う心情の聞き取り記録　ᴥÑᴷ教࢙　AᴷA児ᴦ

時ఙ ቼ 1ఙ 7ఌ上 ቼ 2ఙ 7ఌ中 ቼ 3ఙ 9ఌ中 ቼ 4ఙ 11 ఌ中

ɵ
テ
ɾ
リ
᷐

自分の̜̈́ȳと९いܿɔた時ఙ
係を自分の̜̈́とᝓ識した時ఙ
ਖ਼ᬲȟ自分に合ȶていると感ȫて
いる時ఙ

෩ɗりの੫ᚓȟީ成した時ఙ
意ඕȟͲい時ఙ

自分の̜̈́と˿एしている時ఙ
みɦなȟɉたɔにと自覚する時
ఙ

ᓾ生えఙ 定ᅔఙ
੫ᚓީ成ఙ・
ʨンネリఙ

ީ成ఙ

会
ᝈ
ᜤ
᧸

ᵎᴷగᴩなにȞしてないのᴼ
ᴾᴷȠのうᴩఌ௷日にᴩ日の…
えーとᴩ…ϧ࣐ᜊߔして１組Ⱥ
遊ɉǿ

ᵎᴷగᴩ෩ɗりしてなȞȶたᴼ
ᴾK あーᴩあーᴩᴥȰうȳȶたᴦあーᴩ
あーᴩ෩ɗりしてるǿ

ᵎᴷȼうɗȶてしているのᴼ
ᴾᴷॗɟたǿ
ᵎᴷɕしɗɜなȞȶたɜᴩȼうȞ
なᴼ

ᴾᴷ३るᴩᵋさɦɕ३るᴩᴾа生
ɕȴɚȶと३るǿᵆа生ɕ…

ᵎᴷ係の̜̈́ɂᴼ　
ᴾᴷॗɟたǿ
ᵎᴷ今日෩ɗりしたのᴼᝤとした
のᴼ

ᴾᴷᵅа生としたǿᦂ௷日ɂᵑа
生ᴩཌɂᵆа生ᴩఌɂᵌа生ᴩ
෩ɂᵈа生とᴩᬲႭにɗȶてい
るǿ

ᵎᴷを͇けているȦとありɑす
Ȟᴼ

ᴾᴷあɑりないǿＳȴɖɦᴥ下ጥ
生の児童ᴦのɗつᴩ２組Ⱥᴩな
ɦȺȞɀᴼқɔ２組にᏚいて
あȶたのǿ෩ɗりɗȶていたǿ
ȫɚうɠȺいつɕɗȶているᴩ
̬代したɦȳよǿȫɚうɠと
ʤʍトʦトルと̬代したɦȳǿ
ʤʍトʦトルにջҰంいてあȶ
てᴩᵏȴɖɦとᵏȴɖɦᴩᵑր
ᴥպȫ学ጥの児童ᴦなɜᵑրのと
Ȧɠに෩をあȥるのǿ

ᵎᴷ外Ⱥ遊ɦȳᴼ遊ɦȳȫɖなȢ
てᴩお̜̈́を外ȺしているȦと
なȞȶたȞなᴼ

ᴾᴷɦーᴩȰーȳɀǿ
ᵎ ᴥKʜントをうᴦగᴩ఼て…
ᴾᴷ෩ɗりȞǿ
ᵎᴷȼɦな෩ɗりしているのᴼ
ᴾᴷコスモスᴩトʨトとȞ෩ɗȶ
てるᴩአୣጶɢȶたɜᴩ見せて
あȥようȞᴼ

ᵎᴷ෩ɗりしたɜᴩ他の̷ɂͷȞ
ȶてȢɟるᴼ

ᴾᴷみɦなᴩありȟとうとȶて
Ȣɟてᴩ学校のа生とȞ学ٛの
а生とȞうǿ

ᵎᴷᴿȴɖɦɂȼɦなધȴᴼ
ᴾᴷうɟしいધȴᴥ別の̜をし
なȟɜᴩȁとኌえるǿᴦ

ᵎᴷ෩ɗりしなȞȶたɜȼうな
るᴼ

ᴾᴷౚɟるᴩඳȿᴩྭ発するᴩజ
ȟえてしɑうᴥいいӏນにኌ
えているറ子ᴦǿ

ᵎK お̜̈́ᴩȟɦɃȶていɑすȞᴼ
お̜̈́ͷȺすȞᴼ

ᴾᴷコスモスの෩ɗりᴩᕑの෩ɗ
りᴩϧ࣐ᜊߔᴩʉɴル集ɔᴩఌ
௷日ɂʉɴルのɗつをɗȶてい
るǿᴥԴᴩᝈすǿ自信をɕȶてኌ
えるǿᴦ

ᵎᴷᫍしい̜̈́あるᴼ
ᴾᴷなーɦǿ
ᵎᴷコスモスָいてȼう९ȶてい
るのȞなᴼ

ᴾᴷうɟしいと९うǿ
ᵎᴷᝤȟɦȺいると९うᴼ
ᴾK みɦなȺしɚǿа生ɕᴩみɦなǿ
　ᴥにȦにȦしなȟɜ教࢙を見て
ኌえるǿᴦ

表４　健康観察表掛け係の経過に伴う心情の聞き取り記録　ᴥÑᴷ教࢙　AᴷA児ᴦ

時ఙ ቼ 1ఙ 7ఌ上 ቼ１ఙ 7ఌ中 ቼ 2ఙ 9ఌ下 ቼ 4ఙ 11 ఌ中

ɵ
テ
ɾ
リ
᷐

自分の̜̈́ȳと९いܿɔてȠた時
ఙ

「しなȢてɂいけない」と感ȫて
いるȟᴩɗりॗɟてしɑう時ఙ

「ɗɜなȢてɂいけない」と९ȶ
ているȟᴩɗりたȢない時ఙ

「Їの̜̈́Ⱥす」と˿एしている
時ఙ

ᓾ生えఙ 自ࢄ反ᅁఙ ʨンネリ・スランʡఙ ީ成ఙ

会
ᝈ
ᜤ
᧸

ᵎᴷ係の̜̈́ɂͷȺすȞᴼ
ᴾᴷϧ࣐ᜊߔとَࡾと…えーと…
ͷȳȶたȞなᴼ…ॗɟたǿ

ᵎᴷϧ࣐ᜊߔɂȼɦなお̜̈́Ⱥす
Ȟᴼ　　　

ᴾᴷ…ི
ᵎᴷいつᴩするのᴼ
ᴾᴷોȟጶɢȶたऻǿᤏȶた…
͡み時間に１組に行ȶてᴩȰのऻ
保ϧに行Ȣǿ

Ȱうしたɜᴩጶɢȶたɜᴩɑた࢜
りの会する…

ᵎᴷ保ϧへ行ȶてᴩͷをしてい
るのᴼ

ᴾᴷᵃа生に「ȺȠɑした」と
ȶてᴩهᜏのɂɦȦをઃして
ɕɜȶて「いいȺすよ」とえ
Ƀ「ጶɢりɑした」とうǿ

ᵎᴷϧ࣐ᜊߔのͷをしているのᴼ
ᴾᴷみɦなのϧ࣐ᜊߔをᴩみɦな
のɗつをけているǿ

ᵎᴷみɦなのᴩɗȶているのᴼ
みɦなのɗつᴩɗɜなȞȶたɜȼ
うなるのᴼ

ᴾᴷ३ɜɟる
ᵎᴷᝤにᴼ
ᴾᴷᵆа生にǿ
ᵎᴷいつȞɜしているのᴼ
ᴾᴷු日ᴩϧ࣐ᜊߔけに行ȶてᴩ
楽しいȞなと९うǿみɦなのɗ
つけていてᴩȰɟጶɢȶたऻ
にᴩ１組行Ȣǿ

ᵎᴷϧ࣐ᜊߔの̜̈́ɂȼうȺす
Ȟᴼ

ᴾᴷȧ᭫᭥Ɍጶɢȶたऻに１組行
ȢҰにॗɟるɦȳ…

Ȱɟȟɀ…
たɑーにᴩॗɟるɦȳよǿ
ᵎᴷॗɟたとȠあȶたのᴼ
ᴾᴷᵆа生のとȠǿ 
ᵎK ̜̈́ᴩॗɟたɜᴩǲᴼǭᴼąᴼ
ᴾᴷたɉɦąǿ

ᵎᴷፈ᭥ጶɢȶたɜͷするのᴼ
ᴾᴷϧ࣐ᜊߔ
ᵎᴷͷのたɔにɗȶているのᴼ
ᴾᴷみɦなのたɔにǿ
ᵎᴷみɦなȶてᝤᴼ　　　　　
ᴾᴷ……
ᵎᴷఊᣋȼうᴼ
ᴾᴷఊᣋɗるȟȴɚȶと…Ⱥな
いɦȳǿ

　  ɗるȟȺないɦȳǿ
ᵎᴷȼうɗȶたɜᴩɗるȟȺる
Ȟなᴼ

ᴾᴷᵃа生にຝしてɕɜȶて一፳
にɗȶたɜᴩɗるȟȺるɦȳǿ

ᵎK お̜̈́ᴩȟɦɃȶていɑすȞᴼ
お̜̈́ͷȺすȞᴼ

ᴾᴷコスモスの෩ɗりᴩᕑの෩ɗ
りᴩϧ࣐ᜊߔᴩʉɴル集ɔᴩఌ
௷日ɂʉɴルのɗつをɗȶてい
るǿᴥԴᴩᝈすǿ自信をɕȶてኌ
えるǿᴦ

ᵎᴷᫍしい̜̈́あるᴼ
ᴾᴷなーɦǿ
ᵎᴷ一ႭܧȠな̜̈́ɂᴼ
ᴾᴷϧ࣐ᜊߔȺしɚǿ
ᵎᴷ一̷Ⱥɗȶているのᴼ
ᴾᴷうɦǿ
ᵎᴷいつɗȶているのᴼ
ᴾK ፈ᭥行ȢҰᴩፈ᭥行ȢҰにɗȶ
ておȞないといけないのǿ

ᵎK ขɑȶているのᴼᝤᴩขɔたᴼ
ᴾᴷ自分Ⱥขɔたǿа生にɢɟ
たȦとɂᴩȴɖɦとɗȶている
Ȟɜǿ
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知的障害児童のキャリア発達の促進を目指した実践研究

Ȍ目ൈとΙのᜊ点ȍ

達成課題 アᴦఊऻɑȺ一̷Ⱥ行うȦとȟ
ȺȠるǿ

ɮᴦ目ൈ時間ᴥ２分ᴦ内にጶえ
るȦとȟȺȠるǿ

ɰᴦ集ᥓのとȠにขɔɜɟたせ
りɈをうȦとȟȺȠるǿ

エᴦ役にȶているȦとに͇
Ȣǿ


Ι
の
ᜊ
点

ǳ 一̷Ⱥ行えたとȠ　 時間内にȺȠたとȠ 一̷Ⱥ行えたとȠ ᚜情ɗ॑情のᐨȠ取りの᪨の発
なȼのറ子よりǲ ᕹȞけȺ行えたとȠ ᕹȞけȺ時間内に行えたとȠ ᕹȞけȺ行えたとȠ

ǭ ᕹȞけ͏外の支援ȟ॒要ȳȶ
たとȠ

時間内に行えなȞȶたとȠ ᕹȞけ͏外の支援ȟ॒要ȳȶ
たとȠ

Ȍ指導ጽᤈȍ―下፷部ɂ改善点

ఙ
間

ቼ１ఙᴥᴱఌᵻᴳఌᴦ ቼ２ఙᴥᴴఌᵻ 11 ఌᴦ

ਖ਼ᬲˁ๊ӦɁျᜓ ๊ӦɁްᅔˁɁտ˨

活
動
内
容

ʉɴルᥓりᴥけの１᪅ᴦ
ḧ小学部ᴱ学ጥ分をᥓるǿ

ʉɴルᥓりᴥけの１᪅ᴦ
ḧ小学部ᴱ学ጥ分をᥓるǿ
Ḩ自ࢄΙ᚜にᜤ入するǿ
ḩઆ͖に֖ڨするǿ

ʉɴル集ɔᴥఞのᴳ᪅ᴦ
ḧ小学部ᴱ学ጥ分を集ɔるǿ

ʉɴル集ɔᴥఞのᴳ᪅ᴦ
ḧ小学部ᴱ学ጥ分を集ɔるǿ
Ḩ自ࢄΙ᚜にᜤ入するǿ
ḩઆ͖に֖ڨするǿ

支
援
の
方
ศ

Ȇ๊ӦɁᆬԇȇ
Ǳ教࢙ȟ͇ȠຍいᴩせりɈɗਖ਼ᬲをͤえるǿ़ȁに͇
ȠຍいɗᕹȞけをນɜしていȢǿ
Ȇ๊ӦɁዊႩԇȇ
Ǳ学ጥȧとに分けてあるʉɴルのȞȧをሥみ重ɀてᤆ
ɉ̈́組みにするǿ
Ȇ大人ȻɁᩜɢɝˁͅᐐΙȇ
Ǳʉɴルの集ᥓ時ᴩյ学ጥの教࢙ȟ感ពɗ᠈᠆のᕹ
をͤえるǿ
ȆӦൡ͇Ȥȇ
Ǳʉɴルを集ɔたऻᴩ特別教ȺᤈȧすȦとをӘみ
にするǿ

Ȇ๊ӦɁᆬԇˁᒲࢄΙȇ
Ǳ自ࢄΙ᚜を作成しᴩ活動Ұにਖ਼ᬲɗ目ൈをᆬᝓするよう促すǿ
Ȇ๊ӦɁᆬԇȇ
Ǳ時間を意識して活動ȺȠるようʉɮʨーをΈႊするǿ　　
Ȇᐎțɞᬂکˁᒲࢄขްȇ
Ǳ相ਖ਼ȟɉせりɈのい方についてᤣढࣻȺ問いȞけるǿ
Ȇ大人ȻɁᩜɢɝˁͅᐐΙȇ
Ǳ自ࢄΙ᚜をႊいて自ࢄΙしたりᴩઆ͖に֖ڨしたりするとȠにᴩᓦいとȦɠを
᠈᠆したり感ពをͤえたりするǿ

ᴾ
児
の
റ
子

・活動内容ɗਖ਼ᬲを理解しᴩ教࢙の見ަりȺఊऻɑȺ
集中してʉɴルの集ᥓȟȺȠるようになȶたǿ
・時ȁせりɈの一部をॗɟるȦとȟあȶたǿ

・Ɏɏ一̷Ⱥʉɴルの集ᥓȟȺȠるようになȶたǿ
・せりɈをˣߚにおうと意識するറ子ɂあɑり見ɜɟなȞȶたȟᴩఌ௷日のᄊ校ᄽ
ऻにʉɴルȟࠍいているȞᆬᝓするようになȶたǿ

教
࢙
の

Ι

図 3　タオル集配係の実践の経過と課題の達成状況

表 5　タオル集配係の経過に伴う心情の聞き取り記録　ᴥÑᴷ教࢙　AᴷA児ᴦ

時ఙ ቼ 1ఙ 6ఌ上 ቼ 2ఙḧ 7ఌ中 ቼ 2ఙḨ 9ఌ中 ቼ 2ఙḩ 11 ఌ中

ɵ
テ
ɾ
リ
᷐

пȢ関॑ȟない時ఙ

ɗɜなȢてɂいけないと感ȫてい
る時ఙ
ɗɜないとլɜɟると९ȶている
時ఙ

ɗɜさɟ感ɂあるȟᴩ̜̈́に対し
て自信ȟ͇いてȠた時ఙ

自分の̜̈́と˿एしている時ఙ
自信ȟついた時ఙ

ི関॑ఙ 義өఙ 自信のᓾ生えఙ ީ成ఙ

会
ᝈ
ᜤ
᧸

ᵎᴷ係ɂᴼ
ᴾᴷゲーム係とʝデɴ係ǿ
ᵎᴷగᠭȠてᴼ
　　ɦー　గȞ…
ᵎᴷあɑり覚えていないのȞなᴼ
ᴾᴷうɦǿ
ᵎᴷ学校࢜るとȠɂᴼ
ᴾᴷゲームとȞ…学ٛȺしɚᴼう
ɦᴩȰうɗȶた

　　あとᤆ動ɗȶたᴩ学ٛȺᴩ
　　本を見て…あᴩ本係ȳȶたǿ
ᵎK 会ȫɖなȞȶ׆会ᴩ保ϧ݃׆݃
たᴼ

ᴾᴷあᴩȰうȳȶたǿ
ᵎᴷ３組Ⱥɂȼうᴼ
　　Ｓさɦにӣऐ教えてあȥた
りǿ

ᴾᴷあɦɑり…ないなȔǿ

ᵎK ʉɴルᥓりᴩු 日しているのᴼ
　　　　

ᴾᴷうɦǿ
ᵎᴷᝤに֖ڨするのᴼ
ᴾᴷᝤに֖ڨするȞというとᴩᵑ
а生に֖ڨして「ɕういいよ」
とɢɟたɜ…

ᵎᴷʉɴルᥓりしなȞȶたɜȼう
なるのᴼ

ᴾᴷᝤȞさɦに३ɜɟるȞᴩみɦ
なにȴɖɦとしなさいとɢɟ
るȞᴩȰɟȟ分Ȟɜないɦȳǿ

ᵎK ありȟとうǿȰの他ɕう1つᴥ係
の̜̈́をᴦしていないᴼ

ᴾᴷᴼ…分Ȟɜɦǿ
ᵎᴷ݃׆会Ⱥᴩఌ௷日とᦂ௷日に
ͷȞしてないᴼ

ᴾᴷȰーȳなー…
ᵎ ᴥKʜントᴦ…ఌ௷日のగ「お
᭐いしɑす」とȶて…「ʉ」
のつȢɕのȺ…

ᴾ 「Kʉɴルᴩ集ɔに఼ɑした」
Ȟなᴼ「お᭐いしɑすᴩ܅ᇊし
ɑすǿ」

ᵎK 覚えているɦȳɀǿȰのऻɂᴼ
ᴾᴷа生にᴩ「ጶɢりɑした」ᴩと
するのǿ֖ڨ

ᴾᴷɏȢᴩϠい子ȳよǿᴥにȦに
ȦしてうᴦᴥᎱりᣌすᴦ

ᵎ 「Kጶɢりɑした」とȶたɜᴩ
Ϡい子になるのᴼ

ᴾᴷうɦǿ
ᵎᴷа生ɂͷȞȶてȢɟるのᴼ
ᴾK「いいよ」とȶてȢɟるǿ「ᴥ係
のᴦ̜̈́ጶɢȶたɜͶ育行ȶて
いいよ」とうよǿ

ᵎᴷȼɦなધȴになるᴼ
ᴾᴷうɟしいǿ

ᵎK お̜̈́ᴩȟɦɃȶていɑすȞᴼ
お̜̈́ͷȺすȞᴼ

ᴾᴷコスモスの෩ɗりᴩᕑの෩ɗ
りᴩϧ࣐ᜊߔᴩʉɴル集ɔᴩఌ
௷日ɂʉɴルのɗつをɗȶと
るǿᴥԴᴩᝈすǿ自信をɕȶてኌ
えるǿᴦ
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Ƀɟるようにᴩい方を A 児自ᡵȟ考えてうよう

にしたǿȦɟɜの支援のፀᴩ「ขɔɜɟたせりɈをう」

課題の達成࣊についてɂɓɜȟあȶたɕののᴩ「ఊऻɑ

Ⱥ一̷Ⱥ行う」と「目ൈ時間内にጶえる」の課題につい

てɂᴩɎɏާ定してǳΙȟ見ɜɟるようになȶたǿ特

にᴩఌ௷日のᄊ校ᄽऻに自分ȞɜʉɴルȟࠍいているȞ

ᆬᝓするݎȟ見ɜɟるようになȶたǿ

॑情のᐨȠ取りȺɂᴩ9 ఌにɂᴩʉɴル集ɔのせりɈ

をफ़に教࢙にȶて見せᴩ「自信のᓾ生えఙ」をᣊえ

たȦとȟ分Ȟȶたǿ教࢙Ȟɜɢɟたように行うのȟ「Ϡ

い子」と感ȫておりᴩɗりᤁȥて教࢙ȞɜᝓɔɜɟるȦ

とをᝐɜしȢ९ȶているറ子ȟͫɢɟたǿ11 ఌになる

とᴩ他の係պറᴩʉɴル集ᥓȟ自分の͖ߩȺあるȦとを

ᆬにᣖɌᴩ自信をધȶて係活動に取り組ɦȺいる「ީ

成ఙ」をᣊえたȦとȟᆬᝓȺȠたǿ

Ⅳ．考察

1．A児の変容とそれをもたらした支援のポイント
実践のፀᴩA 児の達成課題ɂᴩいȭɟɕާ定して

達成さɟるようになりᴩ係活動においてछқ 3つのᜊ点

Ȟɜᜫ定した育てたい力ȟᴩいȭɟɕ実践開ܿȞɜ 6Ȟ

ఌऻɑȺにɂပीȺȠたとҜさɟたǿɑたᴩ係活動

͏外の場面ȺɕᴩA 児の変容ȟᆬᝓさɟたǿたとえɃᴩ

ોの時間Ⱥɂᴩ支援開ܿछқの 6ఌにɂᴩᣩ中Ⱥに

なるȦとȟあると᭄にધȴ場をᫌɟてしɑいᴩ教࢙の

促しɗᄽ援Ӓを॒要としていたȟᴩ支援ጶ̘時の 12

ఌになると中するȦとȟນߵしたȦとȟ֖ڨさɟたǿ

ɑたᴩᬩ楽なȼ集団Ⱥ多Ȣのبщをႊいて行う授業Ⱥɂᴩ

自ɜٌȶている他児の援Ӓを႑し出てᴩ授業ऻの࿁͇け

ɕ進ɦȺਖ਼ͤうݎȟۄえてȠているȦとȟ֖ڨさɟたǿ

A 児におけるȦのような「役割の理解と実行」能力

のပीをɕたɜした支援のʧɮントについてᴩ実践のጽ

ᤈに基づȠ考ߔするǿ 

छқ A 児の係活動に対する意識ɂͲȞȶたǿ教࢙ȟ

˿導して活動をᎱりᣌすȦとȺᴩ係活動をするȦとȟ自

分の役割ȺあるȦとを意識しܿɔたɕののᴩॗɟてしɑ

うȦとɕ多ȞȶたǿȦの時ఙのA児の発を見ると「ᴥɕ

しɗɜなȞȶたɜᴦ३ɜɟる」「ॗɟたɜą」なȼとᴩ

ȺȠȭにք定さɟる自分のȦとを定しておりᴩ役割を

ሥ的にたす自ࢄɮʫーʂをધȶていないȦとȟ見て

取ɟるǿɑたᴩ「ᝤȞさɦに३ɜɟるȞᴩみɦなにȴɖ

ɦとしなさいとɢɟるȞᴩȰɟȟ分Ȟɜないǿ」とɕ

ᣖɌᴩȺȠない自分とȰɟをɔる他者との関係を意識

して義ө感ɗ˪ާ感を感ȫているȦとȟ分ȞるǿȦのよ

うな᪡ȺᴩA 児に対しᴩɑȭ॒要Ⱥあȶたのɂᴩ役

割をたすたɔの方ศとɾールに対する見通しのᇉȺ

あȶたǿA 児の課題達成࣊をᆬᝓしなȟɜᴩᎱりᣌし

活動ࠕ開を見ᄽしてᴩ活動のᆬԇとਖ਼ᬲのዊႩԇをَ

りᴩA児ȟ役割をたすたɔの੫ᚓのပीを目指しᴩ「Ⱥ

Ƞる」自分を意識させるたɔの支援をȶたǿȦの場合

の活動のᆬԇとɂᴩ活動のܿ点Ȟɜጶ点ɑȺを A 児

ȟੰ૱ȺȠるステʍʡに分けてᇉしᴩਖ਼ᬲ᚜ɗʉɮʨー

の活ႊによりᴩ「いつȞɜܿɔいつɑȺするのȞ」「ȼȦ

ȺするのȞ」「ȼのようにするのȞ」を見通すȦとȟȺ

Ƞるたɔの支援Ⱥあȶたǿɑたᴩਖ਼ᬲのዊႩԇとɂᴩA

児にとȶてᤈ重な២આ感を感ȫないʶʣルɑȺ活動ᦀを

調するととɕにᴩ活動มにख़ȫて能လのよい活動ਖ਼

ᬲをᣜする支援Ⱥあȶたǿӏえてᴩ教࢙ȟ役割をɗり

ᤁȥたȦとに対する感ពɗ᠈᠆を行うȦとȺᴩ他者ɂA

児をɔるސ在ȺɂなȢᴩ੪ᝓしʡラスのΙを˫える

在Ⱥあると感ȫɜɟるようにፕፖして支援したǿސ

Ȧのようにして A 児ɂ役割をたすਖ਼ᬲを理解しᴩ

Ȱのたɔの੫ᚓをပीしたǿしȞしᴩȰのऻɕ A 児の

意ඕにɂɓɜȟ見ɜɟᴩ課題達成࣊ɕާ定しない時ఙȟ

ፖいたǿ「ʨンネリఙ」とջ͇けたようにᴩ˫えɜɟた

役割をਖ਼ᬲȼおりにたしᴩȰɟをᛗɔɜɟるȳけの活

動ࠕ開Ⱥɂᴩ役割理解とȰの実行への意ඕをፕፖȺȠな

いȦとȟɜȞになȶたǿȦの᪡の支援としてɂᴩ͏

ҰȞɜ取り入ɟていたɗりᤁȥるȦとȟ A 児の楽しみ

につなȟるたɔのڨᥞɗ他者Ȟɜの᠈᠆なȼにӏえᴩA

児自ᡵの活動への自ࢄΙɗᴩ活動に܋性を感ȫɜɟ

るような変をӏえたǿȰɟɜの支援ɂᴩ取り入ɟた᪨

にɂӎをしたȟᴩፀとして一時的なӛにጶɢȶて

しɑう傾向ȟ見ɜɟたǿ

しȞしなȟɜᴩఊጶ的にɂ A 児ɂާ定して課題を達

成ȺȠるようになȶたǿȰのȠȶȞけとなȶたのɂ͏下

の 2つの支援Ⱥあȶたǿ

Ʌとつɂᴩ他者Ȟɜᛗɔɜɟるというՙ動的意識Ⱥɂ

なȢᴩA 児自ᡵȟ他者をɃせるȦとȟȺȠるという

能動的な他者とのȞȞɢり意識のᢆ૰を促す支援Ⱥあ

るǿ「෩ɗり係」のቼ 4 ఙȺᴩ学習発᚜会に自ɜのջఠ

の͇いたʡランʉーを᭰る機会をᜫけたȦとȺᴩA 児

ɂ教࢙のᐨȠ取りにおいてᴩ「ᴥ自分ȟ育てたコスモスȟ

ָいてᴦみɦなȟɦȺいるǿа生ɕȺしɚǿ」とݼし

ȰうにᝈしᴩȰのҰ᪡のቼ 3ఙȺ「みɦなᴩありȟと

うといȶてȢɟるǿうɟしいǿ」とȁとख़えたറ子と

ɂɑȶたȢႱなȶたݎを見せたǿቼ 3ఙにɂ他者Ȟɜ᠈

᠆ɗ感ពを「ՙける」視点しȞなȞȶたɕのȟᴩቼ 4ఙ

Ⱥɂびを「˫える」ϫの視点をပीしたȦとȟ見て取

ɟたǿȦの変ԇɂ A 児ȟᴩ役割をたす意義ɂᴩ自分

のたɔȳけȺなȢᴩ他者のたɔȺɕありᴩȰɟを実行す

るȦとɂ自分自ᡵの有ႊ感ɗᠴ感につなȟると理解し

たȦとをᇉしていると考えɜɟるǿȦのようにᴩA 児

ɂ実践を通してᴩ他者との関係を「役割を実行しないと

他者Ȟɜɔɜɟる」Ȟɜᴩ「実行すると他者Ȟɜᛗɔ

ɜɟる」ᴩȰしてさɜにᴩ「実行すると他者をɃせるȦ

とȟȺȠる」というようにᴩ能動的に変容させたȦとȟ

分Ȟȶたǿ

2 つ目ɂᴩ役割の実行に᪨しᴩA 児の自ࢄᤣ・ข定



ᴪ 22 ᴪ ᴪ 23 ᴪ

知的障害児童のキャリア発達の促進を目指した実践研究

を保障する支援Ⱥあるǿ「ϧ࣐ᜊߔけ係」においてᴩ

A 児ɂቼ 1ᴩ2 ఙの教࢙のᐨȠ取りȺɂᴩ「ॗɟる」「ɗ

るȟ出ない」とᣖɌᴩ実᪨に課題の達成࣊ɂާ定しな

ȞȶたǿしȞしᴩቼ 4 ఙになるとᴩ「一ႭႭܧȠな̜̈́

ɂϧ࣐ᜊߔ」「いつɗるȞᴩ自分Ⱥขɔた」とᣖɌᴩ係

活動をᤁ行しているのɂ自分自ᡵȺありᴩȰɟをうɑȢ

ɗɟるのɂᴩ自分ȟ܁ࡾしたȞɜȳと自២しているറ子

ȟ見て取ɟたǿȰɟ͏Ұᴩቼ 2 ఙ 9 ఌ下Ⱥʨンネリ・

スランʡఙにȶたとȠᴩA 児ɂ「а生に一፳にɗȶ

てɕɜȶたɜᴩɗるȟȺる」とᴩ自分の意ඕをऀȠ出

す要因ȟ教࢙とのȞȞɢりにあるȦとを自ɜ分してい

たǿȰɟをᡍɑえてᴩቼ 4ఙȺɂᴩ自分にとȶて楽しみ

な教࢙とのȞȞɢりを保障するたɔのਖ਼ᬲの܁ࡾを生み

出したȦとȟ分Ȟるǿɑたᴩʉɴル集ᥓ係Ⱥɕᴩቼ 2ఙ

9 ఌにᴩ集ᥓの᪨のขɔɜɟたせりɈのい方にᴩ集ɔ

る相ਖ਼ȟɉ܁ࡾを A 児ȟขɔてӏえるȦとȺᴩすɜ

すɜとえるようになりᴩఊऻɑȺɗɟる自分を「Ϡい」

とΙしているǿȦのようにᴩA児の自ࢄᤣ・ข定ɂᴩ

ȰɟɑȺのਖ਼ᬲのዊႩԇɗɾールのᆬԇᴩ活動ऻのڨ

ᥞの܁ࡾなȼの支援のሥみ重ɀの中ȺᴩA児ȟ自分の

ɔるڨᥞɗᴩ自分にȺȠる܁ࡾをᤣȺȠるように育ȶ

てȠたȦとȟ基ᄷとなȶて実းしたと考えɜɟるǿ　

͏上の支援のፀᴩछқᴩ自分ȟఙशさɟる役割を

たすȦとȟȺȠると感ȫておɜȭᴩ役割をたすび

ɕ感ȫていなȞȶた A 児Ⱥあȶたȟᴩյ係の「ީ成ఙ」

にɂᴩ「ɓȭȞしい̜̈́ɂない」「一̷Ⱥɗȶている」「а

生にɢɟたȦとɂȴɖɦとɗȶている」とख़えるɑȺ

に自信をધȴᴩ役割をたすびをीたȦとȟ分Ȟȶたǿ

2．「役割の理解と実行」能力の獲得を促進する
competency-based の PDCAサイクル
本実践Ⱥɂᴩ「研究のᑔと目的」ȺᣖɌたようにᴩ4

つのステʍʡȞɜなる支援実践のౕ組みをഫኳするȦと

によりᴩ支援における ÐCDA ɿɮクルの実းを目指し

たǿȦの 4つのステʍʡɂᴩజ村・ᕑᴥҰ出ᴦのうᴩ

ãïíðåôåîãù-âáóåä-ðòïçòáí のщးԇに߆˫するɕの

Ⱥあると考えるǿãïíðåôåîãù とɂᴩ̷間の᚜面にးɟ

る「行動」ȳけȺなȢᴩρ̷の内ϫにある動機͇けɗ知識・

̷ಐኄをֆɓӿજ的なകॡを指すᴥࠨ崎ᴩ2°°8ᴦとさɟるǿ

本研究Ⱥഫኳした支援のౕ組みɂᴩA児の目に見える行

動をᜊ的にΙする̈́組みとᴩ内的な動機͇けɗ意ඕᴩ

自ࢄ意識なȼの見えない能力をΙする̈́組みを内ӿし

ておりᴩ実ৰੰ૱シートの活ႊȞɜ育てたい力のᜫ定ᴩ

Ιᴩѓ実践にᒴる ÐDCA ɿɮクルのпᤈሌにおいてᴩ

「役割の理解と実行」という視点Ȟɜ ãïíðåôåîãù の高

ɑりとᴩよりよい発းをॖ向するɕのȺあȶたとえるǿ

すなɢȴᴩȦのౕ組みをɕつȦとȺᴩ本実践においてɂᴩ

A 児のキャリア発達についてᴩãïíðåôåîãù-âáóåä の支

援ȟժ能となȶたと考えɜɟるǿ

ɑたᴩ本実践においてɂᴩ支援の場を特別活動ᴥ日ȁ

の係活動ᴦとしᴩፕፖ的な支援を行ȶたǿ係活動ɂᴩ特

別支援学校学習指導要ᬻᴥ2°°9ᴦの小学部教科「生活」

において「集団活動にՎӏしᴩዊԨな係活動をする」「日

ȺዊԨなਖ਼ͤいɗ̜̈́を進ɦȺする」なȼのᬱ目ࢠ日ࢠ

としてͱᏚづけɜɟているɕのȺあるǿ小田ࡀᴥ2°13ᴦɂᴩ

「キャリアʡランニンɺ・ʨトリʍクスᴥ学習指導要ᬻ

ᜤᢐ࿂ᴦ」の開発にあたりᴩ係活動を「キャリアʡラン

ニンɺ能力」の「ɂたɜȢよɠȦび」にͱᏚづけているǿ

Ȧのようにᴩ係活動を「役割の理解と実行」能力のပी

を促す支援の軸とするȦとɂᴩ小学部᪡にある知的障

害児の支援においてɂᴩܵ छな活動Ⱥあると考えɜɟるǿ

しȞしᴩȦɟɑȺの実践ȺɂᴩȦの係活動をȼのように

開すɟɃᴩ「役割の理解と実行」能力のပीを実းすࠕ

るにᒴるȞᴩȰのౕ組み作りについての検討ɂᴩɑȳ十

分ሥみ上ȥɜɟていないมȺあȶたǿ本実践において

ɂᴩȰɟを実းするたɔのᴩÐDCA ɿɮクルシステム

のщͶをᇉすȦとȟȺȠたと考えるǿ

Ⅴ .　本研究の限界と今後の課題
本実践研究ɂᴩ一̷の知的障害児を対៎になさɟたɕ

のȺありᴩ本研究の成ɂᴩなる対៎のછ大と実践の

ሥみ重ɀをጽてᴩ検ᜳさɟる॒要ȟあるǿɑたᴩ本研究

Ⱥ取り上ȥた「役割の理解と実行」能力ɂᴩキャリア発

達の中ಎ的能力ȺɂあるɕののᴩпͶȞɜ見るとȰの一

部分ȺあるȦとɕᆬȞȺあるǿキャリア発達ɂȦɟɑȺ

理してȠたようにп̷的な視点につɕのȺありᴩさ

ɜに ãïíðåôåîãù に関するകॡɕ多റȺあるးをᡍɑ

えるなɜᴩ本研究についてɂᴩ今ऻ開発ȟ進ɔɜɟるキャ

リア教育をࠕఖするとȠᴩȰのʛɮロʍト的役割にある

とᝓ識しているǿ今ऻなる実践によりᴩ本研究の成

を発ࠕさせたいと考えるǿ
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「地理的な見方・考え方」を育成させるＥＳＤ教材の内容開発

Ⅰ．本稿の目的と背景
2°11 年 3 ఌ 11 日ᴩూ日本大དによるᇩࡀቼ一Ձ発

̜ȟᠭȠて͏఼ᴩпّのՁ子力発所ȟඒȁにϦ止に

なȶたǿȰɟにͧȶて力˪ᠴȟ生ȫᴩエネルギーኍ

に関してᴩ「日本ጽຑのたɔにԴҩՁ発をѓሜЄするɌ

Ƞ」ᴩ「ጽຑよりɕާ॑・ާпな௨ɜしȟఊТаなのȺᑱ

Ձ発するɌȠ」なȼ対するΙϏᜊȟ在ԇしたǿّ

にɂᴩ多റなΙϏᜊȟސ在するȟᴩいȭɟにせよધፖժ

能な社会に向けてّ一̷一̷ȟエネルギーのΖፈとҟ

ႊのあり方をֆɓ「ધፖժ能な社会」Ѕを考えᄽさなけ

ɟɃなɜないৰ・時ఙとなȶているǿ

さてᴩ中学校地理的分野において資源・エネルギー問

題にᝉछするのɂᴩ「資源・エネルギーとႇ業」ᴥᴥ2ᴦɮ

( ɰ )ᴦ１ᴦȺありᴩȦɟɑȺᴩറȁな実践ȟ֖ڨさɟているǿ

しȞしᴩȰɟɜɂᴩూ日本大ད͏Ұの実践なのȺՁ発

̜Ւび力˪ᠴのมを定しておɜȭᴩ教࢙ɗ生徒

にとȶてɂᴩȼȦȞ̷ȧとの授業ȺጶɢȶていなȞȶた

ȳɠうȞǿȰɟɜの実践ɂᴩ生徒のエネルギーኍに関

する知識のԇɗધፖժ能な社会のഫኳへの意識ɗΙϏ

ᜊにȼɟɎȼ߆˫するȦとȟȺȠていたȺあɠうȞǿ

「ધፖժ能な社会」に向けてᴩ2°°2 年ᴩ日本ࣈɂّ

連総会Ⱥ「ધፖժ能な開発のたɔの教育の 1° 年」を૬

ಘしᴩさɟている２ᴦǿȊਾȟّにおける「ّ連ધፖ

ժ能な開発のたɔの教育の 1° 年」実ஃ画ᴥÅSD 実ஃ

画ᴦȋの１ᴫࣃȺᴩ「2°11 年 3 ఌ 11 日に発生したూ日

本大དՒびȰɟにᠭ因するՁ子力発所̜ᴩ力˪

ᠴのมኄɂᴩਾȟّにおける ÅSD の実ஃのあり方に

ɕ大ȠなफᬭをՒɏすɕのȺすǿᴥ中Ⴉᴦਾȟّɂᚱད

地を中॑としてेகにとȼɑɜないᴩしい地ڒづȢ

りᴩ社会づȢりを日本пͶȺഫしていȢȦととなりɑ

すȟᴩ「ધፖժ能な社会」ɂȰの᪨の౸となる考え方の

一つとなると९ɢɟɑすǿ３ᴦ」とᣖɌɜɟておりᴩʧス

ト 3e11 の日本社会においてᴩ「ધፖժ能な社会」の実း

に向けて資源・エネルギー問題を生徒自ᡵᴩ力要者

ϫのҒ実な問題としてસえᄽしᴩ授業をഫ成しなけɟɃ

なɜないȳɠうǿ

さɜにᴩ2°°8 年ᴩ中܄教育ߜឰ会ɂᴩ学習指導要

ᬻ改善の方ᦉにおいて「ધፖժ能な社会の実းを目指す

なȼᴩуц的な̜ᬱに自ɜՎ画していȢ資ɗ能力を育

成する」よう指ᇉしたǿȦɟをՙけてᴩ中学校社会科Ⱥ

ɂᴩу的分野のఊጶɑとɔԨЫとして「ધፖժ能な社

会をढ成するというᜊ点Ȟɜᴩᇹたȴȟよりよい社会を

ኳいていȢたɔに解ขすɌȠ課題をさせᴩ自分の考

えをɑとɔさせる」活動ȟᜫ定さɟᴩ社会科пͶの総ɑ

とɔとして「ધፖժ能な社会」のありറについてす

る活動ȟおȞɟるȦとになȶたǿよȶてᴩ社会科ɵリキュ

ラムɂᴩȦの「ધፖժ能な社会」の実းに向けた学習と

して組Ꭵさɟる॒要ȟあるǿ

しȞしᴩࢲ成 2° 年࿂学習指導要ᬻにおいて「ધፖ発

教育」ᴥ͏ऻࠕ ÅSDᴦとして考えɜɟているのɂూ日本

大དҰの改ɕあȶてȞᴩ「у的分野 (4) ᇹたȴと

ّ᪨社会のច課題　ɮ　よりよい社会を目指して」と

「地理的分野ᴥ2ᴦ日本のറȁな地ڒ　ɰᴫ日本のច地ڒ」

の２ɵ所ȳけȺあるǿ資源・エネルギー問題に大ȠȢ関

係する「資源・エネルギーとႇ業」のԨЫɂᴩÅSD の

内容として考えɜɟていないǿ3ᴫ11 ͏᪃の社会มを

Ȉ٥ျᄑȽˁᐎțȉɥ育ȨȮɞᵂᵐᵁ教యɁю߁ᩒ発

―中学校社会科地理的分野「日本の資源・エネルギー問題」を通して―
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考えると「資源・エネルギーのႇ業」ɂᴩÅSD 教材と

して開発する॒要ȟあるのȺɂないȞǿ

ɑたᴩ資源・エネルギー問題ɂᴩ多Ȣの知識をᆬᝓし

てകॡを習ीしᴩΙϏ的知識を生Ȟして合理的な意९ข

定ȟȺȠるᴱᴦようになるたɔのਖ਼てとして有ӛȺあ

りᴩȰɟɂ˿にу的分野ȺɢɟてȠたǿしȞしᴩ地

理的分野におけるច課題学習ɂᴩуとの内容重ᛓをᤧ

けるたɔにᴩ資源の分ࢎɗエネルギーのሗ᭒なȼを教え

てጶɢりというȦとになȶているǿȦのȦとɂ資源・エ

ネルギー問題のՁ因ᣜՒɗ解ขኍについてのឰᝲɂᴩу

的分野のみȺ実ஃさɟᴩ地理的分野Ⱥɂᴩ生徒ɂ̜実

を知識としてပीするにとȼɑȶているȦとを意֞して

いるǿ地理的分野Ⱥɕ資源・エネルギー問題のՁ因ᣜ究

ɗ解ขኍについてのឰᝲȟᴩ中学校学習指導要ᬻ解ᝢ社

会にᣖɌɜɟている「地理的な見方ɗ考え方」ᴲᴦをੰ

૱し育成するたɔに॒要なのȺɂないȞǿ

Ȧのような問題意識Ȟɜᴩ本研究ȺɂᴩȦɟɑȺの資

源・エネルギー問題の授業の課題をɜȞにしᴩȰɟɜ

をгఏするȦとȟȺȠる「地理的な見方ɗ考え方」の育

成をժ能にするÅSD教材の内容を開発したいǿ

Ⅱ．ＥＳＤとは何か

１　「持続発展教育（ＥＳＤ）」とは何か
「ધፖժ能な開発」とɂ「఼߬の˰代ニーʄをたす

能力をૺなうȦとなȢᴩး在の˰代ニーʄをたすよう

な社会づȢり」のȦとを意֞するǿすなɢȴᴩ環境の保

пᴩጽຑの開発ᴩ社会の発ࠕを調֪的に進ɔていȢȦと

を意֞するǿ「ધፖժ能な開発」のたɔにɂᴩ一̷一̷

ȟ˰ႜの̷ȁɗ఼߬˰代ᴩɑた環境との関係性の中Ⱥ生

ȠているȦとをᝓ識しᴩ行動を変ᬆするȦとȟ॒要とさ

ɟておりᴩȰのたɔの教育ȟᴩ「ધፖժ能な開発のたɔ

の教育」Ⱥあるᴳᴦǿ「ધፖժ能な開発のたɔの教育」ɂ

Åäõãáôéïî æïò Sõóôáéîáâìå Dåöåìïðíåîô の日本語ᜭȳ

ȟᴩ日ࢠ的にΈႊするにɂᩋすȡる上ᴩ「開発」Ⱥɂ意

֞ȟ᪅定さɟてしɑうǿしたȟȶてᴩȦɟを「ધፖժ能

な発ࠕのたɔの教育」と改ɔᴩさɜに教育း場において

よりɢȞりɗすȢΈいɗすい᚜းにするたɔᴩ日本ʰネ

スコّ内݃׆会Ⱥɂᴩ「ધፖ発ࠕ教育」とႩለしてᴩȰ

のകॡのௐՒ促進を૬しているǿ
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図１　ＥＳＤのモデル図（著者作成）

２　ＥＳＤの目標
ＥＳＤの目ൈɂᴩȊਾȟّにおける「ّ連ધፖժ能な

開発のたɔの教育の 1° 年」実ஃ画ᴥÅSD 実ஃ画ᴦȋ

によるとᴩすɌての̷ȟの高い教育のঐগを̰ՙしᴩ

ɑたᴩધፖժ能な開発のたɔにɔɜɟるՁҬᴩΙϏᜊ

Ւび行動ȟᴩあɜəる教育ɗ学びの場に取りᣅɑɟᴩ環

境ᴩጽຑᴩ社会の面においてધፖժ能な఼߬ȟ実းȺȠ

るような行動の変ᬆをɕたɜすȦとȺありᴩȰのፀと

してધፖժ能な社会への変ᬆを実းするȦとȺあるᴴᴦǿ

３　ＥＳＤの範囲
ＥＳＤɂᴩ環境ᴩᇩᇐᴩ֪ࢲᴩ開発ᴩʂɱンʊーᴩ子

ȼɕの̷൏教育ᴩّ ᪨理解教育ᴩ៥ٌଡ໕ᴩ識ޏᴩエɮʄᴩ

ጦ᩻̚止教育なȼ多ࠢにɢたるᴵᴦǿよȶて ÅSD ɂͷȞ

ɜܿɔɟɃよいのȞǿȊਾȟّにおける「ّ連ધፖժ能

な開発のたɔの教育の 1° 年」ȋによɟɃᴩ「а進ّにお

いてɂᴩ環境保пᴩ̷൏ɗ֪ࢲなȼの社会的な課題ᴩ៥

ٌなȼのጽຑ的課題について取り組ɦȺいȢȦとȟ॒要

Ⱥすǿ…Ȧɟɜの中ȺɕТа的な課題としてᴩ資源のᤈ

Ҽҟႊの抑制ɗ環境保пኄȟમȥɜɟᴥ下፷部ኂ者ᴦᴶᴦ」

るとᣖɌているǿしたȟȶてᴩ本研究の૬ಘɂᴩＥＳＤ

ȟɔる内容Ⱥあるといえるǿ

４　ＥＳＤの学習指導要領上の位置付け
表１　新学習指導要領と同解説における「持続可能な社
会」の記載件数

学習指導要ᬻ պ解ᝢ

小学校 社会　　　　　ᴳ

　 Ȱの他　　　１３

　 合　　　　　ᴭ 合　　　　１ᴶ

中学校 社会　　　　　２ 社会　　　　１ᴱ

　 理科　　　　　２ Ȱの他　　　３３

　 合　　　　　ᴱ 合　　　　ᴱᴴ

高ኄ学校 地理ධխ　　　ᴱ 地理ධխ　　２ᴵ

　 у　　　　　２ у　　　　ᴱ３

　 Ȱの他　　　１２ Ȱの他　　　ᴴᴱ

　 合　　　　１ᴵ 合　　　１ᴱᴲ

中ୖࠆక「ધፖժ能な社会とȦɟȞɜのධխ学習」日本社会

　科教育学会Ȋ社会科教育研究Nï®113ȋより作成

า１ᴷ小・中・高ኄ学校Ȱɟȱɟの学習指導要ᬻおよびȰ

　の解ᝢにおける「ધፖժ能」の語のΈႊኙ所ୣᴥԨጠ出း

ᴦୣو　

า２ 「KȰの他」ɂᴩ社会科ᴥ社会ᴩуᴩ地理ධխᴦ͏外

　の教科・科目

成ࢲ 2° 年࣊࿂学習指導要ᬻȟ改さɟᴩȰの中Ⱥᴩ

ધፖժ能な社会の考え方ɂȼのように反さɟているの

Ȟǿ

᚜ 1ɂᴩ学習指導要ᬻとպ解ᝢにおける「ધፖժ能

な社会」のᜤᢐ͔ୣȺあるǿ社会ጕ教科のＥＳＤ関連の
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「地理的な見方・考え方」を育成させるＥＳＤ教材の内容開発

内容ɂᴩ教科ኄのпͶの中の˧分の一Ȟɜ̝分の一とȠ

ɢɔて高い割合ȺあるȦとȟ分ȞるǿȦɟɂᴩＥＳＤの

進にȞȞɢȶて社会科の重要な役割をఙशさɟている

Ȧとの᚜ɟȺあるǿ

ᦣజᴥ2°11ᴦ1°ᴦɂᴩȰの役割を͏下のようにᣖɌているǿ

「学習指導要ᬻにおける社会科ᴩ地理ධխ科・у科

のɵリキュラムഫᣲを検討しᴩ社会科ɂ「ધፖժ能な社

会」の実းを究の目ൈとしてᴩѓ成さɟなȢてɂな

ɜないǿᴥኂ者中Ⴉᴦ2°°8 年ᴩ中教ߜɂᴩ学習指導要

ᬻ改善の方ᦉにおいて「ધፖժ能な社会の実းを目指す

なȼᴩуц的な̜ᬱに自ɜՎ画していȢ資ɗ能力を育

成する」よう指ᇉしたǿȦɟをՙけてᴩ中学校社会科Ⱥ

ɂᴩу的分野のఊጶɑとɔԨЫとして「ધፖժ能な社

会をढ成するというᜊ点Ȟɜᴩᇹたȴȟよりよい社会を

ኳいていȢたɔに解ขすɌȠ課題をさせᴩ自分の考

えをɑとɔさせる」活動ȟᜫ定さɟᴩ社会科пͶの総ɑ

とɔとして「ધፖժ能な社会」のありറについてす

る活動ȟおȞɟるȦとになȶたǿよȶてᴩ社会科ɵリキュ

ラムɂᴩȦの「ધፖժ能な社会」の実းに向けた学習と

して組Ꭵさɟる॒要ȟあるǿ」

５　「持続可能な社会」に関する内容を中心とした
新学習指導要領のカリキュラム構造
日本ɂᴩ資源・エネルギーに̈しいのȺᴩ22 ˰に

向Ȟȶて「ધፖժ能な社会」の実းɂᴩгఏしなけɟɃ

いけない課題ȺあるǿаにɕᣖɌたȟᴩ中܄教育ߜឰ会

ɂᴩ学習指導要ᬻ改善の方ᦉにおいて「ધፖժ能な社

会の実းを目指す」よう指ᇉしておりᴩɵリキュラムɂᴩ

「ધፖժ能な社会」の実းに向けた学習として組Ꭵさɟ

る॒要ȟあるǿ

しȞしᴩҰᣖしたようにࢲ成 2° 年࿂学習指導要ᬻに

おいて ÅSD として考えɜɟているのɂూ日本大དҰ

の改ɕあȶてȞᴩ「у的分野 (4) ᇹたȴとّ᪨社会

のច課題　ɮ　よりよい社会を目指して」と「地理的分

野ᴥ2ᴦ日本のറȁな地ڒɰᴫ日本のច地ڒ」の２ɵ所

ȳけȺありᴩ資源・エネルギー問題に大ȠȢ関係する「資

源・エネルギーとႇ業」のԨЫɂᴩÅSD の内容として

考えɜɟていないǿȦのようなɵリキュラムȺɂ「ધፖ

ժ能な社会」の実းを目指すȦとɂȺȠないと考えるǿ

したȟȶてኂ者ɂᴩَ 2 のように地理的分野において「資

源・エネルギーとႇ業」を「地理的分野ᴥ2ᴦ日本のറȁ

な地ڒ　ɰᴫ日本のច地ڒ」に˶行して組みᣅɓように

成するɌȠȺあると考えるǿ地理的分野Ⱥ「日本Ⱥの

ધፖժ能な社会のたɔの学習」を行うǿȰしてᴩȰの学

習をᡍɑえてᴩу的分野において「発ࠕᣩ上ّのધፖ

ժ能な社会のഫኳのたɔに関॑をɕȴᴩԦ力するたɔの

学習」を行うようጕፋ性をɕつようにするǿ͏下にȰの

理ႏをهつᣖɌるǿ

一つ目ɂ「本ሟの目的とᑔ」ȺᣖɌたようにᴩ「ધ

ፖժ能な社会」の実းを目指すにあたりᴩȊਾȟّにお

ける「ّ連ધፖժ能な開発のたɔの教育の 1° 年」実ஃ

画ȋの１ᴫࣃȺᴩ「2°11 年 3 ఌ 11 日に発生したూ日

本大དՒびȰɟにᠭ因するՁ子力発所̜ᴩ力˪

ᠴのมኄɂᴩਾȟّにおけるＥＳＤの実ஃのあり方に

ɕ大ȠなफᬭをՒɏすɕのȺすǿ・・・ూ日本大དՒ

びȰɟにᠭ因するՁ子力発所̜ᴩ力˪ᠴのมኄ

にᄽ面するȦとによりᴩ多Ȣの̷ȟエネルギーのΖፈと

ҟႊのあり方をֆɓ「ધፖժ能な社会」Ѕを考えᄽさな

けɟɃなɜない」とᣖɌɜɟているȦとȺあるǿདऻ

の日本のมを考えた場合ᴩ「ધፖժ能な社会」の実း

に向けて資源・エネルギー問題を生徒自ᡵᴩ力要者

ϫのҒ実な問題としてસえᄽしᴩ授業をഫ成しなけɟɃ

なɜないȦとɂशȶたなしのมといえるǿ

̝つ目ɂᴩȦɟɑȺの中学校社会科のഫ成ȺɂᴩÅSD

の目ൈを達成ȺȠないȞɜȺあるǿȊਾȟّにおける「ّ

連ધፖժ能な開発のたɔの教育の 1° 年」実ஃ画ȋɂᴩ

ΙϏҜ力ɗ行動力をᡵに͇けるたɔの知識・理解ᴩ੫

能ᴩৰ࣊を学習するたɔのテーʨをᴩа進ّとᣩ上ّと

に分けてᇉしているǿ中山ᴥ2°11ᴦ
11ᴦɂᴩＥＳＤɂᴩ

ᣩ上ّのધፖ的発ࠕなȢしてᴩа進ّのધፖ的発ࠕɕな

いという視点を重視するȦとᴩつɑりᴩ発ࠕᣩ上ّϫȺ

ɂᴩа進ّの開発Ԧ力なȢしてɂᴩધፖ的成ᩋɂ実းȺ

ȠないȦとᴩȰの関係性を学習するȦとȟ重要Ⱥあるᴩ

とᣖɌているǿさɜに中山ɂᴩ日本Ⱥのધፖժ能な社会

の学習ȟᴩ日本社会のધፖ的発ࠕのたɔの知識・理解ᴩ

੫能ᴩৰ࣊の習ीとպ時にᴩ発ࠕᣩ上ّのધፖժ能な社

会のഫኳにᴩȼのように関॑をɕȴԦ力ȺȠるȞᴩȰの

たɔの知識・理解ᴩ੫能ᴩৰ࣊の学習ɕ͇ӏするȦとȟ

大Ғになるᴩа進ّとᣩ上ّの学校教育ȺᴩȰɟȱɟȟ

ધፖժ能な社会のഫኳを目指すِ有の教育を実践するȦ

とȺɂないᴩと͇けӏえているǿよȶてᴩَ 2のように

地理的分野に「資源・エネルギー」の内容をᣜӏしない

とᴩ日本Ⱥのધፖժ能な社会のᝓ識ȟ๏いɕのになȶて

しɑうのȺあるǿȰしてᴩ地理的分野に「資源・エネル

ギー」の内容をᣜӏして日本Ⱥのધፖժ能な社会のᝓ識

ȟȢなるȦとȺᴩ３年のу的分野Ⱥᴩ発ࠕᣩ上ّの

ધፖժ能な社会のഫኳにᴩȼのように関॑をɕȴԦ力Ⱥ

ȠるȞの学習ȟ生ȠてȢると考えɜɟるのȺあるǿ

つ目ɂᴩऻᣖするȟᴩ「地理的な見方ɗ考え方」のه

「地理的な見方」ȟ育成ȺȠȭᴩ「地理的な考え方AᴩÂ」

につなȟɜないと考えるȞɜȺあるǿ
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Ⅲ．地理的な見方や考え方
中学校社会科地理的分野においてɂᴩ教࢙のផ義ढࣻ

による知識า入ټȟि఼Ȟɜ問題とさɟてȠたǿផ義ढ

ࣻの学習ȺɂᴩᏣҚ的な地理的知識ɂ習ीさɟるȟᴩ生

徒ȟ˿Ͷ的に地理的̜៎をᣜ究していȢ問題解ข能力ɂ

育成ȺȠないǿး代社会Ⱥɂᴩある社会̜៎について社

会的なҜをᣓɜɟる᪨にᴩȰのҜの基ᄷとなる知識

ɗᴩさɑȩɑな情ڨを੧Ҝ的に分しᴩ解する能力ȟ

॒要となȶてȢるǿȰの能力ȟ社会的な見方ɗ考え方Ⱥ

あるǿ

中学校学習指導要ᬻ社会科にɂᴩ̝つの「社会的な見

方ɗ考え方」ȟ΄ސしているǿ地理的分野における「地

理的な見方ɗ考え方」とу的分野における「治ɗ

ጽຑについての見方ɗ考え方」Ⱥあるǿ本ሟȺɂᴩ地理

的分野における「地理的な見方ɗ考え方」についてɜ

Ȟにしたいǿ

１　学習指導要領における「地理的な見方や考え
方」
ல֪ 33 年࿂Ⱥɂᴩ「１目ൈᴥᴲᴦ」の解ᝢ部および「内

容ᴥ１ᴦ᥅٠」の本文・解ᝢ部においてᴩ地理的な見方

ɗ考え方のႊ語ȟқ出しᴩ᥅٠の学習および地理学習п

ᓐにおいてȰの意義ɗ方ศȟқɔてᇉさɟたǿɑたᴩ̷ ȁ

の生活ᴩ地方的特ය性と一ᓐ的ц通性ᴩ地ڒ相̠の関係ᴩ

自ུと̷間なȼに関するᜤᣖȟᴩ社会科目ൈᴥ２ᴦȞ

ɜፀびつȢ地理的分野目ൈᴥ１ᴦᵻᴥᴱᴦに見ɜɟᴩး

在の地理的な見方ɗ考え方に関するщͶ的な目ൈにつな

ȟȶているǿ「地理的な見方ɗ考え方」というȦとɃȟ

学習指導要ᬻに定ᅔしたのɂல֪ 33 年࿂ᴥ中学校社会

ᴦȺある 12ᴦǿ

成ࢲ 2° 年࿂とࢲ成 1° 年࿂における「地理的な見方ɗ

考え方」ɂᴩ地理的分野目ൈの中ಎをઆいᴩȰの内容ഫ

成ɗഫᣲ性ȟᝢさɟているǿ地理的分野の目ൈᴥ１ᴦ

ɂᴩ社会科目ൈにつなȟる基本的な目ൈȺありᴩ目ൈ

高
ኄ
学
校

 

中
学
校

小
学
校

у　　科

ᴥး代社会ᴦ ᴥ治・ጽຑᴦ

(3) цに生Ƞる社会を目
指して

(3) း代社会のច課題

地理ධխ科

ᴥ˰ႜխᴾᴦ ᴥ˰ႜխᴿᴦ

(3) 地္社会と日本
ɴ ® ધፖժ能な社会へ
のࠕఖ

(5) 地္˰ႜのҢ఼
ɴ ® 資୳を活ႊして
究する地္˰ႜの課題

у的分野
(4) ᇹȳȴとّ᪨社会のច課題
ɮ　よりよい社会を目指して
ધፖժ能な社会をढ成するというᜊ点Ȟɜᴩᇹたȴȟよりよい社会をኳいていȢ
たɔに解ขすɌȠ課題を究させᴩ自分の考えをɑとɔさせるǿ

日本での持続可能な社会のための学習

３・ᴱ年生ᴷ地ڒ学習

地理的分野
ᴥ2ᴦ日本のറȁな地ڒ　ɰᴫ日本のច地ڒ
ᴥエᴦ環境問題ɗ環境保пを中ಎとした考ߔ

地ڒの環境問題ɗ環境保пの取組を中ಎとし
てᴩȰɟをႇ業ɗ地ڒ開発の動向ᴩ̷ȁの生
活なȼと関連͇けᴩધፖժ能な社会のഫኳの
たɔにɂ地ڒにおける環境保пの取組ȟ大Ғ
ȺあるȦとなȼについて考えるǿ

地理的分野
ᴥ2ᴦ日本のറȁな地ڒ　ɮᴫ˰ႜとɌた日

本の地ڒ的特ᓨ
ᴥɰᴦ資源・エネルギーႇ業
日本ɂ資源にগɑɟていないّȺᢡ入にΗސ
しているมをɕとにᴩધፖժ能な社会のഫ
ኳのたɔにᴩ要者ϫとΖፈ者ϫȺ॒要な取
組について考えるǿ
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図２　「持続可能な社会」に関する内容を中心とした新学習指導要領のカリキュラム構造（中学校社会科
部分のみ）

Ɔᦣజः「ધፖժ能な社会」のたɔの教育に向けて」日本社会科教育学会Ȋ社会科教育研究ȋNï®113ᴩ2°11 年ᴩð65 をՎ考にኂ

者作成

า１ᴷ学習指導要ᬻをՎྃǿ高ኄ学校ɂ॒ε科目のみᇉすǿ
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「地理的な見方・考え方」を育成させるＥＳＤ教材の内容開発

ᴥ２ᴦᴥ３ᴦɂᴩ目ൈᴥ１ᴦのщͶ的なɀɜいᴩ目ൈᴥᴱᴦ

ɂ地理的分野の学習を通してᡵに͇けさせる能力とৰ࣊

になȶているǿȦの中Ⱥᴩ「地理的な見方ɗ考え方」ɂᴩ

目ൈᴥ１ᴦの一部にᇉさɟᴩ目ൈᴥ２ᴦᴥ３ᴦにおい

てȰɟをഫ成する基本的なകॡと関連͇けてᇉさɟてい

るǿȦの目ൈᴥ２ᴦᴥ３ᴦの内容ɂᴩさɜにᴲᬱ目の地

理的な見方ɗ考え方の内容ഫ成に理さɟᴩ「地理的見

方の基本」「地理的考え方の基本」「地理的考え方をഫ成

する３本౸」なȼの意͇֞けȞɜȰのഫᣲ性ȟᝢさɟ

ているǿ

ல֪ 33 年࿂とࢲ成 1° 年࿂の間の学習指導要ᬻの内容

ɂᅁႩするȟᴩ学習指導要ᬻの「地理的な見方ɗ考え方」

の内容ഫ成の変ᤢɂᴩَ 3のようにɑとɔるȦとȟȺȠ

るǿࢲ成 1°ᴩ2° 年࿂Ⱥᴩ目ൈᴥ１ᴦの内容のᴲᬱ目の

「地理的な見方ɗ考え方」に対してᴩ地理的̜៎のસえ

方ɗ究の̈́方ȟ一࠙ᇉさɟたǿ特にࢲ成 2° 年࿂Ⱥ

ɂᴩḫ「ᵻ地ڒの課題ɗ఼߬Ѕについて考えるȦと」ɕ

指ᇉさɟᴩȼうすɌȠȞという問いによりᴩ社会科のу

的資の育成につなȟるΙϏҜɗ意९ข定ȟɔɜ

ɟるȦとにา目したいᴥَ 3ᴦǿ

ல֪ 33
年࿂

目ൈ (1)º 地ڒ的特ᓨ ( と他地ڒとの
ᢎ e関連 )
目ൈ (2)º 地方特ය性と一ᓐц通性
ᴥ地理的ចస͔ᴦ

目ൈ (3)º 地ڒ間相̠の関係 目ൈ (4)º 自ུと̷間生活との関係

ல֪ 44
年࿂

ア º 地 ڒ の
特ᓨを他地
とのᢎڒ d
関連におい
て考えるȦ
とǿ

ɮ º 地理的̜៎の
性ಐɗ意֞を地
方的特ය性と一ᓐ
的ц通性のᜊ点に
ȶてとɜえるȦ
とǿ

ɰ º 地理的̜
៎を生み出
したចస͔
について考
えるȦとǿ

エ º 日本ɗ˰ႜにおける大
小さɑȩɑな地ڒ的ɑとɑ
りを考えるととɕに ¬ Ȱɟ
ɜの地ڒ間の相̠Ηސ関係
ɗቧ合関係について考える
Ȧとǿ

ɴᴷ 自 ུ お
よび社会的
స͔と̷間
との関係に
ついて考ߔ
するȦとǿ

ɵᴷ 地 ڒ の
変៛にᅔ目
しᴩ Ȱ の 動
向ɗ意֞に
ついて考え
るȦとǿ

ல֪ 52
年 ࿂　
　 　 　
　

ア º 地 ڒ の
特ᓨを他地
とのᢎڒ
d 関 連 に お
いてとɜえ
るȦとǿ

ɮ º 地ڒの̷ȁの生
活に関するច̜៎の
性ಐɗ意֞をᴩ地方
的特ය性と一ᓐ的ц
通性のᜊ点にȶて
とɜえるȦとǿ

ɰ º 地ڒɗȰȦに
ͳɓ̷ȁの生活に
関するច̜៎の特
ᓨを生み出した地
理的なចస͔につ
いて考えるȦとǿ

エ º 日本ɗ˰ႜにおける
大小さɑȩɑな地ڒ的
ɑとɑりを考えるととɕ
にᴩȰɟɜの地ڒ間の相
̠Ηސ関係ɗቧ合関係に
ついて考えるȦとǿ

ɴ º 自ུՒび
社会的స͔
と̷間との
関係につい
て考えるȦ
とǿ

ɵᴷ地ڒの変
容 に  ͇ Ȟ
せᴩȰの動向
ɗ意֞につい
て 考 え る Ȧ
とǿ

ࢲ 成 Ы
年࿂

ḧᴷ地ڒの
ច̜៎をͱ
Ꮪɗሳ間的
な広ȟりと
のȞȞɢり
Ⱥとɜえる
Ȧとǿ

Ḩ º ̷ ȁ の
生活の地ڒ
的特ᓨを他
地ڒとの
ᢎᴩ関連に
おいてとɜ
えるȦとǿ

ḩ º ̷ȁの生活の
地ڒ的特ᓨに関す
るច̜៎の性ಐɗ
意֞を地方的特ය
性と一ᓐ的ц通性
のᜊ点にȶてと
ɜえるȦとǿ

Ḫ º ̷ȁの生活
の地ڒ的特ᓨに
関するច̜を成
りたせている
地理的ចస͔に
ついて考えるȦ
とǿ

ḫ º 日本ɗ˰ႜにお
ける大小റȁな地ڒ
的ɑとɑりを考える
ととɕにᴩȰɟɜの
地ڒ間の相̠Ηސ関
係ɗቧ合関係につい
て考えるȦとǿ

Ḭ º 自ུՒ
び社会的స
͔と̷間と
の関係につ
いて考える
Ȧとǿ

ḭ º 地ڒの
変容にᅔ目
し ¬ Ȱの動
向ɗ意֞に
ついて考え
るȦとǿ

成ࢲ 1°
年࿂

成ࢲ 2°
年࿂

ḧ º ȼȦに ¬ ȼのような
ɕのȟ ¬ ȼのように広
ȟȶているのȞᴩច̜៎
をͱᏚɗሳ間的広ȟりと
のȞȞɢりȺとɜえ ¬ 地
理的̜៎として見いȳす
Ȧと a ɑたᴩȰうした地
理的̜៎にɂȼのような
ሳ間的なҬ性ɗ傾向性
ȟみɜɟるのȞᴩ地理的
̜៎をᠾᫌɗሳ間的なᥓ
ᏚにႡ意してとɜえるȦ
とǿ

Ḩ º Ȱうした地理的̜៎ȟ
なȯȰȦȺȰのようにみɜ
ɟるのȞ ¬ ɑた ¬ なȯȰの
ように分ࢎしたりሉり変
ɢȶたりするのȞ ¬ 地理的
̜៎ɗȰのሳ間的なᥓᏚᴩ
ሆࣃなȼを成させている
ᑔɗ要因をᴩ地ڒという
ౕ組みの中Ⱥ ¬ 地ڒの環境
స͔ɗ他地ڒとのፀび͇Ƞ
なȼと̷間の؆みとのȞȞ
ɢりにᅔ目してᣜ究し ¬ と
ɜえるȦとǿ

ḩ º Ȱうした地
理的̜៎ɂ ¬ Ȱ
ȦȺしȞみɜɟ
ないのȞ ¬ 他の
地ڒにɕみɜɟ
るのȞᴩច地ڒ
をᢎし関連͇
けて ¬ 地ڒ的特
ᓨを一ᓐ的ц通
性と地方的特ය
性の視点Ȟɜᣜ
究しとɜえるȦ
とǿ

Ḫ º Ȱうした地理的̜
៎ȟみɜɟるとȦɠ
ɂᴩȼのようなより大
Ƞな地ڒにࠖしֆɑɟ
るのȞ ¬ ᣡにȼのよう
なより小さい地ڒȞɜ
ഫ成さɟているのȞᴩ
大小റȁな地ڒȟ部分
とпͶとをഫ成する関
係Ⱥ重࠙的になȶてい
るȦとをᡍɑえて地ڒ
的特ᓨをとɜえᴩ考え
るȦとǿ

ḫᴷȰのよう
な地理的̜៎
ɂȰの地ڒȺ
いつᬰȞɜみ
ɜɟたのȞᴩ
ȦɟȞɜаɕ
み ɜ ɟ る の
Ȟ ¬ 地ڒの変
容をとɜえᴩ
地ڒの課題ɗ
఼߬Ѕについ
て 考 え る Ȧ
とǿ

ᴷしȢ์生・͇ӏした内容　  　ǫᴷ͏ऻのᄽ的なつなȟりȟᗖになȶた内容

 K ͏ऻのᄽ的なつなȟり　　 ᴷ͏ऻに集ጙさɟたつなȟり

図３　戦後学習指導要領「地理的な見方や考え方」の内容構成の変遷
Ɔշ田ҴȊ中学校学習指導要ᬻ社会における地理的見方・考え方の༄ํȋ日本社会科教育学会発᚜資୳をՎ考にኂ者作成
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２　新しい「地理的な見方や考え方」の定義
ȦɟɑȺにੑ井田гࢄᴥ1999ᴦɗ大బல英ᴥ2°°2ᴦȟ

˿एした「地理的な見方ɗ考え方」にɂᴩц通してࢲ成

2° 年࿂学習指導要ᬻ地理的分野の目ൈᴥ１ᴦの内容の

ḫ「ᵻ地ڒの課題ɗ఼߬Ѕについて考えるȦと」につい

てᴩȼうすɌȠȞというʡロセスȟඑけておりᴩ社会科

のу的資の育成につなȟるΙϏҜɗ意९ข定ȟな

さɟないȦとに課題ȟあるǿ

成ࢲ 2° 年࿂学習指導要ᬻによるとᴩ地理的な見方と

ɂᴩ日本ɗ˰ႜにみɜɟるច̜៎をͱᏚɗሳ間的な広ȟ

りとのȞȞɢりȺ地理的̜៎として見いȳすȦとȺあ

りᴩ地理的な考え方とɂᴩȰɟɜの̜៎を地ڒというౕ

組みの中Ⱥ考ߔするȦとというȦとȟȺȠるǿ地理的分

野の目ൈの (2)ᴩ(3) をᡍɑえて地理的な見方ɗ考え方を

理するとᴩ᚜ 2のようになるǿ

͏上の地理的な見方ɗ考え方ɂᴩ地理的分野の学習の

пᓐを通ȫてڗうɕのȺあるǿ

ȦȦȺ「地理的な見方ɗ考え方」の基ᇀとなる知識に

ついて理しておȠたいǿࠨ田ᴥ1991ᴦɂᴩ知識を分᭒

しᴥَ 4ᴦᴩ知識の関係をഫَԇしᴩ問いのሗ᭒と習ी

さɟる知識との関係を分᭒ԇしているᴥَ 5ᴦǿ　地理

的な見方の基本の下፷部の問いᴥ᚜ 2ᴦȞɜᴩَ 5 と関

連させると地理的見方ɂᜤᣖ的知識と分的知識にな

るǿȰしてᴩ地理的な考え方の基本の下፷部の問いᴥ᚜

2ᴦȞɜᴩаとպറにَ 5と関連させると地理的考え方ɂᴩ

ᝢ的知識ᴥകॡ的知識ᴦになるǿしたȟȶてᴩᜤᣖ的

知識・分的知識ȟ「地理的な見方」Ⱥḧᴥ目ൈᴥ２ᴦ

ᴥ３ᴦの内容のᴲᬱ目ᴦにᝉछᴩകॡ的知識・ᝢ的知

識ȟ「地理的な考え方」となりḨᴩḩᴩḪᴥ目ൈᴥ２ᴦ

ᴥ３ᴦの内容のᴲᬱ目ᴦにᝉछするǿɑたᴩ目ൈᴥ２ᴦᴥ３ᴦ

の内容のᴲᬱ目ȺあるḫȺɂ「ᵻ地ڒの課題ɗ఼߬Ѕに

ついて考えるȦと」ȟ指ᇉさɟᴩȼうすɌȠȞという問

いȞɜᴩኰ的知識に支えɜɟているȦとになるǿした

ȟȶてᴩȦɟɕ「地理的な考え方」となるǿȦのように

「地理的な考え方」ȟᴩ̝つあるȟᴩҰ者とऻ者ɂᴩп

Ȣ内容のႱなるɕのなのȺᴩҰ者を「地理的な考え方A」ᴩ

ऻ者を「地理的な考え方 ÂᴥΙϏҜᴦ」としてԖ別し

たいǿး場の地理の授業ȺɂᴩとȞȢ「地理的な見方」

Ⱥ止ɑȶているȦとȟ多Ȣᜤᣖ的・分的知識をᆬᝓし

てጶえているᴩɕしȢɂᴩ「地理的な考え方 A」Ⱥᴩጶ

えているȦとȟ多いのȺɂないȞǿऻ者の「地理的な考

え方 ÂᴥΙϏҜᴦ」ɂᴩу的資の育成につなȟる

ΙϏҜɗ意९ข定につなȟるȳけȺɂないǿÅSD の

目ൈȺある「ધፖժ能な開発のたɔにɔɜɟるՁҬᴩ

ΙϏᜊ」をᝓ識させるとととɕにᴩ「ધፖժ能な఼߬ȟ

実းȺȠるような行動の変ᬆをɕたɜす」という社会Վ

画への動機͇けにつなȟるのȺᴩ大変重要な考え方Ⱥあ

りᴩ॒要なのȺあるǿしたȟȶてᴩ学習指導要ᬻにみる

「地理的な見方ɗ考え方」のഫ成َɂَ 6のようになるǿ

なおᴩࠨ田ᴥ1991ᴦɂᴩ社会的な見方ɗ考え方をඒの

ように定義しているǿᜤᣖ的知識と分的知識ɂᴩ社会

的見方の材୳となる知識Ⱥありᴩᝢ的知識とകॡ的知

識ɂᴩ社会的見方Ⱥあるǿኰ的知識ȟᴩ社会的考え方

Ⱥあるǿ社会的考え方ɂᴩ社会的なΙϏҜをɔɜɟ

た᪨の合理的意९ข定能力といఉえるȦとɕȺȠるǿ

َ 6の「地理的な見方ɗ考え方」のഫ成َɂᴩࠨ田の

ᜤᣖ的知識

̜実関係的知識 分的知識

ᝢ的知識
知識

കॡ的知識

ΙϏ関係的知識 ኰ的知識

図４　知識の分類
Ɔࠨ田一णᕻ 1991ᴫȊ小学校社会科の授業ᜫȋూ̱ం
よりኂ者作成
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「地理的な見方・考え方」を育成させるＥＳＤ教材の内容開発

社会的な見方ɗ考え方のഫ成َと学習指導要ᬻȺ定す

る「地理的な見方・考え方」13ᴦをՎ考にして作成したǿ

َ 6の社会Վ画力についてɂᴩඒのように考えるǿ教

育基本ศՒび学校教育ศにɂ「уцのጀᇘに基づȠᴩ˿

Ͷ的に社会のढ成にՎ画しᴩȰの発ࠕに߆˫するৰ࣊を

᭴うȦと」と定さɟているǿȦɟをՙけてᴩ中܄教育

成ࢲឰ会ɂᴩߜ 2° 年࿂学習指導要ᬻの改善のኌ႑にお

いてᴩ「ધፖժ能な社会の実းを目指すなȼᴩуц的な

̜に自ɜՎ画していȢ資ɗ能力を育成するȦとを重

視する方向Ⱥ改善をَる」という改善の基本方ᦉをᇉし

ているǿȰしてᴩࢲ成 2° 年࿂学習指導要ᬻȺɂᴩ「社会

Վ画ᴩറȁなͤፋɗ文ԇᴩޭ教に関する学習なȼを重視

する」としᴩ「社会Վ画」をऐ調しているǿ「社会Վ画」

とɂᴩറȁな活動に実᪨にՎӏするȦとȳけȺɂなȢᴩ

റȁな社会問題に生徒ȟ఼߬ȴ向ȞȶていȢ方ศをྏ

考するȦとɕֆɓと考えɜɟるǿշ田ᴥ2°13ᴦɂᴩ「社

会Վ画力」を「റȁな社会的役割のઆいਖ਼ɂᴩͷをなす

ɌȠȞ・ȺȠるȞ・なすɌȠȺɂないȞを実ஃ方ኍɕֆ

ɔて考えीる知識・੫能・ৰ࣊Ⱥある」14ᴦと定義しておりᴩ

本ᝲ文Ⱥɕ「社会Վ画力」をȰのように定義するǿ

Ⅳ．先行実践中学校社会科地理的分野の課題
ȦȦȺɂᴩ中学校社会科地理的分野における授業実践

分を通してᴩȰの特ौと問題を理するǿ授業̜と

してɂᴩ山口ี宏の実践「資源・エネルギーとႇ業」15ᴦᴩ

小林広֪ᴩᦣజ真の実践「日本の資源・エネルギーとႇ

業」16ᴦ ᴩ田中௷ඒの実践「Ɍて考えるᴩȦɟȞɜの

日本のエネルギーᴪʲーロʍʛのエネルギー̜情を通し

て日本の資源・エネルギー問題を考えるᴪ」17ᴦの˧つ

を取り上ȥるǿ

１　山口泰宏の実践「資源・エネルギーと産業」
の課題
Ȧの実践ɂᴩࡾ業ԇの進ࠕȟّ内のエネルギー要の

છ大とᢡ入エネルギーのΗސをɕたɜしᴩエネルギーの

ާ定Ζፈをᆬ保するたɔのさɑȩɑなӓ力ɗエネル

ギーのҟႊなȼにあɜɢɟるᅁエネルギー・ᅁ資源ԇへ

の取り組みについて理解させᴩ日本ȟȰうした方面にお

いて高࣊な੫ᚓをધȶているȦとをɈɑえて課題解ขへ

のᤍをᣜ究しているǿしȞしᴩ本実践ɂ͏下の２点Ⱥ問

題ȟあるǿቼ１にᴩ「地理的な見方」Ⱥとȼɑȶている

ȦとȺあるǿ本実践ɂᴩ調査活動Ⱥറȁな取り組みにつ

いて調ɌているȟᴩȰɟを発᚜してц有するȳけȺあるǿ

Ȱの調査ፀの内容Ȟɜᜤᣖ的知識ɂ習ीするȟᴩᝢ

的・കॡ的知識を習ीするᣜ究ᤈሌȟないたɔᴩ「地理

的な考え方」に成ᩋしていないǿቼ２にᴩးを解ขす

る合理的ҜをしていないȦとȺあるǿ本実践Ⱥɂᴩધ

ፖժ能な社会のഫኳに向けて自分たȴȟͷをしていȶた

ɜよいȞ考えさせておりᴩÅSD の目ൈȺある社会Վ画

へのৰ࣊をढ成しようとしているǿしȞしᴩ学習活動Ⱥ

းを解ขする合理的Ҝをしておɜȭ「地理的な考え

方Â」ɑȺ成ᩋしていないたɔᴩ社会Վ画のৰ࣊ɂᴩࢠ

識的な๏いɕのになɜȩるをीないǿ

２　小林広和，鈴木真の実践「日本の資源・エネ
ルギーと産業」の課題
Ȧの実践ɂᴩّႇのエネルギー資源ȟ̈しい中ᴩエネ

ルギー源の多റԇなȼの方ኍȺਾȟّのႇ業ɗّ生活

を支えている力Ζፈを通してᴩȦɟȞɜのਾȟّの資

源・エネルギーҟႊのあり方ɗ課題について考ߔしてい

るǿȰしてᴩȦɟɜの学習をᡍɑえてᴩ今ऻɕާ定して

ҟႊするたɔにɔɜɟる対ኍについて考えさせてい

るǿしȞしᴩȦの実践ɂᴩ͏下の３点Ⱥ問題ȟあるǿቼ

１にᴩ「地理的な見方」にとȼɑるȦとȺあるǿȦの実

践ɂᴩ

յ発のးɗᩋ所・ᅽ所を習ीするȦとになりᜤᣖ

的知識をीて「地理的な見方」ɂ育つǿしȞしᴩյ発

についてのᑔをᣜ究する活動ȟ保障さɟていないの

Ⱥᴩᝢ的・കॡ的知識を習ीする「地理的な考え方A」

ɂ育成さɟてないǿቼ２にᴩエネルギーኍを考えさせ

ているȟ「地理的な考え方 A」ɂ育成さɟてないのȺᴩ

合理的ҜɂȺȠないǿȦの実践ɂᴩ源ᆬ保と環境保

пを目的とした 2° 年ऻのਾȟّのエネルギーኍを考

えさせるȟᴩյ発のщͶ的なデーʉɗ資୳によりᣜ究

活動をしていないたɔᴩᜊ的ȺɂなȢ˿Ͷ的なҜに

よるɕのになɜȩるをえないǿよȶて「社会的な考え方

Â」の成ᩋɕ見ɜɟないǿቼ３にᴩ社会Վ画のৰ࣊をढ

成する学習活動ȟないȦとȺあるǿしたȟȶてᴩȦの実

践ɂᴩÅSDの目ൈを達成するȦとȟȺȠないǿ
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３　田中曜次の実践「比べて考える，これからの
日本のエネルギー－ヨーロッパのエネルギー事
情を通して日本の資源・エネルギー問題を考え
る－」の課題
Ȧの実践ɂᴩʲーロʍʛចّのエネルギー̜情をɑと

ɔてյّのエネルギーのးをᝓ識しᴩȰのᑔɗ要因

を考える中Ȟɜյّの自の課題ɗ問題点をධխ的ᑔ

ɕֆɔてᣜ究しているǿȰしてᴩȦの˰ႜ的視野をᡍɑ

えてᴩ日本のエネルギーのးȟᴩなȯ問題なのȞをᣜ

Ւしているǿしたȟȶてᴩᜤᣖ的知識Ⱥあるးᝓ識を

ᡍɑえるȦとȺ「社会的な見方」をᡵに͇けᴩなȯ問題

なのȞをᣜ究するȦとȺ「社会的な考え方 A」をᡵに

͇けているǿȰの上Ⱥᴩエネルギーኍの合理的Ҝを

行い「地理的な考え方Â」を育成しているȦとȺΙȺ

ȠるǿしȞしᴩ͏下の２点Ⱥ問題ȟあるǿቼ１ɂᴩエネ

ルギーのщͶ的デーʉのᣜ究ȟඑけているȦとȺあるǿ

Ȧの実践ɂᴩエネルギーのщͶ的デーʉのᣜ究ȟඑけて

いるたɔ合理的ҜȟٌᫍȺありᴩᜊ性ȟᗖɟるǿቼ

２にᴩ社会Վ画のৰ࣊をढ成する学習活動ȟないȦとȺ

あるǿしたȟȶてᴩȦの実践ɂᴩÅSD の目ൈを達成す

るȦとȟȺȠないǿ

Ⅵ．地理的な見方・考え方を成長させるＥＳ
Ｄの授業構成

１　内容編成の論理
「地理的な見方・考え方」の育成を目指してたに開

発する中学校社会科地理的分野のԨЫɂᴩ「資源・エネ

ルギー問題」ȺあるǿȰの開発ԨЫɂᴩ学習指導要ᬻȺ

ɂ「日本の資源・エネルギーとႇ業」にᝉछするǿ資源・

エネルギーについてɂᴩూ日本大དによるᇩࡀՁ発̜

ȟᠭȠて͏఼ᴩՁ発Ϧ止にͧう力˪ᠴՒびエネル

ギーΖፈに関してᴩ対するΙϏᜊȟ在ԇした大Ƞな

問題となȶているǿَᴴɂᴩ本ሟȺ開発するԨЫпͶ

の内容成ȺあるǿȊਾȟّにおける「ّ連ધፖժ能な

開発のたɔの教育の 1° 年」実ஃ画ȋ18ᴦにᣖɌɜɟて

いる「関॑のᠭơ理解のԇơՎӏするৰ࣊ɗ問題解

ข能力の育成ᵚを通ȫて「щͶ的な行動ᵚを促すという

一連の学習のํɟに基づいてᴩAȌ資源・エネルギー問

題への関॑・ᠭȍơBȌΖፈ者ϫのエネルギーኍの

方ศȍơCȌエネルギーኍへの社会Վ画ȍとഫ成したǿ

AȺɂᴩూ日本大དによるՁ発̜ȟᠭȠるɑȺの日

本の資源・エネルギーมをᆬᝓした上ȺᴩՁ発の̜

ऻȞɜ఼߬に向けて今ऻのエネルギーኍᴥ͑ᝢᴦを考

えるǿBȺɂᴩAȺ考えたエネルギーኍᴥ͑ᝢᴦȟܵ

छなのȞȰɟȱɟ検ᜳしていȢǿȰのᤈሌȺᴩＥＳＤの

കॡをပीしていȢǿCȺɂᴩȰɟȱɟのエネルギー

ኍの一ᩋ一ᅽを理解した上Ⱥᴩエネルギーኍの合理的

Ҝを行うǿȰしてᴩ社会Վ画としてᴩȦのエネルギー

問題に対して自分ɂး在ᴩ఼߬にɢたȶてȼのように行

動していȢのȞを考えるǿȦのようにԨЫпͶをഫ成す

るȦとȺᴩAȺɂᴩƍ２Ⱥᝢしたᜤᣖ的知識ᴩ分的

知識をੰ૱するという地理的な見方ȟ育成ȺȠるǿBȺ

ɂᴩƍ２Ⱥᝢしたᝢ的知識ᴩകॡ的知識をੰ૱する

という「地理的な考え方ᴾ」ȟ育成ȺȠるǿCȺɂᴩպ

ȫȢƍ２Ⱥᝢしたኰ的知識をੰ૱しᴩу的資の

育成につなȟるΙϏҜɗ意९ข定につなȟる「地理的

な考え方ᴿ」ȟ育成ȺȠるǿ͏下にَ 7 とَ 8 ᵻَ 12

との関係についてᝢしたいǿ

（１）A【資源・エネルギー問題への関心・喚起】の内
容編成
َ 8ɂᴩَ ᴴԨЫпͶَのAの部分にあたるǿ日本ɂᴩ

エネルギー資源のɎɏпᦀをᢡ入にΗސしてȠたǿしȞ

しᴩ197° 年代に石บԲ機ȟᠭȠᴩႇ業ႜɂ大Ƞなმਖ਼

を២うȦとになるǿȰȦȺᴩ石บȳけにᭅるȦとなȢറȁ

なエネルギーをҟႊしていȦうとするエネルギーの多റ

ԇȟ進ɔɜɟていȢǿȰしてᴩໄّႇエネルギーをᆬ保

しᴩ地္ຣԇ᩻止を進ɔていȢたɔに˰ႜ的に̝ᥣԇ

ཚጨ出を制する動Ƞに対ख़してՁ子力発ȟ進ɔɜ

ɟていȢȦとになるǿՁ子力発ɂᴩп発ᦀの３割を

ΖፈしᴩさɜにȰの割合をۄɗすエネルギーኍをとȶ

ていたȟᴩూ日本大དによるᇩࡀՁ発̜によりᴩ

能౫というႃ大なᚱ害をɕたɜすȦとになȶたǿߪ
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「地理的な見方・考え方」を育成させるＥＳＤ教材の内容開発

Ȱのたɔ日本のпՁ発ȟϦ止していȠ力˪ᠴȟԲɉ

ɑɟるมにるǿȦのような力˪ᠴのมにおいてᴩ

今ऻの日本のエネルギーኍをȼのようにしていȞなけ

ɟɃいけないのȞᴩّの意見を̬えてѓ検討するȦと

になȶたᴥَᴵᴦǿ
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（２）B【供給者側のエネルギー政策の方法】の内容編
成　①原発再稼働説
َ 9ɂᴩَᴴԨЫпͶَのBḧの部分にあたるǿՁ発

をѓሜЄすɟɃᴩコストɂ見ᄽさɟて上したとɂいえ

相対的にާΙȺありᴩ力Ζፈȟާ定しᴩ日本ጽຑՒび

ّ生活ɂާ定するǿさɜにᴩɰランɂᴩ一ஔᢡ入すɟ

ɃᩋȢҟႊȺȠᴩリɿɮクルɕ画さɟておりᴩ資源小

ّのໄّႇエネルギーとして៤စȺȠるǿしȞしᴩՁ発

ѓሜЄɂᴩѓびযなՁ発̜のおȰɟȟ生ȫՁ発地

地ڒȺあるᤈႾ地ڒにߪ能౫のԲ᪙性をおしつける

Ȧとになるǿ対するΙϏᜊɂᴩ「᥆会の力៵地」

対「ᤈႾ地ڒの力Ζፈ地」ȺあるǿȦɟɂ地ڒ間の˪

уࢲというകॡにつなȟるǿたȳᴩՁ発地地ڒの行・

ጽຑɂᴩ˿にՁ発によȶて支えɜɟておりᴩ˪ާをえ

なȟɜɕѓሜЄしてɕɜいたいというͳの᭐いȟある

Ȧとɕ考えなけɟɃいけないǿɑたᴩՁ発ɂᴩͷᄍ˥年

というከ理ȟ॒要になる高ʶʣルߪ性ࣔ࿎をさɜに

ӏさせᴩȰɟをΈႊしていない఼߬の˰代に代ȁおしۄ

つけるȦとになるǿ対するΙϏᜊɂᴩ「今の˰代のҟ害」

対「఼߬の˰代のҟ害」ȺあるǿȦɟɂᴩ˰代間の˪у

というകॡにつなȟるᴥَࢲ 9ᴦǿ

②火力発電増強説
َ1°ɂᴩَ ᴴԨЫпͶَのBḨの部分にあたるǿး在ᴩ

ਾȟّɂᴩϦ止しているՁ子力発の代ఉとしてᴩཌ力

発の割合をۄɗして対ख़しているǿးのཌ力発ۄ

ऐኍを፟ધしていけɃᴩ力Ζፈɂާ定するǿしȞしᴩ

ԇ石ྖ୳の日本向けのΙಐȟ上しておりᴩᢡ入ᦀɕۄ

ӏしているのȺᴩ៸ᠣޏにȶているǿȰɟをᛃうた

ɔに代上ɂеɟないǿɑたᴩԇ石ྖ୳のпᦀをᢡ

入にΗސしているのȺᴩད害ɗ̚なȼの፯ॲ̜ৰȺΖ

ፈȟいつϦ止するȞɢȞɜない˪ާȟありᴩѓび石บԲ



ᴪ 34 ᴪ

機ȟᠭȠるժ能性ɕ大ȠいǿȰしてᴩ̝ᥣԇཚጨ出ᦀ

ɕۄӏしᴩ地္ຣԇのӒᩋにつなȟるǿɑたᴩԇ石ྖ

୳のժ年ୣɂ᪅ɜɟているのȺᴩいȭɟౚຐしてしɑ

うǿȦȦȺの対するΙϏᜊɂᴩ「今の˰代のҟ害」対「߬

఼の˰代のҟ害」ᴩ「力のާ定」対「環境のমԇ・資源

のౚຐ」ȺあるǿȦɟɜɂᴩ地္ຣԇを᩻止しᴩඒの

˰代のたɔにུۿ資源ȟౚຐしないようにする環境・ۿ

ུ資源の保пのകॡにつなȟるᴥَ 1°ᴦǿ
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③再生可能エネルギー増設説
َ 11 ɂᴩَᴴԨЫпͶَのBḩの部分にあたるǿѓ

生ժ能エネルギーをۄᜫしていȢȦとɂᴩエネルギー源

ȟጠّႇȺありᴩིࠅᖽȺᴩ環境にᓦȢᴩ地ڒ環境にख़

ȫて発ȟժ能Ⱥありᴩ環境・ུۿ資源の保пになるǿ

しȞしᴩۿψにࡿծさɟるのȺ発ᦀȟ˪ާ定Ⱥありᴩ

発ᦀɕ小さȢᴩ発コストȟ高いǿしたȟȶてᴩࢍ場

ጽຑՁ理ȺɂௐՒȟ進ɑないのȺᴩࣈ˿導によるпᦀ

ِ定៳取制࣊により導入を促進しているǿ導入ȟ進ɔ

Ƀᴩཌ力発にᭅる割合ȟນߵするȟᴩ導入ȟ進ɔɃ進

ɓɎȼ៳取៵ႊɂۄӏしᴩّ២આɂ大ȠȢなり代

ɂ年ȁ上していȢȦとになるǿѓ生ժ能エネルギーの

資源の保пɂަɜɟるȟᴩႇ業ႜにུۿᜫɂᴩ環境ᴩۄ

ɂ多大なफᬭを˫えᴩጽຑ的ૺ܅ȟ大ȠȢなるǿȦȦȺ

対するΙϏᜊɂᴩ「環境・資源の፟ધ」対「ጽຑ的ૺ܅」

ȺあるǿȦɟɕᴩ地္ຣԇを᩻止しᴩඒの˰代のたɔ

にུۿ資源ȟౚຐしないようにする環境・ུۿ資源の保

пのകॡにつなȟるᴥَ 11ᴦǿ
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「地理的な見方・考え方」を育成させるＥＳＤ教材の内容開発

（３）C【エネルギー政策への社会参画】の内容編成
َ 12 ɂᴩَᴴԨЫпͶَのCの部分にあたるǿBȺ

発方ศを究するȦとによȶてᴩȰɟȱɟの発方ศ

にɂᩋ所とᅽ所ȟありᴩエネルギーを៵しなȟɜધፖ

ժ能な社会を実းするȦとのᫍしさȟ見えてȢるǿ

本問題をࡼȶて対するΙϏɂᴩ「᥆会の力៵地」

対「ᤈႾ地ڒの力Ζፈ地」ᴩ「今の˰代のҟ害」対「߬

఼の˰代のҟ害」ᴩ「力のާ定」対「環境のমԇ・資源

のౚຐ」ᴩ「環境・資源の፟ધ」対「ጽຑ的ૺ܅」Ⱥあるǿ

ȰのΙϏᜊを生み出すകॡɂᴩ「地ڒ間のуࢲ」ᴩ「˰代

間のуࢲ」ᴩ「環境・ུۿ資源の保п」Ⱥあるǿ

Ȧɟɜの対するΙϏをгఏするエネルギーኍの合

理的なҜをした上ȺᴩΖፈ者ϫ・要者ϫの˵場

Ȟɜエネルギー˪ᠴに対してͷをなすɌȠȞ・ȺȠる

Ȟ・なすɌȠȺɂないȞᴩ社会Վ画の方ศを考えるᴥَ

12ᴦǿ
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２　方法原理
「地理的な見方ɗ考え方」を育成する ÅSD 教材を開

発するたɔの方ศՁ理としてɂᴩ「資源・エネルギー問

題への関॑・ᠭơ͑ᝢȺあるエネルギーኍのւ֞・

検ᜳơ合理的Ҝの究ơ社会Վ画の究」と進ɔるǿ

資源・エネルギー問題への関॑・ᠭȺᴩ生徒ȟ社会

問題に関॑をɕȴᴩȰの解ขኍの͑ᝢをてさせてւ

֞・検ᜳしていȢǿȰのւ֞・検ᜳをɈɑえてᜊ的

なಏ拠をɕとにエネルギーኍを合理的にҜしᴩ社

会Վ画への意識変ᬆへとつなȥていȠたいǿȦɟɂᴩ

中山ᴥ2°11ᴦ19ᴦɗಜՁᴥ2°11ᴦ2°ᴦɜȟ˿एしている

ようにȊਾȟّにおける「ّ連ધፖժ能な開発のたɔの

教育の 1° 年」実ஃ画ȋにᣖɌɜɟている「関॑の

ᠭơ理解のԇơՎӏするৰ࣊ɗ問題解ข能力の育成ᵚ

を通ȫて「щͶ的な行動ᵚを促すという一連のํɟの学

習ɗᴩ岡﨑ȟ૬ឰしている「͑ᝢւ֞学習 21ᴦ」ᴩ「ȊIæ

―ôèåîȋの発問 22ᴦ」ȟ॒要Ⱥあると९ɢɟるたɔᴩȦ

ɟɜをՎ考にしていȢǿ

（１）　資源・エネルギー問題への関心・喚起（図 7A，
図 8）
َᴴԨЫпͶَのAの部分ᴩՒびَ 8ɂᴩ生ᠭしてい

る問題の̜実をᆬᝓしᴩ生徒の関॑をᠭするᤈሌȺあ

るǿూ日本大དҰɂȼのようなมȳȶたのȞᴩూ日

本大དऻᴩȼのような問題ȟ生ᠭしᴩȼのようなफᬭ

ȟᠭȠていたのȞᴩ「˰ႜ的視野」23ᴦȞɜᴩȦのような

Ȧとをᆬᝓするᤈሌȟ究ᤈሌのɂȫɔにͱᏚづȢǿȦ

ȦȺの基本的な問いɂᴩ「ȼのように」ȺあるǿȦȦȺᴩ

「地理的な見方」を育成するǿ

生徒ȟ生ᠭしている問題のᜊ的̜実ȞɜΙϏをᤣ

しᴩエネルギーኍの合理的Ҝ・意९ข定ȺȠる「社

会的な考え方Â」をఊጶ的に育成するたɔにᴩρ̷の感

情の部分によるҜȺɂなȢᴩᜊ的Ȟつ合理的にҜ

する能力をᡵに͇けさせたいǿȰのたɔᴩエネルギー

ኍをᤣするɑȺにኍを生徒に੧Ҝ的にસえさせᴩւ

֞していȢ学習ᤈሌを取り入ɟる॒要ȟあるǿ

Ȱのたɔにᴩ本ԨЫȺɂ͑ᝢւ֞学習をႊいるǿȦの

学習ᝲにɂᴩ˧つの特ᓨȟあるǿቼ一にᴩ社会システム

を正しいɕのとしてՙ容させるのȺɂなȢᴩ社会システ

ムのഫᣲの解ɗ社会システムのᑔ・Ձ因をり問題

点をɜȞにするȦとȺあるǿቼ̝にᴩよりよい社会シ

ステムɂȼのようなɕのなのȞ˿Ͷ的Ӂᣲ的に考えさ

せᴩ自他の考えをとɕに੧Ҝ的にւ֞させるȦとȺあるǿ

ቼ˧にᴩΙϏのઃしつけȺɂなȢᴩ児童自ᡵȟᜊ的̜

実ȞɜΙϏをᤣしᴩより正しいɕのをҜȺȠるよう

に授業ԇするȦとȺあるǿȦの学習ᝲを実းするたɔに

本ԨЫȺɂᴩՁ発Ϧ止による力˪ᠴを解するエネル

ギーኍを̙するȦとᴩさɜにᴩȰɟɜを究してい

ȢうえȺပीした科学的知識を活ႊしてᴩよりધፖժ能

な解ขኍをᤣしていȢ学習ᤈሌをԨЫに取り入ɟてい

Ȣǿ

したȟȶてᴩ生ᠭしている問題の̜実をᆬᝓし関॑を

ᠭするȦとȺ「地理的な見方」を育成しᴩエネルギー

ኍの͑ᝢをてていȢǿ
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（２）　仮説であるエネルギー政策の吟味・検証（図 7　
B，図 9，10，11）
َᴴԨЫпͶَのBの部分ᴩՒびَ 9ᴩ1°ᴩ11 ɂᴩᴥ１ᴦ

Ⱥてたエネルギーኍの͑ᝢをಏ拠となる̜実によȶ

て͑ᝢւ֞をしていȢᤈሌȺあるǿ問題ȟ生ᠭするにɂᴩ

Ձ因とᑔȟあるǿȦのᤈሌȺᴩஒ習のᜤᣖ的知識を活

ႊするȦとȺ地ڒの環境స͔ɗ地理的స͔を̷間の؆み

とのȞȞɢりにᅔ目しᣜ究するȦとȺ「地理的な考え方

A」を育成するǿɑたᴩધፖժ能な社会のഫኳに向けて

障害となるՁ因とᑔの知識ɗ地ڒ間のуࢲᴩ˰代間の

уࢲᴩུۿ資源・環境の保пについてのകॡをပीす

るǿ自分たȴȟᜫ定した͑ᝢȟᴩધፖժ能な社会のഫኳ

に向けてᴩ解ขするኍになりीているのȞを検討させ

るȦとȺɕ「地理的な考え方A」を育成するǿɑたᴩ「ɕ

しあなたȟߪ性ࣔ࿎の地࠙ѿ分̙定地のͳȳȶた

ɜᴩȼうするȞ」といȶたщͶ的な場ȺᝲȺȠなけ

ɟɃᴩધፖժ能な社会のഫኳを᩼害している社会มɗ

対するΙϏᜊȟɜȞになɜないǿȰȦȺᴩ本ԨЫȺ

ɂᴩ方ศՁ理のᣜӏȺ「Iæ―ôèåî」の発問をႊいていȠ

たいǿȦの発問にɂهつの特ौȟあるǿቼ一にᴩ子ȼɕ

のધȶている情ڨᴥጽ᮷・知識・考えᴦをऀȠ出すǿቼ

̝にᴩ͑ᝢᜫ定にஂいて有ӛなЄȠをするǿቼ˧にᴩ子

ȼɕ自ᡵのΙϏҜをᣓり意९ข定を促すȦとȺあるǿ

ቼهにᴩ子ȼɕの९考を発ࠕ・ፕፖさせるȦとȺあるǿ

特にᴩቼ˧ᴩቼهの特ौにา目していȠたいǿȰうする

ȦとȺᴩȦɟȞɜの఼るɌȠ社会を̙しᴩ自ɜɂͷを

なすɌȠȞを一̷一̷ȟ考えていȢȦとȟȺȠる力ȟ成

ᩋȺȠるǿつɑりᴩȦɟɂધፖժ能な社会のഫኳにɂ॒

要˪ժඑな力ȺあるǿよȶてᴩȦȦȺの基本的な発問ɂ

「なȯ」ɗ「ȼうすɟɃいいのȞ」Ⱥ「地理的な考え方A」

を育成しᴩ「ɕしあなたȟᵻȳȶたɜᴩȼうするȞ」といȶ

た問いɕありᴩ「地理的な考え方Â」につなȥていȠたいǿ

（３）　合理的判断の探究（図 7C，図 12）
َᴴԨЫпͶَのCの部分ᴩՒびَ 12 ҰԡのᤈሌȺ

ɂᴩધፖժ能な社会のഫኳに向けてエネルギーኍɂȼ

うあるɌȠなのȞᴩ͑ᝢȺᜫ定したエネルギーኍをւ

֞したȦとを生Ȟしᴩより多Ȣの他者ȟጞीȺȠるಏ拠

ɗΙϏをɕとに考えɜɟているȞȼうȞ検討するǿȦɟ

により「地理的な考え方 Â」を育成しᴩ「地理的な見方

ɗ考え方」を成ᩋさせたいǿ

（４）　社会参画の探究（図 7C，図 12）
َᴴԨЫпͶَのCの部分ᴩՒびَ 12 ऻԡのᤈሌȺ

ɂᴩ社会Վ画力を育成するǿÅSD の目ൈɂᴩƌȺᣖɌ

た通りᴩ「ધፖժ能な఼߬ȟ実းȺȠるような行動の変

ᬆをɕたɜすȦとȺありᴩȰのፀとしてધፖժ能な社

会への変ᬆを実းするȦと」
24ᴦȺあるǿɑたᴩ中山ᴥ2°11ᴦ

ɗಜՁᴥ2°11ᴦɜȟ˿एしているようにȊਾȟّにおけ

る「ّ連ધፖժ能な開発のたɔの教育の 1° 年」実ஃ画ȋ

ɂ「щͶ的な行動」を促すȦとを॒要としているǿした

ȟȶてᴩ「地理的な見方ɗ考え方」を育成するȳけȺɂ

なȢᴩધፖժ能な社会のഫኳのたɔにщͶ的な行動を考

える॒要ȟあるǿ生徒ȟ成̷しյ̷ȟઆうȺあɠう社会

的役割をࣈと力会社ᴩ力会社͏外の企業ᴩ自ࢄɗ

家族のたɔの活動としᴩյȁの場ȺͷȟȺȠるȞ・す

ɌȠȞ・すɌȠȺɂないȞを考えさせるǿȰうするȦと

Ⱥᴩ఼߬ᴩᤣમ൏をધつ一ࢍとして社会Վ画の方ศɕ

ᓨȁと考えɜɟᴩ఼߬へのщͶ的な行動への変ᬆにつな

ȟると९ɢɟるǿ

Ⅶ．ＥＳＤの授業モデルと指導プラン
َ7をɂȫɔَ8ᵻَ12に基づいてᴩ知識目ൈɗ੫能・

ৰ࣊目ൈをᜫ定したǿ

（１）単元名「日本の資源・エネルギー問題」
（２）指導目標
〈知識目標〉

日本の資源・エネルギーの特ौᴩȦɟȞɜのエネル

ギーኍを究するᤈሌを通してᴩ日本ɂ資源ȟ̈しȢ

ᢡ入にᭅȶているးと問題点ᴩറȁなエネルギーኍ

を行ȶた᪨のጽຑ的・環境的・社会的फᬭをᴩ知識とし

てပीするǿ

○　事実認識に関わる知識・概念
ᴾᴷ資源にগɑɟていないّɂᴩᢡ入さɟたԇ石ྖ୳に

よるཌ力発ȟ中॑ȺあȶたǿしȞしᴩ石บԲ機のጽ

᮷Ȟɜᴩ石บにᭅɜない方向を目指していȠᴩɑたᴩ

地္ຣԇのफᬭȞɜ̝ᥣԇཚጨ出のҭນȟɔɜ

ɟたǿȰしてᴩɰランのリɿɮクル方ศȞɜໄّႇエ

ネルギーとしてҟႊȺȠ資源˪ᠴをᛃえるȦとȞɜᴩ

Ձ子力発のഫ成割合ȟۄӏしていȢのȺあるᴥَᴵᴦǿ

ᴾᴪ１　日本ɂᴩエネルギー資源の多Ȣを外にΗސす

るးȺあるǿ

ᴾᴪ２　197° 年代ᴩཌ力発ᴩ෩力発の割合ȟນりᴩ

ໄّႇエネルギーԇɗ地္ຣԇ᩻止のたɔにՁ子力

発の割合ȟ高Ȣなȶたǿ

ᴾᴪ３　Ձ発のྖ୳Ⱥあるɰランɂᴩ一࣊ᢡ入するとᩋ

ఙ間ҟႊȺȠᴩѓѿ理してリɿɮクルするȦとȟժ能

なたɔໄّႇエネルギーとしてɢɟたǿ

ᴾᴪᴱ　フランスɂᴩ日本とպȫようにエネルギー自ፈ

လȟͲいȦとȞɜᴩɰランをໄّႇエネルギーとして

ҟႊしようとしたǿ

ᴿᴷՁ子力発ɂᴩཌ力発よりɕコストȟާȢᴩ発

時に出する̝ᥣԇཚጨɕߵないǿさɜにᴩ資源小ّ

Ⱥ自ፈလのͲい日本にとȶてᴩՁ子力ɂໄّႇエネル

ギーとしてҟႊȺȠるǿしȞしᴩՁ子力発を行うȦ

とɂᴩറȁな問題をえるȦとになるᴥَ 9ᴦǿ

ᴿᴪ１　Ձ子力発ɂᴩ「Ձ子ན地ߜ査指ᦉՒびȰの

ᤛႊに関するҜのɔɗすについて」ᴥՁ子力݃׆会ᴦ

によりᴩ「1 Ձ子ནのٍ֚ɂᴩあるᠾᫌのኰٍ内ɂ非
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「地理的な見方・考え方」を育成させるＥＳＤ教材の内容開発

居ͳԖڒȺあるȦと」「2 Ձ子ནȞɜあるᠾᫌのኰٍ

内Ⱥあȶてᴩ非居ͳԖڒの外ϫの地࢛ɂᴩͲ̷口地࢛

ȺあるȦと」「3 Ձ子ན୧地ɂᴩ̷口߈集地࢛Ȟɜあ

るᠾᫌȳけᫌɟているȦと」の指ᦉにૡȥɜɟた˧స

͔により̷口࣊߈のͲいᒱ部に࣮ᜫさɟているǿ

ᴿᴪ２　日本Қࡀɂ地ɗ津ฯȟ多ȢᴩいȭɟのՁ発

地ɕ̜ȟᠭȠるժ能性ɂ高いǿ

ᴿᴪ３　Ձ発地地ڒɂᤈႾ地ڒȺありᴩՁ発による

力៵地ɂ大᥆ࢍȺあるǿ

ᴿᴪᴱ　ߪ性ࣔ࿎のѿ理方ศɂ地࠙ѿ分にขɑȶて

いるȟᴩȰのѿ分地ɂขɑȶていないǿ

ᵀᴷཌ力発ɂᴩ出力ɕ大ȠȢާ定した発Ⱥ有ӛȺあ

るȟᴩྖ୳Ⱥあるԇ石ྖ୳ɂ有᪅なのȺᴩいȭɟౚຐ

しҟႊȺȠなȢなるᴥَ 1°ᴦǿ

ᵀᴪ１　ཌ力発のՁ୳とるԇ石ྖ୳ɂᴩ日本ɂɎɏп

ᦀをᢡ入にΗސしているǿ

ᵀᴪ２　Ձ発Ϧ止によるԇ石ྖ୳のᢡ入ᦀۄӏにとɕな

い៸ᠣޏにȶているǿ

ᵀᴪ３　Ձ発Ϧ止により日本のԇ石ྖ୳ᢡ入ۄӏを見ᠰ

してᴩ日本向けのԇ石ྖ୳のΙಐȟ上しているǿ

Ｄᴷѓ生ժ能エネルギーɂᴩིࠅᖽȺ環境にɕᓦいȟᴩ

発ᦀȟ小さȢ出力ȟ˪ާ定Ⱥ発コストɕ高いȦと

Ȟɜࢍ場Ձ理ȺɂௐՒȟ進ɑないのȺᴩࣈの介入に

よる៳取制࣊の導入ȟ॒要となるǿɑたᴩ៳取制࣊ɂ

ّȟ២આする制࣊Ⱥあり代ɂ高Ȣなるのɂᤧけ

ɜɟないのȺᴩѓ生ժ能エネルギーのௐՒのたɔに

ɂᴩّ の២આȟ高ȢなɜȩるをीないのȺあるǿᴥَ

11ᴦ

Ｄᴪ１　ѓ生ժ能エネルギーɂᴩ日本の広ኰٍにɢたȶ

てҟႊȺȠིࠅᖽȺّႇエネルギーȳȟᴩ発ᦀȟ小

さȢᴩ˪ ާ定Ⱥᴩ発コスト高いたɔௐՒしていないǿ

Ｄᴪ２　ѓ生ժ能エネルギーɂᴩࢍ場ጽຑՁ理ȺなȢп

ᦀِ定៳取制࣊によりௐՒしていȢǿ

Ｄᴪ３　ʓɮʎɂᴩпᦀِ定៳取制࣊Ⱥѓ生ժ能エネル

ギーのௐՒに成ӎしたȟᴩ៳取資ᦂの៣源ɂّȟ២

આしていȢのȺᴩʓɮʎのように២આᭊȟ年ȁ上し

ていȢȦとになるǿ

Ｄᴪᴱ　スɰɱーデンɂԇ石ྖ୳とѓ生ժ能エネルギー

をʚランスよȢᤆ؆しているǿ

○　価値認識に関わる知識・概念
Ｅᴷધፖժ能な開発のたɔにɔɜɟるՁҬᴥ環境の保

пᴩጽຑの発ࠕᴩ社会の発ࠕの調֪ᴦᴩΙϏᜊᴥ地ڒ

間のуࢲᴩ˰ 代間のуࢲᴩ環境・ུۿ資源の保пኄᴦȟᴩ

環境ᴩጽຑᴩ社会の面においてધፖժ能な఼߬ȟ実း

ȺȠるような行動の変ᬆをɕたɜすのȺᴩȰのፀと

してધፖժ能な社会への変ᬆを実းするのȺあるᴥَ

8ᴩ9ᴩ1°ᴦǿ

Ｅᴪ１　Ձ子力発所ɂᴩ「Ձ子ན地ߜ査指ᦉՒびȰ

のᤛႊに関するҜのɔɗすについて」ᴥՁ子力݃׆

会ᴦによりᴩ「1 Ձ子ནのٍ֚ɂᴩあるᠾᫌのኰٍ内

ɂ非居ͳԖڒȺあるȦと」「2 Ձ子ནȞɜあるᠾᫌの

ኰٍ内Ⱥあȶてᴩ非居ͳԖڒの外ϫの地࢛ɂᴩͲ̷口

地࢛ȺあるȦと」「3 Ձ子ན୧地ɂᴩ̷口߈集地࢛Ȟ

ɜあるᠾᫌȳけᫌɟているȦと」の˧స͔をたすȦ

とになȶているのȺᴩᤈႾ地ڒɃȞりに地させᴩ២

આをऐいているのȺᴩѓሜЄをɗɔるɌȠȺあるǿᴥ地

に反するᴦࢲ間のуڒ

Ｅᴪ１ż　յ地ڒの力˪ᠴ解ɗՁ発地地ڒのጽຑ

のたɔにᴩѓሜЄするɌȠȺあるǿेو

Ｅᴪ２　း在の˰代ȟՁ子力発の᪨に生ȫさせた高ʶ

ʣルߪ性ࣔ࿎ɂऻ˰にɑȺከ理をऐいるȦとにな

るのȺᴩѓሜЄをɗɔるɌȠȺあるǿᴥ˰代間のуࢲ

に反するᴦ

Ｅᴪ２ż　地࠙ѿ分による高ʶʣルߪ性ࣔ࿎ɂާп

Ⱥありᴩከ理自治Ͷにɂ多ᭊの̬͇ᦂȟ支ɢɟЭ実

した行ȟ行えるようになるのȺᴩѓሜЄするɌȠȺ

あるǿ

Ｅᴪ３　Ձ発̜ऻᴩՁ子力発ȟϦ止してȞɜཌ力発

ȟ代ఉしているȟᴩྖ୳៵ۄによる៸ᠣޏȟᒗɜ

みᴩ̝ᥣԇཚጨ出ᦀɕۄӏしているǿɑたᴩཌ力発

のՁ୳とるԇ石ྖ୳ɂᴩいȭɟౚຐしऻ˰ȟҟႊȺ

ȠなȢなるのȺᴩ៵ᦀをນɜさなけɟɃなɜないǿ

ᴥ˰代間のуࢲ・環境・ུۿ資源の保пに反するᴦ

Ｅᴪ３ż៸ᠣޏȟᒗɜみ̝ᥣԇཚጨ出ᦀɂۄӏして

いるᴩɑたᴩいȭɟౚຐしऻ˰ȟҟႊȺȠなȢなるȞ

ɕしɟないȟᴩՁ発ѓሜЄよりɕާпなのȺፀ的に

ɂᓦいのȺɂないȞǿ

Ｅᴪᴱ　多៵生活よりɕኮ生活の方ȟᴩ̷間関

係のコミュニケーションȟɑるのȺᴩៈȞな社会に

ついての意識をᢆ૰するǿᴥ社会の発ࠕᴦ

〈技能・態度目標〉
ǲ　日本の資源・エネルギー問題に関॑をધȴᴩ問題を

解ขしようとすすɦȺ調Ɍようとするǿ

ǲ　˰ႜ的視野ɗ日本пͶの視野Ȟɜ見た日本の地ڒ的

特ᓨを取り上ȥᴩ自ུ環境ᴩ̷口ᴩႇ業の視点を活ႊ

してᴩ日本のѓ生ժ能エネルギーの特ौをɜȞにȺ

Ƞるǿ

ǲ　ᛓୣのΙϏᴥ「˰代間のуࢲ」ᴩ「地ڒ間のуࢲ」ᴩ「環

境・ུۿ資源の保п」ᴦをւ֞した上Ⱥᴩ఼߬のエネ

ルギーኍについてᴩ外ّのኍɗ日本のጽຑ的・環

境的・社会的फᬭᴩᛓୣのኍのᩋ所・ᅽ所をɈɑえ

てᴩよりよいエネルギーኍをಘしᴩ自分の考えを

ᝢするȦとȟȺȠるǿ

ǲ　ધፖժ能な社会を実းするたɔにᴩ社会Վ画として

Ȱɟȱɟの社会的役割の場ȞɜᴩȺȠる行動ᴩすɌ

Ƞ行動について自覚するȦとȟȺȠるǿ　

（３）　単元の展開（略案）
᚜ 3ɂᴩ内容のՁ理ᴩ方ศのՁ理ᴩȰしてᴩ知識目ൈ

ɗ੫能・ৰ࣊目ൈɕとにてた指導画Ⱥあるǿյ学習

ᤈሌȺのɀɜいɗढ成ȟఙशさɟるᝓ識をᇉしているǿ
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表３　単元の指導計画              　Ɔпᴳ時間ᴥ　ᴦのୣޏɂ時間ୣ

ඒ ᤈሌ ɀɜい ढ成ȟఙशさɟるᝓ識

１ 資源・エネル

ギー問題への

関 ᠭᴥ２ᴦ॑・

Ȍَᴵȍ

˰ႜ的視野Ȟɜూ日本大

དにより生ᠭしている

問題をᝓ識しᴩエネル

ギーኍの͑ᝢをᜫ定す

るǿ

・日本ɂᴩエネルギー資源の多Ȣを外にΗސするးȺあるǿȄAᴪ 1ȅ

・197° 年代ᴩཌ力発ᴩ෩力発の割合ȟນりᴩໄّႇエネルギーԇ   ɗ地္

ຣԇ᩻止のたɔにՁ子力発の割合ȟ高ȢなȶたǿȄAᴪ 2ȅ

・Ձ発のྖ୳Ⱥあるɰランɂᴩ一࣊ᢡ入するとᩋఙ間ҟႊȺȠᴩѓѿ理してリ

ɿɮクルするȦとȟժ能なたɔໄّႇエネルギーとしてɢɟたǿȄAᴪ 3ȅ

・フランスɂᴩ日本とպȫようにエネルギー自ፈလȟͲいȞɜᴩɰランをໄّ

ႇエネルギーとしてҟႊしようとしたǿȄAᴪ 4ȅ

「地理的な見方」の育成

２ ͑ᝢȺあるエ

ネルギーኍ

のւ֞・検ᜳ

ᴥ２ᴦ

Ȍَᴶȍ

ધፖժ能な社会のഫኳに

向けてᴩ解ขするኍに

なりीているのȞを検討

するǿ　

・Ձ子力発ɂᴩ指ᦉにૡȥɜɟた˧స͔により̷口࣊߈のͲいᒱ部に࣮ᜫ

さɟているǿȄÂᴪ 1ȅ

・Ձ発地ɂᤈႾ地ڒȺありᴩՁ発による力៵地ɂ大᥆ࢍȺあるǿ ȄÂᴪ 2ȅ

・ߪ性ࣔ࿎のѿ理方ศɂ地࠙ѿ分にขɑȶているȟᴩȰのѿ分地ɂขɑȶ

ていないǿȄÂᴪ 3ȅ

・Ձ子力発所ɂᴩ「Ձ子ན地ߜ査指ᦉՒびȰのᤛႊに関するҜのɔɗす

について」ᴥՁ子力݃׆会ᴦによりᴩ「1 Ձ子ནのٍ֚ɂᴩあるᠾᫌのኰٍ内

ɂ非居ͳԖڒȺあるȦと」「2 Ձ子ནȞɜあるᠾᫌのኰ　ٍ内Ⱥあȶてᴩ非居

ͳԖڒの外ϫの地࢛ɂᴩͲ̷口地࢛ȺあるȦと」　「3 Ձ子ན୧地ɂᴩ̷口߈

集地࢛ȞɜあるᠾᫌȳけᫌɟているȦと」　の˧స͔をたすȦとになȶて

いるのȺᴩᤈႾ地ڒɃȞりに地させᴩ២આをऐいているのȺᴩѓሜЄをɗ

ɔるɌȠȺあるǿᴥ地ڒ間の　уࢲに反しているᴦȄＥᴪ１ȅ

・յ地ڒの力˪ᠴ解ɗՁ発地地ڒのጽຑेوのたɔにᴩѓሜЄするɌȠ

ȺあるǿȄＥᴪ１żȅ

・း在の˰代ȟՁ子力発の᪨に生ȫさせた高ʶʣルߪ性ࣔ࿎をऻ˰にɑ

Ⱥከ理をऐいるのȺᴩѓሜЄをɗɔるɌȠȺあるǿᴥ˰代間　のуࢲᴦ ȄＥᴪ２ȅ

・地࠙ѿ分による高ʶʣルߪ性ࣔ࿎ɂާпȺありᴩከ理自治Ͷにɂ多ᭊの

̬͇ᦂȟ支ɢɟЭ実した行ȟ行えるようになるのȺᴩѓሜЄするɌȠȺ

あるǿȄＥᴪ２żȅ

Ȍَ 1°ȍ ・ཌ力発のՁ୳とるԇ石ྖ୳ɂᴩ日本ɂɎɏпᦀをᢡ入にΗސしているǿȄC

ᴪ 1ȅ

・Ձ発Ϧ止によるԇ石ྖ୳のᢡ入ᦀۄӏにとɕない៸ᠣޏにȶているǿȄC

ᴪ 2ȅ

・Ձ発Ϧ止により日本のԇ石ྖ୳ᢡ入ۄӏを見ᠰしてᴩ日本向けのԇ石ྖ୳の

Ιಐȟ上しているǿȄCᴪ 3ȅ

・Ձ発̜ऻᴩՁ子力発ȟϦ止してȞɜཌ力発ȟ代ఉしているȟᴩྖ୳៵

ۿ・ӏしているǿᴥ環境ۄȟᒗɜみᴩ̝ᥣԇཚጨ出ᦀɕޏによる៸ᠣۄ

ུ資源の保пに反するᴦȄＥᴪ３ȅ

・ཌ力発のՁ୳とるԇ石ྖ୳ɂᴩいȭɟౚຐしऻ˰ȟҟႊȺȠなȢなるのȺᴩ

៵ᦀをນɜさなけɟɃなɜないǿᴥ˰代間のуࢲ・環境・ུۿ資源の保п

に反するᴦȄＥᴪ３ȅ

・៸ᠣޏȟᒗɜみ̝ᥣԇཚጨ出ᦀɂۄӏしているᴩɑたᴩいȭɟౚຐしऻ

˰ȟҟႊȺȠなȢなるȞɕしɟないȟᴩՁ発ѓሜЄよりɕާпなのȺፀ的

にɂᓦいのȺɂないȞǿȄＥᴪ３żȅ

Ȍَ 11ȍ ・ѓ生ժ能エネルギーɂᴩ日本の広ኰٍにɢたȶてҟႊȺȠིࠅᖽȺّႇエネ

ルギーȳȟᴩ発ᦀȟ小さȢᴩ˪ ާ定Ⱥᴩ発コスト高いたɔௐՒしていないǿ

ȄDᴪ 1ȅ

・пᦀِ定៳取制࣊によりѓ生ժ能エネルギーɂௐՒしていȢȟᴩ៳取資ᦂの

៣源ɂّȟ២આしていȢのȺᴩʓɮʎのように២આᭊȟ年ȁ上していȢ

ȦとになるǿȄDᴪ 2ȅ

「地理的な考え方ᴾ」の育成

３ 合理的Ҝの

究ᴥ１ᴦ

Ȍَ 12ȍ

͑ᝢȺᜫ定したエネル

ギーኍをւ֞したȦと

を生Ȟしᴩより多Ȣの他

者ȟጞीȺȠるಏ拠ɗΙ

Ϗをɕとに考えɜɟてい

るȞȼうȞ検討するǿ

・յȁのエネルギーኍɂᴩ一ᩋ一ᅽȺȼɟȞにしɏるȦとɂɔてٌᫍȺあ

るǿ

・յȁの発とᅁエネルギーᴥኮᴦを組み合ɢせていȢ合理的Ҝǿ

  「地理的な考え方ᴿ」の育成

ᴱ 社会Վ画の

究ᴥ１ᴦ

Ȍَ 12ȍ

ધፖժ能な社会のഫኳに

たɔにᴩࣈ・力会社ᴩ

企業ᴩ一ࢍの場Ⱥᴩ

ȺȠるȦとᴩすɌȠȦと

を考えるǿ

・よりៈȞな生活の意識のᢆ૰

・ધፖժ能な社会のഫኳのたɔの行動пてにᴩʫリʍト・デʫリʍトȟあるǿ

・ࣈ・力会社ᴷՁ子力にᭅɜない源ഫ成にするたɔᴩ石บɗུۿガスኄ

のエネルギー資源を多ّȞɜާ定的にᆬ保するǿ

・企業ᴷ自会社のҟ༁ᣜȳけȺɂなȢᴩᅁエネによる社会៤စをするǿ

・家庭ᴷ多៵生活よりɕኮ生活の方ȟᴩ̷間関係のコミュニケーショ

ンȟɑるのȺᴩよりៈȞな社会へのᢆ૰になるǿ( 社会の発ࠕ )ȄＥᴪᴱȅ

「社会Վ画力」の育成
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「地理的な見方・考え方」を育成させるＥＳＤ教材の内容開発

Ⅶ．おわりに
本ᝲ文Ⱥɂᴩ「ＥＳＤ」ɂᴩ「ધፖժ能な開発」のたɔ

に一̷一̷ȟ˰ႜの̷ȁɗ఼߬˰代ᴩɑた環境との関係

性の中Ⱥ生ȠているȦとをᝓ識し行動を変ᬆするȦとȳ

とɜȞにしたǿȦの上Ⱥ「地理的な見方・考え方」を

育成する授業実践をॡᭀにᏚいた内容をَȺᇉしたǿし

Ȟしᴩጤୣの関係Ⱥᝊしいࠕ開をᇉすȦとȟȺȠな

Ȟȶたǿ今ऻɂᴩ富山大学̷間発達科学部᪀ࠖ中学校Ⱥ

実᮷授業を実ஃしᴩ生徒のകॡ・ΙϏを変容させᴩ社会

Վ画のৰ࣊ढ成へつなぐȦとȟȺȠたȞȼうȞをɂȞる

ʡリテスト・ʧストテストのΙ問題を開発しᴩ本開発

授業の成をᇉしていȠたいǿ

【註】
１ᴦ文部科学ᅁȊ中学校学習指導要ᬻ解ᝢ社会ȋ文教

出࿂ᴩ2°°8 年ᴩðð45-46ǿ

２ᴦ「ّ連ધፖժ能な開発のたɔの教育の 1° 年」関係ᅁ

連ፅ会ឰȊਾȟّにおける「ّ連ધፖժ能な開発のࢾ

たɔの教育の 1° 年」実ஃ画ȋᴩ2°11 年ᴩðð2-3ǿ

３ᴦպ上ᴩð2ǿ

ᴲᴦҰૡం 1ᴦᴩðð19-21ǿ

ᴳᴦҰૡం 2ᴦᴩð3ǿ

ᴴᴦպ上ᴩð4ǿ

ᴵᴦ文部科学ᅁᵅᵍ「文部科学ᅁにおけるȊＥＳＤの

1° 年ȋに向けた取り組み」Վྃǿ

ᴶᴦҰૡం１ᴦᴩð4ǿ

1°ᴦᦣజः「「ધፖժ能な社会」のたɔの教育に向け

てＥＳＤ・開発教育の視点Ȟɜ」日本社会科教育学会

Ȋ社会科教育研究ȋNï®113ᴩ2°11 年ᴩð65ǿ

11ᴦ中山ε一・֪田文᪽・຺๏ຏ治Ȋધፖժ能な社会

と地理教育実践ȋᴩա今ంᴩ2°11 年ᴩðð®11-12ǿ

12ᴦໝ口ல̝「小中高における地理的見方考え方のጕፋ」ᴫ

地理ᴩ21 Ḽᴩ1973 年ᴩðð®2°-32ǿ

13ᴦҰૡం 1ᴦᴩð2°ǿ

14ᴦշ田正生「小学校社会科「社会Վ画学習」の授業ʡ

ランᴪʦランティアɺルーʡ「なȭなの会」を教材に

してᴪ」社会ጕ教科教育学会Ȋ社会ጕ教科教育学研究ȋ

ቼ 25 հᴩ2°13 年ᴩð11ǿ

15ᴦエネルギー環境教育検討݃׆会Ȋエネルギー環境教

育学習ʡランȌ中学校ȍᵻધፖժ能な社会のഫኳに

向けてᵻȋ日本生ႇ性本部・エネルギー環境教育情ڨ

センʉーᴩ2°1° 年ᴩðð®8-16ǿ

16ᴦʹࡀᏰࢆ・高山ԩ̅・山下宏文Ȋ教科学習におけ

るエネルギー環境教育の授業づȢりᵘ中学校 ȋɯّ

٠社ᴩ2°1° 年ᴩðð®51-63ǿ

17ᴦ山下宏文Ȋધፖժ能な社会をɔȩすエネルギー環

境教育の実践ȋّ٠社ᴩ2°°9 年ᴩðð®111-123ǿ

18ᴦҰૡం 2ᴦᴩð7ǿ

19ᴦҰૡం 11ᴦᴩðð®12-13ǿ

2°ᴦಜՁୖъ「ધፖժ能な社会のढ成を目指した社会科

教材開発のՁ理と方ศ」ᴩ日本社会科教育学会Ȋ社

会科教育研究ȋNï®113ᴩ2°11 年ᴩðð®72-75ǿ

21ᴦ岡﨑誠司Ȋ変動する社会のᝓ識をɔȩす小学校社会

科授業開発研究ᴪ͑ᝢւ֞学習による社会科教育内容

の改ᬆᴪȋ᭛間ంᴩ2°°9 年ᴩðð®32-34ǿ

22ᴦ岡﨑誠司Ȋ社会科の発問 Iæ--ôèåî Ⱥȼう変ɢるȞȋ

治َంᴩ1995 年ᴩðð®137-143ǿ

23ᴦҰૡం１ᴦᴩðð45-46ǿ

24ᴦҰૡం 22ᴦᴩð4ǿ

 【参考文献】
田一ण　Ȋ小学校社会科の授業ᜫȋూ̱ంᴩࠨ

1991 年ǿ

エネルギー環境教育検討݃׆会Ȋエネルギー環境教育学

習ʡランȌ中学校ȍᵻધፖժ能な社会のഫኳに向け

てᵻȋ日本生ႇ性本部・エネルギー環境教育情ڨセン

ʉーᴩ2°1° 年ǿ

エネルギー教育検討݃׆会Ȋエネルギー教育ガɮʓラɮ

ンȋ社会ጽຑ生ႇ性本部エネルギー環境教育情ڨセン

ʉーᴩ2°°8 年ǿ

岡﨑誠司「合理的Ҝ能力の育成をɔȩす小学校ධխ学

習のԨЫ開発」ᴫȊ富山大学̷間発達科学部要ቼ ࢊ6

　ቼ 2հȋᴩ2°12 年ǿ

大బல「中学校社会科における「見方ɗ考え方」の検討」

社会ጕ教科教育学会Ȋ社会ጕ教科教育学研究ȋቼ 14 հᴩ

2°°2 年ǿ

ّ教育ኍ研究所教育課ሌ研究センʉーȊ環境教育指

導資୳ᵘ小学校 ȋɯూู館出࿂社ᴩ2°°7 年ǿ 

ኸՁல Ȋ᪽中学校社会科க学習指導要ᬻの対と考ߔȋ

治َంᴩ1989 年ǿ

༌澤文Ȋ学習指導要ᬻの指導̜集ȋ治َంᴩ

1991 年ǿ

ੑ井田гࢄȊしい地理授業のすすɔ方ȋա今ంᴩ

1999 年ǿ

ᩋ٪ብԟȊ社会科教育ȋᦂ子ంᴩ1953 年ǿ

文部ᅁȊ学習指導要ᬻ・社会科ᵘƋ ᴥɯᝁಘᴦல֪

̝十̝年࣊ȋూ̱ంᴩ1947 年ǿ

文部ᅁȊ中学校学習指導要ᬻ・社会科ᵘƌ ᴥɯቼˤ学

年ᵻቼ十学年ᴦᴥᝁಘᴦȋూ̱ంᴩ1947 年ǿ

文部ᅁȊ中学校高ኄ学校学習指導要ᬻ社会科ᵘƌᵚ一

ᓐ社会科ᴥ中学校１年ᵻ高ኄ学校１年中学校日本խを

ֆɓᴦᴥᝁಘᴦல֪ 26 年ᴥ1951ᴦ改࿂ȋ治َంᴩ

1952 年ǿ

文部ᅁȊ中学校学習指導要ᬻ社会科ல֪ 3° 年࣊改

࿂ȋ̝ᕹᴩ1956 年ǿ

文部ᅁȊ中学校社会指導ంȋ実教出࿂ᴩ1959 年ǿ

文部ᅁȊ中学校指導ం社会ȋ大٪ంᴩ1969 年ǿ



ᴪ 4° ᴪ

文部ᅁȊ中学校指導ం社会ȋ大٪ంᴩ1978 年ǿ

文部ᅁȊ中学校指導ం社会ȋ大٪ంᴩ1989 年ǿ

文部ᅁȊ中学校学習指導要ᬻ解ᝢᴥࢲ成 1° 年ᴦ12 ఌᴪ

社会ᴪȋ大٪ంᴩ1999 年ǿ

ᴥ2°14年ᴶఌ１日ՙ͇ᴦ

ᴥ2°14年1°ఌᴵ日ՙ理ᴦ
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特別支援学校における生徒指導の実践動向と今日的課題

Ⅰ．目　的
生徒指導ɂᴩ学校教育において学習指導と˶ɉ重要な

̜ᬱとしてͱᏚ͇けɜɟているǿ「生徒指導૬要」ᴥ文部

科学ᅁᴩ2°1°ᴦによɟɃᴩ生徒指導とɂᴩ「一̷一̷の

児童生徒の̷ಐを尊重しᴩρ性のͩᩋをَりなȟɜᴩ社

会的資ɗ行動力を高ɔるȦとを目指して行ɢɟる教育

活動のȦと」を指しᴩȰɟɂᴩ「すɌての児童生徒のȰ

ɟȱɟの̷ಐのよりよȠ発達」とᴩ「学校生活ȟすɌて

の児童生徒にとȶて有意義Ⱥᒾ֞ȢᴩЭ実したɕのに

なるȦと」をɀɜいとするɕのȺあるǿすなɢȴᴩ児童

生徒の̷ಐ発達というᴩఝ఼につなȟるࠕఖをધつ時間

軸とᴩ今း在の学校生活のЭ実というᴩ活動のԇと広

ȟりを保障するሳ間軸の 2軸ȟᴩئみ合ɢさɟて実းす

る教育活動ȺあるとえるǿȰしてᴩȰの教育活動によȶ

てᴩ「児童生徒自ɜး在Ւび఼߬における自ࢄ実းをَȶ

ていȢたɔの自ࢄ指導能力の育成を目指す」Ȧとȟᴩ生

徒指導の意義Ⱥあるとさɟるǿ

さɜにᴩ「生徒指導૬要」ᴥ文部科学ᅁᴩ2°1°ᴦȺɂᴩ

生徒指導を͏下のように実ஃすɌȠ教育活動Ⱥあるとし

ているǿすなɢȴᴩ特にḧ児童生徒に自ސࢄ在感を˫え

るȦとᴩḨц感的な̷間関係を育成するȦとᴩḩ自ࢄข

定の場を˫え自ࢄのժ能性の開発を援ӒするȦとにႡ意

して行ɢɟるɌȠɕのȺありᴩ児童生徒理解に基づȠᴩ

集団Ւびρ別指導の指導Ձ理をʚランスよȢ活ႊしてᴩ

成ᩋを促す指導ᴩ̙᩻的な指導ᴩ課題解ข的な指導を行

うɕのȺあるǿɑたᴩ校ᩋのリーʊーシʍʡのɕとᴩ教

間のц通理解とᴩ関係機関との連携Ԧ力Ͷ制によりᴩ׆

教育課ሌの内外を問ɢȭᴩ学校教育活動пͶをとおして

開さɟるɕのȺあるǿࠕ

Ȧのように学校教育においてᴩ重要な役割をઆう生徒

指導Ⱥあるȟᴩ特にᴩ特別支援学校においてɂᴩȼのよ

うにͱᏚ͇けɜɟてȠたのȺあɠうȞǿ

「生徒指導のЭ実」ȟᴩ特別支援学校の学習指導要ᬻ

上にఊқに取り上ȥɜɟたのɂᴩல֪ 47 年࣊に֖ᇉさ

ɟたछ時のᄼ学校ᴩᐶ学校ᴩ᭴឴学校ᴥᑆͶ˪自ႏ教育ᴦᴩ

պᴥგऍ教育ᴦのյ高ኄ部学習指導要ᬻᴥ1972ᴦにおい

てȺあȶたǿȦのとȠᴩ᭴឴学校ᴥጀᇘᗖऍ教育ᴷछ

時のջለのɑɑᴦ高ኄ部学習指導要ᬻ (1972) Ⱥɂᴩ生

徒指導ȺɂなȢᴩ「日ࢠ生活の指導のЭ実」とᇉさɟたǿ

Ȱのऻᴩ᭴឴学校義ө制のஃ行にͧいᴩࢲ成 54 年࣊の

改ȺɂȰɟɑȺ障害ሗ別に作成さɟていた学習指導要

ᬻȟ一本ԇさɟᴩᄼ学校ᴩᐶ学校Ւび᭴឴学校高ኄ部学

習指導要ᬻᴥ1979ᴦとしてᴩ障害ሗを問ɢȭ「生徒指導

のЭ実」ȟᜤさɟたǿ小・中学部学習指導要ᬻにおい

てɂᴩ「生徒指導のЭ実」ȟᜤさɟるのɂᴩさɜに 1°

年ऻのࢲ成Ы年࣊の改ᴥ1989ᴦをशつȦととなȶたǿ

改さɟた中学校学習指導要ᬻᴥ1969ᴦに「生徒指導の

Э実」ȟᜤさɟたのȟல֪ 44 年ᴩպȫȢ高ኄ学校学

習指導要ᬻᴥ197°ᴦȺɂல֪ 45 年ᴩȰしてպȫȢ小学

校学習指導要ᬻᴥ1989ᴦにおいてɂࢲ成Ы年ȺあるȦと

を考え合ɢせるとᴩ特に知的障害のある中・高ኄ部生徒

にȞȞɢる生徒指導にɂᴩ制࣊上ᴩ十分な関॑ȟ߆せɜ

ɟてȦなȞȶたȦとȟͫɢɟるǿ

さɜにᴩ文部科学ᅁȟු年行ȶている「児童生徒の問

題行動ኄ生徒指導上のច問題に関する調査」Ⱥɂᴩ特別

支援学校ȟ調査対៎となȶているのɂᴩいȫɔのみȺあ

りᴩ他の学校ሗȺ調査しているᴩ௪力行為ᴩ出࢚Ϧ止ᴩ

˪ᄊ校ᴩ中ᣩᣝ学なȼのᬱ目ɂᴩ調査対៎となȶていな

いのȟးȺあるǿȦのȦとȞɜɕᴩ教育行上の特別

支援学校における生徒指導に対するニーʄ意識のͲさȟ

ͫɢɟるǿ

しȞしᴩࢲ成 19 年の学校教育ศの改正と特別支援教

育Ͷ制϶にͧいᴩ今日ᴩ特別支援学校に在する児童

生徒のৰɂɑすɑす多റԇしているǿ特別支援学校の

在児童生徒ୣȟ年ȁۄӏしᴩさɜに知的障害ȟᢌ࣊Ⱥ

࿑ҝୈ学ಇȾȝȤɞႆा߳Ɂ実践ӦտȻ̾ஓᄑᝥᭉ

阿部　正一ᴧ・阿部美穂子ᴧᴧ
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ある生徒ȟԬɔる割合ȟۄえるなȼのးȞɜᴥ井上ᴩ

2°1°ᴦᴩ対ख़のニーʄと取組の実ৰɂ変ԇしてȠている

ɂȭȺあるǿ

ȰȦȺᴩ本研究Ⱥɂᴩ実᪨に特別支援学校においてᴩ

ȦɟɑȺȼのような生徒指導ȟ実践さɟてȠたȞᴩɑたᴩ

း在ᴩȼのような取組ȟなさɟつつあるのȞについてᴩ

文စ資୳を基に調査しᴩȰの動向をɜȞにするǿȰし

てᴩ特別支援学校における生徒指導ȟᄽ面する今日的課

題とȰの解ขに向けてɔɜɟる取組についてᴩ考ߔす

るȦとを目的とするǿ

Ⅱ．方　法

1．分析対象資料
͏下にᇉす 3つのᜊ点Ȟɜᴩ分対៎資୳をՖ集したǿ

一ᜄを᚜１にᇉすǿ

ɑȭᴩ特別支援学校における生徒指導に関するа進研

究をीるたɔᴩّ情ڨ学研究所のデーʉʣースȺある

CéNééᴩ科学੫ᚓ総合リンクセンʉー Ê-ÇÌOÂAÌᴩ科

学੫ᚓ情ڨ発信・ํ通総合システム Ê-SÔAÇÅᴩさɜに

ّ特別支援教育総合研究所の検ጪデーʉʣースȺある

特別支援教育総合研究所研究成・Ҕ行࿎一ᜄにおいてᴩ

「特別支援学校」áîäᴩ「生徒指導」ïò「ɵɰンセリンɺ」

ïò「相談」なȼのキーʹーʓȺ検ጪを実ஃしたǿ2°14

年 8 ఌး在Ⱥᴩʜʍトした文စの中Ȟɜᴩ特別支援学校

に在する児童生徒を対៎に特別支援学校において取り

組ɑɟた生徒指導の実践研究ᴩあるいɂᴩ特別支援学校

における生徒指導の実ৰを調査した研究をᤣしたǿ͏

上Ⱥीɜɟた分対៎資୳をAɺルーʡ資୳としたǿ

ඒにᴩ特別支援学校Ⱥᣋ年実践さɟている生徒指導の

内容をੰ૱するたɔᴩ富山ᅇ総合教育センʉー教育情ڨ

ȟՖ集した富山ᅇ高ኄ学校生徒指導Վ考資୳のうȴᴩ

特別支援教育ȟスʉートしたࢲ成 19 年࣊Ȟɜఊ資୳

Ⱥある 25 年࣊ɑȺの 7 年間分よりᴩ特別支援学校にお

ける実践֖ڨを出したǿ本資୳ɂᴩ富山ᅇ高ኄ学校生

徒指導進݃׆会Ւびᅇ教育݃׆会ȟᎷ・発行するɕ

のȺあるǿ富山ᅇȺɂᴩ特別支援学校ȟᅇ校ȺあるȦ

とȞɜᴩյሗ֖ڨ文ంኄɂᴩպȫȢᅇ校Ⱥある高ኄ学

表１　分析対象資料一覧

ɺルーʡ 年࣊ ᕻ者 対៎ ക要 ʉɮʡ

ᴾ
ɺ
ル
᷐
ʡ

1995 高村 ᑆͶ˪自ႏ高ኄ᭴឴

学校生徒 138 ջ

Ԉᤍ内пߟ制᭴឴学校における生徒と保឴者による校

Ҭ (Ȋ生徒のȦȦɠえȋ) づȢりの実践

実践研究

2°°7 山中ɜ 知的障害᭴឴学校保

឴者 54 ջ

１᭴឴学校の学校教育Ιにおけるᴩ生徒指導に対する

ᑌ定的Ιに関する調査֖ڨ

調査研究

2°°8 ᦣజɜ გऍ特別支援学校

78 校

пّのგऍ特別支援学校におけるᤛख़障害を有する ÌD・

ADÈDኄ生徒の実ৰと支援に関する調査֖ڨ

調査研究

2°1° 田ɜ 知的障害特別支援学

校中学部生徒 5 ջ・

ᑆͶ˪自ႏ特別支援

学校高ኄ部生徒 1ջ

集団૫画ᴩコラーʂュなȼのアートセラʞー的アʡロー

ʋを導入してᴩ教࢙の生徒理解を促進するӛをᆬᝓしᴩ

今ऻのᤛႊのժ能性をȶた実践

実践研究

2°11 ᩋ谷高 1 知的障害特別支援

学校 76 ᵻ 1°4 ջ

特別支援学校における᭴឴教による 3 年間の相談活動

の実ৰに関する֖ڨ

調査研究

2°11 ྊ地ɜ 知的障害特別支援学

校中学部・高ኄ部生

徒ᴥ中学部 5ջᴩ高

ኄ部 3ջᴦ

小・中学校Ȟɜ特別支援学校にᢆ入学してȠた知的発達

にᤂɟのない発達障害児の̜に基づȢᴩᢆ入学にᒴȶ

たՁ因ɗ理ႏᴩՒび特別支援学校の教ᐳ׆ȟえるᴩ行

動上の問題に対する指導上のٌᫍኄのးと課題につい

ての調査֖ڨ

調査研究

2°12 井上 пّの高ኄ部のある

知的障害特別支援学

校 59° 校

ɮンʉーネʍト調査ᴩпّ特別支援学校知的障害教育校

ᩋ会研究大会情̬ڨ૰資୳に基づȢᴩ在ᢌ࣊知的障害

のある生徒の生徒指導上の課題と特に॒要な指導内容に

関する調査֖ڨ

調査研究

2°12 林田 ᩋ崎ᅇの１知的障害

特別支援学校高ኄ部

知的障害特別支援学校高ኄ部教育における生徒指導のး

と課題に関するᝲ考

調査研究

2°12 ᇻЫ 知的障害特別支援学

校高ኄ部ᢌ࣊知的障

害生徒 1ջ

対教࢙௪力ᴩب࿎ૺەᴩ᭬ᥕ e ཽᴩさɜに̷ఝᤁに

相छする行為にɕՒɦȳ男児に対するᴩᅿ正教育のਖ਼ศ

をႊいた育てᄽしの取り組み

実践研究

2°12 ྊ地ɜ 知的障害ᴩՒび知的

障害・ᑆͶ˪自ႏ΄

ᜫ特別支援学校 313

校

児童生徒ȟᢆ入学にᒴȶたՁ因ɗ理ႏᴩՒび特別支援学

校の教ᐳ׆ȟえるᴩ児童生徒の行動上の問題に対する

指導上のٌᫍᴩՒび校内支援Ͷ制のးと課題に関する

アンケート調査֖ڨ

調査研究
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特別支援学校における生徒指導の実践動向と今日的課題

校のɵテɾリーȺ理さɟているǿ͏上Ⱥीɜɟた分

対៎資୳をÂɺルーʡ資୳としたǿ

ఊऻにᴩյ自治Ͷ教育݃׆会ᴩ教育センʉーȟ進す

る取組について情ڨをीるたɔᴩछᝉఙ間の ×åâ ʤー

ʂなȼȺᴩ2°14 年 8 ఌး在ɑȺȺᩣᜄժ能な特別支援

学校における生徒指導に関する資୳をՖ集したǿ͏上Ⱥ

ीɜɟた分対៎資୳ɂCɺルーʡ資୳としたǿ

2．分析方法
ቼ 1ኂ者とቼ 2ኂ者ȺᴩՖ集した上ᜤ 3ɺルーʡ資୳

の内容についてጀ査しᴩֆɑɟる生徒指導の実践成と

Ȱの意義を理するととɕにᴩ特別支援学校における生

徒指導の課題について出したǿ

2°13 ٠居 １特別支援学校の知
的障害のある高ኄ部
生徒 11 ջ

コラーʂュჵศを生徒の発達面ɗጀᇘ面におけるアセス
ʫントɗᴩ生徒面に活ႊするժ能性を検討した実践

実践研究

2°13 ྊ地ɜ 特別支援学校Ⱥ発達
障害児のઆ͖ጽ᮷ȟ
ある教׆ 8ջ

特別支援学校に在する知的発達にᤂɟのない発達障害
児の指導上ᴩ教׆ȟ感ȫるᫍしさについてᴩ自ႏᜤᣖア
ンケート調査による֖ڨと課題分

調査研究

2°14 ྊ地ɜ 知的障害特別支援学
校 11 校の生徒指導
˿̜

成ࢲ 23 年࣊と 24 年࣊に発達障害児ȟऀȠᠭȦした生徒
指導上の問題についての調査֖ڨとᴩ今ऻの支援のあり
方の検討

調査研究

ᴿ
ɺ
ル
᷐
ʡ

2°°8 富山ᅇ高ኄ学
校生徒指導
進݃׆会・պ
教育݃׆会

1 ᐱ覚障害・1 知的
障害ᴩյ特別支援学
校

・携࢛ᝈᴩɮンʉーネʍトのҟႊに関する指導 実践֖ڨ

2°°9 1 知的障害・1გऍᴩ
յ特別支援学校

・ཽᴩ௪力行為なȼの問題行動に対する指導
・˪ϧпなႱ性間̬遊に対するρ別指導

実践֖ڨ

2°1° 1 視覚障害・1 ᑆͶ
˪自ႏᴩյ特別支援
学校

・障害の自ࢄ理解とコミュニケーションスキルの指導
・児童生徒会活動におけるʦランティア活動ᴩあいさつᤆ
動

実践֖ڨ

2°11 1 ᐱ覚障害Ւび知的
障害・１გऍᴩյ特
別支援学校

・生徒会活動における地ڒຏોʦランティア活動ᴩ
あいさつᤆ動
・問題行動のある生徒のρ別指導

実践֖ڨ

2°12 2 知的障害特別支援
学校

・᩻教ᴩާп指導ᴩ˪ߜ者対ኍ
・携࢛ᝈᴩɮンʉーネʍトのҟႊに関する指導
・уцの場Ⱥのʨʔー指導
・自ᩐდスʤクトラム障害の特性の理解とȰɟにख़ȫた問
題行動への指導

実践֖ڨ

2°13 １ᑆͶ˪自ႏ・１გ
ऍᴩյ特別支援学校

・障害理解と他の障害のある生徒への援Ӓ
・あいさつᤆ動

実践֖ڨ

2°14 1 ᐱ覚障害Ւび知的
障害・1 知的障害・
1 გऍᴩյ特別支援
学校

・携࢛ᝈᴩɮンʉーネʍトのҟႊに関する指導
・ᄊ下校指導ᴩާп指導ᴩᗧ࿎̒ႊ᩻止
・関係機関連携による生徒指導

実践֖ڨ

ᵀ
ɺ
ル
᷐
ʡ

2°°7 ᇘ܌川ᅇ教育
ࠈ会教育׆݃
子ȼɕ教育支
援課児童生徒
指導

1 知的障害特別支援
学校

特にいȫɔɗ௪力行為のۄӏに対ख़するȦとをॡᭀにᴩ
成ࢲ 18 年にᇘ܌川ᅇпڒȺࠕ開した児童・生徒指導ऐԇ
間におけるᴩ生徒に対するʫールのΈႊʨʔーの指導ᴩ
あいさつᤆ動ᴩいȫɔɗ௪力᩻止ӣऐ会なȼの取組ᴩ教
ᐳ׆に対する「ऐい指導」の改善ᴩ生徒の̷൏に対する
尊重意識の向上を目指した取組の֖ڨ

実践֖ڨ

2°12 ಁజᅇ総合教
育センʉー

п特別支援学校 ಁజᅇにおける「特別支援学校の生徒指導のЭ実に関す
る調査研究」の成֖ڨǿ基本Ⱥ特別支援学校におけ
る生徒指導のʧɮントを理しᴩさɜに実践Ⱥɂᴩ生
徒пͶへの指導ᴩρ別の課題をえる生徒への指導ᴩ生
徒のާпをަる指導の取組の 3 つのɵテɾリーȞɜᴩト
ʞʍク別に実᪨の指導画ಘを૬ᇉしなȟɜ̜をጳ介

指導צ発
資୳

2°14 岡山ᅇ教育݃
会׆

п特別支援学校 成ࢲ 26 年࣊の「特別支援学校におけるច問題への対ख़を
支援する取組一ᜄ」Ⱥありᴩ生徒指導面ȺٌȶたとȠの
相談аɗ支援̜業をૡᇉ

発資୳צ
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Ⅲ．結　果

1．特別支援学校の生徒指導における先進研究に
ついて

(1)　Aグループ資料の概要
A ɺルーʡ資୳としてीɜɟたのɂᴩ年代ᬲにᴩ高

村ᴥ1995ᴦᴩ山中・٪下・ᗵ田ᴥ2°°7ᴦᴩᦣజ・ණ田・ᦂ

子ᴥ2°°8ᴦᴩ田・大谷ᴥ2°1°ᴦᴩᩋ谷高ᴥ2°11ᴦᴩ井上ᴥ2°12ᴦᴩ

林田ᴥ2°12ᴦᴩᇻЫᴥ2°12ᴦᴩ٠居ᴥ2°13ᴦᴩྊ地・ʹᗵ・

ᗵ井・୯ᗵ・ණ田ᴥ2°14ᴦの 1° ȺあȶたǿȦのうȴᴩ

٠居ᴥ2°13ᴦɂᴩ自治Ͷ教育݃׆会よりीた資୳Ⱥある

ȟᴩ大学における研究成֖ڨȺありᴩȰの性上ᴩ

Aɺルーʡ資୳としたǿɑたᴩᦣజɜᴥ2°°8ᴦの研究ɂᴩ

ᤛख़障害に関する内容を取り上ȥたɕのȺあるȟᴩ実

的に生徒指導上の問題に関する内容ȟֆɑɟていたǿさ

ɜにᴩྊ地ɜᴥ2°14ᴦの研究についてɂᴩ生徒指導とし

てᜤさɟていないɕのの内容的に関連する研究とし

てᴩྊ地・ຏ෩・ණ田ᴥ2°11ᴦᴩྊ地・ʹᗵ・୯ᗵ・ණ

田ᴥ2°12ᴦᴩྊ地・ʹᗵ・୯ᗵ・ණ田ᴥ2°13ᴦȟあȶたǿ

ȰȦȺᴩఊጶ的にȦɟɜをֆɔた 13 を分対៎とし

たǿȰのうȴᴩ生徒指導に関連する調査研究ᴥᝲᝢֆɓᴦ

ȟ 9ᴩ̜研究ȟ 4Ⱥあȶたǿ

(2)　特別支援学校の生徒指導にかかる調査研究
山中ɜᴥ2°°7ᴦɂᴩ大᩸教育大学᪀ࠖ᭴឴学校ᴥछ時ᴦȺᴩ

在児童生徒の保឴者に対して実ஃした学校教育Ιに

関する調査ፀを多ϫ面Ȟɜ分しておりᴩȰの中に生

徒指導のɵテɾリーȟֆɑɟるǿ関連する保឴者への

問ɂᴩ「教࢙の子ȼɕ理解」「教࢙の子ȼɕのよȢない

行動へのᤛҒな指導」の 2 問Ⱥᴩوኌ者 54 ջᴥوՖလ

92ᴢᴦの 5͔ศによるوኌデーʉの分のፀᴩいȭɟ

のوኌɕᑌ定的なΙɂ 7°ᴢሌ࣊にとȼɑȶたǿȦɟ

をᡍɑえᴩ山中ɜɂ「子ȼɕの障害をよȢ理解し」ᴩ「行

動をしȶȞり見つɔ」ᴩ「一ᒵしたȞȞɢり」ȟ重要Ⱥあ

ると指ଊしているǿ

ᦣజɜᴥ2°°8ᴦɂᴩგऍ特別支援学校おける ÌD・

ADÈD ኄȺᤛख़障害のある生徒の実ৰੰ૱および実

᪨の支援のมを調査したǿȰのፀᴩпّ 94 校の

6°®5ᴢ に ÌD ・ADÈD ɕしȢɂȰのჀいȟありᴩȞつ

ᤛख़障害のある生徒ȟ在しᴩ生徒ୣの 11®4 ᴢをԬɔᴩ

3 年間ȺɎɏςۄしているȦとȟ分Ȟȶたǿ指導上のٌ

ᫍとしてᴩ集団を̒すȦとȟ多いᴩ他生徒とのトラブル

ȟ多いなȼの問題行動ɗᴩ教࢙ϫとしてᴩ指導ศȟɢȞ

ɜないᴩ生徒ȟͷを考えているȞ理解しづɜいᴩラʧー

ルȟとりづɜいなȼの対ख़上のٌᫍさȟあるȦとȟ指ଊ

さɟているǿɑたᴩ指導上の問題に対するઆ͖による支

援内容としてɂᴩ環境の調ᴥρ別対ख़ᴩ時間割の܁ࡾᴩ

教環境϶なȼᴦᴩ学習に関する܁ࡾᴥ内容ɗᴩ指導ศᴦ

にӏえᴩ社会ᤛख़への支援ᴥ指ᇉのͤえ方の܁ࡾᴩʇー

シャルスキルトʶーニンɺᴩトラブル時の対ख़の܁ࡾᴩ

障害の自ࢄ理解支援なȼᴦᴩ˪ާのᢌນᴥ自信をɕたせ

る支援ᴩ教࢙のՙ容的ৰ࣊ᴩɵɰンセリンɺ的活動ᴩ教

との信ᭅ関係ഫኳなȼᴦᴩさɜにᴩ保឴者との教育相談ᴩ࢙

教׆間のц通理解促進なȼȟમȥɜɟているǿ

ᩋ谷高ᴥ2°11ᴦɂᴩ知的障害と発達障害のある児童生

徒を対៎とする特別支援学校において᭴឴教ȟ行ȶて

いる相談活動の実ৰについて֖ڨしているǿࢲ成 2° 年

ᵻ 22 年࣊の教育相談ᴥ͔ୣ 76 ᵻ 1°4ᴦにおいてᴩ特に

生徒自ᡵȞɜの相談としてᴩ॑理的内容ᴥストʶス対ѿ

ศᴩ९யఙの॑のɟᴦᴩᡵͶ的内容ᴥ発育に関するȦとᴦᴩ

障害ɗგの問題ᴥ障害の自ࢄ理解なȼᴦᴩ性に関する

問題ᴥቼ̝ඒ性ौɗᴩ男̬ܤ᪨ᴦᴩ家庭的・生活的内容ᴥ保

឴者ᴩЬअܾܹ関係なȼᴦȟあるȦとを֖ڨしているǿ

井上ᴥ2°12ᴦɂᴩ知的障害特別支援学校高ኄ部におけ

るᢌ࣊知的障害のある生徒の教育課ሌに関するᴩ2 年間

にɢたる研究に基づȠᴩᢌ࣊知的障害の生徒の生徒指導

上の課題と特に॒要な指導内容についてɑとɔているǿ

デーʉɂᴩпّ特別支援学校知的障害教育校ᩋ会ᴥ͏下ᴩ

п知ᩋᴦӏᄴの高ኄ部のある 59° 校についてᴩّ特別

支援教育総合研究所によるɮンʉーネʍト調査 ( Ֆလو

75®1¥)ᴩп知ᩋ研究大会における情̬ڨ૰資୳ ( Ֆလو

96®5¥) ኄをႊいてՖ集さɟたǿȰのፀᴩᢌ࣊知的障害

のある生徒ȟ在する学校Ⱥɂᴩ生徒指導に関して今ɑ

Ⱥの高ኄ部Ⱥɂ見ɜɟなȞȶたᫍしさȟあるȦとȟ指ଊ

さɟているǿщͶ的な課題としてɂᴩ˪ᄊ校ᴩ˪ϧпな

Ⴑ性との̬遊ᴩጀᇘდኄȟમȥɜɟたǿɑたᴩ特に॒

要な指導内容としてɂᴩ対̷コミュニケーション能力ɗ

社会生活のルールᴩᐳ業能力の育成ᴩ基本的な生活習ৼ

なȼȟ多ȢમȥɜɟᴩȰの傾向ɂᴩ小・中学部との΄ᜫ

校ᴩ高ኄ部のみのԨ校ᴩ高ኄ支援学校なȼのʉɮʡを

問ɢȭᴩɎɏպȫȺあȶたとさɟるǿ

林田ᴥ2°12ᴦɂᴩᩋ崎ᅇの౩知的障害特別支援学校高

ኄ部における生徒指導上の課題について取り上ȥᴩȰɟ

に基づいて生徒指導の在り方についてᝲ考しているǿȰ

ɟによるとᴩᢌ࣊の知的障害のある生徒のۄӏにͧいᴩ

ཽᴩሷᄰᴩ˥ ऀȠᴩႱ性との˪ϧпな̬遊ᴩ対教࢙௪力ᴩ

ɢいせつ行為なȼの問題行動に対する指導ȟۄӏしてい

るးȟあるǿ特に学年ȟ進行するにつɟᴩ男子生徒に

指導対៎者ȟۄえる傾向ȟありᴩ社会への出口にᄽ面し

ているȦとȞɜᴩॲな指導の॒要性ȟあると指ଊして

いるǿɑたᴩɔɜɟる生徒指導の在り方としてᴩ問題

対ѿټの指導ȳけȺなȢᴩ発達᪡にख़ȫた画的指導ᴩ

学習指導において基本的な学習ৰ࣊の指導ɗᒾ֞関॑を

ऀȠ出す܁ࡾᴩ͡み時間ᴩܿ業Ұᴩ課ऻᴩ部活動なȼ

教育課ሌ外場面における生徒のมੰ૱をᡍɑえたᴩ生

徒指導上の課題のఝུ᩻止ɗఙ発見・解なȼをમȥ

ているǿさɜにᴩよりᓦい生徒指導のたɔにɂᴩᛓୣ教

による多ᜏ的生徒理解ᴩ日ᬰのɈɟあいによる生徒と࢙

教࢙の信ᭅ関係ഫኳᴩ学校のп教ᐳ׆ȟ連携したρ別・

集団指導の実းᴩρ別の教育支援画のऀፕなȼᴩҰ

中学校との情ڨፖの在り方について検討・܁ࡾする॒
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特別支援学校における生徒指導の実践動向と今日的課題

要性ȟあると指ଊしているǿ

ྊ地ɜᴥ2°11ᴦᴩྊ地ɜᴥ2°12ᴦᴩྊ地ɜᴥ2°13ᴦᴩྊ

地ɜᴥ2°14ᴦɂᴩいȭɟɕ特別支援学校に在する知的

発達にᤂɟのない発達障害児を対៎に実ৰ調査を行いᴩ

Ȱのးと課題を分しているǿɑȭᴩྊ地ɜᴥ2°11ᴦ

Ⱥɂᴩ小・中学校Ȟɜ特別支援学校にᢆ入学してȠた知

的発達にᤂɟのない発達障害児ᴥ中学部 5 ջᴩ高ኄ部 3

ջᴦの̜Ȟɜᴩ特別支援学校にᢆ入学するにᒴȶたՁ

因ɗ理ႏᴩ特別支援学校の教ᐳ׆ȟえる行動上の問題

に対する指導上のٌᫍに関するးと課題についてᴩ調

査ᇝのᜤᣖɗ生徒本̷ᴩ教׆へのɮンʉʝューȞɜɜ

ȞにしたǿȰのፀᴩ対៎生徒ɜの問題行動ɂ௪力・௪ᴩ

情፳˪ާ定ᴩ˪ᤛҒなコミュニケーションᴩ理・と

ɦȺȠないᴩ家庭内௪力ᴩۻᣡᢆなȼ多ࠢにɢたりᴩ

一̷ȟᛓୣの問題行動をえていたǿᢆ入学により発達

障害のある生徒本̷にとȶてɂᴩ教育的ニーʄに合ȶた

学習課題に取り組ɔるようになȶた一方Ⱥᴩ他の生徒に

ɂᴩクラスに在する発達障害のある生徒の˪ᤛख़行動

によȶてᴩ授業ȟ中し学習の機会をܡɢɟる場合ȟあ

るȦとɗトラブルに発ࠕしてしɑうȦとなȼȟ指ଊさɟ

たǿɑたᴩ教࢙にとȶてɂ発達障害のある生徒の行動上

の問題ȟ非ࢠに大ȠȢᴩ成を感ȫɜɟないたɔә感

ȟ大ȠいȦとɕ分ȞȶたǿȦɟɜの知見を基にᴩྊ地ɜ

ᴥ2°12ᴦȺɂᴩпّの知的障害ᴩՒび知的障害・ᑆͶ˪

自ႏ΄ᜫ特別支援学校 6°° 校を対៎に調査を行いᴩीɜ

ɟた 313 校ᴥ有ӛوኌလ 52®1ᴢᴦのデーʉを分したǿ

Ȱのፀᴩ知的発達にᤂɟのない発達障害児ȟ在して

いる特別支援学校ɂᴩ141 校ᴥ45®°¥ᴦありᴩ上ጥ学部

に進ɓにつɟᴩȰの̷ୣɂۄӏしていたǿᢆ入学にᒴȶ

た理ႏɂᴩ学業˪ળ・学習ٌᫍᴩ対̷関係の˪ᤛख़行動ᴩ

˪ᄊ校・ऀȠȦɕりなȼ̝ඒ障害によるɕのȟ大ԡをԬ

ɔᴩ教ᐳ׆ɂᴩ指導ɗ対ख़にᔍਁしているȦとȟ֖ڨさ

ɟているǿ特にᴩ校内支援Ͷ制の課題としてɂᴩρ別指

導のたɔの教ᐳୣ׆ᴩ教の˪ᠴᴩ教ᐳ׆間のц通理解

と指導の一៩性の˪十分さȟમȥɜɟたǿさɜにᴩ教ᐳ

ᩌߩの障害特性理解ɗ指導ศᴩɵɰンセリンɺなȼの׆

性の॒要性ȟ指ଊさɟたǿྊ地ɜᴥ2°13ᴦɂᴩ実᪨に特

別支援学校Ⱥ発達障害児をઆ͖したጽ᮷のある教׆ 8ջ

を対៎にᴩȦɟɑȺの特別支援学校の生徒の指導と

Ɍᴩ指導上感ȫるᫍしさについてᴩ自ႏᜤᣖによるアン

ケート調査を行ȶたǿوኌのɵテɾリーԇのፀᴩ教׆

ɜɂ発達障害のある生徒の障害特性にᠭ因する問題への

対ख़と支援方ศのٌᫍにᔍਁしているȦとȟ分Ȟȶたǿ

Ȱしてᴩ教׆ɜȟ᪅ႜを感ȫなȟɜ፯ए࣊の高い対ख़を

ᣓɜɟているにɕȞȞɢɜȭᴩ学校пͶȺの支援Ͷ制ȟ

϶さɟていないȦとȟ指ଊさɟたǿȦɟɜの研究ፀ

をՙけᴩྊ地ɜᴥ2°14ᴦɂᴩさɜに知的障害特別支援学

校 11 校の生徒指導˿̜を対៎にᴩࢲ成 23 年࣊と 24 年

に発達障害児ȟऀȠᠭȦした生徒指導上の問題につい࣊

て調査したǿ内容ɂᴩḧ௪力ኄのᕻしい˪ᤛख़行動ᴩḨ

˪ᄊ校ɗऀȠȦɕりኄᴩḩᇩᇐ機関との連携ᴩḪԗჵ機

関との連携ᴩḫឬߔኄとの連携にȞȞる̷ୣՒび͔ୣȺ

あȶたǿɑたᴩ発達障害児において知的障害児とႱなり

ٌᫍと感ȫる点とたにɔɜɟている対ख़について自

ႏᜤᣖによるوኌをɔたǿ11 校すɌてȞɜीɜɟた

にȞけてᴩ࣊Ȟɜ24 年࣊成23 年ࢲኌを分したፀᴩو

上ᜤḧᵻḫの͔ୣՒび̷ୣとɕۄӏ傾向にありᴩ中Ⱥɕ

ḩᴩḪɂςۄしていたǿɑたᴩ生徒指導上のٌᫍについ

て 26 ኌȟीɜɟᴩ障害特性によるٌᫍᴩ社会性の障害ᴩو

̝ඒ障害の΄発ᴩ᜔ศ行為Ւびぐへの対ख़の 4ɵテɾ

リーȟ出さɟたǿさɜにᴩたにɔɜɟている対ख़

として 76 ኌȟीɜɟᴩ校内支援Ͷ制のഫኳᴥ問題発و

生Ȟɜ解ขɑȺの一៩した支援Ͷ制ᴩԦЄټ支援システ

ムᴩセンʉー的機能のЭ実ᴦᴩ関係機関ɗ保឴者との連

携ऐԇᴥᇩᇐ・ԗჵ機関との連携ᴩឬߔኄとの連携ᴩ家

族支援ᴩሉ行支援のЭ実ᴦの 2ɵテɾリーと 7つのɿブ

ɵテɾリーȟ出さɟたǿȦの調査Ȟɜᴩ特別支援学校

に在する発達障害児ɂᴩᢆ入学してȢる᪨に重ኹな̝

ඒ障害をえておりᴩ特にたな課題Ⱥある᜔ศ行為Ւ

びぐ̜ಘについてɂᴩ特別支援学校内ȳけȺɂ問題解

ขのጓ口ȟ見えないȦとȞɜᴩឬߔኄの関係機関とሥ

的に連携した支援ȟ˪ժඑなးȺあるȦとȟɜȞと

なȶたǿさɜにᴩ̝ඒ障害の̙᩻・ᢌນの視点Ȟɜᴩ

い᪡Ȟɜ特別支援学校のセンʉー的機能により地ڒの

յ学校への支援のЭ実ȟɔɜɟたǿさɜにᴩ学ጥઆ͖

に関係教ᐳ׆をӏえたୣ̷ߵȺの機動性の高い支援ʋー

ムȺ実᪨の支援を行うȦとɗᴩ進ᡅᤣを見ૄえた社会

ጽ᮷のછЭɗӱә意ඕのᠭをَりつつᴩȰのҰ૬とな

る本̷の正しい自ࢄ理解ᴥ障害ՙ容ᴦを進ɔるሥ的な

支援の॒要性ȟ指ଊさɟたǿ

(3)　特別支援学校の生徒指導にかかる実践研究
高村ᴥ1995ᴦɂᴩпߟ制ᑆͶ˪自ႏ高ኄ᭴឴学校にお

ける校Ҭの取組を֖ڨしているǿߟȺ௨ɜす生徒たȴと

Ȱの保឴者ᴩՒび教׆の 3者ȟՎ画して在学ܑጙ関係の

ศ的ಏ拠となる校Ҭを見ᄽすというɕのȺあるǿ取組の

ᤈሌȺᴩ学校の校Ҭの制定൏ᴩ保឴者・生徒の自ࢄข定

൏と改ࣔ要の保障なȼを検討するȦとȺᴩศ社会にՎ

画する一׆としての教׆・保឴者・生徒のあり方を問う

ていȢ取組となȶているǿ

田・大谷ᴥ2°1°ᴦᴩ٠居ᴥ2°13ᴦɂᴩいȭɟɕ特別

支援学校の生徒に対しᴩ特定のアʡローʋによる実践を

行うȦとȺ生徒指導上のӛをᆬᝓしᴩ今ऻのᤛႊのժ

能性をɠうとする開発研究に取り組ɦȺいるǿ田・

大谷ᴥ2°1°ᴦɂ d特別支援教育においてɵɰンセリンɺ

の੫ศȺあるアートセラʞー的なアʡローʋの活ႊժ能

性について検討を行ȶた aɑȭᴩ特別支援学校の教׆へ

のアンケート調査によりᴩアートセラʞー的な活動ȟ自

活動Ւびَࡾ e美ᚓ教育活動と関連性ȟあるȦとをᆬ

ᝓしたうえȺᴩ特別支援学校 2 校において実践を行い d

教࢙の生徒理解をɔるたɔのɵɰンセリンɺ的機能の
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視点ȞɜᴩȰのӛを検ᜳした a実践のɅとつɂᴩ知的

障害特別支援学校中学部の 1年生 5ջを対៎にᴩ集団૫

画 eコラーʂュを導入しᴩцպ作ֿを制作するɕのᴩɕ

うɅとつɂᑆͶ˪自ႏ特別支援学校中学部ܤ子生徒 1ջ

を対៎にᴩb コラーʂュ cᴩ b ᓨ c に対するɮʫーʂᴩ9

分割ፋ合ፎ画ศなȼのਖ਼ศを導入しᴩ自分のラɮフス

トーリーをળりᣌるɕのȺあるǿ生徒ɜの取組のറ子を

ᝊጯに分するȦとによりᴩ授業者の生徒についての理

解ȟɑるᤈሌをᝊᣖしているǿ

一方ᴩ٠居ᴥ2°13ᴦɂᴩ特別支援学校の高ኄ部生徒

11 ջを対៎としてᴩコラーʂュჵศをႊいた生徒理解

と支援をᝁみているǿ2 に 1 ᴩյ生徒に࣊ሌ࣊ 5 و

ȭつ実ஃしたፀᴩコラーʂュჵศを生徒の発達面ɗጀ

ᇘ面におけるアセスʫントᴩՒび生徒面のਖ਼ศとして

活ႊȺȠるժ能性をᆬᝓȺȠたとしているǿ٠居ᴥ2°13ᴦ

ɂᴩȦの実践にаȴᴩ知的障害特別支援学校教׆への

アンケートを実ஃしᴩ生徒の問題行動に対するц通理解

と支援の一៩性ᴩ保឴者・関係機関との連携ȟ課題Ⱥあ

るとのᝓ識をीておりᴩ本実践研究ɂᴩコラーʂュჵศ

を教࢙ȟ習ीするȦとを意َしているのȺɂなȢᴩ生徒

指導における上ᜤの課題に対してᴩ支援者連携の材୳と

なるȦとを意َしているとᣖɌているǿ

ᇻЫᴥ2°12ᴦɂᴩ知的障害特別支援学校に在するᴩ

௪力による他害行為 ( 対教࢙௪力 )ᴩب࿎ૺەᴩ᭬ᥕ e

ཽなȼをᎱりᣌしᴩ̷ఝᤁに相छする行為にɕՒɦ

ȳ高ኄ部 2年生の男子生徒ᴥ知的障害児ஃᜫに居ͳᴦに

対しᴩᅿ正教育Ⱥႊいɜɟている᪡的指導環境調の

ਖ਼ศをႊいて指導を行ȶたǿැུとしてᴩˮつᴩとȦと

ɦ面υを見るという「ʆロトʶランス」の考えによる生

徒指導Ⱥあるǿすなɢȴᴩ˪॒要なҨ༜をՍしᴩ教࢙

ȟ正しいΙϏᜊと行動内容モデルをᇉした上Ⱥᴩ問題を

解ขさせᴩᝓ知のѓഫ成をَるたɔᴩ生徒と教࢙との相

̠作ႊをሥみ重ɀᴩ「育てᄽし」をَるというɕのȺあ

るǿ指導にあたりᴩ関係機関と連携しなȟɜᴩ生育ධɗ

家庭環境なȼᤈՍの情ڨȞɜ対៎児の課題をʡロフィー

ルにɑとɔて分しᴩщͶ的教育方ኍᴥ目ൈと指導Ͷ

制ᴦをててᴩρ別の指導画ಘへと導いたǿさɜにᴩ

日ȁのറ子のᜤ᧸ととɕにᴩAãèåîâáãè の「Ôåáãèåò 

Òáôéîç Sãáìå (ÔÒS) 子ȼɕの行動ʋɱʍクリスト」を

活ႊしてᴩ指導のጽᤈにԴして定ఙ的に ÔÒS 行動ʡロ

フィールを作成して変容を分したǿɑたᴩ対៎生徒ȟ

居ͳするஃᜫɗԗჵ機関とケースɵンフɫʶンスなȼを

通してц通理解をَりなȟɜᴩԦЄ連携にɕ取り組ɦȳǿ

Ȧうしてᴩ「ఙशと感ព」「実践的ᐳ業」「生֤尊重」の

3 ᬱ目を基ᄷにૄえた指導を進するȦとによりᴩ対៎

生徒ɂ在する学校ɗஃᜫȺᕶȴᅔȠを見せるようにな

りᴩÔÒS 行動ʡロフィールにɕ改善ȟ見ɜɟたȦとȟ

さɟているǿᇻЫ֖ڨ (2°12) ɂᴩ実践Ⱥीɜɟた知見

としてᴩストʶスʨネーʂʫントのɵリキュラムへの導

入ᴩ感ពさɟఙशさɟるጽ᮷ᴩ信ᭅȺȠる大̷との間Ⱥ

のͶ᮷と感情のц有の 3つȟᴩ対៎生徒の॑的ާ定をɕ

たɜしたȦととᴩ関係機関のʋームʹークの重要性をમ

ȥているǿ

2．A県内特別支援学校における生徒指導の内容
(1)　Ｂグループ資料の概要
Â ɺルーʡȺीɜɟた資୳ɂᴩࢲ成 19 ᵻ 24 年࣊分ɑ

Ⱥɂյ年࣊ 2ȭつᴩࢲ成 25 年࣊ɂ 3Ⱥᴩ 15 Ⱥ

あȶたǿ障害ሗ別内ᜭɂᴩ視覚障害１ᴩᐱ覚障害 3ᴩᑆ

Ͷ˪自ႏ 2ᴩ知的障害 7ᴩგऍ 4ᴥ１に 2 ሗ᭒の障害

ሗをֆɓ場合ɂ重ᛓɵɰントᴦᴩ 17 Ⱥあȶたǿ内容内

ᜭᴥ1 つの実践֖ڨにᛓୣの内容をֆɓ場合ɂᴩ重ᛓɵ

ɰントᴦを集したとȦɠᴩ携࢛ᝈ・ɮンʉーネʍト

のᤛҒなҟႊに関して 6ᴥ対៎障害ሗ別集ᴩ͏ 下պറK

ᐱ覚障害 2ᴩ知的障害 4ᴦᴩཽ・௪力・自Ͼ行為・対̷

関係トラブル・˪ϧпなႱ性̬遊なȼのᴩ問題行動への

対ख़に関して 5ᴥ知的障害 3ᴩგऍ 2ᴦᴩ生徒会活動を軸

とした地ڒຏોʦランティア活動・あいさつᤆ動なȼに

関して 4ᴥᐱ覚障害１ᴩᑆͶ˪自ႏ 2ᴩ知的障害 1ᴦᴩ障

害特性の自ࢄ理解Ւび他者の障害特性の理解に関して 3

ᴥ視覚障害 1ᴩ知的障害 1ᴩგऍ 1ᴦᴩᄊ下校指導・ާп

指導・᩻教ߜ˪・者対ኍ・ᗧ࿎̒ႊ᩻止なȼに関し

て 3ᴥ知的障害 3ᴦᴩ問題行動対ख़に関する関係機関ᴥგ

ኄᴦとの日ࢠ的な連携に関して 2ᴥგऍ 2ᴦᴩуцの場

Ⱥのળるᓋい方なȼのʨʔーに関して 1ᴥ知的障害 1ᴦ

となȶたǿ

(2)　特別支援学校高等部における生徒指導の実践内容
における特徴
Âɺルーʡ資୳にɂᴩ高ኄ学校の実践ɕ˶行して֖ڨ

さɟておりᴩ特別支援学校高ኄ部Ⱥ取り上ȥɜɟるȦと

ȟ多Ȟȶた携࢛ᝈ・ɮンʉーネʍトのҟႊɗᴩ問題行

動への対ख़ɂᴩ高ኄ学校Ⱥɕպറに᭄に取り組ɑɟて

いるテーʨȺあȶたǿさɜにᴩպറに生徒会活動・ʦラ

ンティア・あいさつᤆ動ᴩᄊ下校指導・ާп指導・᩻

教ߜ˪・者対ኍ・ᗧ࿎̒ႊ᩻止なȼについてɕᴩ障害

の有ིを問ɢȭ取り組ɑɟている傾向ȟ見ɜɟたǿ

一方ᴩ高ኄ学校Ⱥɂᴩᤂҩɗఏᚽに関する校Ҭᤏ反に

対する指導なȼᴩ生徒ȟኰ意識をધつȦとに対して取

り組ɦȳ֖ڨȟ多Ȣ見ɜɟたȟᴩ特別支援学校Ⱥպറの

内容に取り組ɦȳのɂᴩᢌ࣊知的障害と自ᩐდスʤクト

ラム障害を΄せ有する生徒の１ケースのみȺあȶたǿ

反面ᴩ特別支援学校自の取組としてɂᴩ障害の自ࢄ

理解ᴩ関係機関との日ࢠ的な連携ȟમȥɜɟたǿ特に生

徒ɜȟ自ɜの障害特性に関して理解するȦとɂᴩ日ࢠ生

活における自ࢄከ理能力の基ᇀとなりᴩいɢəる文部科

学ᅁᴥ2°1°ᴦȟ「生徒指導૬要」Ⱥᇉしている「自ࢄ指

導能力」の育成につなȟるɕのȺあるとえるǿ

さɜに特別支援学校Ⱥɂᴩ携࢛ᝈ・ɮンʉーネʍト

のᤛҒなҟႊɗ˪ϧпなႱ性̬遊に関する取りい内容

にɕ自性ȟ見ɜɟたǿɑȭᴩ携࢛ᝈ・ɮンʉーネʍ

トのᤛҒなҟႊに関してɂᴩ日ࢠ生活場面Ⱥのሶ発的ト
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特別支援学校における生徒指導の実践動向と今日的課題

ラブルへの対ѿ力にऍさをધつ知的障害のある生徒につ

いてᴩٌᫍ場面Ⱥሥ的に携࢛ᝈɗʫールをΈȶて家

族ɗ教࢙なȼᴩ信ᭅȺȠる大̷のӒけをɔるȦとȟ出

఼るようになるたɔの指導内容ȟֆɑɟていたǿさɜにᴩ

ρ̷情ڨの取りいについてɂᴩՓ達なȼ他者の情ڨȳ

けȺなȢᴩ自分自ᡵの情ڨɕֆɔてᴩщͶ的な視点Ⱥከ

理方ศȟᇉさɟていたǿさɜにᐱ覚障害ȟある生徒の場

合ɂᴩᬩۦ語に代ɢる方ศとしてᴩɮンʉーネʍトɗ

ʫールᴩSNS なȼをᤛҒにΈいȦなすȦとȺᴩሥ的

に情ڨの入ਖ਼・発信ᴩコミュニケーションの促進をَる

面ɕֆɔてᴩ指導ȟ行ɢɟていたǿ

ɑたᴩ˪ϧпなႱ性̬遊に関してɂᴩ知的障害の特性

ȞɜᴩȰの˪ϧпさを指ଊするȳけȺɂ指導として˪十

分Ⱥあるǿよȶてᴩ相ਖ਼のͶに᜔ɟるȦとȞɜܿɑȶてᴩ

のժ能性なȼᴩ行為のધつ意֞を理解ȺȠるようにݗܬ

してᴩなȯ˪ᤛҒなのȞについてҜȺȠるようになる

たɔの指導内容ȟֆɑɟていたǿ

3．各自治体教育委員会，教育センター等が推進
する取組

(1)　Cグループ資料の概要
C ɺルーʡȺीɜɟた資୳ɂᴩ発᚜さɟたᬲにᴩᇘ܌

川ᅇ教育݃׆会教育ࠈ子ȼɕ教育支援課児童生徒指導

ᴥ2°°7ᴦによる「児童・生徒指導ऐԇ間取組み̜集」ᴩ

ಁజᅇ総合教育センʉーᴥ2°12ᴦによる指導資୳「特別

支援学校における生徒指導のЭ実ᴪ一̷一̷の生徒ȟ生

Ƞ生Ƞと自分の力を発するたɔにᴪ」ᴩ岡山ᅇ教育݃

成ࢲ会ᴥ2°14ᴦによる׆ 26 年࣊「特別支援学校におけ

るច問題への対ख़を支援する取組一ᜄ」の 3Ⱥあȶたǿ

（2）各資料に見る生徒指導に関する自治体の取組内容
ᇘ܌川ᅇ教育݃׆会教育ࠈ子ȼɕ教育支援課児童生徒

指導ᴥ2°°7ᴦによる「児童・生徒指導ऐԇ間取組み

̜集」ɂᴩ特にいȫɔɗ௪力行為のۄӏに対ख़するȦ

とをॡᭀにᴩࢲ成 18 年にᇘ܌川ᅇпڒȺࠕ開した児童・

生徒指導ऐԇ間における取組̜を集ጙしたɕのȺあ

るǿȰの中Ⱥᴩ特別支援学校の̜ɂ 1校のみȺあȶたǿ

Ȱの内容ɂᴩ生徒に関してɂᴩ携࢛ᝈのʫールのΈႊ

ʨʔーの指導ᴩ生徒会を中॑としたあいさつᤆ動ᴩいȫ

ɔɗ௪力ȟなȯいけないȞに関するӣऐ会なȼᴩ教ᐳ׆

に関してɂᴩ生徒に対するᕹの௪力ᴩいɢəる「ऐい

指導」の改善に向けたケース会ឰɗᴩ生徒の̷൏に対す

る尊重意識の向上を目指したԦឰなȼȺあȶたǿ

ಁజᅇ総合教育センʉーᴥ2°12ᴦによる指導資୳「特

別支援学校における生徒指導のЭ実ᴪ一̷一̷の生徒ȟ

生Ƞ生Ƞと自分の力を発するたɔにᴪ」ɂᴩಁజᅇȟ

「とȴȡ教育進行ʝʂョンᴥ˧ఙ画ᴦ」をኍ定しᴩȰの

ஃኍのɅとつに特別支援教育のЭ実をͱᏚ͇けて「特別

支援学校の生徒指導のЭ実に関する調査研究」を実ஃしᴩ

Ȱの成をɑとɔたɕのȺあるǿԨなる֖ڨంȺɂなȢᴩ

ɑȭ基本Ⱥ特別支援学校における生徒指導のʧɮント

を理しᴩさɜに実践Ⱥɂᴩ生徒пͶへの指導ᴩρ別

の課題をえる生徒への指導ᴩ生徒のާпをަる指導の

取組の 3つのɵテɾリーȞɜᴩトʞʍク別に実᪨の指導

画ಘを૬ᇉしなȟɜ̜をጳ介しているǿΈႊした教

材をќ真Ⱥጳ介したりᴩすぐにΈえるʹークシートの

をᜤᢐしたりするなȼᴩ実践に役つഫ成となȶてお

りᴩ特別支援学校の生徒指導ႊとしてɂᴩ他にのない

出ᓨの指導資୳Ⱥあるǿಁజᅇ教育݃׆会Ⱥɂᴩ特別支

援学校における生徒指導の指ᦉをḧ基本的生活習ৼに関

する指導ᴩḨ性に関する指導ᴩḩ通学に関する指導ᴩḪ

᭬ᥕ・ཽ・ᗧ࿎̒ႊ᩻止に関する指導ᴩḫ情ڨ教育に

関する指導ᴩḬ֤の教育と自の̙᩻としᴩ生徒指導の

目的ȟ「自ࢄ指導能力の育成」ȺあるȦとをᆬԇして

ᇉしているǿさɜに取組にあたȶてɂᴩ生徒に自ސࢄ在

感を˫えるȦとᴩц感的な̷間関係を育成するȦとᴩ自

のժ能性の開発を援ӒするȦとࢄข定の場を˫えᴩ自ࢄ

の 3つをႡ意点としᴩ学習指導場面Ⱥの授業の܁ࡾによ

る生徒指導ᴩ問題行動に対する画的指導ᴩ行動上の問

題ȟᠭȦる意֞ɗมのੰ૱ᴩާпከ理のॎࣄᴩп校Ͷ

制Ⱥの進の重要性について解ᝢしているǿ

岡山ᅇ教育݃׆会ᴥ2°14ᴦによるᴩࢲ成 26 年࣊「特

別支援学校におけるច問題への対ख़を支援する取組一

ᜄ」ɂᴩ成֖ڨȺɂなȢᴩး在ᴩᅇとして行ȶている

取組のക要をᇉしたɕのȺあるǿ特に生徒指導Ⱥٌȶた

とȠにɂᴩ௪力行為対ኍアʓʚɮʀーの์ᤗᴩいȫɔ問

題対ख़ߩᩌʋーム相談ሻ口ᴩ校内支援Ͷ制のഫኳへの支

援ᴩ児童生徒理解ኄに関する支援ᴩ˪ᄊ校傾向のある児

童生徒への支援ȟႊ意さɟているǿɑたᴩ特に˪ᄊ校傾

向のある児童生徒への支援としてᴩ「生Ƞる力ख़援ʡラ

ンȊۼさȟしのஇȋ進̜業」による支援ȟ行ɢɟてい

るǿȦɟɂ NÐO に݃ᜣしてछᝉ児童生徒とȰの保឴者

にᴩߵ年教育ஃᜫኄȺͶ᮷活動の場を૬Ζするという

ɕのȺあるǿ

Ⅳ．考　察

1．特別支援学校における生徒指導の実践動向
本研究Ⱥीɜɟた A ɺルーʡ資୳の年代を見るとȰ

の多Ȣȟᴩఊᣋୣ年間に集中しているǿɑたᴩȰの対៎

ɂᴩ知的障害特別支援学校におけるᢌ࣊の知的障害のあ

る生徒ȟ多ȢをԬɔているǿɑたᴩÂ ɺルーʡ資୳とɕ

΄せてᴩȰの取組内容を検討するとᴩ高ኄ学校とɎとɦ

ȼ変ɢɜない生徒指導上の課題にᄽ面しているȦとȟ

ɜȞとなȶたǿさɜに実᪨にȰɟɜの課題に取り組ɓに

あたȶてɂᴩ障害の特性をᡍɑえてᴩԨなる問題行動へ

の対ѿという視点ȳけȺなȢᴩρにख़ȫᴩ社会的ᤛख़と

自に向けたࢥ広い視野Ȟɜの指導実践ȟ行ɢɟてȠて

いるȦとɕɜȞとなȶたǿ

「1ᴫ目的」のᬱȺᣖɌたようにᴩि఼知的障害特別支

援学校においてᴩ生徒指導への関॑ɂͲȢᴩ学習指導要

ᬻȺの取りいɕТаᬲͱɂͲȞȶたǿしȞしᴩ今日ᴩ



ᴪ 48 ᴪ

特別支援学校における生徒指導ɂᴩȦɟɑȺにないᣱ࣊

ȺȰの重要性ȟ高ɑȶてȠているとえるǿȦのมに

おいてᴩಁజᅇ総合教育センʉーᴥ2°12ᴦによる指導資

୳「特別支援学校における生徒指導のЭ実ᴪ一̷一̷の

生徒ȟ生Ƞ生Ƞと自分の力を発するたɔにᴪ」ȟᇉし

た特別支援学校における生徒指導の指ᦉ 6ᬱ目ɂᴩいȭ

ɟɕᴩȼの学校ሗにɕあてɂɑる内容となȶているǿす

なɢȴᴩいɑɗ特別支援学校においてɕᴩ取り組ɓɌȠ

生徒指導の課題に通ࢠの学校と基本的なࢃႱɂɎとɦȼ

ᝓɔɜɟȭᴩ「自ࢄ指導能力の育成」ᴥ文部科学ᅁ「生

徒指導૬要」ᴩ2°1°ᴦを目ൈにᴩ生徒指導ȟ組Ꭵ的に実

践さɟるɌȠ時代となȶたȦとをᇉすɕのȺあるとえ

るǿ

特別支援教育進Ͷ制϶にͧいᴩ通ࢠの学校におけ

る特別支援教育の実践ȟ進みつつある今日ᴩ通ࢠの学校

における生徒指導に特別支援教育の知見を取り入ɟる実

践ɂୣ多ȢሥɑɟてȠたȟᴥᦣజᴩ2°°5L  ൞本・林・田・

田ฝ・ާ෫・ӏᗵ・֪井田ᴩ2°°8ᴸ田中ᴩ2°11ᴦᴩ本研

究においてᴩA ɺルーʡ資୳の特別支援学校の生徒指

導にȞȞる実践研究ȺᇉしたようにᴩᣡにᴩȦɟɑȺ通

の学校Ⱥ取り組ɑɟてȠた生徒指導ɗɵɰンセリンɺࢠ

のਖ਼ศを特別支援学校における生徒指導に導入するᝁみ

ȟ行ɢɟてȠているǿ特にᇻЫᴥ2°12ᴦの実践ɂᴩ特別

支援学校ȟすȺにഫኳしてȠたρ別の指導画ᴩՒびρ

別の教育支援画に基づȢ教࢙間ᴩ関係機関とのԦЄに

よる取組Ͷ制というऐみをさɜにऐԇしつつᴩ非行ኄの

問題に対ѿする生徒指導のਖ਼ศとして実のある「ʆロ

トʶランス」の考えに基づいて対៎児の「育てᄽし」を

َるɕのȺありᴩ特別支援学校ȟえる重ኹな̝ඒ障害

にȶた生徒に対しᴩ特別支援教育とि఼の生徒指導の

成を生Ȟすしい取組の方向をᇉすɕのとえるǿ

2．特別支援学校における生徒指導の今日的課題
ȦɟɑȺ見てȠたようにᴩఊᣋの特別支援学校に在

する児童生徒のۄӏ傾向とȰの実ৰの多റԇをᑔに生

徒指導においてɕᴩしい実践の在り方ȟɔɜɟてい

るǿ特にᴩ知的障害特別支援学校における生徒の障害実

ৰɂᴩпّ的にᢌ࣊と重࣊の 2ԇ傾向にあるȦとȟ指

ଊさɟᴥ林田ᴩ2°12ᴦᴩ児童生徒の実ৰにख़ȫたよりȠ

ɔጯɗȞな指導ȟ॒要となȶているとえるǿ本研究の

資୳分Ȟɜᴩ特別支援学校における生徒指導の課題に

ついて͏下の 3点にɑとɔるȦとȟȺȠるȺあɠうǿ

(1)　生徒の実態把握（生徒理解）機能の向上
生徒ȟえる問題を多ᜏ的な視点Ȟɜᴩᛓୣの教׆Ւ

び関係者ȺɜȞにしᴩ生徒の視点Ȟɜ理解するたɔの

方ศを開発する॒要ȟあるǿAɺルーʡ資୳にɂᴩコラー

ʂュჵศのようにᴩੵफศとしてɵɰンセリンɺȺႊい

ɜɟてȠた੫ศを導入したɕ見ɜɟたȟᴩȰɟɜɂい

ȭɟɕɵɰンセリンɺ目的ȺɂなȢᴩ語的᚜းのᫍし

さをえる特別支援学校の生徒の実ৰをいȞにੰ૱する

Ȟという視点Ⱥᝁ行さɟたɕのȺあȶたǿ特定の੫ศɗᴩ

ि఼のِ定ԇさɟた方ศにϡるȦとなȢᴩ対៎生徒の

える課題をȦɟɑȺの育ȴɗ環境との相̠作ႊȞɜ分

しᴩ関係者のコンセンɿスȟीɜɟる指導方ᦉをщͶ的

にᜫ定ȺȠるたɔのᴩ実ৰੰ૱の方ศをյ学校Ⱥᆬし

ていȢ॒要ȟあるǿ

(2)　自己理解に根ざした地域社会への参加を促す計画
的支援
生徒指導ɂᴩ「自ࢄ指導能力の育成」を目ൈにᴩ成ᩋ

を促す指導ᴩ̙᩻的な指導ᴩ課題解ข的な指導の 3つを

行うɕのとさɟているǿаにᣖɌたようにᴩ時間軸とሳ

間軸の中Ⱥ生徒の生活のЭ実をَりなȟɜ取り組ɓȦと

Ⱥᴩ問題行動ኄのᄽ面する課題を解ขするȳけにとȼɑ

ɜȭᴩ社会に生Ƞる̷間としての成ᩋを促していȢȦと

ȟఖɑɟるǿ特にᴩ特別支援学校においてɂᴩ児童生徒

の実ৰにᨺみᴩ上ᜤ 3つの指導ɂᴩɃɜɃɜに行ɢɟる

ɕのȺɂなȢᴩ相̠に関連͇けて行う॒要ȟあるǿたと

えɃᴩÂɺルーʡ資୳の分に見るようにᴩ携࢛ᝈɗ

ɮンʉーネʍトのᤛҒなΈႊに関する指導ȺあɟɃᴩ生

徒の障害特性による生活上のٌᫍをӛ的に解ขするた

ɔにሥ的なҟႊを進ɔる「育てる」取組とᴩ自ࢄከ理

力に̈しいたɔ̙ລさɟるネʍトトラブルɗΈႊ୳ᦂᤈ

大ԇなȼのᠭȦりうる問題を「̙᩻する」取組ᴩさɜ

にᴩ実᪨の問題ȟᠭȠたとȠの「解ขに向けた」ᣱɗȞ

な対ख़の 3つを児童生徒の実ৰにख़ȫて一Ͷԇしᴩ画

的に進ɔるɕのȺあるǿさɜにᴩȦのような指導ɂᴩ児

童生徒本̷の障害特性に関する自ࢄ理解にಏȩす॒要ȟ

あるǿ他の̷とպȫ方ศȺɂなȢᴩ児童生徒一̷一̷ȟ

自分の特性にख़ȫたɗり方Ⱥᴩ地ڒ社会Վӏの基本的な

ৰ࣊とщͶ的な行動をပीしていȢȦとを目指すǿȰの

たɔにɂᴩ教׆をɂȫɔ指導者の౬ᢅな発とᴩး在Ȟ

ɜ఼߬にɢたる児童生徒の活動ՒびՎӏの保障に対する

ʝʂョンȟඑȞせないと考えるǿ

(3)　支援者の協働を促すシステム構築
ȦɟɑȺみてȠたようにᴩ生徒指導においてɂᴩ特別

支援学校ᴩ通ࢠの学校という場のᤏいに意֞をおȢ実践

ɂᴩɕɂɗᤈՍのɕのとなȶているǿɓしɠᴩすɌての

学校における生徒指導に特別支援教育の知見ȟ॒要Ⱥあ

りᴩɑたᴩᣡにᴩȦɟɑȺ˿として中・高ኄ学校Ⱥ取り

組ɑɟてȠた生徒指導のʘɰʙɰを特別支援学校におけ

る生徒指導に活ႊするᴩしい取組を開発するɌȠ᪡

にȠているといえるǿ本研究ȺɂᴩいȢつȞのа進的̜

を分したȟᴩȰのような取組を支えるɕのɂᴩ指導

関係者のԦЄシステムȺあるǿȦのシステムをഫኳする

にɂᴩаにᣖɌたようにすȺにある「ρ別の指導画」「ρ

別の教育支援画」をಎにᴩ生徒指導の視点をさɜにЭ

実させて連携する取組ȟ॒要Ⱥあるǿɑたᴩ実践にあた

りᴩԦЄシステムȟうɑȢ機能しているȞȼうȞをモニ

ʉリンɺしなけɟɃなɜないǿᇻЫᴥ2°12ᴦの実践Ⱥɂᴩ

「ÔÒS 行動ʡロフィール」ɗ日ࢠ生活のᜤ᧸の活ႊȟ

ᇉさɟたȟᴩȰɟɜɂᴩԨに対៎生徒の変容ȳけȺなȢᴩ



ᴪ 48 ᴪ ᴪ 49 ᴪ

特別支援学校における生徒指導の実践動向と今日的課題

Ȱの変容を導Ƞ出すたɔᴩյ機関ȟ十分機能しているȞ

ȼうȞをɕ反しているとえるǿȦのようにᴩ有ӛな

ᜤ᧸方ศの開発なȼᴩ教׆ɗ保឴者ᴩ支援機関ȟᴩԦ力

して生徒指導における ÐDCA ɿɮクルを実းするたɔ

の܁ࡾȟɔɜɟるǿ
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文献
富山ᅇ高ኄ学校生徒指導進݃׆会・պ教育݃׆会ᴥ2°°8

ᵻ 2°14ᴦࢲ成 19 年࣊ᵻ 25 年࣊富山ᅇ高ኄ学校生徒

指導Վ考資୳ 39 ᵻ 45ᴫ

ᇻЫ᪾̹ᴥ2°12ᴦ特別支援教育の理ॡを基軸にૄえた

たな時代に対ख़する特別支援学校の生徒指導 ᴪ「ፋ

制環境における学び」と「機関連携によるʋームʹー

ク」を基にしてᴪᴫ広ࡀ大学大学教育学研究科᪀ࠖ

特別支援教育実践センʉー研究要 ¬ 1°¬ 51-63ᴫ 

٠居実ᴥ2°13ᴦ知的障害のある児童生徒の問題行動ኄ

のးと課題分およびアʡローʋ ᴪコラーʂュჵ

ศをႊいた児童生徒理解と支援のᝁみᴪᴫ高知ᅇ教育

ంᴫ֖ڨ研究׆会教育ஃኍ課大学์ᤗ教׆݃

　èôôðº¯¯÷÷÷®ðòåæ®ëïãèé®ìç®êð¯óïóèéëé¯31°1°1¯æéìåó¯

　2°13°52°°°247¯2°13°52°°°247ß÷÷÷ßðòåæßëïãèéßìçß

êðßõðìïáäåäßìéæåß1°4626ß398429ßíéóã®ðäæ　2°14 年 8

ఌ 28 日アクセス

ᩋ谷高あけみᴥ2°11ᴦ特別支援学校における᭴឴教に

よる相談活動ᴫ᱖取大学教育研究ᝲ集ᴩ1ᴩ1°3-1°8ᴫ

൞本Ӂ一・林ާ子・田浩信・田ฝԩ子・ާ෫צ司・

ӏᗵ正֪・֪井田ኮ子ᴥ2°°8ᴦ特別支援教育と学校ɵ

ɰンセリンɺ ¬ 生徒指導・キャリア支援におけるӛ

的な支援੫ศ・システムについて ᴪ小・中・高ኄ学

校における特別支援教育の実践とたなシステムつȢ

り ( 自˿シンʧʂɰム Ç1)ᴫ日本教育॑理学会総会発

᚜ᝲ文集ᴩ5°¬ S118-S119ᴫ

林田֪णᴥ2°12ᴦ高ኄ部教育における生徒指導の在り方 

ᴪ特別支援学校ᴥ知的障害ᴦのးと課題Ȟɜᴪᴫ特

別支援教育研究ᴩ664ᴩ14-17ᴫ

井上昌ۢᴥ2°1°ᴦ知的障害者Ⱥある児童生徒に対する教

育を行う特別支援学校に在する児童生徒のۄӏの実

ৰと教育的対ख़に関する研究ᴫࢲ成 21 年ߩ࣊ᩌ研究

Â Â-254 研究成֖ڨంᴩ行ศ̷ّ特別支援

教育総合研究所ᴫ

井上昌ۢᴥ2°12ᴦ特別支援学校ᴥ知的障害ᴦ高ኄ部にお

けるᢌ࣊知的障害のある生徒に対する教育課ሌに関す

る研究ᴪ॒要性の高い指導内容の検討ᴪࢲ成 22 年࣊

ᵻ 23 年ߩ࣊ᩌ研究 Âᴥ重点進研究ᴦC-87　研究成

֖ڨంᴩ行ศ̷ّ特別支援教育総合研究所ᴫ

ᇘ܌川ᅇ教育݃׆会教育ࠈ子ȼɕ教育支援課児童生徒指

導ᴥ2°°7ᴦ「児童・生徒指導ऐԇ間取組み̜集」ᴫ

　èôôðº¯¯÷÷÷®ðòåæ ®ëáîáçá÷á® êð¯õðìïáäåä¯

áôôáãèíåîô¯35°°7®ðäæ　2°14 年 8 ఌ 28 日アクセス

田ႏ佳・大谷正̷ᴥ2°1°ᴦ特別支援教育におけるアー

トセラʞー的アʡローʋのժ能性ᴫ˧重大学教育学部

研究要ᴩ61ᴩ219 -249ᴫ

ྊ地・ຏ෩༁・ණ田ኹᴥ2°11ᴦ知的障害特別支援学校

に在する発達障害児のးと課題 ᴪ知的発達にᤂ

ɟのない発達障害児の̜的検討ᴪᴫᇻ田大学教育文

ԇ学部研究要「教育科学」ᴩ66¬ 37-43 ᴫ

ྊ地・ʹᗵ٤ ・୯ᗵޔ・ණ田ኹᴥ2°12ᴦ特別支援

学校に在する知的発達にᤂɟのない発達障害児のး

と課題 ᴪпّ知的障害特別支援学校のアンケート

調査Ȟɜᴪᴫᇻ田大学教育文ԇ学部研究要「教育科

学」ᴩ67¬ 9-22ᴫ

ྊ地・ʹᗵ٤ ・୯ᗵޔ・ණ田ኹᴥ2°13ᴦ特別支援学

校に在する知的発達にᤂɟのない発達障害児のး

と課題 (2) ᴪ教׆ȟȢٌᫍ性についてᴪᴫᇻ田大学

教育文ԇ学部研究要「教育科学」ᴩ68¬ 97-1°1ᴫ 

ྊ地・ʹᗵ٤・ᗵ井ਈԩ・୯ᗵޔ・ණ田ኹᴥ2°14ᴦ

特別支援学校に在する知的発達にᤂɟのない発達障

害児のးと課題 (3) ᴪ生徒指導上のたな課題と対

ख़ᴪᴫᇻ田大学教育文ԇ学部研究要「教育科学」ᴩ

69¬ 81-85ᴫ

文部科学ᅁᴥ2°1°ᴦ生徒指導૬要ᴫ

　èôôðº¯¯÷÷÷®íåøô®çï®êð¯âßíåîõ¯èïõäïõ¯22¯°4¯

　1294538®èôí　2°14 年 8 ఌ 28 日アクセス

文部科学ᅁқኄ中ኄ教育ࠈ児童生徒課　生徒指導関係Ⴉ

年᚜についてᴫ

　èôôðº¯¯÷÷÷®íåøô®çï®êð¯áßíåîõ¯óèïôïõ¯óåéôïóèéäïõ¯

　°41215°4®èôí　2°14 年 8 ఌ 28 日アクセス

文部ᅁᴥ1969ᴦ中学校学習指導要ᬻ

文部ᅁᴥ197°ᴦ高ኄ学校学習指導要ᬻ

文部ᅁᴥ1972ᴦᄼ学校高ኄ部学習指導要ᬻ

文部ᅁᴥ1972ᴦᐶ学校高ኄ部学習指導要ᬻ

文部ᅁᴥ1972ᴦ᭴឴学校ᴥგऍ教育ᴦ高ኄ部学習指導要

ᬻ

文部ᅁᴥ1972ᴦ᭴឴学校ᴥጀᇘᗖऍ教育ᴷछ時のջለの

ɑɑᴦ高ኄ部学習指導要ᬻ

文部ᅁᴥ1972ᴦ᭴឴学校ᴥᑆͶ˪自ႏ教育ᴦ高ኄ部学習

指導要ᬻ

文部ᅁᴥ1979ᴦᄼ学校ᴩᐶ学校Ւび᭴឴学校高ኄ部学習

指導要ᬻ

文部ᅁᴥ1989ᴦᄼ学校ᴩᐶ学校Ւび᭴឴学校小学部・中

学部学習指導要ᬻ

文部ᅁᴥ1989ᴦ小学校学習指導要ᬻ

岡山ᅇ教育݃׆会ᴥ2°14ᴦࢲ成 26 年࣊「特別支援学校
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におけるច問題への対ख़を支援する取組一ᜄ」ᴫ

　èôôðº¯¯÷÷÷®ðòåæ®ïëáùáíá®êð¯õðìïáäåä¯ìéæå¯378769ß

　2121575ßíéóã®ðäæ　2°14 年 8 ఌ 28 日アクセス

ᦣజᄽ̷ᴥ2°°5ᴦ実践֖ڨ 小学校における特別支援教

育 ᴪ生徒指導と特別支援教育を関連づけた指導Ͷ制

ᴪᴫ特別支援教育ȴɃᴩ2¬ 26-31ᴫ

ᦣజ໗܁・ණ田ᦪ郎・ᦂ子ϧᴥ2°°8ᴦпّの特別支援学

校 ¼ გऍ ¾ におけるᤛख़障害を有する ÌD・ADÈD

ኄ生徒の実ৰと支援に関する調査研究ᴫ特ය教育学研

究ᴩ46(1)¬ 39-48ᴫ 

高村ศ保ᴥ1995ᴦпߟ制ᑆͶ˪自ႏ高ኄ᭴឴学校にお

ける校Ҭ (Ȋ生徒のȦȦɠえȋ) の取り組みについてᴫ

特ය教育学研究 ( 実践研究特集հ )ᴩ32(5)ᴩ33-38ᴫ

田中ງ司ᴥ2°11ᴦ中学校におけるスクールʹɮʓȺ取り

組ɓʇーシャルスキル教育 ᴪ生徒指導に特別支援教

育の視点を取り入ɟた支援とȰのӛの検ᜳᴪᴫ特別

支援教育コーディネーʉー研究ᴩ7¬ 39-45ᴫ

ಁజᅇ総合教育センʉーᴥ2°12ᴦ指導資୳「特別支援学

校における生徒指導のЭ実ᴪ一̷一̷の生徒ȟ生Ƞ生

Ƞと自分の力を発するたɔにᴪ」ᴫ

　èôôðº¯¯÷÷÷®ôïãèéçé-åäõ®åä®êð¯ãåîôåò¯óïäáî¯ãùïóá¯

　2°11¯ðäæ¯óèéäïóèïòùïßôïëõâåôóõßóèéäïßêõêéôóõß

è23®ðäæ　2°14 年 8 ఌ 28 日アクセス

山中ᅸࠕ・٪下ᔗ・ᗵ田裕司ᴥ2°°7ᴦ᭴឴学校における

学校教育Ιᴫ障害児教育研究要ᴩ3°¬ 25-32ᴫ

 

ᴥ2°14年ᴶఌ１日ՙ͇ᴦ

ᴥ2°14年1°ఌᴵ日ՙ理ᴦ
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高機能広汎性発達障害のある男児に対する支援的な保育

問題と目的

　文部科学ᅁᴥ2°12ᴦɂᴩ小中学校の通ࢠ学ጥに在す

る児童生徒のうȴᴩ発達障害ɑたɂȰの特ौȟჀɢɟる

ɕのȟ6®5¥ȺあるȦとを֖ڨしているǿしȞしᴩࢺሓ ・ٛ

保育所についてɂȦのようなу的なፋ資୳ȟないǿߵ

しաいデーʉȺɂあるȟᴩ᥅間・ٜࠆ・宮地・田 e᥅

間ᴥ2°°8ᴦɂᴩࢺሓٛ e保育ٛにおける「になる子ȼ

ɕ」の実ৰについて調査したǿȰのፀᴩ障害のᜱを

ՙけているࢺ児ȟጙ 4ᴢ在しているɎȞにᴩ保育上の

ٌᫍを有するいɢəる「になる子ȼɕ」ȟ 13®43¥ 在

すると֖ڨしているǿȦɟに対してՁ口・野֒・ᇘ山

ᴥ2°13ᴦȟ保育所を対៎に行ȶた調査Ⱥɂᴩ障害児と「

になる子ȼɕ」を合ɢせた在လɂጙ 6ᴢȺあȶたǿՁ

口ɜᴥ2°13ᴦの調査Ⱥɂᴩ在လɂ文部科学ᅁᴥ2°12ᴦ

の֖ڨと大ȠȢ変ɢɜないǿいȭɟにせよᴩ一定ୣの発

達障害児ɗ「になる子ȼɕ」ȟ保育း場に在してい

るȦとɂ̜実Ⱥあるǿ

　ȰɟȺɂᴩ「になる子ȼɕ」とɂȼのような子ȼɕ

なのȺあɠうȞǿ本᥅・᭫ 川・బ村ᴥ2°°7ᴦɂᴩ「ࢲ・ࡀ

になる子ȼɕ」をᴩ知的発達にᕻなᤂɟɂないȟᴩᕶ

ȴᅔȠȟない・他児とのトラブルȟ多い・自分の感情を

うɑȢコントロールȺȠないなȼの特ौをધつ子ȼɕᴩ

と定義しているǿɑたᗵ井・小林ᴥ2°1°ᴦɂᴩ保育者の

自ႏᜤᣖによる「になる子ȼɕ」の特ौと「発達障害

の特ौをΙする࣊ࠂ」との関連性を検討したፀᴩ「

になる子ȼɕ」の多Ȣȟ発達障害の特ौをᇉしているȦ

とをɜȞにしたǿしたȟȶてᴩȦうした子ȼɕȟ相छ

ୣ在している͏上ᴩ保育း場Ⱥ発達障害児ɗ「にな

る子ȼɕ」に対する保育のあり方を検討するȦとɂॲө

Ⱥあるǿ

　しȞしՁ口ɜᴥ2°13ᴦの調査によɟɃᴩ「になる子

ȼɕ」ɂ障害のᜱをՙけていないたɔにᴩᜱのある

子ȼɕにɌて支援ȟ十分Ⱥɂないというǿしたȟȶてᴩ

「になる子ȼɕ」を出してρ別に支援するよりɕᴩ

пての子ȼɕに保育を実ஃする᪨にᴩȼのような発達支

援ȟ有ӛなのȞを検討すɌȠȺあるǿ

　Ȱの᪨にᴩ「になる子ȼɕ」の特ौにᥓਁするȦと

ɂ重要Ⱥあるǿ「になる子ȼɕ」の多Ȣɂᴩ本᥅ɜᴥ2°°7ᴦ

ȟ指ଊするようにᴩᕶȴᅔȠȟなȞȶたり他児とのトラ

ブルȟ多Ȣᴩ感情の制ॅȟᔍਖ਼なたɔにᴩ集団生活Ⱥの

ٌᫍさをえているǿ特に広汎性発達障害児ᴥးᴷ自ᩐ

スʤクトラムდ児¬ アʫリɵጀᇘԗ学会¬ 2°°°»2°13ᴦに

᭒ͬした特ौȟみɜɟる子ȼɕの場合ɂᴩЅ上の遊び

を他者と一፳にしたりՓ̷を作るȦとにٌᫍさを有して

いるǿɑた ×éîçᴥ1996ᴦɂᴩ障害の˧つ組みとして社

会性ᴩコミュニケーションᴩЅ力の障害をમȥているǿ

したȟȶてᴩ自ႏな遊び活動を中॑とした保育Ⱥɂᴩ広

汎性発達障害児ɗȰɟに᭒ͬした特ौの見ɜɟる子ȼɕ

たȴɂᴩコミュニケーション能力と高࣊なЅ力ȟ要

さɟるȧȶȦ遊びをᤁ行するȦとȟٌᫍȺあるǿ

　ɑたᴩา意එᴬ多動性障害児ᴥးK า意එܩ・多動დ ¬

アʫリɵጀᇘԗ学会¬ 2°°°»2°13ᴦɗᴩȰɟに᭒ͬした特

ौの見ɜɟる子ȼɕたȴɂᴩ˪า意のたɔに活動に集中

しፖけɜɟないȦとȟあるǿɑたᴩ多動性ᴪᚗ動性のた

ɔにȫȶとしていɜɟなȞȶたりᴩᬲႭをशてȭに他児

とトラブルになȶたりするժ能性ɕあるǿしたȟȶてᴩ

保育者ȟ遊びに集中ȺȠるようにۦをȞけたりᴩ他児と

のトラブルの͓介をしたりする支援ȟඑȞせないǿした

ȟȶてȦうした子ȼɕȟՎӏした遊び集団ȺɂᴩȧȶȦ

遊びɗルールのあるゲームȟఊऻɑȺީ̘ȺȠȭᴩ子ȼ

ɕたȴの中に˪п感ɗ発達障害児ᴩ「になる子ȼɕ」

ᯚൡᑤࢿॴ発達᪩Ɂȕɞ႒зȾߦȬɞୈᄑȽί育

―ルールのあるゲーム遊びを通したクラス集団への介入を通して―

小松　昌代ª・小林　　真

Sõððïòôéöå Cáòå áîä Åäõãáôéïî æïò á Âïù ÷éôè Èéçè Æõîãôéïî Ðåòöáóéöå 
Dåöåìïðíåîôáì Déóïòäåò éî Nõòóåòù Sãèïïì º Cìáóó÷éäå Iîôåòöåîôéïî âù 

Iîôòïäõãôéïî ïæ Çáíåó ÷éôè Òõìåó

Íáóáùï ËOÍAÔSÕ áîä Íáëïôï ËOÂAÙASÈI

キーワード：高機能広汎性発達障害ᴩ支援的保育ᴩ集団ゲーム遊び

Ëåù÷ïòäó：Èéçèæõîãôéïî Ðåòöáóéöå Dåöåìïðíåîôáì Déóïòäåò¬ Sõððïòôéöå Cáòå áîä Åäõãáòéïî¬ Çáíå ÷éôè Òõìåó

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９：�1－��

ª 2°13 年 3 ఌ　̷間発達科学研究科ε̘
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に対する反感ȟ高ɑȶてしɑうおȰɟȟあるǿ

　したȟȶてᴩ「になる子ȼɕ」をֆɦȳクラス集団

に対して保育者ȟᤛҒな支援を行いᴩ発達障害児ɗ「

になる子ȼɕ」ȟറȁな発達課題を達成していけるよう

な保育੫ᚓを開発する॒要ȟあるǿ特に年ᩋ児の発達

᪡ɂԦЄ遊びをᤁ行するȦとȺありᴥ小林¬ 199°ᴦᴩᛓ

᫆なȧȶȦ遊びをࠕ開したりᴩルールのあるゲームを楽

ɔるようになる年代ȺあるǿしȞしҰᣖのようにᴩ広汎

性発達障害の傾向ȟある子ȼɕたȴɂȧȶȦ遊びをࠕ開

するȦとȟᔍਖ਼なたɔᴩルールを視覚的に૬ᇉするȦと

Ⱥ遊び方を理解しᴩ͓間との関係性をഫኳするȦとȟժ

能になると考えɜɟるǿɑたᴩา意එᴬ多動性障害の

傾向ȟある子ȼɕたȴにとȶてᴩルールȟᇉさɟ活動

の目ൈȟɢȞりɗすい遊びȺあɟɃᴩ集団Ⱥの遊びをఊ

ऻɑȺᤁ行するȦとȟժ能になるȺあɠうǿ

　本研究Ⱥɂᴩ保育所の年ᩋ児クラスを対៎にᴩ集団ゲー

ム遊びの導入をᝁみたǿȦのゲーム遊びの導入ɂᴩ発達

障害児ɗ「になる子ȼɕ」に特ԇした保育ȺɂなȢᴩ

ሓٛ教育要ᬻᴥ文部科学ᅁ¬ 2°°8ᴦ・保育所保育指ᦉࢺ

ᴥՀ生әЄᅁ¬ 2°°8ᴦȺᇉさɟたᬻڒᴥ̷間関係ᴦのɀ

ɜいを達成するたɔの保育੫ᚓの開発研究Ⱥあるᴥ小林¬ 

2°13ᴦǿしȞしᴩ遊びの中Ⱥࢺ児ȟお̠いのᓦさにづȠᴩ

̠いに支え合いᴩȠɑりの॒要性にづいて自ɜަɠう

とするৰ࣊をクラスпͶȺ育てるȦとɂᴩȰのクラスに

在する発達障害児ɗ「になる子ȼɕ」の発達にɕ十

分に߆˫すると考えɜɟるǿറȁな子ȼɕたȴȟ̠いに

支え合うクラスを作るȦとɂᴩɮンクルーシブ保育ȟ目

指すとȦɠȺあるǿしたȟȶて本研究ȺɂᴩクラスпͶ

に対する遊びの介入を通ȫてᴩ発達障害児ȟȼのように

成ᩋするのȞを検討するǿ

事例の概要

対象児　ᴾ児ᴥᴲදᴦǿᴿ保育所の年ᩋ児クラスに在ǿ

支援を実施した施設　対៎児ȟ在するᴿ保育所内ǿઆ

͖保育ۢ２ջとቼ１ᕻ者ȟцպȺ支援を実ஃしたǿ

支援期間　ᵕ年ᴳఌᵻᵕᴨ１年３ఌǿ

倫理的配慮　̜研究にछたȶてᴩ対៎児の保឴者に研

究ᠲをᝢしᴩ出対៎児とするȦとについてం面Ⱥ

պ意をीたǿպ意をीる᪨にᴩ保育中のറ子をᜤ᧸する

たɔにʝデɴ᧸画を行うȟᴩଟफしたЅɂ研究ጶ̘ऻ

にՍするȦとᴩρ̷ȟ特定さɟる情ڨɂ一Ғу᚜しな

いȦとの２点をᆬጙしたǿ

アセスメント
⑴　医学的情報　ᵕᴪ１年ᴥ年中時ᴦにᵀჵ育機関をՙ

ᜱしᴩ高機能広汎性発達障害のᜱをՙけたǿ

⑵　知能検査　ᵕᴪ１年 11ఌにᵀჵ育機関にて×ISC-

ƍを実ஃしたǿ本研究Ⱥɂᴩ保឴者Ȟɜ૬Ζをՙけた検査

ፀに基づȠᴩᕻ者２ջȟᴾ児の特ौを解したǿาᴦ検査

ፀɂÖIÑK 86ᴩÐIÑK 1°1ᴩÆIÑK 93ᴩÖCK 89ᴩÐOK 1°3ᴩ

ÆDK 76ᴩÐSK 1°3 ȺあȶたǿÖIÑᴹÐIÑᴥð¼®°5ᴦᴩÆDᴹ

ÐSᴥð¼®°5ᴦのディスクʶʛンシーȟᝓɔɜɟたǿしたȟȶ

てᴩ視覚的な情ڨの理解・検ጪなȼȟᬩۦ語の理解・

ѿ理よりɕТɟているȦとȟɢȞるǿ

　知能指ୣおよびᏰ指ୣの中ȺఊɕͲȞȶたのɂา意ᜤ

ਝᴥÆDᴦȺあȶたǿȦの指ୣɂአୣとୣכの２つの下

ͱ検査Ȟɜഫ成さɟているǿᴾ児のአୣのጨ点ɂ３点Ⱥ

ありᴩյ問の解ኌをみるとᴩ13 本のజをୣえてᴱ本を

᪫すᴩ子ȼɕとアɮスクリームのୣをᢎするなȼᴩᛓ

ୣのѿ理を課せɜɟた場合にኌȟ見ɜɟたǿୣכのጨ

点ɕ３点ȺありᴩᣡכȟȺȠていないǿา意ᜤਝ指ୣɂ

×ISC- ƎȺɂʹーキンɺʫモリ指ൈに改さɟている

ȟᴩአୣとᣡכの解ኌのറ子を見る᪅りᴩᴾ児ɂᐱ覚的

なʹーキンɺʫモリȟ小さいと定さɟるǿ

　下ͱ検査のʡロフィールを見るとᴩ語性検査のΙ

点٫ࢲᴥ7®5ᴦを３点͏上上وȶているのɂ知識ᴥ11 点ᴦ

Ⱥあȶたǿ動作性検査ɂᴩпての下ͱ検査ȟ٫ࢲϏĂ３

͏内にՖɑȶておりᴩᕻなρ̷内ࢃɂ見ɜɟなȞȶたǿ

　Ȧɟɜのፀを総合するとᴩᴾ児ɂ知識ɂ年ᳮ相ख़Ⱥ

あるȟᴩᬩۦ情ڨをѿ理するたɔのʹーキンɺʫモリȟ

小さいǿȰのたɔᴩ語をႊいたകॡ的९考ɗᛓ᫆な̜

をᝢするȦとȟᔍਖ਼ȳと定さɟるǿ

⑶　発達障害チェックリスト　ࢺ児ႊ発達障害ʋɱʍク

リストᴥCÈÅDÙᴷࠆ崎・小林・෩内・阿部¬ 2°13ᴦを

ႊいたǿʋɱʍクリストɂ ÐDD ࣊ࠂ 14 ᬱ目ᴩADÈD

࣊ࠂ 14 ᬱ目ᴩ知的おȢɟ࣊ࠂᴲᬱ目Ȟɜなȶておりᴩ

Ȱɟȱɟのᬱ目について「あてɂɑɜないᴥ１点ᴦ」ᵻ「あ

てɂɑるᴥᴱ点ᴦ」ȺΙするǿ２ջのઆ͖保育ۢとቼ

１ᕻ者ȟп 33 ᬱ目について定しᴩ３̷の定者のी

点の٫ࢲϏをᴾ児のी点としたǿ

　なおᴩȦの࣊ࠂȟу᚜さɟたのɂ 2°13 年 12 ఌȺあ

りᴩ本研究ɂȰɟ͏Ұの実践Ⱥあȶたたɔᴩ作成᪡の

ʋɱʍクリストをႊいているǿしȞしΈႊした࣊ࠂのᬱ

目ɂఊጶ࿂ᴥࠆ崎ɜ¬ 2°13ᴦとպ一Ⱥあるǿ

　ÐDD と࣊ࠂ ADÈD ɂ࣊ࠂ 14 点ᵻ 56 点のኰٍᴩ知

的障害࣊ࠂɂᴲ点ᵻ 2° 点のኰٍになるǿࠆ崎ɜᴥ2°13ᴦ

による ÐDD のɵʍトɴフʧɮントɂ࣊ࠂ 25 点Ⱥᴩᴾ

児の࣊ࠂी点ɂ 41®3 点ȺあȶたǿADÈD のɵʍト࣊ࠂ

ɴフʧɮントɂ 34 点Ⱥᴾ児ɂ 43®° 点Ⱥあȶたǿ知的お

Ȣɟ࣊ࠂのɵʍトɴフʧɮントɂ 1° 点Ⱥᴾ児ɂ 1°®7 点

Ⱥあȶたǿしたȟȶて日ࢠのറ子に基づいてΙしたᴾ

児ɂᴩ広汎性発達障害の傾向ȟᕻȺᴩADÈD の傾向

ɕ΄せધȶているǿɑた知的発達のᤂɟȟあるȞɕ知ɟ

ないᴩというʶʣルȺあȶたǿ

⑷　ソーシャルスキル尺度　Ȧの࣊ࠂɂຝᣃᴥ2°°1ᴦȟ

作成した࣊ࠂをᴩ小林・ธ合・ࣣ田ᴥ2°°5ᴦの研究を

Վ考にᅽ᎔したɕのȺあるǿՁ࿂ɂ 26 ᬱ目Ⱥあるȟᴩ

本研究のᅽ᎔࿂ɂ 13 ᬱ目Ȟɜなるǿ࣊ࠂの内容ɂ小林

ᴥ2°13ᴦにጳ介してあるǿなおȦのʇーシャルスキルࠂ

ɂᴩ支援のӛລ定にɕႊいるǿ࣊
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高機能広汎性発達障害のある男児に対する支援的な保育

　Ȧの࣊ࠂɂ保育者定によるᴱ͔ศȺᴩḧ他者のધ

ȴを考える行動ᴥ３ᬱ目ᴦᴩḨ自ࢄ抑制ᴥᴱᬱ目ᴦᴩḩ自

ࠂएᴥ３ᬱ目ᴦᴩḪԦ調性ᴥ３ᬱ目ᴦのᴱつの下ͱ˿ࢄ

とպറ࣊ࠂȞɜなȶているǿ発達障害スクリーニンɺ࣊

にᴩ２ջのઆ͖保育ۢとቼ１ᕻ者ȟ定を行ȶたǿ下ͱ

の合ी࣊ࠂによȶてᬱ目ୣȟႱなるたɔᴩյ下ͱ࣊ࠂ

点をᬱ目ୣȺしたɕのについてᴩ３ջの定者の٫ࢲ

ϏをɔたǿȦの࣊ࠂɂ発達障害スクリーニンɺ࣊ࠂと

ɂႱなりᴩɵʍトɴフʧɮントȟないたɔᴩᴾ児ȟ在

するクラスの٫ࢲϏとൈໄϡࢃに基づいてᴩᴾ児のൈໄ

ी点をɔたǿ

　ᴱつの下ͱ࣊ࠂのൈໄी点ɂȰɟȱɟᴩḧ他者のધ

ȴを考える行動ᴥ-1®94ᴦᴩḨ自ࢄ抑制ᴥ-1®83ᴦᴩḩ自ࢄ

˿एᴥ®45ᴦᴩḪԦ調性ᴥ-1®28ᴦȺあȶたǿȦɟɜのी点

Ȟɜᴩ自ࢄ˿ए͏外の３つの下ͱ࣊ࠂɂᴩいȭɟɕクラ

ス٫ࢲを大ȠȢ下وȶておりᴩ他者との関係性のഫኳȟ

ٌᫍȺあるȦとȟᇉさɟたǿ

⑸　生態学的アセスメント１－行動観察－  ቼ１ᕻ者ȟᴩ

ᴾ児の日ࢠ生活のറ子をᜊߔしたǿᄊ所ऻの自ႏ遊びと

一୭保育の時間࢛にᴾ児の行動をʝデɴ᧸画しᴩᴾ児と

ٍ֚の子ȼɕの発・行動を文ޏԇしたǿȰの中Ȟɜᴾ

児の特ौ的なエʞʇーʓをዩしᴩ᚜１・᚜２にᇉすǿ

!" #$%&'()*+ ,-./0123!"#$% &'()*"#$%!"#$%&'()*+,-./012345/678(978:;<=>?@A
B>>/,(CDEFGHI()-.,;< TJB>>978,(CDKFL*+/MNOPD978:QRSTUDV)WXY<=Z [\?]RSTUDV\?^

L_`Sa_=)[bcd8/e+fg,*+/;<D978:hOi?]
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Ɔ　९い通りになɜないとɵʍとなるǿ保育ۢȟ͇ȠຍȶてǾ分ᢆ૰をَる॒要ȟあるǿ

表１　Ａ児のエピソード①【自由遊び場面）

表２　Ａ児のエピソード②（一斉保育場面）!" #$%&'()*+,-./0123!"#$% &'()*"#$%!"#$%&'()*+,-./01234567879:;
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　᚜１Ȟɜɂᴩ他児ȟʓミʘのコースを見に఼たȳけȳ

という意َȟ理解ȺȠȭにᴩコースをەしに఼たとᚱ害

的にᝓ知してしɑȶたറ子ȟɢȞるǿɑた᚜２Ȟɜɂᴩ

自分ȟ९い૫いていた̙定に反する指ᇉȟ出さɟるとᴩ

˪機ݲになり感情の制ॅȟȺȠなȢなるറ子ȟɢȞるǿ

⑹　生態学的アセスメント２－保育士からの聞き取り－  

ቼ１ᕻ者ȟ２ջのઆ͖保育ۢȞɜᴾ児の日ࢠのറ子につ

いてᐨȠ取りを行ȶたǿ

1）基本的生活習慣　ᅔᑱ᚛・᭥ ・̜ยɂ自しているǿ

ᄊٛऻの所ધֿの理ɗᅔఉえなȼᴩルーティンになȶ

ているȦとɂ保育者ȟ援ӒしなȢてɕ 1̷ȺȺȠるǿし

Ȟしຏ・ᡵȳしなみについてɂི関॑な面ȟあるǿਖ਼

いɗථᆹȠをおȶȢうȟȶたりᴩシャʎȟ出ているの

をᄽȰうとしなȞȶたりするȦとȟあるǿ

2）集団生活　自ႏ遊びȞɜ一୭の活動にሉ行するとȠ

にᴩધȴのҒりఉえȟᫍしいǿ保育者ȟᝈしているఊ

中ȺɕȰɟをᤝȶてᴩඒȁと問をしてȢるたɔᴩา意

さɟたり対ख़をऻوしにさɟたりするȦとȟ多いǿ

3）仲間関係について　他児とȞȞɢɠうとするȟᴩコ

ミュニケーションȟ一方的Ⱥあるǿ自分Ⱥขɔたルール

ȟऐȢᴩ的になȶて他児とトラブルになりɗすいǿ

遊びについて　集団Ⱥのゲームɗ鬼ȧȶȦなȼḨɂሥ

的にՎӏするȟᴩ勝つȦとにȦȳɢりᴩ២けをՙけ入ɟ

ɜɟȭに௪ɟ出すȦとȟあるǿ内Ⱥɂʓミʘを˶Ɍて

ᛓ᫆なコースを作ȶたりᴩʞʉɾラスɮʍʋのような̈́

けのあるコースを作ȶたりするǿ

4）クラス全体の様子　ᴾ児の在するクラスɂᴩ21 ջ

のᴲද児を２ջの保育ۢȺઆ͖しているǿP 児͏外にɕᴩ

ԗ学的ᜱɂՙけていないȟʛニʍクになりɗすい子ȼ

ɕɗ多動傾向のある子ȼɕなȼᴩᥓਁȟ॒要な「にな

る子ȼɕ」ȟୣջ在しているǿ

　ᴾ児のધȴȟާ定しているとȠにɂՓ達とᕶȴᅔい

て遊ɉȦとȟȺȠるȟᴩᴾ児ȟ९うようになɜないとȠ

にɂトラブルȟ生ȫるǿクラスのリーʊーಐの子ȼɕȟ

ᴾ児のધȴをȢみ取ɠうとする場面ɕ見ɜɟるȟᴩᴾ

児ȟ的な動をとȶたとȠにɂٍ֚の子ȼɕɂᴾ児

との関係をᤧけてしɑうǿ

　一୭保育Ⱥ集団的なゲーム遊びをしようとするとᴩᴾ

児ɗ他のୣջの子ȼɕȟ២けたとȠに᮶いȳり௪ɟたり

するたɔᴩゲームをఊऻɑȺ楽しɓというጽ᮷ȟߵないǿ

⑺　総合所見　ᴾ児ɂ高機能広汎性発達障害Ⱥありᴩ特

にᬩۦ語をѿ理するȦとȟᔍਖ਼ȺあるǿȦうしたᝓ知

面の特ौȟᴩ保育者のᝈをᤝȶてඒȁに問をしてȢる

行動につなȟȶていると考えɜɟるǿすなɢȴᴩ保育ۢ

ȟᴲද児クラスпͶにあるሌ࣊ᩋいᝈをするとᴩȰɟを

理解ȺȠないたɔに˪ާになりᴩ「ඒɂȼうするのᴼ」

といȶた問をፖけるのȳと९ɢɟるǿ

　さɜにᴩ他児の॑情をߔするȦとȟᔍਖ਼なたɔᴩʓミ

ʘɗͶコースづȢりを見に఼た他児を「ᤵᰅしに఼た」

ɑたɂ「ەしに఼た」と解してしɑいᴩ的な動

を発すると考えɜɟるǿȦうした特ौɂʇーシャルスキ

ル࣊ࠂにɕ反さɟているǿ

　ɑたクラスпͶの傾向としてᴩ年ᩋ児にɈさɢしいʊ

ɮʔミʍクなȧȶȦ遊びɗᴩルールのあるゲームを通し

て達成感・Э実感を感ȫる機会ȟ̈しいǿしたȟȶてᴾ

児ɂᴩ集団の中Ⱥᝓɔɜɟる機会ȟߵないと考えɜɟるǿ

支援方針の立案

　総合所見に基づいてઆ͖保育ۢとɵンフɫʶンスを行

いᴩᴾ児および在するクラスに対してඒのような支援

画をಘしたǿ

⑴　Ａ児の達成目標　小学校への߿学を見通してᴩᩋఙ

目ൈを「他者とԦ力する」「集団の中Ⱥ役割をઆいなȟɜᴩ

自ࢄᑌ定感を高ɔる」の２点としたǿ支援ȟժ能なఙ間

ɂᵕ年ᴳఌᵻᵕᴨ１年３ఌɑȺのᴶˀఌ間と᪅定さɟて

いるのȺᴩጙ３ˀఌを１つのԖҒりとしてᴩқఙ・中ఙ・

ऻఙのᅽఙ目ൈをᜫ定したǿ

қఙᴷ見通しをધȶてާ定した生活をᣞる

中ఙᴷ集団場面においてᴩルールをަȶて楽しȢ遊Ɍる

ようになる対̷的なトラブルをນߵさせる

ऻఙᴷ集団の中Ⱥ自ࢄᑌ定感を高ɔる

⑵　Ａ児への支援方針   ᅽఙ目ൈを達成するたɔᴩ３つ

の時ఙȧとにඒのような支援方ᦉをてたǿ

қఙᴷᐱ覚的な指ᇉ理解のऍさをᛃうたɔᴩ活動を視覚

的に૬ᇉする

　　　͓間との活動の᪨にᴩ自分の役割ȟɢȞるように

環境をഫᣲԇする

　　　ᴾ児に対して̜Ұにρ別のۦȞけを行いᴩ活動の

見通しをધたせる

中ఙK ᴾ児ȟ楽しɔる集団活動ᴥゲーム遊びᴦを通してᴩ

他児と関ɢる機会をۄɗす

　　 　ᴥᵕ年ᴵఌȞɜᴩクラスпͶȺ行う集団ゲーム遊

びを導入したǿᝊጯɂ小林ᴥ2°13ᴦをՎྃさɟた

いǿᴦ

　　　集団活動の᪨にᴩルールを視覚的に૬ᇉする

　　　集団活動の᪨にᴩ͓間とԦ力して活動を楽しɔた

Ȧとを᠈᠆する

ऻఙᴷ他児とうɑȢ関ɢɟたȦとを᠈᠆しᴩ自信ȟધて

るように支援する

⑶　クラスに対する支援方針　日ࢠ生活ɗ集団活動の᪨

にᴩクラスの他の子ȼɕたȴȟᴾ児とᤛҒに関ɢɟるよ

うにᴩ他児との関ɢり方についてɕᥓਁしたǿ

қఙᴷᴾ児のધȴを保育者ȟ代ࣳしたりᴩ他児のધ

ȴをᴾ児にͤえたりしてᴩᴾ児と他児の͓介をする

中ఙᴷルールのある集団ゲーム遊びを通してᴩ͓間とԦ

力して楽しɓ機会をۄɗす

ऻఙᴷ日ࢠ生活場面ɗ集団ゲーム遊び場面Ⱥᴩクラスの

ʫンʚーȟお̠いのよい点にづȠᴩᝓɔ合う機

会をۄɗす
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　ɑたᴩ支援ఙ間中にઆ͖・所ᩋ・˿͖なȼとのԦឰの

機会をᜫけᴩ日ࢠのエʞʇーʓȞɜᴾ児ɗクラスの子ȼ

ɕたȴの成ᩋのറ子をੰ૱しᴩ関ɢり方についての方ᦉ

をц有したǿ

支援の経過

　本研究ȺɂᴩクラスпͶへの保育を通したᴾ児の発達

支援にཱི点をछてているȟᴩ支援方ᦉのとȦɠȺɕȺᣖ

Ɍたようにᴩ日ࢠの保育の中Ⱥᴾ児に対するρ別のۦȞ

けɗ͓間との関係性のഫኳの支援ɕ行ȶているǿしȞし

クラスを対៎にした集団ゲーム遊びの導入ȟᴾ児の発達

にՒɏすӛを検討するという本研究のᠲに基づȠᴩ

͏下Ⱥɂ集団ゲーム遊びの中Ⱥ見ɜɟたᴾ児の変ԇに

ፄȶてᜤᢐするǿ

⑴　集団ゲーム遊びの流れ　本研究のゲーム遊びɂᴩᵕ

年ᴵఌᵻ 11 ఌɑȺɂʦールゲームを行いᴩȰɟ͏᪃ɂ

റȁな鬼ȧȶȦを導入したǿなおᴩ子ȼɕたȴȟ自ႏ遊

びの時間に自発的にʦールゲームを行うȦとȟ᭄に見

ɜɟたǿ

　ゲーム遊びɂᴩᴾ児ȳけȺなȢୣջの ¢ になる子ȼ

ɕ ¢ にとȶてɕɢȞりɗすいようにᴩුوの進行を一定

にしᴩ視覚的なਖ਼ȟȞりを多ႊするなȼのഫᣲԇをَȶ

たǿුوのゲームのํɟɂඒの通りȺあるǿ

ḧルールのᝢ・Ȱの日のクラス目ൈのᆬᝓ・Ȱの日

のρ̷目ൈのᆬᝓᴥ5ᵻ 1° 分ᴦ

・クラス目ൈの　២けてণしȢてɕะȞȭにඒの

ゲームをशつᴩ͓ 間をख़援するᴩՓȳȴのよいʡʶー

を᠈᠆するኄ

・ρ̷目ൈᴥȠɜりɦʨʔーᴦの　勝ȶてɕいɃɜ

ないᴩ២けてɕะȞないኄ

Ḩໄ϶Ͷ

ḩゲーム遊びᴥʦールゲームᴩ鬼ȧȶȦᴦ

Ḫળりᣌり

・ᬷएȶた点ɗՓȳȴのよȞȶた点についての発᚜

・ρ̷目ൈの達成࣊のᆬᝓ

・ゲームȺᫍしȞȶた点の発᚜とඒوに向けた改善点

のᝈし合い

⑵　ゲーム遊びの内容と支援　ʦールゲームɂʙンʓ

ʦールにͬた的छてゲームȺᴩ「おたȞɜゲʍトゲーム」

とለする活動ȺあȶたǿおたȞɜゲʍトゲームのщͶ的

な進ɔ方ɂ小林ᴥ2°13ᴦにᝊᣖしたのȺȦȦȺɂᅁႩす

るǿᵕ年 12 ఌᵻᵕᴨ１年３ఌの間に実ஃした鬼ȧȶȦ

のሗ᭒とᴩ鬼ȧȶȦのɀɜいɂ͏下の通りȺあるǿ

ᵕ年 12 ఌᵻᵕᴨ１年１ఌᴷしȶɐとり・ʚʔʔ鬼

・しȶɐとりのɀɜい　鬼にしȶɐをとɜɟてɕะȞな

い・३ɜないȺఊऻɑȺゲームにՎӏするᴩお̠いに

Ӓけ合うͶ᮷をሥɓ

・ʚʔʔ鬼のɀɜい　Փȳȴɗ鬼の動Ƞにา意しなȟ

ɜᴩお̠いにӒけ合うͶ᮷をሥɓ

ᵕᴨ１年２ఌᵻ３ఌᴷ෪鬼・ȢȶつȠ鬼・జの中のリス

・෪鬼のɀɜい　Փȳȴɗ鬼の動Ƞにา意しなȟɜᴩお

̠いにӒけ合うͶ᮷をሥɓ

・ȢȶつȠ鬼のɀɜい　Փȳȴの動Ƞにา意しなȟɜᴩ

ルールをަȶて遊ɉ

　自分の役割を覚えておȠᴩมに合ɢせて͓間を֣ɉ

・జの中のリス　自分の役割を覚えておȠᴩมに合ɢ

せて͓間を֣ɉ

　ՓȳȴのᕹをよȢᐨいてᴩゲームを楽しɓ

　ȦȦȺɂ鬼ȧȶȦを楽しȢᤁ行するたɔに行ȶた支援

についてᣖɌるǿ

・しȶɐとり　鬼役の子ȼɕɂɵラーࢡ子をȞɉりᴩ

ʆʍケンをᡵにつけたǿしȶɐをとɜɟた᪨に३ȶた

りะいたりするࢺ児ȟいるたɔᴩしȶɐをとɜɟて

ɕ１وȳけしいしȶɐをᚽᅔȺȠるルールにした

ᴥゲーム中にɂ「ʛʹーʋɱンʂ」とለしたᴦǿゲーム

にՎӏせȭशȶている子ȼɕたȴȟ「しȶɐࡾ場」Ⱥ

しいしȶɐを取り͇ける役をઆछするȦとȺᴩしȶ

ɐをとɜɟた子ȼɕȟ͓間ȞɜӒけてɕɜう機会をᜫ

定したǿ

・ʚʔʔ鬼　鬼ȟɢȞるようにɵラーࢡ子・ʆʍケンを

ᡵにつけたǿ鬼にઽɑȶて「ʚʔʔ」になȶた子ȼɕ

たȴにɂᴩ「Ӓけて ¡」と大ȠなۦȺうȦとを促したǿ

・෪鬼　ʚʔʔ鬼とպറの支援を行ȶたǿ

・ȢȶつȠ鬼　２̷組のとȦɠにしȢ１̷の子ȼɕȟ

Վӏするとᴩ反対ϫの子ȼɕȟ組Ȟɜᫌɟてᣟȥる役

になるたɔᴩɮラストɗモデルをႊいてルールを視覚

的に૬ᇉしたǿ

　子ȼɕたȴȟルールを理解するɑȺᴩəȶȢりとゲー

ムを進行したǿ鬼ɗᣟȥる役の̬代ȟɢȞりにȢいと

ȠにɂᴩȰの᥆࣊「ǲǲȴɖɦ鬼ɀǿǭǭȴɖɦɂᣟ

ȥるよǿ」なȼのۦȞけをしたǿ

・జの中のリス　ɮラストをႊいてルールを視覚的に૬

ᇉしたᴥَ 1ᴦǿルールになɟるɑȺɂəȶȢりとゲー

ムを進行したǿ動Ƞ方にੑう子ȼɕに対してɂ「ǲ

ǲȴɖɦᴩリスȳよǿɎɜᴩ動いてǿ」なȼのۦȞけ

をしたǿ

図１　鬼ごっこ（木の中のリス）のルール説明
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⑴　ソーシャルスキル尺度の変化  ᵕ年ᴳఌ時点ᴥ̜Ұᴦ

とᵕᴨ１年３ఌᴥ̜ऻᴦのᴾ児のʇーシャルスキル࣊ࠂ

のी点をَ２にᇉすǿَ２ȞɜɢȞるようにᴩпてのࠂ

Ⱥी点ȟ上したǿ特に他者のધȴを考える行動と࣊

自ࢄ˿एのスキルɂ１点͏上のۄӏȟ見ɜɟたǿ本研究

ɂ１̜を対៎としているたɔፋ学的な有意性の検定
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ƆȦの時点Ⱥɂ自分の९い通りにゲームを進ɔたいという意९᚜ᇉȟ見ɜɟるǿɑたǾ勝ȴ២けにȦȳɢȶて

おりǾ１点入ɟɜɟたȳけȺ͓間をդいてしɑȶたǿ

表３　Ａ児のエピソード③（ボールゲームの第２回）

図２　Ａ児のソーシャルスキルの変化
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ɂȺȠないȟᴩ自ࢄ抑制のスキルの上ɂ °®4 点ɎȼȺ

ありᴩᕻなۄӏȟあȶたとɂいいȠɟないǿ

⑵　ゲーム中のＡ児の行動の変化   ʦールゲームにՎӏ

した᪨のᴾ児のエʞʇーʓを᚜３ᵻᴲにᇉすǿқɔɂ自

分ȟ९ȶたようなʡʶーȟȺȠないとȠɗ相ਖ਼ʋームに

ी点ȟ入ȶた時にᴩ感情の制ॅȟȺȠȭʡʶーȞɜᫌɟ

るȦとɕあȶたǿしȞし͓間Ȟɜのख़援によȶてધȴ

をҒりఉえるȦとȟȺȠるようになりᴩ͓間にʛスを出

してी点ȺȠたȦとを͓間とび合えるようになȶたǿ

᚜ᴲのエʞʇーʓのऻȺゲームのળりᣌりをしていた᪨

にᴩʛスを出したȦとを C1 児Ȟɜ感ពさɟᴩᴾ児ɂታ

Ⱥ「ɏȢᬷएȶたȞɜシール៶る」と発していたǿ

ʦールゲームのቼᴴ͏و᪃ɂᴩ自分ȟʡʶーにՎӏして

いないとȠに「ǲǲʋームᬷएɟー」「ǭǭրᴩ行けーᴞ」

ƆȦの日ɂǾᝁ合をशȶていて他児をख़援していたܤ児たȴȟǾ३りによȶてゲームにՎӏȺȠなȢなȶた A

児をख़援したǿA児ɂ他児Ȟɜのख़援のᕹによȶて感情を制ॅしǾゲームにՎӏするȦとȟȺȠたǿ

Ɔρ̷ʡʶーȺɂなȢ͓間にʛスを出してी点ȺȠたȦとをǾ͓間と一፳にɉȦとȟȺȠたǿ

表４　Ａ児のエピソード④（ボールゲームの第５回）

表５　Ａ児のエピソード⑤（ボールゲームの第６回）
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なȼのようにᴩ他のʋームɗ他の子ȼɕをख़援するݎɕ

見ɜɟるようになȶたǿ

　鬼ȧȶȦにՎӏした᪨のᴾ児のエʞʇーʓを᚜ᴳ・ᴴ

にᇉすǿしȶɐとりȺɂᴩՓȳȴにしȶɐをつけᄽして

ɕɜいᴩఊऻɑȺරȶたȦとを他の子ȼɕたȴと一፳に

ɉȦとȟȺȠたǿɑたʚʔʔ鬼のળりᣌりの中Ⱥᴩ自

分ȟᬷएȶたȦととしてՓȳȴをӒけたȦとを発᚜し

たǿȦうしたᴾ児のറ子Ȟɜᴩ他者のȦとを考えたり͓

間にԦ力したりするȦとを楽しいと感ȫるようになȶて

ȠたȦとȟᇉさɟるǿ

!" #$%&'()*+,-./01%2345!"#$% &'()*"#$%!"#$%&'()*+,-./01234567 8C91:;-./0<2/5=>?&@8A/5BC=
TDE:F*GH&IJKLMNOPQ>R*S/TUVWVWX@8YZ[13./0\6)]N*^._./0<`abc3_*%&')defO= ghi-j1kOlEm/5&XQ8nonpbqr=Est*u/5.UQ8vw)u/5xyz{|}Mqr= C~Em/5pQ
C�EPT/5pUA Fc!T/5pUQ

8�;)E!T/5pQ{_!4b��S�[��)[O=

+ ,-./0123456789:6;<=>?@AB9:C678DEFG6H-89:/IJK:LM>NOPQ9:C678D
Ɔしȶɐを１وʋɱンʂȺȠたȦとȺゲームにՎӏするȦとȟȺȠたǿఊऻɑȺරȶたȦとをՓȳȴと一፳に

び合うȦとȟȺȠたǿ

表６　Ａ児のエピソード⑦（しっぽとりの第３回）
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Ɔ 自分ȟઽɑɜȭにᣟȥるȳけȺɂなȢǾʚʔʔになȶたՓȳȴをӒけたȦとを楽しɓȦとȟȺȠたǿ

表７　Ａ児のエピソード⑧（バナナ鬼の第２回）
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⑶　保育士からの聞き取り　ᴾ児に対する支援ȟጶ̘し

たあとのᵕᴨ１年ᴱఌにᴩ２ջのઆ͖保育ۢにᐨȠ取り

調査を実ஃしたǿᴾ児の変ԇのക要をқఙ e中ఙ eऻఙ

に分けてᇉすǿ

　қఙᴷ視覚的な支援を行うȦとȺᴩᴾ児ȟ自分Ⱥᆬᝓ

ȺȠるようになりᴩුوの問ȟນȶたǿՓȳȴに「今

日ᴩゲームするȶて」と教えるȦとɕありᴩᴥ見通しȟ

ɕてたȦとȺᴦ˪ާȟߵしນȶてȠたと९ɢɟるǿ

　中ఙ ᴥKゲーム遊びの他にᴦٛ行̜ȟたȢさɦありᴩ

子ȼɕպۢȺᝈし合う機会ȟ多Ȟȶたǿ自分の意見ȟ通

ɜないȦとȟあると३り出すȦとɕあȶたȟᴩߵしȭつ

ՓȳȴのᝈをᐨȢようになȶたǿɑたᴩȦの時ఙにՓȳ

ȴ関係ȟ広ȟȶていȶたと९ɢɟるǿ「ᴥጙశをᴦަɟな

いとみɦなと一፳にɂᴥ活動ᴦȺȠないǿみɦなと楽し

Ȣᴥ活動ᴦするたɔにȞȶȦよȢᴥጙశをᴦަɠう」と

ᝢするとᴩᴾ児ɂ「ɢȞȶた」とȶてᐨいていたǿ

　ऻఙ ᴥKқɔのᬰɂᴦɎɔてɕݼしȰうにするȦとȟ

なȞȶたȟߵᴩ しȭつɎɔɜɟるとݼしȰうにታȶたりᴩ

ྃɟたりするようになȶたǿɑたᴩѧᬰȞɜ௪ɟなȢなȶ

たǿ「ȼうせɴʶɃȶȞり」というネガティブな९いを

ऀȠȭɜなȢなȶたǿ

　ᴾ児ȟ成ᩋした点ᴷゲームɗछႭ活動ɗ行̜の中Ⱥᴩ

͓間とԦ力するȦとɗᴥ自分ȟみɦなのᴦ役につȦと

をたȢさɦጽ᮷していȶたǿᴾ児にとȶてɂɗɂりՓȳ

ȴȟ一Ⴍ大ҒȺᴩՓ達と遊びたい・一፳にᴥ活動ᴦした

いという९いȟ大ȠȢなるȦとȺᴩަɟたルールɕ多い

と९ɢɟるǿ

　ٍ֚の子ȼɕたȴɕᴩᴾ児のݲいなȦとɗᔍਖ਼なȦと

を知ȶていȠᴩうɑȢ関ɢɟる子ȼɕȟۄえたȦとɕ大

Ƞいǿ

⑷　保護者からの聞き取り　ᴾ児ȟ保育所をε̘したऻ

のᵕᴨ１年ᴳఌにᴩීᜆの̘解をीるȦとȟȺȠᴩᐨȠ

取り調査を実ஃしたǿීᜆȟ語ȶた内容Ȟɜᴾ児の変ԇ

をᇉすと९ɢɟる部分を要ጙしてᜤᢐするǿ

　ゲーム遊びについて 「K今日のゲーム២けたǿȺɕʦ

クะȞɦȞȶた」というようになȶたǿ២けてɕะȞな

ȢなるɑȺにɂ時間ȟȞȞȶたようȳǿ

　他者のધȴの理解についてK ᵕᴨ１年１ఌȞ２ఌᴥ支

援のऻఙᴦᬰᴩ家Ⱥᴾ児ȟ作ȶたሥみజɗʛʄルをᠣȴɖ

ɦȟەしてɕᴩ「ᠣȴɖɦȳしᴩしɚうȟないよɀǿしɚ

うȟないǿ」と自分にいᐨȞせなȟɜᴩ感情を制ॅȺ

ȠるようになȶたǿɑたとȠȼȠ「おීさɦɂᠣȴɖɦ

のお˰ᝈȺ大変ɗȞɜᴩਖ਼ͤȶてあȥようȞ」とᴩීを

ᤗう発ɕするようになȶたǿ

⑸　総合的な効果の評価　ʇーシャルスキル࣊ࠂᴩゲー

ム遊び中のᴾ児の行動の変ԇᴥ᚜ᴳ・ᴴᴦᴩ保育者ɗී

ᜆȞɜのᐨȠ取りのፀを総合するとᴩᴾ児ɂ他者の

ધȴを考えたりᴩ他者にԦ力したりする行動ȟɜȞに

えたと考えɜɟるǿ広汎性発達障害Ȱのɕのɂᴾ児のۄ

本的な特ौȺɂあるȟᴩ保育者ɗՓȳȴȞɜՙ容 e੪

ᝓさɟるጽ᮷を十分にሥɦȳȦとȟᴩᴾ児の他者理解ɗ

Ԧ調性の発達を促したと考えɜɟるǿ

考　察

　本研究Ⱥɂᴩ保育所に在する高機能広汎性発達障害

の男児に対する支援とᴩ社会的スキルの発達ᤈሌをᣖɌ

てȠたǿ本研究Ⱥɂᴩ広汎性発達障害児ȟ生活の見通し

をɕてるような環境のഫᣲԇとࢲ行してᴩ͓間関係のഫ

ኳを企َした集団ゲーム遊びを導入しᴩクラスпͶȺ楽

しȢ遊ɉጽ᮷を保ᜳしなȟɜ対៎児の発達を支援すると

いう保育੫ᚓの開発をᝁみたǿ

　対៎児ɂᐱ覚的なʹーキンɺʫモリにऍさをધつた

ɔᴩ視覚的な情ڨの保ᜳɂ˪ժඑȺあるǿ広汎性発達障

害児に対する視覚情ڨを活ႊした社会性の支援੫ศとし

てɂᴩÇòáùᴥ2°°°ᴦによるʇーシャルストーリーɗコミʍ

ク会ᝈなȼの有ӛ性ȟᆬᝓさɟているǿしȞしԨにු日

の生活のํɟをഫᣲԇするȳけȺɂᴩ͓間関係のഫኳɗ

Ԧ調性の発達を支援するȦとɂٌᫍȺあるǿȰȦȺ他の

子ȼɕたȴとの関係性をഫኳȺȠるような遊びを通した

支援ȟ॒要になȶてȢるǿ

　本研究ɂᴩȦうした問題を解ขするたɔに集団ゲーム

遊びの導入をᝁみたǿゲーム遊びȟクラスпͶにՒɏす

発達的なӛɂ小林ᴥ2°13ᴦȺすȺに֖ڨしたȟᴩ今و

ɂクラスに在する発達障害児を対៎としてᴩ遊びを通

した発達的変ԇを検討したǿ日ࢠ生活の支援にӏえて集

団ゲーム遊びを導入したȦとȺᴩ対៎児の社会性ɂȞな

り発達したと考えɜɟるǿ

　中ࡀ・ቩࠆ・谷野ᴥ2°12ᴦȟ保育ٛに行ȶた調査Ⱥɂᴩ

３ද͏上児を対៎とした場合の発達障害児ᴥჀいをֆɓᴦ

の在လɂ 2®4¥ሌȺあȶたǿ学習上のٌᫍさɂࢺ児ఙに

ɂ発見しにȢいとしてɕᴩ文部科学ᅁᴥ2°12ᴦの調査に

おけるา意එ多動性障害児と広汎性発達障害児を合ɢ

せた在လȟ 3®8¥ሌ࣊になるȦとを考えるとᴩȞなりͲ

いϏȺあるǿȦのような実ৰを考えるとᴩ保育者ȟ子ȼ

ɕの発達障害ᴥおよびȰɟにᣋい特ौᴦを正ᆬにੰ૱Ⱥ

Ƞていないժ能性ɕ考えɜɟるǿ

　しȞし本研究のようにᴩクラスпͶに対して遊びを導

入するȦとɂᴩ通ࢠの保育း場Ⱥɕժ能Ⱥあるǿしたȟȶ

てᴩ発達障害児ɗ「になる子ȼɕ」を出して特別に

支援をするのȺɂなȢᴩクラスпͶの支援を通ȫて発達

障害児の͓間関係ɗ集団行動を育てるȦとȟȺȠのȺあ

ɟɃᴩ集団ゲーム遊びを保育း場に導入するȦとɂ有ᄬ

なȦとȺあɠうǿ

　今ऻɂᴩクラスпͶの子ȼɕの社会性の特ौɗᴩ在

する発達障害児・「になる子ȼɕ」の特ौに合ɢせた

遊びのʶʛートリーのછЭȟɔɜɟるǿɑたᴩȦうし

た集団ゲーム遊びを活ႊȺȠる保育者の力ᦀढ成ɕ˪ժ

එȺあるǿさɜに保育း場Ⱥの実践を容にするたɔの

要因をる研究ȟ॒要Ⱥあるǿ
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家庭学習と授業をつなぐ英語教材の企画開発を通した多面的知識の実践的理解について

Ⅰ．はじめに

１－１．背景と目的 
教育း場における情ڨ関係スキルの向上ɂᴩ学習指

導要ᬻをጽてпての教科Ⱥᴩ情ڨ機بを活ႊした授業を

の方向に向Ȟȶているǿ「ԇڨ教育の情」開するというࠕ

Ȧのᝓ識ɂး場Ⱥɂஒに一ᓐ的なᝓ識Ⱥあると考えɜɟ

る一方ᴩICÔを活ႊした教材開発ɂよりߩᩌ的なɕのと

の̝ԇとなりᴩえɃデʂʉル教科ంについてɂᴩʉ

ブʶʍトብఞの活ႊなȼᴩᣋ年のしいʙーʓɰɱアに

対ख़した取り組みȟ進ɦȺいるǿ

しȞしᴩး場の教׆の視点Ȟɜ見た場合ᴩ教材をȰの

ɑɑ指導するというよりɕᴩ生徒一̷Ʌとりのȟ見え

るȦとを意識しなȟɜਖ਼ศを考えるȦとɕあるȳɠうǿ

ȰのとȠᴩ学ጥᤆ؆的視点ɕֆɔᴩ家庭学習ɑȺを意識

させたい場合ȟあȶたとしてɕᴩးȺɂ߂題を出すኄᴩ

આछ教׆にɂ᪅ɜɟた方ศしȞないǿȰȦに自の教材

を開発する動機͇けȟ発生するȦとɕ考えɜɟるǿたȳ

しᴩȦうした場合の開発のٌᫍさɂး実の教材開発能力

ȟ高ɑɜないȦとȟ理ႏの一つと考えておりᴩȦɟをг

ఏするたɔにᴩ大学の授業Ⱥコンʞューʉを活ႊした

教材開発に取り組みᴩՙផ者のߩᩌ性に関ɢɜȭȼのよ

うな能力ȟᡵに͇ȢのȞをੰ૱しなȟɜᴩ授業を進ɔて

いるǿȦɟɑȺஒڨにおいてɂ的分により͏下のよ

うな能力ȟᡵに͇ȢȦとを指ଊしている
(1)ǿ

・ឰᝲを通ȫたʡロʂɱクトከ理の知識

・Ѕଟफᴩ集の知識

・ȼういう੫ᚓȟΈႊさɟているȞというകॡ的知識

・学習のํɟについての知識

・ᛓୣのʡロɺラミンɺ語の連携の知識

・コンテンʎ・ʨネʂʫント・システムのʫリʍトᴩデ

ʫリʍト

・ÆìáóèᴩAãôéïîSãòéðôᴩÐÈÐ の作なɜびにʡロɺラ

ミンɺ能力に関するյ̷のスキルにख़ȫたʹンランク高

い知識

たȳしᴩȦɟɜの指ଊɂୣᦀ的にᚾ͇けɜɟておɜȭᴩ

ɑたᴩȼのようなጽᤈをጽてȰɟɜの知識ȟᖞሥさɟて

いȶたのȞについてɂᴩȦɟɑȺ考ߔしていなȞȶた部

学ȻૌഈɥȷȽȣᔐ教యɁ͙႕ᩒ発ɥᣮȪȲ࣍
۹ᬂᄑᅺឧɁ実践ᄑျᜓȾȷȗȹ

楽山　進ª・井口　亮介ª・鬼澤美保子ª・森本　翔ª・上山　輝

Dåöåìïðíåîô ïæ å-Ìåáòîéîç Sùóôåí Cïîîåãôåä áî Åîçìéóè Cìáóó ôï Èïíå 
Ìåáòîéîç æïò Õîäåòóôáîäéîç ôèå Íõìôéðìå Ëîï÷ìåäçå

Sõóõíõ ÒAËÕÙAÍA¬ Òùïóõëå IÇÕCÈI¬ Íéèïëï ËIÚA×A¬ Sèï ÍOÒIÍOÔO¬ Aëéòá ËAÍIÙAÍA

摘要

本研究ɂᴩး場の教׆ʶʣルȺ授業と家庭学習をつなぐȦとを意َしてᴩ英語の教科ంに基づȢ教材を開発する場

合にᴩȼのような知識ȟȼのようなʡロセスȺᡵに͇いていȢȞについてᴩᝲᣖしたɕのȺあるǿщͶ的な方ศとし

てɂ教׆ጽ᮷者ȟՙផする大学Ⱥの授業実践の中Ⱥ日ڨᴥුのʶʧートʫールᴦのળりᣌりをႊいた的分とᴩ

日ڨのテキストデーʉをႊいたテキストʨɮニンɺによる解をႊいたǿȰɟɜのᢎのፀᴩ的な分にӏえᴩ

定ᦀ的な分のժ能性をᇉすȦとȟȺȠたǿ
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分ȟරȶているǿ

本研究ɂᴩး場の教׆ʶʣルȺ授業と連動した家庭学

習をɿʧートしたいと考えて教材を開発する場合にᴩȼ

のような知識ȟᡵに͇いていȢȞについてᴩ日ڨᴥු

のʶʧートʫールᴦをႊいた的分とᴩ日ڨのテキス

トデーʉをႊいたテキストʨɮニンɺによる解ፀの

関係をɜȞにするȦとȺᴩ定ᦀ的な分のժ能性をᇉ

すȦとを目的としているǿ

１－２．先行研究について
「教育の情ڨԇに関するਖ਼ऀȠ」 ( 文部科学ᅁ¬ 2°1°) (2)

Ⱥɂᴩ外ّ語におけるデʂʉル教材のख़ႊのщͶとし

てᴩ4 ੫能の内の「ᝈす」に視点をᏚいたɕのȟમȥɜ

ɟているǿȰȦȺɂᴩデʂʉルɵʫラᴩIC ʶコーʊー

なȼを活ႊしてᴩ英語Ⱥᝈした自分のᬩۦを᧸ᬩしᴩऐ

ӯᴩɮントネーションᴩԖҒりなȼᴩ正しȢ発ᬩȺȠて

いるȞをળりᣌるᴩとᣖɌɜɟているǿ

း在ᴩ小中学校のյ教科における ICÔ のးについ

てのᕻ者ɜのц通ᝓ識ɂ͏下の通りȺあるǿ教科ంにໄ

拠したデʂʉル教材のސ在ɂᴩ一ᓐ的に広Ȣ知ɜɟてい

るǿ実᪨にデʂʉル教材ȟΈɢɟているȞȼうȞɂ別と

してᴩȰのΈႊ方ศɂᴩ教࢙˿導のɕと授業中において

のみΈɢɟるのȟ一ᓐ的Ⱥあるǿ授業と家庭学習をつな

ぐ åラーニンɺシステムのΈႊについてɂᴩ高ኄߩᩌ学

校ɗ大学なȼの高ኄ教育においてɂҟႊさɟているǿ高

ኄߩᩌ学校において Íïïäìå をҟႊした å ラーニンɺ

ႊ教材の作成と学習ӛなȼȟ֖ڨさɟているᴥ小ߥ¬ 

2°°8ᴦ(3)ǿ

Ȧɟɜɂᴩ教材開発の内容についてのа行研究となる

ȟᴩ本ሟのようにᴩ教材開発のጽ᮷ȟȼのような知識に

ፀびつȢのȞを開発した教材との関連͇けによȶてᇉす

研究ɂߵないǿɑた本ሟȺ取り上ȥるテキストʨɮニン

ɺによる分についてɂᴩ情ڨ分野において開発 ÐÂÌ

ᴥÐòïêåãô-Âáóåä Ìåáòîéîçᴦのʶʧートを分した研究

ȟいȢつȞ֖ڨさɟているǿ

ÐÂÌ を実ஃした授業ɂ実践的な開発を学ɉ上Ⱥ有ႊ

Ⱥありᴩʋームによる開発を行うたɔᴩ実社会にԴした

習を行うȦとȟȺȠる反面ᴩ成Ιਖ਼ศに課題点ȟ

在しᴩ学生ρ̷の授業への取り組みɗ開発ᤈሌᴩ進ાސ

มᴩ学生の知識のᖞሥをੰ૱するȦとȟᫍしい (4)ǿし

Ȟしᴩණࢍɜ (5) によるとᴩȰの課題への解ขศとして

テキストʨɮニンɺなȼのデーʉʨɮニンɺਖ਼ศをႊい

るȦとȺᴩ学生へのアンケートȞɜ学生ρ̷の能力ပी

のᤈሌɗ自ࢄΙᴩҢ達࣊をથい上ȥるȦとȟȺȠるȦ

とȟᇉדさɟているǿȰのたɔ本授業Ⱥɂුوの授業ऻ

にՙផ者п׆に日ڨをంいてɕɜいᴩȰɟを分する᪨

にテキストʨɮニンɺのਖ਼ศをႊいるȦととしたǿ

Ⅱ．開発教材について

２－１．教材のコンセプト
本研究においてᴩ開発する教材ɂᴩ中学校における英語

の授業をɿʧートする家庭学習コンテンʎȺあるǿ開発に

аᮠけて考えた教材のコンセʡトɂᴩඒの通りȺあるǿ

ɑȭᴩᄽ的に学力の向上を目指すという考え方Ⱥɂ

なȢᴩ学習者に開発する家庭学習コンテンʎの定ఙ的な

ҟႊɕしȢɂアクセスを促すȦとによȶてᴩ家庭学習の

習ৼԇをَるȦとȺあるǿɑたᴩһඒ的なӛとしてȰ

のȦとȟ間的に学力の向上につなȟるのȺɂないȞと

考えたǿ家庭学習の習ৼԇを目指すというᜊ点Ȟɜᴩ教

材の開発にあたȶてɂᴩ学力のҢ達มにおいてᴩ中ͱ

͏下の生徒にɕི理なȢ取り組ɓȦとȟȺȠる授業のे

習中॑のコンテンʎを॑ȟけたǿ家庭Ⱥɂ学校の授業と

ɂႱなりᴩٍ֚の視፷ɗมをにするȦとなȢᴩ学習

するȦとɕժ能ȺありᴩよりȦのコンセʡトを実းȺȠ

るのȺɂないȞと考えているǿ

語の習ीについてɂᴩፏ対的な学習ᦀの॒要性につ

いてᝲȫɜɟるȦとȟ多いȟᴩコンテンʎのɀɜいに対

ख़しておおよȰの学習者ȟ 3° 分ሌ࣊Ⱥ取り組ɓȦとの

ȺȠるɕのとしたǿ

「ネʍト上Ⱥ学校とつなȟȶている」というᴩ学校と家

庭とのネʍトによる「つなȟり」ついてɕ意識しᴩȰの「つ

なȟり」の࣊合いについてɕᥓਁしたǿ本コンテンʎɂ

Ұᣖの通りᴩ学習者に家庭学習の習ৼをつけるȦとȟ目

的Ⱥありᴩ学習をऐ制するɕのȺɂないǿえɃյʰニʍ

トȟጶɢɜなけɟɃᴩඒのʰニʍトȟ解さɟないとい

うようなᴩ学習者ȟ学習に取り組ɔないৰにあるとᴩ

学習者へのጀᇘ的២આȟ大Ƞいと考えたǿȰȦȺᴩյコ

ンテンʎ解についてɂᴩ教࢙ȟȰのԨЫをጶえた᪡

Ⱥᴩ解するɕのとしたǿȰうするȦとȺᴩいつȺɕ学

習者ȟ取り組みたいと考えた時に取り組ɔる環境をつȢ

るȦとȟȺȠᴩ自発的な学習を促したいと考えたǿ

コンテンʎをႊいた基本的な学習のํɟɂᴩ授業Ⱥう

教科ంのํɟにภȶてデʀɮンしᴩ開発ᣩ中Ⱥɂあるȟコ

ンテンʎのқఙ画面にɕَ1のように反さɟているǿ

図１：学習コンテンツの初期画面

�

ートメール）を用いた質的分析と，日報のテキストデータ

を用いたテキストマイニングによる解析結果の関係を明ら

かにすることで，定量的な分析の可能性を示すことを目的

としている。�

１－２．先行研究について�

� 「教育の情報化に関する手引き」��文部科学省����������

では，外国語におけるデジタル教材の応用の具体例として，

� 技能の内の「話す」に視点を置いたものが挙げられてい

る。そこでは，デジタルカメラ，,&�レコーダーなどを活用

して，英語で話した自分の音声を録音し，強勢，イントネ

ーション，区切りなど，正しく発音できているかを振り返

る，と述べられている。�

� 現在，小中学校の各教科における,&7の現状についての

著者らの共通認識は以下の通りである。教科書に準拠した

デジタル教材の存在は，一般的に広く知られている。実際

にデジタル教材が使われているかどうかは別として，その

使用方法は，教師主導のもと授業中においてのみ使われる

のが一般的である。授業と家庭学習をつなぐHラーニング

システムの使用については，高等専門学校や大学などの高

等教育においては利用されている。高等専門学校において

0RRGOHを利用したHラーニング用教材の作成と学習効果な

どが報告されている（小寺�����）���。�

� これらは，教材開発の内容についての先行研究となるが，

本稿のように，教材開発の経験がどのような知識に結びつ

くのかを開発した教材との関連付けによって示す研究は少

ない。また本稿で取り上げるテキストマイニングによる分

析については，情報分野において開発3%/（3URMHFW�%DVHG�

/HDUQLQJ）のレポートを分析した研究がいくつか報告され

ている。�

� 3%/ を実施した授業は実践的な開発を学ぶ上で有用であ

り，チームによる開発を行うため，実社会に即した演習を

行うことができる反面，成績評価手法に課題点が存在し，

学生個人の授業への取り組みや開発過程，進捗状況，学生

の知識の蓄積を把握することが難しい���。しかし，武市ら
���によると，その課題への解決法としてテキストマイニン

グなどのデータマイニング手法を用いることで，学生への

アンケートから学生個人の能力獲得の過程や自己評価，到

達度を拾い上げることができることが示唆されている。そ

のため本授業では毎回の授業後に受講者全員に日報を書い

てもらい、それを分析する際にテキストマイニングの手法

を用いることとした。�

�

Ⅱ．開発教材について�

２－１．教材のコンセプト�

� 本研究において，開発する教材は，中学校における英語

の授業をサポートする家庭学習コンテンツである。開発に

先駆けて考えた教材のコンセプトは，次の通りである。�

� まず，直接的に学力の向上を目指すという考え方ではな

く，学習者に開発する家庭学習コンテンツの定期的な利用

もしくはアクセスを促すことによって，家庭学習の習慣化

を図ることである。また、副次的な効果としてそのことが

間接的に学力の向上につながるのではないかと考えた。家

庭学習の習慣化を目指すという観点から，教材の開発にあ

たっては，学力の到達状況において，中位以下の生徒にも

無理なく取り組むことができる授業の復習中心のコンテン

ツを心がけた。家庭では学校の授業とは異なり，周囲の視

線や状況を気にすることなく，学習することも可能であり，

よりこのコンセプトを実現できるのではないかと考えてい

る。�

� 言語の習得については，絶対的な学習量の必要性につい

て論じられることが多いが，コンテンツのねらいに対応し

ておおよその学習者が �� 分程度で取り組むことのできる

ものとした。�

� 「ネット上で学校とつながっている」という，学校と家

庭とのネットによる「つながり」ついても意識し，その「つ

ながり」の度合いについても配慮した。本コンテンツは前

述の通り，学習者に家庭学習の習慣をつけることが目的で

あり，学習を強制するものではない。例えば各ユニットが

終わらなければ，次のユニットが解放されないというよう

な，学習者が学習に取り組めない状態にあると，学習者へ

の精神的負担が大きいと考えた。そこで，各コンテンツ解

放については，教師がその単元を終えた段階で，解放する

ものとした。そうすることで，いつでも学習者が取り組み

たいと考えた時に取り組める環境をつくることができ，自

発的な学習を促したいと考えた。�

� コンテンツを用いた基本的な学習の流れは，授業で扱う

教科書の流れに沿ってデザインし，開発途中ではあるがコ

ンテンツの初期画面にも図�のように反映されている。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

基本的にログイン後は，�

・既習語句の復習�

・基本文の復習コンテンツ�

・授業で使用した板書を利用した基本文の解説コンテンツ�

・�技能の�つに特化した練習コンテンツ� �

・自己表現を目標とした課題コンテンツ� �

・課題提出後には，学習者の興味を促す，コラム，音声�

映像などの寄り道コンテンツ�

図１：学習コンテンツの初期画面�
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家庭学習と授業をつなぐ英語教材の企画開発を通した多面的知識の実践的理解について

基本的にロɺɮンऻɂᴩ

・ஒ習語բのे習

・基本文のे習コンテンʎ

・授業ȺΈႊしたంをҟႊした基本文の解ᝢコンテンʎ

・4੫能の 1つに特ԇしたᎃ習コンテンʎ　

・自ࢄ᚜းを目ൈとした課題コンテンʎ　

・課題૬出ऻにɂᴩ学習者のᒾ֞を促すᴩコラムᴩᬩۦ ¬

Ѕなȼの߆りᤍコンテンʎ

͏上のํɟȺᴩɎɏպȫʡロセスにしたȟȶて学習者

ȟ機بの作ɗ学習の進ɔ方にᡰȢȦとのないようにᴩ

自動的に一連のํɟにしたȟȶて取り組ɔるɕのとし

たǿȰの一連のํɟをᴩ࿎語のようなストーリーɗፎに

合ɢせて進ɔていȢコンテンʎɕ૬ಘしているǿ

今وɂᴩ中学校 2 年生を対៎としたᴩNÅ× ÈOÒI-

ÚON Åîçìéóè Cïõòóå2(6) の中ȞɜÕîéô2 A Ôòéð ôï Nå÷ 

Úåáìáîä¬ Sðåáëéîç Ðìõó 1¬ Õîéô3 Íù Æõôõòå Êïâ の 3

つの題材を取り上ȥたǿ

上ᜤの連ፖする題材をȦの学習コンテンʎにᤣɦȳ理

ႏȺあるȟᴩ題材ȟፕፖ的にɢɟるጙ 1ˀఌ間の学習

コンテンʎȟ家庭学習の定ᅔにȼのようなफᬭを˫える

ȞというᴩȰのӛを検ᜳしていȢというȦとȟɀɜい

Ⱥありᴩ今ऻの実践の᪨の課題Ⱥɕあるǿ

２－２．システム開発と仕様
家庭学習ႊコンテンʎを開発するにछたȶてᴩコン

テンʎの学習内容を検討しᴩȰの上Ⱥコンテンʎのデʀ

ɮンを考えᴩシステムを組み上ȥるというࡾሌȺ作業を

進ɔるȦととしたǿȰの中Ⱥᴩ開発ᣩ中のコンテンʎの

動作ᆬᝓおよび改ᓦ点のあɉり出しɕ行いᴩȰȦȺ指ଊ

さɟた改ᓦ点をᴩ᪢時ᴩシステムの組み上ȥの᪨に反

したǿɑたᴩ作業を行う᪨にɂᴩՙផ者Ȱɟȱɟのߩᩌ

性を考ਁしᴩ「学習内容の検討」「コンテンʎのデʀɮン

の検討」「学習コンテンʎのシステムの組み上ȥ」の部

分においてᴩ大ɑȞにઆछ者をขɔて開発を進ɔたǿた

ȳしᴩ「コンテンʎの動作ᆬᝓおよび改ᓦ点のあɉり出

し」ɂߩᩌ性を問ɢȭᴩ教׆とՙផ者п׆Ⱥ行ȶたǿ本

コンテンʎの開発環境としてᴩ˿として Aäïâå Æìáóè 

Ðòïæåóóéïîáì と AãôéïîSãòéðô3®° をႊいたǿȦの他ÐÈÐ

と SÑÌによȶてロɺɮン機能なȼȟ実ᚽさɟるǿ

学習コンテンʎɂҰᣖの通り 5つのコンテンʎᴥ課題

ጶ̘ऻのコンテンʎɂȢᴦを進ɦȺいȢढࣻȺあるǿ

本コンテンʎのқఙ画面ȟَ 1ȺあるȦとɂаሌᝢし

たȟᴩ目ඒのにある 5つのʦʉンɂȰɟȱɟȟࡿȞɜ

ᬲにᴩஒ習語բのे習ᴩ基本文のे習ᴩ基本文の解ᝢᴩ

4 ੫能の 1 つに特ԇしたᎃ習ᴩ自ࢄ᚜းを目ൈとした課

題へリンクさɟておりᴩȰɟȱɟの学習にアクセスȺȠ

るようになȶているǿʦʉンのᓨにɂᓨऍ者に対ख़した

ɵラーʰニʚーɿルデʀɮンのᥓᓨをႊしているǿɵ

ラーʰニʚーɿルデʀɮンのᥓᓨɂ「ᓨ覚の多റ性にᥓ

ਁしたಘ内・ɿɮン・َ᚜ኄႊのɵラーʰニʚーɿルデ

ʀɮンܟᥓᓨセʍト」をՎྃした
(7)ǿ

学習の定ᅔをَりᴩコンテンʎによる学習をፕፖさせ

るɕう一つのਖ਼てとしてᴩȦɟɜに学習ࠚධの機能を

導入する̙定Ⱥあるǿյʰニʍトの学習ȟጶɢɟɃᴩʦ

ʉンのᓨȟ༟Ȣなりᴩ学習ȟ進ɓにつɟて画面ȟɵラフ

ルになる̈́റとなȶておりᴩ生徒自ɜȟᴩ今ɂȼȦɑȺ

学習ȟ進ɦȺいてᴩあとȼɟȢɜい学習すɟɃよいȞを

自分Ⱥከ理するȦとȟȺȠるǿȦのロɺɮン情ڨɂᴩ指

導者の学習ከ理画面にɕ反さɟるȦとを定してい

るǿ生徒Ȱɟȱɟのロɺɮン時間のᩋさɗ学習の進࣊Ȟ

ɜᴩ家庭学習ȟȼのሌ࣊定ᅔしたȞᴩ学習に向Ȟうৰ࣊

ȟ変ԇしたȞを調査するɀɜいȟあるǿ

ɑたᴩȦの学習ࠚධɂᴩ家庭学習の内発的動機͇けと

して有ӛȺあると考えたǿ教࢙Ȟɜの外発的フィーʓ

ʚʍクと学習ࠚධによる内発的動機͇けの˵面Ȟɜᴩ家

庭学習の定ᅔをうɕのȺあるǿ

ፖいてɂᴩ学習コンテンʎのํɟについてᬲをᣜȶてᴩ

َを̬えなȟɜᝢしていȢǿஒ習語բのे習ɂ英語の

ᬩۦをᐨいてᴩᐨȦえてȠたᬩۦのԨ語の意֞にภȶた

日本語をᴩクリʍクした᭛ᓗにʓラʍɺᴣʓロʍʡする

というɕのȺあるǿఊқのコンテンʎに入ȶたᄽऻの画

面Ⱥɂَ 2 のように日本語のԨ語ɂ᚜ᇉさɟておɜȭᴩ

「пての᭛ᓗをクリʍクしてみɑしɚうǿ」という指ᇉ文

とᴩႱなる 5 ᓨの᭛ᓗȟ᚜ᇉさɟているȳけȺあるǿ5

つの᭛ᓗȰɟȱɟを ȭつクリʍクするとᴩَو1 3のよ

うに᭛ᓗȞɜᐨȦえてȢるᬩۦと対ख़させるȦとのȺȠ

る日本語のԨ語ȟ᚜ᇉさɟるǿつɑりᴩпての᭛ᓗをク

リʍクしないとᤣᑆを᚜ᇉさせないȦとȺᴩ1 ɂ॒࣊

ȭȼのԨ語においてɕ英語によるᬩۦをᐨいてɕɜうȦ

とȟժ能となるǿ正解するとᴩ᭛ᓗȟ割ɟ英Ԩ語とȰの

Ԩ語に合ȶた意֞ȟ᚜ᇉさɟるようになȶているǿ˪正

解の場所に日本語をʓラʍɺᴣʓロʍʡするとᴩ日本語

ȟᡆɀᣌȶてᴩЫあȶた場所にる̈́けになȶてお

りᴩȦの反ख़をɕȶて正解と˪正解をҜ別するȦとȟȺ

Ƞるǿ˪正解の᪨ɂ「ʡーン」というᡆɀᣌりᬩȟᱝりᴩ

ȦのᬩをᱝɜすȦとȺ生徒のา意をऀȠつけるɀɜいȟ

あるǿَ 4ɂпての問題を正解したऻの画面ȺあるǿȦ

ȦȺɂᴩ英語とȰの下にȰのԨ語に合ȶた意֞の日本語

ȟ΄せて᚜ᇉさɟているǿ英語と日本語の部分をクリʍ

クするとᴩクリʍクした部分の᚜ᇉに対ख़した英語のᬩ

ȟํɟᴩ正解したऻȺɕ発ᬩのᆬᝓȟȺȠるようにコۦ

ンテンʎȟ作ɜɟているǿ

図２：既習語句の復習コンテンツの初期画面

�

以上の流れで，ྠࡰじプロセスにしたがって学習者が

ᶵჾの᧯作や学習の進め方に㌑くことのないように，自ື

的に一連の流れにしたがって取り組めるものとした。その

一連の流れを，≀語のようなストーࣜーや⤮に合わࡏて進

めていくコンテンツも提している。�

� 回は，中学校�ᖺ生を対㇟とした，1(:�+25,=21�(QJOLVK�

&RXUVH����の中から8QLW��$�7ULS�WR�1HZ�=HDODQG��6SHDNLQJ�

3OXV����8QLW��0\�)XWXUH�-REの�つの題材を取り上げた。�

上グの連⥆する題材をこの学習コンテンツに㑅ࡔࢇ理⏤

であるが，題材が⥅⥆的に扱われる⣙�ࣨ᭶間の学習コン

テンツが家庭学習の定╔にどのようなᙳ㡪をえるかとい

う，その効果を᳨ドしていくということがねらいであり，

後の実践の際の課題でもある。�

開発࣒テࢫࢩ．２－２ �β

� 家庭学習用コンテンツを開発するにᙜたって，コンテン

ツの学習内容を᳨ウし，その上でコンテンツのデザインを

考え，システムを組み上げるというᕤ程で作業を進めるこ

ととした。その中で，開発途中のコンテンツのື作☜認お

よびᨵⰋ点のあぶり出しも行い，そこで指されたᨵⰋ点

を，㝶時，システムの組み上げの際に反映した。また，作

業を行う際には，受講者それࡒれの専門性を考慮し，「学習

内容の᳨ウ」「コンテンツのデザインの᳨ウ」「学習コンテ

ンツのシステムの組み上げ」の部分において，大まかに担

ᙜ者を決めて開発を進めた。たࡔし，「コンテンツのື作☜

認およびᨵⰋ点のあぶり出し」は専門性をၥわず，教員と

受講者全員で行った。本コンテンツの開発環境として，主

として$GREH�)ODVK�3URIHVVLRQDOと $FWLRQ6FULSW���を用

いた。この3+3と 64/によってログインᶵ能などが実

される。�

� 学習コンテンツは前述の通り �つのコンテンツ（課題終

後のコンテンツは㝖く）を進ࢇでいくᙧᘧである。本コ

ンテンツの初期画面が図�であることは先程説明したが，

目次のᶓにある�つの࣎タンはそれࡒれがᕥから㡰に，既

習語句の復習，基本文の復習，基本文の解説，� 技能の �

つに特化した練習，自己表現を目標とした課題へࣜンクさ

れており，それࡒれの学習にアクセスできるようになって

いる。࣎タンのⰍにはⰍᙅ者に対応したカラーユニࣂーサ

ルデザインの配Ⰽを᥇用している。カラーユニࣂーサルデ

ザインの配Ⰽは「Ⰽぬの多ᵝ性に配慮した内・サイン・

図表等用のカラーユニࣂーサルデザイン᥎ዡ配Ⰽセット」

をཧ↷した���。�

� 学習の定╔を図り，コンテンツによる学習を⥅⥆さࡏる

もう一つの手❧てとして，これらに学習ᒚṔのᶵ能を導ධ

するண定である。各ユニットの学習が終われば，࣎タンの

Ⰽが⃰くなり，学習が進むにつれて画面がカラࣇルになる

ᵝとなっており，生徒自らが，はどこまで学習が進ࢇ

でいて，あとどれくらい学習すればよいかを自分で⟶理す

ることができる。このログイン情報は，指導者の学習⟶理

画面にも反映されることを定している。生徒それࡒれの

ログイン時間の㛗さや学習の進度から，家庭学習がどの程

度定╔したか，学習に向かう態度がኚ化したかをㄪᰝする

ねらいがある。�

� また，この学習ᒚṔは，家庭学習の内発的ືᶵ付けとし

て有効であると考えた。教師からの外発的ࣇーࣂࢻック

と学習ᒚṔによる内発的ືᶵ付けの୧面から，家庭学習の

定╔を≺うものである。�

� ⥆いては，学習コンテンツの流れについて㡰を㏣って、

図をえながら説明していく。既習語句の復習は英語の音

声を⪺いて，⪺こえてきた音声の単語の意味に沿った日本

語を，クࣜックした㢼⯪にࢻラッグ㸤ࢻロップするという

ものである。᭱初のコンテンツにධった直後の画面では図

�のように日本語の単語は表示されておらず，「全ての㢼⯪

をクࣜックしてみましࡻう。」という指示文と，異なる �

Ⰽの㢼⯪が表示されているࡔけである。� つの㢼⯪それࡒ

れを�回ずつクࣜックすると，図�のように㢼⯪から⪺こ

えてくる音声と対応さࡏることのできる日本語の単語が表

示される。つまり，全ての㢼⯪をクࣜックしないと㑅ᢥ⫥

を表示さࡏないことで，� 度は必ずどの単語においても英

語による音声を⪺いてもらうことが可能となる。正解する

と，㢼⯪がれ英単語とその単語に合った意味が表示され

るようになっている。正解のሙᡤに日本語をࢻラッグ㸤

ロップすると，日本語が㊴ね返って，元あったሙᡤにᡠࢻ

るけになっており，この反応をもって正解と正解を

ุ別することができる。正解の際は「プーン」という㊴

ね返り音が㬆り，この音を㬆らすことで生徒のὀ意を引き

つけるねらいがある。図�は全てのၥ題を正解した後の画

面である。ここでは，英語とその下にその単語に合った意

味の日本語がేࡏて表示されている。英語と日本語の部分

をクࣜックすると，クࣜックした部分の表示に対応した英

語の音声が流れ，正解した後でも発音の☜認ができるよう

にコンテンツが作られている。�
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図２：᪤習ㄒྃの習コンテンツの初期画面�

図㸱：᪤習ㄒྃの習コンテンツのゎ⟅画面�



ᴪ 64 ᴪ

図３：既習語句の復習コンテンツの解答画面

図４：既習語句の復習コンテンツの解答後

ඒɂ基本文のे習問題コンテンʎȺあるǿ基本文のे

習問題ɂҰᣖのஒ習語բのे習とպȫํɟȺ問題を解い

てɕɜうǿȦのコンテンʎȺɕఊқȞɜ日本語の文ቛɂ

᚜ᇉさɟておɜȭᴩɑȭɂ᭛ᓗをクリʍクしてᬩۦをᐨ

いてȞɜ問題を解Ȣ̈́組みになȶているǿَ 3 のよう

にᴩ᭛ᓗɕ日本語の文ቛɕ᚜ᇉさɟている画面ȟَ 5Ⱥ

あるǿ

図５：基本文の復習問題コンテンツの解答画面

基本文のे習問題を解いたऻにᴩ基本文についてం

のᝢをа生のᬩۦととɕにળりᣌるȦとのȺȠる基本

文の解ᝢ動画を見てɕɜうǿ解ᝢ動画ɂَ 6のような画

面Ⱥあるǿᑔを学校ȺΈႊさɟているのᓨにᴩ文

のᓨɂௐΈいのʋョークのᓨにᣋづけたǿ生徒ȟௐޏ

Ȟɜ見ৼɟている授業᭛にᣋづけるȦとȺᴩᄽᜊ的

に画面をᅒɔるȦとȟȺȠᴩ重要な部分ȟ一目Ⱥ分Ȟる

ように܁ࡾしてあるǿ

�

以上の流れで，ྠࡰじプロセスにしたがって学習者が

ᶵჾの᧯作や学習の進め方に㌑くことのないように，自ື

的に一連の流れにしたがって取り組めるものとした。その

一連の流れを，≀語のようなストーࣜーや⤮に合わࡏて進

めていくコンテンツも提している。�

� 回は，中学校�ᖺ生を対㇟とした，1(:�+25,=21�(QJOLVK�

&RXUVH����の中から8QLW��$�7ULS�WR�1HZ�=HDODQG��6SHDNLQJ�

3OXV����8QLW��0\�)XWXUH�-REの�つの題材を取り上げた。�

上グの連⥆する題材をこの学習コンテンツに㑅ࡔࢇ理⏤

であるが，題材が⥅⥆的に扱われる⣙�ࣨ᭶間の学習コン

テンツが家庭学習の定╔にどのようなᙳ㡪をえるかとい

う，その効果を᳨ドしていくということがねらいであり，

後の実践の際の課題でもある。�

開発࣒テࢫࢩ．２－２ �β

� 家庭学習用コンテンツを開発するにᙜたって，コンテン

ツの学習内容を᳨ウし，その上でコンテンツのデザインを

考え，システムを組み上げるというᕤ程で作業を進めるこ

ととした。その中で，開発途中のコンテンツのື作☜認お

よびᨵⰋ点のあぶり出しも行い，そこで指されたᨵⰋ点

を，㝶時，システムの組み上げの際に反映した。また，作

業を行う際には，受講者それࡒれの専門性を考慮し，「学習

内容の᳨ウ」「コンテンツのデザインの᳨ウ」「学習コンテ

ンツのシステムの組み上げ」の部分において，大まかに担

ᙜ者を決めて開発を進めた。たࡔし，「コンテンツのື作☜

認およびᨵⰋ点のあぶり出し」は専門性をၥわず，教員と

受講者全員で行った。本コンテンツの開発環境として，主

として$GREH�)ODVK�3URIHVVLRQDOと $FWLRQ6FULSW���を用

いた。この3+3と 64/によってログインᶵ能などが実

される。�

� 学習コンテンツは前述の通り �つのコンテンツ（課題終

後のコンテンツは㝖く）を進ࢇでいくᙧᘧである。本コ

ンテンツの初期画面が図�であることは先程説明したが，

目次のᶓにある�つの࣎タンはそれࡒれがᕥから㡰に，既
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して˶ɌɟɃよいȞを一目Ⱥ分Ȟるようにしたǿ正解Ȟ

˪正解ȞのҜ別ɂпてのԨ語を˶Ɍ変えたऻにのみ行

えᴩኌえ合ɢせʦʉンをઃすȦとによȶて行ɢɟているǿ
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َ 8Ⱥɂ英語ȺంȞɟた文をクリʍクするとᴩȰの英文
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クɂઃすとᬩۦȟํɟるというȦとをಘ内しているǿᎃ

習コンテンʎにɂᴩ他にɂÔòõå ïò Æáìóå 問題なȼをႊ

意しているǿ

図７：並べ替え問題の初期画面
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家庭学習と授業をつなぐ英語教材の企画開発を通した多面的知識の実践的理解について

図８：並べ替え問題を解答している状態

図９：学習コンテンツの初期画面

自ࢄ᚜းを目ൈとした課題ɂᴩ˫えɜɟた題材ɗ指ᇉ

にภȶて自分Ⱥ考えた英文をキーʦーʓȺੜȴᴩᜤᣖし

て ×åâ 上Ⱥ૬出したりᴩȰɟを᧸ᬩしてᣞ信したりす

るȦとなȼȟ考えɜɟているǿး在ᴩȦの部分について

ɂ開発ᣩ中Ⱥありᴩシステム面における今ऻの課題Ⱥあ

るǿ

りᤍコンテンʎȺɂᴩ英語に関するំ知識ɗЅを߆

見るȦとȟȺȠるǿȦのコンテンʎの中Ⱥ見るȦとのȺ

ȠるЅの一ብをጳ介としてَ 1° にᇉしたǿ

図 10：寄り道コンテンツの一場面

Ⅲ．日報の振り返りによる知識・理解のプロ
セス
ȦȦȺɂᴩ日ڨに基づȠᴩյՙផ者ȟ授業ጶ̘ऻの開

発を通ȫた知識の理解ኄについてのળりᣌりを行うǿな

おᴩյՙផ者ɂඒቛにおけるテキストʨɮニンɺ分Ұ

にળりᣌりを行ȶておりᴩȰのፀをᡍɑえたળりᣌり
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Ⱥɂないǿɑたᴩՙផ者に日ڨのળりᣌりɂ日ڨをȼの

ような意َȺంいたのȞというȦとをᜤᣖするというᴩ

ᜤᣖの内容についての方向性ɂᇉしたȟᴩフɳーʨʍト

についてɂ指定せȭյȁᤏいȟあるɑɑᴩᢐせているǿ

３－１．受講者Ａ
３－１－１．日報振り返り
１）５月
・コンテンʎのпͶЅȟ見えȭᴩ˪ާȳȶたǿ

・学校と家庭をネʍトʹークȺፀɉと考えた時にᴩ「ȼ

のሌ࣊」ȺあɟɃよいȞᣘȶていたȟᴩコンテンʎのʉー

ゲʍトȟ見えᴩȼのʶʣルにᕶとしᣅɦȺいȢȞを考え

るȠȶȞけȟȺȠていȢǿ

・学習をፕፖするಘとしてᴩ学習ɵʶンʊーȺ教࢙Ȟɜ

のフィーʓʚʍクと自ࢄのળりᣌりの˵面ȟ॒要Ⱥある

と考えているǿ他の授業ȺᴩフィーʓʚʍクのȦとにつ

いて学ɦȳȦとȟȠȶȞけȺあȶたǿȦのᬰɂᴩ他の授

業Ⱥ学ɦȳȦとȺɕᴩコンテンʎに生ȞすȦとɂȺȠな

いȞ考えるȦとȟ多Ȟȶたǿ役割分આのコʫントȟۄえ

てȠたǿ

・自分ɂͷをするɌȠȞᴩ意識しܿɔているǿ自分ȟ૬

ಘしたȦとを自分ȟȰの役割をઆうというٍȺあȶ

たǿたȳᴩお̠いにɵʚーし合ȶていたのȺᴩާڪ感ɂ

あȶたǿȰの反面ᴩ͖感ȟऐȢなȶてȠたのɕȦのᬰ

Ⱥあるǿ౩а生᭛解ᝢコンテンʎのՙけȟよȢᴩ意外ȳȶ

たǿ自ࢄᑌ定感ȟͲいᇹɂᴩ1 つᝓɔてɕɜえたという

ધȴȺᴩモʋʣーションの高ɑりȟ見ɜɟるǿ

２）６月
・解ᝢコンテンʎをなȞなȞ૬ᇉȺȠない自分へのཱིり

を感ȫていたǿᎃ習コンテンʎɗいɠいɠしなけɟɃな

ɜないȦとと˵ȺȠていなȞȶたたɔと९ɢɟるǿȦ

の日の日ڨɂᴩ自分へのਿɔの意֞合いȟऐȞȶたと९

うǿ

・ంコンテンʎに目ѿȟȴᴩȰのᝁ作ֿをᆬᝓして

いたȳȠたいというધȴȳȶたǿ自分ȟつȢȶた࿎ȟ

ȼのሌ࣊のクɴリティなのȞᴩ他者の目を通したいと

९ȶていたǿȦの時点Ⱥɂᴩɑȳ自分のး在地ȟ見えて

いないというȦとȳと९うǿ

３）７月
・ɗȶと見せɜɟたȦとȺߵᴩ しのާڪ感を感ȫているǿ

・း実的な対ኍを考えていたǿᝢコンテンʎと᧸ᬩし

たᬩۦを合ɢせるȦとよりɕᴩߵし重Ȣてɕ動画にした

方ȟᴩՙផ者ᵀさɦにȞȞる២આȟߵなȢなると९ȶ

たǿɑたコンテンʎを作る᪨の相ਖ਼意識の高ɑりȟ見ɜ

ɟるǿ実᪨に఼年ΈうȦとになȶたとȠにᴩȼȦɑȺȺ

ȠるȞの˪ާɂࢠにあȶたǿ

・解ᝢコンテンʎの動画ԇの目ᣩȟȶたのȺᴩ一ާ॑

しているǿȦの時点Ⱥɗȶと॑のͺ裕ȟȺȠたǿɑた߆

りᤍコンテンʎの動画ଟफをȼのように進ɔていȢȞ真

Ҷに॑ᥓしていたǿɑた自分の分આȟɅとɑȭȺȠたの

Ⱥᴩඒのᎃ習コンテンʎの作成とᴩ文ቛをంいていȢȦ
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とに目ȟ向いたǿ

４）全体として日報が与えた学習者への変化
コンテンʎのౕ組みȟขɑȶてȢるとᴩዮȁのઆछを

分આしたǿしȞしᴩȰɟȳけというȦとȺɂなȢᴩお̠

いにクロスɴーʚーして相̠ᛃީを行ȶていたǿ日ڨɂ

自分たȴのॗɟているȦとを९い出させてȢɟたりᴩす

るɌȠȦとをળりᣌȶたりᴩȰɟȱɟの作業มをᆬᝓ

する上Ⱥ有ӛȺあȶたように९うǿ

ḧ「း在のมについて」のᬱ目 

・п׆ȟȰの日のȦとについてᣖɌるȟᴩȰɟȱɟ視点

を変えてంいていたǿ1 ̷目ȟ発信するとᴩඒの̷ɂȰ

ɟをᝣɦȺᴩ別のʧɮントȺᝈをしたりᴩᠴりない部分

を͇けᠴしたりしなȟɜంいていたǿఊऻにంȢのɂȳ

いたい自分Ⱥあȶたȟ・・・ǿ

Ḩ「みなさɦへ」のᬱ目 

他の方Ȟɜᴩ「Ȧうしよう」「ȦうしてȢȳさい」とい

ɢɟるȦとȺᴩȰの役割をऐȢ感ȫたǿ͖感を感ȫる

ととɕにᴩȰȦに自ࢄ有ႊ感ɕ感ȫていたǿ反面ᴩ自分

自ᡵɂȦのᬱ目をంȢのȟी意ȺɂなȞȶたǿ̷にお᭐

いをするのȟी意ȺɂなȞȶたȞɜȳǿȦȦȺᴩ自分の

性ಐをऐȢ感ȫるȦととなȶたǿ

３－１－２．開発における学習者の変化 
・学習者と学校をつなぐコンテンʎという発の中Ⱥᴩ

クラɰʓのҟႊを९いつȢǿȠȶȞけɂᴩ「ํ行」ǿしȞ

ɕᴩクラɰʓȺあɟɃ教࢙ɕ学習者ɕ学習มをц有Ⱥ

Ƞると考えたǿスʨʥᴩʉブʶʍトȺɂ Æìáóè ȟ動Ȟ

ないというȦとなȼの環境的要因ȟありᴩÐC 環境とし

たǿɑたᴩSNS ढࣻȺɂρ̷情ڨのつなȟりɗネʍト

ʹーク上のモラルの問題Ȟɜᴩクローʄʓネʍトʹーク

Ⱥ行うȦととなȶたǿȰȦȺɂネʍトʹークにおけるセ

キュリティの問題ᴩρ̷情ڨの問題を考えるにᒴȶたǿ

・ネʍトʹークをΈȶたコンテンʎを考えた時にᴩ̷Ұ

Ⱥ発ۦするȦとȟᔍਖ਼な生徒ȟ९い๙Ȟɦȳǿ一̷Ⱥあ

ɟɃۦを出すȦとɕȺȠるǿȰȦȺᴩ発ᬩᎃ習のコンテ

ンʎを考えたǿȰの部分にᴩȦの発ɂ生Ȟさɟているǿ

・学習にɂフィーʓʚʍクȟ॒要Ⱥあると他の授業Ⱥ学

ɦȳǿ自分たȴ自ᡵɕフィーʓʚʍクのある授業とȰう

Ⱥない授業Ⱥɂᴩ学習意ඕȟႱなるȦとɕあȶたǿȦɟ

ɂ̷間発達科学研究科というౕ組みȟᴩ自教科ȳけȺな

Ȣᴩറȁな分野を的に学ɉという発のɕとᜫᏚさ

ɟᴩȰのȦとȟщးԇさɟているとɕ考えɜɟるǿ

・Ԩなるᎃ習コンテンʎȺɂなȢᴩ自分の発ᬩを᧸ᬩし

てᴩ૬出させᴩ教࢙ȟȰɟを授業ɑたɂネʍト上Ⱥフィー

ʓʚʍクするȦとを考えたǿȦの᧸ᬩᴩフィーʓʚʍク

機能ȟコンテンʎに取り入ɟɜɟたǿ

・コンテンʎのಘを考えるとȠにᭀにあȶたȦととして

ɂᴩഫ成ʫンʚーを見てᴩ自分の役割を考えたというȦ

とȺあるǿȰの中Ⱥ自分ɂܩͷにɮンʉーフɱースを面

ᄌȢするȞȟᨉȳと感ȫていたǿȰȦȺ学習ӛɂ上ȟ

ɜないȞɕしɟないȟ「面ᄌいɕの」を考えるようにし

たǿɑたᴩ「ํ行」についてɕ考えたǿ解ᝢコンテンʎ

を入ɟるのȺあɟɃᴩ「有ջなа生のようにЅにして

ɂȼうȞ」と考えたǿ学習をፕፖするたɔのアɮディア

を考えるとなȶた時にᴩ自分ɂクラɰʓɵʶンʊーに自

分の̙定をంȠᣅɦȺᴩጶɢȶたɕのɕරしているのȳ

ȟᴩȰのȦとȟᤈՍをળりᣌる一Ӓになȶているとづ

いたǿȰȦȺᴩɺーɺルɵʶンʊーをՎ考にしてᴩ学習

ከ理ɵʶンʊーを૬ಘしたǿɮンʉーフɱースɮʫーʂ

ɂɺーɺルɵʶンʊーᴥఌ᚜ᇉᴦȺあるǿ

　Ȧɟɜをɂȫɔとしてᴩ自分としてɂጽ᮷ៈ富なа生

のアɮディアをʣースにᴩȰȦにȼうɗȶて͇֞けをす

るȞを考えていたように९うǿȰȦに自分の役割を感ȫ

ていたのȺɂないȞǿ

３－２．受講者Ｂ
３－２－１．日報振り返り
１）５月
・企画を考える᪨ᴩ教׆と生徒をつなぐ 3° 分ሌ࣊の家

庭学習にしようという方向性ȟᇉさɟたǿ内॑「ɗȶɄ

りᴩᇹのアɮディアɂɉȶ᭣ɦȺいたのȳな」と९いな

ȟɜᴩ「ɗɂりᴩȺȠるኰٍɂขɔɜɟているよな」と

を目指している׆しරॡȳȶたǿȰɟとպ時にᴩ「教ߵ

͏上ᴩ教育を基本としたコンテンʎをつȢるɌȠなのȳ

ɠう」と考えたǿ「授業中に生徒ɂȼɟȳけ英語をΈȶ

ているのȳɠう」とɈと考えた時ᴩ「ɎとɦȼΈȶてい

ないのȺɂないȞ」と९ȶたǿ授業についていけない生

徒ɂ߸ȺあるǿȰういう生徒Ⱥɕᴩ英語をΈうように

するにɂᴩ家庭学習しȞないǿ英語ȟȺȠないとȦɠを

Փȳȴに見ɜɟてᴩȭȞしい९いをするȦとɕないǿ 

・ᇹȟ一ႭȦȳɢりたȞȶたȦとɂᴩͷ࣊Ⱥɕɗりᄽし

ȺȠるȦとȺあるǿ一܅࣊したȞɜȳɔȺɂᴩɗる

ȟなȢなȶてしɑうǿᇹɂᴩӣऐɂͷ࣊ɕͷ࣊ɕ間ᤏȶ

てᴩ़ ȁにȺȠるようになȶていȢɕのȳと考えているǿ

間ᤏえる࣊にߵしᕶȴᣅɓȟᴩ今࣊ȦȰɂと९いᴩɑた

ભするǿȦのようなᤈሌをጽてȦȰीɜɟる「ȺȠ

たᴞ」という感覚ɂᴩとてɕݼしいɕのȺありᴩඒへ進

ɕうというՁ動力になȶているȟするǿȦのような感

覚をᴩȦのコンテンʎȺ᚜းȺȠɟɃݼしいと考えてい

たǿ

・ᇹȟઆछするのɂᴩፎの部分ȺあȶたǿȦのようなፎ

ɂᴩ学部時代に教授ȞɜᭅɑɟたʚɮトȺ૫いたȦとȟ

あȶたのȺᴩᡵഫえるɕのȺɂなȞȶたǿɓしɠᴩ「自

分ȳけ楽しɔる役割ȺいいのȞ」とさえ९ȶていたɎȼ

Ⱥあるǿ

・英語についてɂߩᩌ性ȟ̈しいのȺᴩᎃ習ơᆬᝓテス

トの一連のํɟを作ɟるのȞ॑ᥓȺあȶたǿɑȭɂᴩ中

学校の教科ంをよȢᝣɦȺᴩ今ɂȼのような内容ȟ行ɢ

ɟているのȞといȶたੰ૱をしなけɟɃなɜないと考え

ていたǿ

・解ᝢについてɂᴩߵしᑹにᕶȴないとȦɠȟあȶたǿ

解ᝢɂ一つのʛʉーンȺȰɟをઆछ者に関ɢɜȭпてに
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ΈえɃいいと考えていたǿᇹとしてɂᴩཱིりɕあȶたの

Ȟɕしɟないǿఊқに考えていたよりɕᴩᄱりȳȢさɦ

のコンテンʎになりȰうȺあȶたたɔᴩௐ通にɗȶてい

てɂጶɢɜないと考えていたǿȰのたɔᴩᤛ材ᤛ所とい

うᕹにȦȳɢȶていたǿ

・Æìáóè ɂᴩ今ɑȺ一࣊ɕΈȶたȦとȟなȞȶたǿɓし

ɠᴩʨʍクのʛʇコンに᜔ɟたȦとɕないǿȰɟȺɕᴩ

Æìáóè をɗȶてみようと९ȶたのɂᴩȦのɑɑȺɂፏ対

にコンテンʎɂ̈́上ȟɜないと९ȶたȞɜȺあるǿɑȭᴩ

つȢるコンテンʎのሗ᭒ȟ多いǿे 習コンテンʎȳけȺᴩ

Ԩ語・文・解ᝢの 3ሗ᭒ɕあるǿȰɟにӏえᴩᎃ習コン

テンʎ・課題コンテンʎɕͷሗ᭒Ȟありᴩʧɮント制ɗ

りᤍコンテンʎとᄱりȳȢさɦȺあるǿඒにᴩ੫ᚓઆ߆

छ者ȟ 1̷しȞいないたɔᴩ一̷ȺȦɟɜのコンテンʎ

をつȢりあȥるのɂᴩ大変すȡるとጨ̷のᇹȺɕ感ȫたǿ

ఊऻにᴩ時間の制᪅Ⱥあるǿጙ 5ȞఌȺᴩコンテンʎを

̈́上ȥなけɟɃなɜないǿȦのような要因ȟあȶたたɔᴩ

しȺɕ力になɟɟɃと९いᴩÆìáóèߵ の੫ᚓを学ɏうと

९うにᒴȶたǿ

２）６月
・英文を作るȦとにߵし២આを感ȫܿɔていたǿаにፎ

を૫いたのȺᴩȰɟに合うように英文を作ɜないといけ

ないǿあるሌ࣊ȼのような英文を作るȞɂขɔたɕののᴩ

ஒ習のԨ語・文ศをΈɢないといけないたɔᴩᫍしさを

感ȫていたǿɗɜなけɟɃなɜないと९いなȟɜᴩ考え

てকᝇɑるというᎱりᣌしȺ中ȁҰに進ɑないมȳȶ

たように९うǿある日ᴩՙផ者ᴾа生にߵし英文を見て

ɕɜȶたȟᴩፎの変を進ɔɜɟたǿ正ᄽᴩᜏ૫いた

ፎȟིᮞになȶてしɑうのȺᴩあɑり᠆成ȺȠなȞȶたǿ

けɟȼɕᴩፎを変えないとҰに進ɑないと९いܿɔてい

たǿ

・֚りの方の日ڨをᝣみなȟɜᴩͷɕ進ɦȺいない自分

ȟ情けなȞȶたǿȺȠるȳけ自分の力Ⱥᬷएɠうと९ȶ

ていたしᴩӒけをɔるのɂȰの̷の時間を割いてᣘ

ȟȞȞると९ȶていたのȺᴩなるɌȢɗりたȢなȞȶたǿ

しȞしᴩᭅるとȦɠɂᭅȶた方ȟᴩпͶのたɔになると

感ȫたǿးᐳのа生ȟお̷̝ɕいるのȺᴩȰのȦとを生

ȞさないとʋームȺɗる意֞ȟないと自分をᝢीしなȟ

ɜᴩ֚りのа生にӒけをɔようとข॑したǿ

・ՙផ者Ｄа生Ȟɜおᣌ̜をᬯȠᴩȞなりε正するとȦ

ɠȟありᴩ正ᄽショʍクȺあȶたǿպ時にᴩ「ՙផ者Ｄ

а生にᴩȦɦな間ᤏいȳɜけの英文をᣞȶてしɑȶて႑

しᜭない」というધȴȟあȶたǿけɟȼɕᴩढにした

Ȧとɂᝓɔて下さȶたのȺᴩݼしȞȶたǿͷとȞ英語力

ȟིいなりにɕᴩᬷएȶていると感ȫてᬯけたのȞɕ知

ɟないǿՙផ者Ｄа生にԦ力してᬯいたのȺᴩ自分Ⱥɕ

う一࣊ᎃりᄽしてᬷएɜなけɟɃいけないと感ȫてい

たǿ

・ጨᄽにӒけをɔるȦとȟ一Ⴍよい方ศなのȳと学ɦ

ȳǿい出すのにߵȁӢȟいるȟᴩȰɟɕ大ҒなȦと

なのȳと感ȫたǿたȳᴩɑȳ自分Ⱥ考えるȦとȟ॒要な

のȺᴩᬷएɜないといけないǿしȞしᴩ自分一̷Ⱥ考え

ていたとȠよりɕᴩ十分にҰに進ɦȺいるように感ȫɜ

ɟたのȺᴩ「ɗɟɃᴩጶɢる」と९ȶてᴩ作業ȺȠたǿ

・ᄒさɦに ÕNIÔ3 の Æìáóè を見てᬯいたǿ正ᄽᴩɗȶ

と ÕNIÔ3 のಘȟȺȠたというとȦɠȺᴩɑȳᄒさɦと

պȫȢɜいの̜̈́ᦀをЄけていないと感ȫるǿɕȶと

ᬷएɟたのȺɂないȞと感ȫているǿなȯᴩȦȦɑȺ

ÕNIÔ3 をީ成させるのȟᤂȞȶたのȳɠうと考えるとᴩ

ɗɂりፎをаに૫いたのȟᓦȢなȞȶたと反ᅁしたǿඒ

に作成する ÕNIÔ2 Ⱥɂᴩаに英文をつȢるようにしよ

うと考えていたǿ ε正するとȦɠȟᄒさɦȞɜあɑり

出てȦなȞȶたのȺᴩɎȶとしたǿÕNIÔ3ȟީ成すɟɃᴩ

պȫɕのをΈえɃよい部分ȟ多いのȺᴩᢎ的ᅽ時間Ⱥ

制作ȺȠるȳɠうと९ȶたǿÕNIÔ2 にɕΈうɕのをȦ

ɟȞɜつȢるのȳȞɜᴩ自分なりのɮʫーʂにȦȳɢȶ

て̈́上ȥたいと感ȫたǿ

３）７月
・Ұوのផ義ȺᴩÕNIÔ2 の英文をՙផ者Ｄа生と一፳

に考えたǿÕNIÔ3 の教ᜡを生Ȟしてᴩ英文を考えてȞ

ɜፎを૫Ȣ方ศをとるǿɕのの 3° 分ͱȺ英文ȟ出఼上

ȟȶたǿÕNIÔ3 のとȠの取りᠰしᔍәをߵしऻণした

ȟᴩ他̷の力をϋりるȦとȺᴩȦɦなにɕӛလȟ上ȟる

Ȧとにᯆいていたǿ

・日ڨȺ今ऻの̙定をててɂみたɕののᴩȦの通りに

進ɑないȦとɂ͇いていたǿたȳᴩ֚りよりɕ̜̈́ᦀ

ȟߵないȦとをᛃうたɔにᴩᤈ߈スケʂュールをてて

しɑȶたǿ

３－２－２．開発における学習者の変化
企画の時ᴩȰɟȱɟのʡʶʆンを発᚜する中Ⱥᴩɗɂ

りᇹɂ教育する̷として教材をつȢȶていȢɌȠなのȳ

と感ȫたǿՙផ者Ｄа生ɗՙផ者ᴾа生ɂᴩ授業ȺΈえ

る教材を考えてȠていたǿа生方ȟȧ自分Ⱥ作ɜɟᴩ実

᪨に授業ȺΈȶた教材を見せてᬯいたǿえɃᴩ子ȼɕ

たȴȟܧȠȰうなアɮʓルの英語のඟの意֞を考え

るɕのᴩ日本語Ⱥ英語の発ᬩにᣋいᕹを集ɔたɕのな

ȼᴩ子ȼɕたȴにᣋい教࢙ȳȞɜȦȰᴩ子ȼɕたȴのᒾ

֞ȟɢȞりᴩ教࢙Ⱥないと考えɜɟない教材ȟあるのȳ

と感ȫたǿ

Ȱɟəえᴩコンテンʎ開発ɂ教׆ȟ行う教材研究とպ

ȫȺあると感ȫたǿ子ȼɕたȴȟよりӣऐȟɢȞるよう

にᴩᒾ֞をऀȢようにつȢɜɟるǿ͏Ұɂᴩコンテンʎ

開発というと教׆ȺɂなȢ ICÔ なȼのߩᩌの̷ȟ行う

と९ȶていたǿしȞしᴩコンテンʎ開発と教׆の教材研

究ɂպのɕのȺᴩ教材開発の࣫ᩋ፷上にコンテンʎ開

発ȟあるǿȰɟəえにᴩ子ȼɕɗ教׆のȦとȟᓦȢ分Ȟȶ

ている̷Ⱥないとᴩコンテンʎɂ開発ȺȠないǿ今وの

コンテンʎ開発ɂᴩ中学校教׆ጽ᮷者ȟ 2̷ɕいる中Ⱥ

行ɢɟたǿ教׆なɜȺɂの視点ȟありᴩጯȞいとȦɠɑ

ȺよȢ考えɜɟているコンテンʎになȶているのȺɂな
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いȞと考えるǿ教׆ጽ᮷者Ⱥないᇹɂᴩコンテンʎをつ

Ȣるのに一生ਰ֤ȺᴩついΈうϫのΈいɗすさを見ᕶと

しȟȴȺあȶたǿȰɦな時にᴩ教׆ጽ᮷者Ȟɜアʓʚɮ

スをᬯȢȦとȺᴩΈうϫቼ一のコンテンʎを̈́上ȥるの

ȳという意識をધつȦとȟȺȠたǿ

３－３．受講者Ｃ
３－３－１．日報振り返り
１）５月
・Æìáóè をΈȶて᧸ᬩ・᧸画ȟȺȠᴩデーʉʣースɿー

ʚーにて学習ከ理ȟȺȠるというシステムの外ढɂᴩȦ

ȦɑȺȺ見えてȠているǿ たȳしᴩᛓ᫆なシステムを

作ȶてɕ分ȞりにȢいȳけなのȺᴩȺȠるȳけシンʡル

に分Ȟりɗすいコンテンʎを組み入ɟるȦとȟ॒要ȳと

感ȫているǿ 楽しȢΈえるコンテンʎを作ɠうᴞᴞ

・学習にᒾ֞のིい̷Ⱥɕᒾ֞をધȶてɕɜえるような

コンテンʎを作る॒要ȟ有りᴩ学力のͲい࠙をࣄ上ȥ

ȺȠるコンテンʎを作りたいと考えているǿ Ȱの反面ᴩ

学力の高い̷ȟΈȶてɕᴩ˪を覚えないようなコンテ

ンʎにɕする॒要ȟあるのȺɂないȞとɕ考えていたǿ 

なのȺᴩ߆りᤍコンテンʎȺȰの部分のすみ分けȟȺȠ

ないȞとൌጪしているǿ

・大Ƞな学習ከ理システムと課題૬出システムȟ有ȶ

てᴩȰȦにऻȞɜጯȞいコンテンʎをᠴせる̈́組みのシ

ステムをഫኳしていȢȦとを考えているǿ ԨЫの中ᡵ

のյコンテンʎを制作していȢ᪡に入りܿɔたǿ

・းᐳの̷とȰうȺɂない̷の見方をឰᝲしなȟɜすり

合ɢせていȢȦとȟ॒要Ⱥあると考えているǿ 自分ɂ

း場の方に߆りຍȶたシステムを作りたいと考えていた

たɔᴩよりး場のۦɗး場の方Ȟɜ見たΈいɗすさなȼ

の指ଊをඕしていたǿ たȳᴩጨ̷目Ȟɜ見てᴩ本छに

ȦɟȟΈいɗすいのȞという他者ɗᜊȞɜ見た目ȟ॒

要Ⱥあるとɕ考えているǿ

・学習ከ理機能ɗȰの他のյコンテンʎを作ȶてȞɜ意

見をɕɜうȦとになȶたǿ ʓラʍɺᴣʓロʍʡのシス

テム作りに本ಐ的に取りȞるȦとにしているǿ 

・ͷɕ分ȞɜないとȦɠȞɜᴩ今ある知識をΈȶてᴩȦ

ɦなɕのを作りたいと考えてȰɟを作ȶていȢȦとȺᴩ

Ȱの行動Ȟɜ自分の知識のᖞሥȟȺȠるというȦとをᆬ

ᝓしてᴩ実行していȢȦととしたǿ ඕơ知るơ分Ȟ

るというํɟǿ

・ʓラʍɺᴣʓロʍʡのシステムについてᴩዊԨなᝁ作

ֿを制作していたǿ Ȧの時点Ⱥɂᴩَढを正解となる

対៎࿎へʓラʍɺᴣʓロʍʡすると正解Ȟ˪正解ȞҜ定

するɕのȳȶたǿ 基ᇀの基ᇀの部分のʡロɺラミンɺ

ȳȶたȟᴩ達成感ɂ大いにあȶたǿ ʡロɺラミンɺの

Ȧとɂͷɕ分ȞȶていなȞȶた自分ȟᴩȦのようなɕの

を作ɟるとɂᯆȠȳȶたǿ

・ᝁ作したシステムについてするढȺጳ介してい

たǿ Ȱɟを発ࠕさせてᴩ学習コンテンʎにしていȦう

と考えていたǿ

２）６月
・᭛ᓗコンテンʎのᝁ作ֿをしたǿ 「Ȧɦな感ȫȺ

ȼうȺすȞ」と力作をしたȟᴩΈȶていると自分Ⱥ

ɂ見つけɜɟなȞȶたʚɺȟ見つȞりᴩデʚʍɺの重要

性をᡵにしみて֞ɢȶたǿ Ȧɟȟީ成とɂ 1 ミリɕ考

えていなȞȶたȟᴩいȩΈȶてみるとᴩᥓᓨɗ᭛ᓗのᥓ

Ꮪᴩ文ޏの大Ƞさなȼの見た目のデʀɮンȟᴩቼ一Ա៎

として重要になȶてȢるȦとȟ分Ȟȶたǿ Έい勝ਖ਼の

ᓦさについてᴩΈう相ਖ਼のȦとをቼ一に考えてᴩ制作

を進ɔていȢȦとȟ大Ғなのȳと実感したǿ ようɗȢ

øíì フɫɮルのᝈȟ出てȠたǿ ߆りᤍコンテンʎにつ

いての方向性ȟข定したǿ

・自分ɂȼɦȼɦシステムɗコンテンʎを組み上ȥてい

ȢȦとȟ̜̈́となȶていたのȺᴩコンテンʎを制作して

するȦと自Ͷȟ૬ಘとなȶていたǿ たȳしᴩ学習

の中ᡵについてጨ̷Ȟɜ見た目፷ȺしȶȞりと向Ƞ合

いᴩよい૬ಘȟȺȠるようにとᴩいつɕ考えていたǿ 

ᄒさɦに支えɜɟてᴩറȁな指ଊをいたȳȠなȟɜᴩ作

業しているȦとに感ពのધȴȺいȶɄいȳȶたǿ ᭛

ᓗコンテンʎの中ȺΈႊさɟるӛᬩɗ発ᬩについてᴩ

ᬩᦀをᤛҒな大Ƞさになるようにา意を傾けたǿ

・᭛ᓗコンテンʎについてᴩҰوɂ 1つのʰニʍトにし

Ȟ行けなȞȶたɕのをᴩ他のʰニʍトにɕ行けるように

改ᓦしたǿ しȞしᴩ問題ȟ上ਖ਼Ȣ᚜ᇉȺȠなȞȶたりᴩ

ʓラʍɺᴣʓロʍʡの̈́組みȟ動ȞせなȢなȶたりとᴩ

たな問題ȟ້ɟるように出てȠたǿ ߵしȭつしȞ進

ɔȭにݲになりȞけるȦとɕ有ȶたȟᴩ自分にᬷएるȱ

ᬷएるȱといᐨȞせたりᴩᄒさɦのおを९い出すȦ

とȺモʋʣーションをͷとȞ፟ધしていたǿ᭛ᓗコンテ

ンʎȺɂ4問と5問の部分ȟあȶたのȺᴩȰのᤏいによȶ

てʡロɺラムの組み૰えȟ॒要ȳȶたǿȰの点について

大いにভɦȺいたǿ 一ඬ一ඬのඬみȟᤂȢ自分の実力

˪ᠴをმ感するととɕにᴩ内॑Ȱɟをɔていたǿ 自

分ȟɕȶとᬷएɜなけɟɃと९ȶておりᴩ自分のɮʫー

ʂする進み方とး実の進み方のࢃȟȳいɉ出てしɑȶて

いたのȺᴩ力ᦀ˪ᠴȳȞɜ̈́方ないと९いつつɕᴩとて

ɕཱིȶていたǿ

・Ұوとպȫようにᝁ作ֿを見せて指ଊしてᬯȢढȳȶ

たǿ ՙផ者ᴿさɦとɂԦ力してコンテンʎの中ᡵを考

えたǿ

３）７月
・ᴥး֖ڨをなȯᣞȶたのȞ 7¯7ᴦシステムのࡾሌ᚜

を作成しᴩ進ાมとコンテンʎにɂͷȟ॒要Ⱥᴩȼの

ような̈́組みとの関ɢりȟあるのȞについてᜤᣖしたǿ 

Ȧの時点Ⱥᴩറȁな課題ɗ研究と多ᠴのɢɜȫৰȳȶ

たのȺᴩコンテンʎデʀɮン特ᝲȺのး時点Ⱥのมを

理する॒要ȟあȶたǿ コンテンʎについてɂ自分の

力ᦀ͏上のȦとをしておりᴩ自分ɕɕɗɕɗする上にᄒ

さɦのȦとɕɕɗɕɗさせていたのȺᴩ一ஔᓨȁなȦと

をᝢする॒要ȟあȶたǿ ཱིȶてɕ̈́方ȟないのȳȟᴩ
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しȭつȺɕҰに進ɦȺいȢᴩҰのɔりȳけɟȼɕҰのߵ

ɔりになりᤈȡȭにᴩ1 つ 1 つมをᆬᝓしᴩよいɕの

を作ɟるように進ɦȺいȢȦとを自分の中Ⱥѓᆬᝓして

いたǿ ᄒさɦのȦとをɗȠɕȠさせていたのɂᆬȞな

Ȧとȳと९うのȺᴩ႑しᜭなȢ९ȶていたǿ よいɕの

を作るにɂ自分の力ᦀ͏上のȦとɂߵししなȟɜᴩཱིり

なȟɜ作りᴩȰのཱིりの中Ⱥఊ大᪅ӣऐしᴩȰɟȺあり

なȟɜʨɮʤースに࿎̜をፕፖさせていȢ॒要ȟあると

感ȫていたǿ

・システムについてɂ᭛ᓗコンテンʎの大ȠなჀ問ȟ解

ขしていたǿ 自分ȺつけたɮンスʉンスջとɂႱなる

ɮンスʉンスջȟ内部Ⱥつけɜɟていたたɔにᴩʓラʍ

ɺᴣʓロʍʡȟ動作しないというȦとȺあȶたǿ Ȧの

点についてጞीɂしていないȟᴩȰの̈́組みを理解した

上Ⱥᴩ内部Ⱥ͇けɜɟてɮンスʉンスջをΈႊしてい

ȢȦとȺ動作を保つȦとにしたǿ 進みщ合についてɂ

ҰوとɂɎとɦȼ変ɢȶていないȟᴩߵしȭつȺɂあ

るȟҰに進ɦȺいる感覚ɂ実感していたǿ コンテンʎ

にΈႊさɟている文ޏのフɳントについてɂ Íáã Ⱥɕ

×éîäï÷ó ȺɕΈえるɕのにする॒要ȟあȶたのȺᴩ自

分ɂగͶをΈႊしていȢȦとにしたǿ

　自分のコンテンʎに対する૬ಘについて 解ᝢコンテ

ンʎの動画についてᴩí4ö フɫɮルȺ保ސしてɕɜȶ

たɕのを æìö フɫɮルに変૰してΈうȦとをขɔたǿ

４）日報全体を通して
日ڨを 1間に とՙផ者にᣞるȦとによȶ׆ᴩ教و1

てᴩٍ֚の進行มを知るȦとȟȺȠᴩ開発に対するモ

ʋʣーションを፟ધする一Ӓとなȶたǿ

ɑたᴩඒوɗるɌȠȦととး在のมᆬᝓȟȺȠᴩお

̠いにᢌにアʓʚɮスɗ指ଊをするȦとȟȺȠるの

Ⱥᴩリʨɮンʊーとしての役割ᴩʋɱʍク機能としての

役割をたしていたǿ自分͏外の 1̷ 1̷にȺȠるȳけ

けをしてコミュニケーションをとるȦとを॑けてۦ

いたǿ教׆とՙផ者п׆のコミュニケーションの༁໙บ

として大いに機能していたǿ

システム関連ɗ学習関連の上ਖ਼Ȣいȶた点ɗٌᫍな点

をɂȶȠりとᣖɌるȦとȺᴩՙផ者間の分野ɗスキルȟ

Ⴑなȶてɕᴩお̠いを理解していȦうとするધȴȟ育

ɑɟたǿ

３－３－２．開発における学習者の変化
自分ȟȦɟȺީ成と考えて૬ᇉしたコンテンʎについ

て改善点なȼの指ଊȟ出るȦとɂऱȁにしてあるǿȰの

᪨にᴩ6 ఌȞɜ 7 ఌ中ɑȺɂᴩȰの改善に 2 ᵻ 3 間

ɎȼȞȞりᴩ自分の力ᦀ˪ᠴを感ȫていたǿしȞしᴩ7

ఌ下Ȟɜ 8ఌに入ȶてȞɜɂᴩしいコンテンʎをȼ

ɦȼɦと作成するȦとȟȺȠᴩ開発のスʞーʓȟ͏Ұと

ɂɌ࿎になɜないɎȼに向上したǿ指ଊに対する改善

のスʞーʓɕ向上しᴩ8 ఌ中になると開発中のʛʇコ

ンのҰȺՙផ者п׆Ⱥ指ଊし合いなȟɜᴩ自分ȟȰの場

Ⱥ改善を行うというৰにɑȺ進ඬするȦとȟȺȠたǿ

ஒ習語բのᆬᝓコンテンʎにおいてᴩɂȫɔɂఊқȞɜ

᚜ᇉさɟているৰȺあȶたɕのをᴩ8 ఌԡɃにَ 2 の

ようなมに改善するようにΗᭅさɟᴩ͏Ұの自分ȳと

Ȧの改善にୣ間ȞȞȶていたとȦɠをᴩ1 日Ⱥ改善す

るȦとȟȺȠたたɔᴩߵしȳȟᴩ開発スキルの向上を実

感するȦとȟȺȠたǿ

自分の中に知識をᖞሥしᴩȰɟとպ時ȞߵしጽȶてȞ

ɜアɰトʡʍトしてコンテンʎに᚜းするというȦとを

ᎱりᣌしていɟɃᴩ今ɑȺシステムを開発したȦとのな

い̷間Ⱥɕᴩ多ߵᛓ᫆なシステムを組み上ȥるȦとȟȺ

ȠるというȦとを実感するȦとȟȺȠたǿȦの実感ȟ

しいȦとを学ɉモʋʣーションを፟ધしたり高ɔたりす

る役割をたしていたǿ

開発の᪨にいつɕ自分ȟॡᭀにᏚいていたȦとɂ「ҟ

ႊ者のΈいɗすいシステムを制作する」というȦとȺ

あȶたǿȦɟȟᭀにあȶたȦとȺᴩҟႊ者ቼ一のコンテ

ンʎ開発を行えたと感ȫているǿȰの考え方ɂ他のՙផ

者ととɕに授業をՙけてᴩシステムについてറȁな指ଊ

をՙけたりᴩお̠いȟお̠いのมをᆬᝓしたりするう

ȴにᴩՙផ者間に日に日にᣥしていȶたように感ȫて

いるǿ

３－４．受講者Ｄ
３－４－１．日報振り返り
１）５月
・੫ᚓ的な部分においてᴩ自分にȺȠるȦととȺȠない

ȦとԖ別をᝓ識していないǿ

・時間的にժ能ȞȼうȞという視点ȟɑȳないǿ

・教科的なᜊ点ȞɜコンテンʎをȼうするȞという課題

意識ɂᗖいǿ

・コンテンʎの外ᜊɗ機能的な部分に意識ȟϡȶてい

るǿ

・ᝤȞȟɗȶてȢɟるȳɠうᴩ方ศを知ȶているȳɠう

という意識Ⱥ考えているǿたȳȦɟȟないとしいコン

テンʎɂȺȠないと९いᴩあえてժ能Ȟ˪ժ能Ȟɂ考え

ないȺアɮディアを出しているǿ

・取り入ɟたいコンテンʎについてのᜤᣖȟ多いǿɗる

ȁǿみɦなに多റな意見をɔているǿԦպ意識ȟ

見えるǿ

・自分の課題Ⱥጀ一ీᴩ他者の課題についてɂᴩ考えȟ

Ⱥ֣びȞけɜɟてኌえるのȟɗȶとǿڨɜないറ子ǿ日و

・他者のアɮディアと自分のアɮディアをպ時に取り入

ɟなȟɜコンテンʎを開発しようという意識ȟ生ɑɟて

Ƞたようȳǿ

・開発について自分ɗ他者の役割意識ᴩȳɟȟͷをȺȠ

るのȞȟߵしȭつ見えてȠているǿ

・コンテンʎについてщͶ的なпͶЅを૬ಘしᴩպ意あ

るいɂ意見をɔているǿ

・自分の意見をҰ面に出す時代ɂጶɢりᴩ他者の考え方

についてԦ力的になȶているǿ

・コンテンʎについてᴩɮʫーʂのщးԇをَɠうとし
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ているǿ

・開発についてᴩ教科的な内容にɂ᜔ɟていないǿ自分

ȳけȺ解ขȺȠると९ȶているǿɑたᴩȰうしないとа

に進ɑないȦとにɕ͇いているのȺᴩ日ڨȺɂ一Ғ語

ɜないǿ੫ᚓ的なา文ɗ相談ȟ多いǿ

２）６月
・教科に関する部分Ⱥ他の開発者にӘɑしのᕹをȞけ

ているǿ教科的なアʓʚɮスȟ見ɜɟるǿ

・教科面ȺのコンテンʎのЭ実に目ȟ向いてȠたǿ

・他の開発者に対する教科面Ⱥのɿʧート意識ȟ見え

るǿ教科面Ⱥの高ɑりを目指しているǿ

・教科面Ȟɜのコンテンʎ作りɂީпにީ成ढのɮʫー

ʂのпͶЅをつȞɦȺいるǿ

・੫ᚓ面においてɕᴩԦ力意識ȟ見ɜɟるǿȺȠるȦと

とȺȠないȦとȟ分ȞȶてȠているǿ

・自分のȺȠるȦとについてɂᴩɗりȠɟているのȺᴩ他

者の進ાมに意識を向けるͺ裕ȟ出ているǿ相ਖ਼の進

みщ合ȟ分Ȟɜȭᴩ日ڨを通してᆬᝓしようとしているǿ

・自他のมをੰ૱してȠたようȺあるǿ

・֚ りへの֣びȞけȟ多いǿ作業的な山場をᠰえたのȺᴩ

ѓびɗりたいȦとȟ多ȢなȶてȠたǿ

・ȺȠるȦとをൌጪしているǿ

３）７月
りᤍコンテンʎに意識ȟ向Ȣように֣びȞけてい߆・

るǿȳɟɕͺ裕ȟないのȺᴩɗɂりɗるしȞないȞとい

う९いȺコンテンʎのಘを૬ಘしているǿȟᴩ߆りᤍコ

ンテンʎについてɂኌえɂȟᣌȶてȦないǿ自分しȞい

ないᴩという९いǿ

・ɔいɔいȟ自分の૬ಘした作業ȺいȶɄいいȶɄいに

なȶているǿȳɟɕਖ਼を͇けていない߆りᤍコンテンʎ

に取りȞȞɠうと९ȶたǿ

４）日報が与えた学習者への変化
　コンテンʎの作成作業ȟ開ܿさɟるɑȺɂᴩ4 ̷のՙ

ផ者ɂᴩᢎ的広い視野にたȶてコンテンʎの在り方を

ᅒɔるȦとȟȺȠたǿ開発Ұのʶʧートɗʡʶʆンにお

いてȰのȦとȟ見て取ɟるǿ

ḧ「း在のมについて」のᬱ目

作成作業ȟܿɑるとに 1 のੜ合せȺц通理解をو

َȶたɂȭのୣȁの内容ȟᴩȰɟȱɟのՙけਖ਼の᥆合ɗ

ҜȺけᕶȴたりᴩ意識しなȢなȶているȦとあȶたǿ

ʫンʚーȟంȢ日ڨの中॑ɂᴩ自分ȟᄽ行ȶている作

業に関するᝈ題ȟ中॑になȶていたǿȰのȦとɂᴩขし

てʨɮʔスの̜実Ⱥあるとɂ९ɢないǿ自分勝ਖ਼にᜤᣖ

を行うȟᴩ他のʫンʚーの関̜॑ȟͷȺあるȞᴩɑた

း在行ɢɟている作業のറ子ȟੰ૱ȺȠるȞɜȺあるǿ

Ḩ「ඒوɑȺにしておȢȦと」のᬱ目

ɑたᴩյ自ᴩ日ڨの「ඒوɑȺにしておȢȦと」のᬱ

目をᜤᣖするȦとによȶてᴩ自分のすɌȠȦとȟ語ԇ

さɟᴩ見通しȟᆬになȶたǿȰɟ͏上にᴩ他のʫン

ʚーɗ自分自ᡵに対する̜̈́内容へののようなɕの

になȶていたȦとɂ̜実Ⱥあるǿした内容について

ɂᴩおおよȰඒの合ɢせɑȺに真Ҷに取り組ɦȳǿᣡ

にᴩȦのᬱ目ȟなȞȶたとしたɜᴩ自˿的に画をてᴩ

実行にሉすȦとȟȺȠていたȞ正ᄽ自信ȟないǿ

ḩ「みなさɦへ」のᬱ目

ީпな分業ԇȺ行ȶていたɢけȺɂないȟᴩ֚りȟ見

えにȢȢなȶてȠたとȠにᴩɑɢりを見ようと意識させ

てȢɟたのȟȦのᬱ目Ⱥあるǿઆछ教׆ɂᴩ日ڨのంȠ

ܿɔに「Ȧのᬱ目ȟ大̜」とॡをઃさɟたȟᴩӒけを

ɔたりᴩӘɑし合ȶたりᴩ͇Ȟさɟたりなȼᴩ一見̜

ө的な連ፅのようなᬱ目のようȺあるȟᴩ実᪨ɂ̷と̷

とのつなȟりをི意識のうȴに感ȫ取ɜせてȢɟたᜤᣖ

ᬱ目ȺあȶたȞɕしɟないǿといなȟɜᴩ他のᬱ目よ

りɕᜤᣖᦀɂߵなȞȶたȞɕしɟないǿఊऻのᬱ目なの

ȺᴩంいているうȴにエネルギーҒɟȟ生ȫてȠたのȞ

ɕしɟないǿ

３－４－２．開発における学習者の変化
・作成者ȟ「作ȶてみたいコンテンʎ」「作成者ȟᒾ֞

のあるコンテンʎ」なȼȞɜᴩඒቼに「学習者にとȶて

॒要と९ɢɟるコンテンʎ」「学習者ȟ作しɗすいコ

ンテンʎ」「学習者ȟຉ̒しない܁ࡾȟさɟているコン

テンʎ」へとᣞりਖ਼の९いȞɜՙけਖ਼の場にたȶたコ

ンテンʎ作りへと変ԇしていȶたǿȦɟɂᴩյȁȟ作ȶ

ている᪡Ȟɜᴩ自分の作ȶたコンテンʎを見せ合ȶた

りᴩ実᪨に作してみるȦとȺᴩ作成者にᜊ的な視点

ȟᓾ生えてȠたɕのと考えɜɟるǿᛓୣのʫンʚーȟ開

発に携ɢȶたȞɜȦȰの成Ⱥあると考えɜɟるǿ

・開発ᤈሌにおいてᴩ開発者ȟネʍト上Ⱥ情ڨをɗりと

りするȳけȺなȢ定ఙ的に集ɑりᴩを合ɢせて情̬ڨ

૰を行う意義ɂ大Ƞいと感ȫたǿ

よ׆りᤍコンテンʎ動画のᝁᐱと改善 指導આछ教߆・

りᴩଟफした動画を見ていたȳいた᪨ᴩ動画のїᭀにᝢ

Ѕのᣜӏȟ॒要ȺあるというӒをՙけたǿȦのȦ

とによりᴩ動画集੫ᚓの॒要性に͇いたǿʋームȺ

作業を行う場合ɂᴩ動画集આछᴩᬩۦ集આछᴩ問題

コンテンʎઆछのようにީпに分業さɟた役割分આを行

うのɂӛလȟমいǿ集ʇフトの基本的な作੫ᚓɂʫ

ンʚーのȳɟɕȟᡵに͇けておȢとᴩコンテンʎ開発п

Ͷのํɟを止ɔȭに作業ȟ進ɔɜɟるのȺよいǿɓしɠᴩ

4 ̷ሌ࣊のスʉʍフȺあɟɃᴩ制作開ܿछқȞɜᴩᬩۦ

とЅ集のʘɰʙɰɂпͶȺц有すɌȠȺあȶたȦと

に͇いたǿ

・教材コンテンʎの中のᴩԨ語ᴩ基本文ᴩ対ᝈ文のᬩۦ

コンテンʎ導入ɂᴩ学校း場ȺᐨȠ取り教材の作成ጽ᮷

Ȟɜժ能ȺあるとҜしたǿ制作ᣩ中のᬩۦ教材のコン

テンʎをʋɱʍクした᪨にᴩ学習者をຉ̒させる要ጨの

あるᬩۦ部分をҒる॒要性を感ȫたǿ開発を通してᴩඒ

ቼに教材をᜊ的に見る目ȟ᭴ɢɟてȠたと९うǿɑたᴩ

本教材のᬩۦコンテンʎの制作を通してᴩᬩۦのɵʍトᴩ

コʞーᴩʤーストሌ࣊の作ɂɎとɦȼ習ྏしていたǿ
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Ȱのたɔᴩ͇いた時点Ⱥすぐにε正ȟժ能Ⱥあると९ȶ

たǿɑたᴩȰの場Ⱥすぐにε正するȦとȟȺȠたǿȰの

とȠɂՙផ者ᵀさɦȟAððìå ガʶーʂʚンʓをΈȶてε

正したǿȦの問題解ขを通してᴩུ॒的にఝ知のアʡリ

ケーションʇフトをΈႊするȦとになȶたǿ一፳に作業

していたʫンʚーの知識ɗጽ᮷Ϗɕɑた 1つあȟȶたǿ 

Ⅳ．日報のデータを用いたテキストマイニング
日ڨを分するたɔのਖ਼ศとしてテキストʨɮニンɺ

をᝁ᮷的にႊいたǿテキストʨɮニンɺとɂ「定ټԇさ

ɟていない文ቛの集ɑりを自ུ語解のਖ਼ศをΈȶて

Ԩ語ɗフʶーʄに分割しᴩȰɟɜの出း᭄࣊ɗ相関関係

を分して有ႊな情ڨを出するਖ਼ศɗシステム」(8) Ⱥ

あるǿʇフトɰɱアɂ ËÈ Cïäåò(9) をΈႊしたǿ本ሟȺ

の分ɂᴩ˿にՙផ者の意識ȟ時間のጽᤈととɕにȼの

ように変ԇしていȶたȞをᆬᝓする目的Ⱥ行うɕのȺあ

るǿɑたᴩ日ڨデーʉの中にあるᴩյʫールїᭀのあい

さつ文ᴥ「ȃȃа生ᴩみなさɦᴩȦɦにȴɂ」なȼᴦの

うȴᴩρ̷ջȺの֣びȞけɂ本文内Ⱥの文ᑩとɂɜȞ

にႱなるたɔᴩ分対៎Ȟɜ外したǿ

ɑȭᴩ制作するɕのȟขɑȶた 5ఌȞɜ 7ఌɑȺの日

のʫールの文を分対៎と׆ʫールを基にᴩՙផ者пڨ

しᴩ᭄出 3° 語について᚜にしたɕのȟ᚜ 1 ȺあるǿȦ

ɟを見るとᴩコンテンʎというԨ語ȟఊɕ多いǿ「コン

テンʎデʀɮン特ᝲ」を授業ջとしているȦとȞɜछུ

というȦとɕȺȠるȟᴩՙផ者の意識の中に「コンテン

ʎ」というകॡȟᎱりᣌしᠭさɟているȦとȞɜᴩ授

業内容としてのఊͲ᪅のܵछ性をઆ保しているというȦ

とȺあɠうǿɑたᴩ他者への֣びȞけȟ多Ȣֆɑɟてい

るȟᴩȦɟɂᴩʫールをՙផ者п׆にᣞるȦとを指ᇉし

たȦとȺᴩщͶ的な進ɔ方なȼᴩԦ力して検討ɗ作業を

行う॒要性を意識してɕɜうȦとȟ目的Ⱥあȶたたɔᴩ

Ұᣖの通りᴩїᭀのあいさつ文を分対៎Ȟɜ外したに

ɕȞȞɢɜȭ出းୣوȟ多ȢなȶたȦとɂᴩՙផ者պۢ

コミュニケーションを取ɠうとしているȦとのးɟȺɂ

ないȞと考えɜɟるǿたȳのឰᝲをするたɔのʫールの

ɗり取りȺɂなȢᴩコンテンʎを制作していȢという中

Ⱥの進ાมのᆬᝓなȼɕֆɔた意֞ȟᣅɔɜɟている

と考えるǿɑたᴩ本システムとして重要な「߆りᤍ」と

いうԨ語ɕ᭄出しているǿ

表 1：頻出３０語

ඒにҰᣖとպറのデーʉをႊいて 1° 上出းした͏و

Ԩ語のつなȟりをцᠭネʍトʹークとして᚜したɕのȟ

َ 11 Ⱥあるǿ時ጕҚを意識しᴩ5 ఌᴩ6 ఌᴩ7 ఌを外部

変ୣとしてつなȟりを見るȦととしたǿፀとして出て

Ȣるَに૫Ȟɟている関連͇けの፷に関してɂᴩ॒ȭし

ɕछᝉఌ͏外に出းしなȞȶたというȦとȺɂなȢᴩ関

連͇けɜɟた「ఌ」により特ौ的に出းしたという意֞

をધつǿȦのَよりᴩ͏下のようなȦとȟ分Ȟるǿ

・5 ఌの᪡Ⱥɂᴩシステムの̈́റをᆬ定していȢたɔ

にᆬᝓするȦとȟ॒要なԨ語ȟ多Ȣ関連͇けɜɟている

ᴥ「システム」「ロɺɮン」「ʧɮント」「課題」「学習」なȼᴦǿ

・6 ఌの᪡Ⱥɂᴩ̈́റにӏえᴩ進ાに関ɢるԨ語ȟ見

ɜɟるȦとȟ特ौ的Ⱥあるᴥ「ᬷएる」「作業」なȼᴦǿ

・7 ఌの᪡ȺɂᴩよりщͶ的にシステム上の部ֿɗщ

Ͷ的な文ޏɗ文面についてのԨ語ȟ多Ȣ関連͇けɜɟて

いるȟᴩȦɟɂʰーʀに対して૬Ζする情ڨとしてのܵ

छ性について検討しているとસえるȦとȟȺȠるᴥ「日

本語」「း」「ᝢ」「文ޏ」なȼᴦǿ

・5 ఌと 6 ఌの˵方に関連͇けɜɟている内容ɂᴩՙផ

者ջをȢと「自分」「९う」ȺあるǿȦɟɂᴩ時ఙ的

に企画᪡にᣋȢᴩ自ɜの意見をᇉす内容ȟֆɑɟてい

るȦとをᇉしているǿȰの一方ᴩ6 ఌと 7 ఌの˵方に関

連͇けɜɟているԨ語ɂ「Έう」Ⱥありᴩ自分の意見Ȟ

ɜʰーʀのΈい勝ਖ਼なȼᴩ実᪨にΈႊするϫの視点へと

変ԇしているȦとȟᇉさɟているǿ

・5ఌと7ఌの˵方に関連͇けɜɟている内容ɂᴩ「作る」

ȺあるǿȦɟɂ企画とᝁ作のᆬᝓにц通する「りᤍ߆」

Ԩ語ȺあるȦとȟ考えɜɟるǿɑたᴩпてのఌにц通す

るɕのとしてɂᴩ「コンテンʎ」「考える」「お᭐い」ɗ

ِ有ջなȼᴩ開発中のȼの場面にɕ関連するԨ語ȟ出

းしているǿ

Ȧの他にᴩَ 11 にɂᴩ7ఌに関連͇けɜɟている「జ」

なȼᴩ研究の文ᑩにɂᄽ関係していない࿎ɕֆɑɟて

いるǿたȳしȦɟɂᴩ7 ఌのజ௷日にʫールを出したو

ୣȟ多ȢなȶたȦとȟफᬭしているǿ௷日を᚜す文ޏの

たɔᴩ分対៎Ȟɜ外すȦとɕ検討したȟᴩЫデーʉの

時ጕҚをળりᣌりɗすȢするたɔᴩあえてරしたɑɑ分

したፀȺあるǿ
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図１１：１０回以上出現の共起ネットワーク

Ⅴ．考察
ȦȦȺɂᴩҰᣖのテキストʨɮニンɺのデーʉをՙផ

者別に分けᴩ日ڨɗળりᣌりとᢎしᴩ考ߔするǿな

お分の᪨ᴩ出に॒要な出းୣوについてɂᴩ出းの

傾向をੰ૱するȦとȟ目的Ⱥあるたɔᴩյՙផ者の日ڨ

の分ᦀとの割合にख़ȫてᴩ3 上と͏و 5 上に分Ȟɟ͏و

ているǿ

５－１．受講者Ａ
ՙផ者ᴾについてᴩ3 上出းしたԨ語のつなȟり͏و

をцᠭネʍトʹークとして᚜したɕのをَ 12 にᇉすǿ

Ȧɟを見るとՙផ者ᴾɂᴩ5 ఌの᪡Ⱥɂᴩ「アɮディ

ア」ᴩ「ゲーム」ᴩ「ʶʣル」ᴩ「ʧɮント」なȼᴩコンテン

ʎのҟႊ者Ⱥある生徒ȟȼうしたɜፖけɜɟるȞという

点に˿ᅓをおいていたȦとȟ分ȞるǿȦɟについてɂᴩ

ՙផ者本̷のળりᣌりによるとᴩ日ڨにᄽ意َを᚜း

していないɕののᴩ実᪨に開発するにあたȶて「コンテ

ンʎのಘを考えるとȠにᭀにあȶたȦと」「自分ɂܩͷ

にɮンʉーフɱースを面ᄌȢするȞȟᨉȳと感ȫてい

た」「学習をፕፖするたɔのアɮディアを考えるとなȶ

た時に」とあるたɔᴩߵなȢとɕ企画᪡ȺのȦうした

意९ȟ日ڨにးɟているǿिȶてᴩȼのような意َȺ日

ȟంȞɟていたȞというȦとを反したَになȶていڨ

るȦとȟ分Ȟるǿ

図１２：受講者Ａの共起ネットワーク

５－２．受講者Ｂ
ՙផ者ᴿについてᴩ3 上出းしたԨ語のつなȟり͏و

をцᠭネʍトʹークとして᚜したɕのをَ 13 にᇉすǿ

Ȧɟを見るとᴩ5 ఌと 7 ఌに「ፎ」「૫Ȣ」ᴩ6 ఌに「ɮ

ラスト」というようにᴩઆछ分に関するԨ語の出းにつ

いてɂ関連͇けȟܵछと考えɜɟるǿたȳしᴩ本̷ȟৼ

ɟない機ሗᴥÍáãᴦᴩʇフトɰɱアᴥÆìáóèᴦなȼに意

識して取り組ɦȺいたȦとによりᴩ開発ఙ間пてにおい

てȰɟɜに関ɢる時間の多さᴩ時ጕҚの進行に関係な

ȢᴩͬたようなԨ語ȟ出းしているǿ一方Ⱥᴩ6ఌにɂᴩ

「ありȟとう」「おक़しい」「ຍҭ」「ᬷएる」なȼᴩ他の

ʫンʚーのɿʧートへの感ពと自ɜを᳞ᓋするようなԨ

語ȟ出းしているǿȦɟɂᴩ本̷の日ڨのળりᣌりによ

るとᴩ進行スʞーʓへの˪ާᴩ制作࿎のܵछ性への˪ާ

なȼȟ重なȶていた部分を他のʫンʚーのɿʧートをՙ

けるढȺӏᣱ࣊的に解ขしていȶたȦとȟ反さɟてい

るɕのと考えɜɟるǿ

図１３：受講者Ｂの共起ネットワーク
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家庭学習と授業をつなぐ英語教材の企画開発を通した多面的知識の実践的理解について

５－３．受講者Ｃ
ՙផ者ᵀについてᴩ5 上出းしたԨ語のつなȟり͏و

をцᠭネʍトʹークとして᚜したɕのをَ 14 にᇉすǿ

Ȧɟを見るとᴩ5ఌɂ企画᪡ᴩ6ఌɂ中間的な作業᪡ᴩ

7 ఌɂᴩ6 ఌの作業ȟຑɦȳऻに対ख़すɌȠたな作業

についてのԨ語ȟ出းする傾向にあるǿ時ጕҚにिȶて

制作ʡロセスとしてܵछ性のあるԨ語ȟ出းしているȦ

とȟ特ौ的Ⱥあるǿ6ఌᴩ7ఌにȞけて「᭛ᓗ」「問題」「フ

ラʍシュ」なȼᴩ実᪨に制作していたɕのȟ取り上ȥɜ

ɟる一方ᴩ「ม」というԨ語ȟ 6 ఌに関連͇けɜɟて

いるǿʫールデーʉをᆬᝓすると「း在のม」という

Έɢɟ方Ⱥ᭄に出းするǿ他者のมを理解するとと

ɕに੫ᚓ的に重要な役割をઆȶている関係上ᴩȰɟɜの

内容を他のՙផ者にᝢする॒要ȟあるȦとȟ意識さɟ

ていると考えɜɟるǿȦɟɂ日ڨのળりᣌりの᪨に「֚

ٍの進行ม」「း在のม」というԨ語ȟ意識さɟて

いるȦとȞɜɕɜȞȺあɠうǿ

図１４：受講者Ｃの共起ネットワーク

５－４．受講者Ｄ
ՙផ者Ｄについてᴩ5 上出းしたԨ語のつなȟり͏و

をцᠭネʍトʹークとして᚜したɕのをَ 15 にᇉすǿ

Ȧɟを見るとᴩпてのఌȺ「ᝢ」「߆りᤍ」といȶた

пͶを通して重要なԨ語ȟ出းしているǿɑたᴩ5 ఌに

ɂアɮディアに関連するȦとᴩ6 ఌにɂ「߂題」ɗ「問

題」ኄのઆछ部分ᴩ7 ఌにɂ߆りᤍコンテンʎに関ɢる

内容ȟ出းしているǿɑたᴩ5 ఌ 6 ఌにɂᴩՙផ者ᴿᴩ

ᵀȟᴩ5 ఌ 7 ఌにɂՙផ者ᴾȟȰɟȱɟ関連͇けɜɟて

おりᴩ他者のมをሥ的にᆬᝓしているȦとȟ考えɜ

ɟるǿȦɟɜɂ日ڨのળりᣌりによりᴩஒに 5ఌ時点Ⱥ

ٍ֚のมに対ख़するような意識ȟ見ɜɟるȦとȞɜᚾ

͇けɜɟるǿʡロʂɱクト的にɂпͶのコンテンʎを方

向͇けるディʶクʉー的な役割をたしているȦとȟَ

15 にးɟているといえようǿ

図１５：受講者Ｄの共起ネットワーク

５－５．考察のまとめ
ՙផ者п׆にц通しているȦとɂᴩઆछȟขɑȶて作

業ȟ進ɦȺいる 6ఌ時点Ⱥɂᴩ自分のઆछ部分に関連す

るキーʹーʓᴥᴾK「ం」ᴩᴿK「ɮラスト」ᴩᵀK「߂題」ᴩ

ＤK「Ԩ語」ᴦȟ出さɟているǿ日ڨʫールȺ連ፅを取ȶ

ておりᴩ他のՙផ者の作業についてɕੰ૱しているɂȭ

Ⱥあるȟᴩ他者のキーʹーʓɂ出းしていないǿとȦɠ

ȟᴩ7 ఌに入りᴩよりпͶを視野に入ɟた日ڨȟ૬出さ

ɟたፀᴩ出းするԨ語に変ԇȟ見ɜɟるǿȦɟɜの変

ԇɂ作業にͺ裕のあȶたՙផ者ɗ教׆ጽ᮷者なȼȟ日ڨ

ʫールにᜤᣖしているǿȰの一方Ⱥᴩ日ڨȺᆬᝓするȦ

とȟٌᫍな部分ɂᴩળりᣌりを見ると「ୟえてᜤ入しな

い」という方ศɕ取ɜɟておりᴩпてを日ڨのデーʉʨ

ɮニンɺによȶて対ख़するȦとȟȺȠないというมɕ

ᇉすȦとになȶたǿ

Ⅵ．おわりに
本研究Ⱥɂ͏下の点ȟɎɏɜȞとなȶたǿɑȭᴩȦ

ɟɑȺに知見とպറにᴩပीした知識ᬱ目ȟ出さɟたǿ

・ឰᝲを通ȫたʡロʂɱクトከ理の知識

・Ѕଟफᴩ集の知識

・ȼういう੫ᚓȟΈႊさɟているȞというകॡ的知識

・学習のํɟについての知識

・ᛓୣのʡロɺラミンɺ語における連携の知識

・ÆìáóèᴩAãôéïîSãòéðôᴩÐÈÐ の作なɜびにʡロɺラ

ミンɺ能力に関するյ̷のスキルにख़ȫたʹンランク高

い知識

なおᴩ今وႊいていない CÍS 関係の知識ɂ出さɟ

なȞȶたǿ

ȦɟɜɂᴩȰɟ自Ͷȟ日ڨ自ͶȞɜ出てȢるのȺɂな
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ȢᴩળりᣌりȞɜ見い出さɟたȦとɂ重要Ⱥあるǿ

日ڨのળりᣌりによるᜤᣖの意َɂᴩ日ڨ自Ͷにɂ意

َȟ᚜းさɟていない場合Ⱥɕ日ڨデーʉのテキストʨ

ɮニンɺによる傾向Ⱥᝢȟժ能ȺあるȦとȟ見出さɟ

たǿ日ڨのデーʉʨɮニンɺのፀɂȰの日ڨの意َを

ᇉすળりᣌりとの間に相̠に考ߔをᛃީȺȠるɕのと

なȶているǿつɑり日ڨʫールのԨ語の出းୣというᦀ

的デーʉȟ日ڨのળりᣌりという的デーʉとの間に関

連性をɕつというȦとȟɜȞになȶたと考えておりᴩ

今ऻのᦀ的分のժ能性をᇉすȦとȟȺȠたɕのと考え

ているǿ

日ڨとテキストʨɮニンɺについてɂᴩ大学ʶʣル

ȺȠȴɦとᜤᣖさɟた日ڨȺあɟɃᴩテキストʨɮニン

ɺによȶて分ȟժ能ᴩɑたɂ十分考ߔのՎ考になるȦ

とȟ分ȞȶたǿたȳしᴩえɃߩᩌ外の学生なȼᴩᤛҒ

なᜤᣖȟȺȠていない場合なȼにおいてɂᴩպറの分

ȟժ能ȞȼうȞɂ৳重にҜする॒要ȟあるǿ 

今ऻᴩネʍトʹークԇɗ ICÔ 活ႊȟ進ɦȳとしてɕᴩ

း場の教׆の役割ȟ多ሗ多റȺありᴩ多क़ȺあるȦとに

ɂ変ɢりȟないȳɠうǿȼのようにյ教科の知識を生Ƞ

たɕのとして定ᅔさせていȢȞというコンテンʎの૬Ζ

方ศɗᴩ児童生徒との信ᭅ感のあるコミュニケーション

によるρȁのɿʧートをֆɔた学習支援ᴩ学校というᴩ

児童生徒にとȶての社会環境をȼのようにᤆ؆していȢ

Ȟᴩネʍト社会にɂȼう対ѿすɌȠȞなȼᴩ教࢙ȟȢ

考えて行動する場面ɂୣ多Ȣސ在しているǿȦɟɜをी

意な教׆にᭅȶてᴥあるいɂ役割分આをขɔᴦᴩρ別に

対ख़するのȺɂなȢᴩICÔ環境の活ႊによる教育ᴩ学習

支援を通ȫてコミュニケーションȟᥴ成さɟるような取

り組みをするȦとȟᴩፀ的に児童生徒のɿʧートの

的向上と教࢙の២આをᢌນするȦとにɕつなȟȶていȢ

のȺɂないȞǿȰの意֞Ⱥ実᪨に授業を行う教׆ȟ教材

研究の࣫ᩋ፷上としてネʍトʹークをႊいた教材の企画

開発を考える機会をつȢるȦとɂ意義ȟあると考えるǿ

今ऻɂᴩ本ሟȺ取り上ȥた大学の授業の研究ȳけȺɂ

なȢᴩ実᪨に開発した教材による中学校Ⱥの授業実践を

ɔȩしᴩȰの学習ӛを見ɔるとȦɠɑȺ進ɔていȠ

たいと考えているǿ

なおᴩஒސの教科ంኄをႊいるȦとによる൏ҟ関係に

ついてɂᴩஒに出࿂社に問い合ɢせてありᴩ開発研究ʶ

ʣルにおいてɂᴩ特に問題ɂ発生しないとのوኌをいた

ȳいているǿɑたީ成ऻの実践方ศについてɂᴩ൏ҟ関

係者とɕ相談の上進ɔる̙定Ⱥあるǿ
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総合的な学習の時間における視覚障害理解教育モデルの作成 3

Ⅰ．問題の所在と目的
ɢȟّɂᴩ2°14 年に障害者の൏ҟに関するసጙᴥCïî-

öåîôéïî ïî ôèå Òéçèôó ïæ Ðåòóïîó ÷éôè Déóáâéìéôéåóᴦ

に੧Ѵしたǿసጙのቼ 8 సにɂᴩ「教育制࣊のすɌての

᪡において障害者の൏ҟを尊重するৰ࣊を育成するȦ

と」ȟ定さɟているǿȦɟをՙけてᴩ学校ኄにおいて

ɂᴩц生社会の実းを目指す教育ɗצ発をᴩよりሥ的

に進ɔるȦとȟɔɜɟるɕのとລさɟるǿ

း在ᴩ小学校ɗ中学校Ⱥɂᴩ総合的な学習の時間ɗᤍ

徳ኄを活ႊしᴩ子ȼɕたȴの障害理解を促す授業ȟ実践

さɟているとȦɠȺあるǿしȞしᴩ教׆の中にɂ「知識

ȟないたɔᴩ教える自信ȟない」なȼᴩ障害理解教育の

実践にɓȭȞしさを感ȫている者ȟいるᴥ西館・徳田・

෩野ᴩ2°°5ᴦǿɑたᴩ教育の内容ɗ方ศによȶてɂᴩ学

習者のᝓ識をəȟɔたり解を生ɦȳりするժ能性ȟ指

ଊさɟているᴥ小野・徳田ᴩ2°°6L 徳田・෩野ᴩ2°°5 なȼᴦǿ

ȦɟɜのȦとȞɜᴩ障害理解を促すたɔにᴩȼの᪡

ȺいȞなる内容をȼのような方ศをႊいてͤえていȢɌ

ȠȞをᆬにしていȢ॒要ȟあるǿኂ者ɂȦɟɑȺ視覚

障害にཱི点をあてᴩ障害理解教育のモデルの作成を行ȶ

てȠたᴥ西館・ᗸฯᴩ2°1°ᴸ西館・෫田・石田・松井ᴩ

2°12ᴸ西館・阿久津・ᕯ中ᴩ2°13ᴦǿ本ሟȺɂᴩたな

教育モデルの作成に向けてᴩ小学 5年生を対៎に行ȶた

視覚障害理解教育の内容のጳ介とᴩ実践のΙፀをڨ

֖するǿ

Ⅱ．教育実践の目的
西館ɜᴥ2°12ᴦの実践Ⱥɂᴩ小学 3年生を対៎にᴩ目

᪫しをして࿎を᜔りᴩ目ȟ見えなȢてɕɢȞるȦとɂ多

ȢあるȦとを実感ȺȠる取り組みを行ȶたǿたȳしᴩȦ

の実践においてɂᴩ自ᡵȟ目᪫しをして「ɢȞる」Ͷ᮷

をしてɕᴩ視覚障害者にɂȺȠないȦとȟ多Ȣありᴩᔍ

әしているというɮʫーʂをધȴፖける子ȼɕȟいるȦ

とȟᆬᝓさɟたǿȦɟをՙけて西館ɜᴥ2°13ᴦɂᴩ西館

ɜᴥ2°12ᴦの実践の対៎児Ⱥあȶたᴩ小学 4年に進ጥし

た子ȼɕたȴにᴩ視覚障害者ȟȼのような生活をᣞȶて

いるȞをͤえる授業の実践を行ȶているǿ

Ȧの 2つの実践Ⱥ重視さɟたȦとɂᴩ子ȼɕたȴȟ「視

覚障害者ɂͷɕȺȠないɢけȺɂない」というづȠを

ीるȦとȺあるǿ෩野・徳田ᴥ2°14ᴦɂᴩᡵͶ障害を理

解していȢにɂᴩ1) 自分とɂᤏう特ौのある̷ȟސ在す

るȦとを知るᴩ2) 障害の෫ፖ性を知るᴩ3) 障害者ȟΈ

ႊするアɮテムとȰのΈႊ者に関する理解ᴩ4) 障害ȟ

総合ᄑȽ学Ɂ間ȾȝȤɞᜁ᪩ျᜓ教育ʬʑʵɁͽ ³

―視覚障害者の外出環境について考える取り組みを通して―

西館　有沙・阿久津　理ª・鼎　裕憲ª
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害者にɂࢠに援Ӓ者ȟついた方ȟよい」と考える子ȼɕȟいたȦとなȼȞɜᴩʚリアをՍするたɔの܁ࡾについて
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キーワード：障害理解教育ᴩ視覚障害ᴩ小学校ᴩ総合的な学習の時間

Ëåù÷ïòäó：åäõãáôéïî æïò õîäåòóôáîäéîç óðåãéáì îååäó¬ öéóéïî éíðáéòíåîô¬ åìåíåîôáòù óãèïïì¬ ðåòéïäó ïæ 

éîôåçòáôåä óôõäù

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９：��－��

ª 富山大学̷間発達科学部᪀ࠖ小学校

　



ᴪ 76 ᴪ

あȶてɕ܁ࡾをすɟɃ障害のない̷とպȫように生活Ⱥ

ȠるȦとを知るᴩ5)障害者ȟ日ࢠ生活ȺٌるȦとを知るᴩ

6) 障害者の生活上の܁ࡾを知るᴩ7) 障害者に対する援

Ӓ方ศを知るᴩ8) պȫ社会の一׆として尊重し合うと

いȶた᪡をɈɓ॒要ȟあるとᣖɌているǿаの 2つの

実践ɂ෩野・徳田ᴥ2°14ᴦȟᇉす 3Ⴍ目ɗ 4Ⴍ目の᪡

にあȶたȦとȞɜᴩ෩野・徳田ᴥ2°14ᴦに基づけɃᴩȦ

のඒにɂᴩ生活上のٌᫍɗ܁ࡾについてͤえていȢȦと

になるǿ

ȰȦȺ本実践においてɂᴩ視覚障害者の外出環境を考

える取り組みを通してᴩ外出時に視覚障害者ȟ感ȫるٌ

ᫍとᴩȰɟを解するたɔの܁ࡾについてᴩ子ȼɕの理

解を進ɔるȦとを目的としたǿなおᴩ視覚障害者ȟ感ȫ

ているٌᫍを取り上ȥるȦとによȶてᴩ子ȼɕたȴȟ「ʚ

リアフリーᜫ϶を多ȢᜫᏚすɟɃよい」あるいɂ「視覚

障害者ȟ一̷ȺඬȢのɂԲないのȺᴩࢠに援Ӓ者ȟつい

ていた方ȟよい」という考えにϡるժ能性ȟあȶたǿȦ

の点をɈɑえᴩ本実践Ⱥɂᴩ視覚障害者ɂ一̷ȺඬȢȦ

とȟȺȠるȟᴩ場所ɗมによȶて援Ӓȟ॒要になるȦ

とᴩ࿎理的な環境の϶にɂ᪅ႜȟあるȦとᴩࢠに援Ӓ

者ȟ͇ȢのȺɂなȢᴩٍ֚ȟ॒要にख़ȫて援ӒするȦと

により視覚障害者のя໙Ⱥफ़ᤛなሉ動ȟ実းするȦとを

ͤえるȦとにしたǿ

Ⅲ．方法

１．対象児
対៎児ɂ富山ࢍ内の小学 5 年生 2 クラスの子ȼɕ 78

ջᴥ1 クラス 39 ջᴦȺあȶたǿ子ȼɕたȴɂᴩቼ 3 学

年に 2コʨᴩቼ 4学年に 2コʨの視覚障害理解教育をՙ

けᴩ「視覚障害者ɂᴩͷɕȺȠないɢけȺɂない」Ȧと

を学習していたᴥ西館ɜᴩ2°12ᴸ西館ɜᴩ2°13ᴦǿ

２．手続き
授業ɂ総合的な学習の時間 2 コʨᴥ1 コʨ 45 分ᴦを

ႊいてᴩクラスȧとに行ɢɟたǿ˵クラスとɕ 1コʨ目

の実践日ɂᴩ2°13 年 12 ఌ 17 日ᴩ2コʨ目ɂ 12 ఌ 18 日

Ⱥあȶたǿ授業の実践ɂᴩኂᭀᕻ者Ⱥある大学教׆ 1ջ

ȟ行ȶたǿ

授業のӛをᆬᝓするたɔᴩ授業Ұと授業ऻにᴩ授業

をՙけた子ȼɕ 78 ջに対して自ᜤࣻ・ིᜤջࣻの問

ጤ調査を行ȶたǿ調査ɂᴩ授業ҰऻのȰɟȱɟ 1間͏

内に行ȶたǿ

３．授業前後に行った質問紙調査の内容
問ጤ調査ɂᴩ視覚障害者ȟࢠに援Ӓを॒要としてい

るɢけȺɂないȦとᴩ視覚障害者ȟ一̷Ⱥɕާ॑して外

出ȺȠる環境をえる॒要ȟあるȦとᴩ࿎理的なʚリア

フリーԇȳけȺなȢࢍの理解とᤛҒな援ӒȟඑȞせな

いȦとについてᴩ子ȼɕたȴȟᤛҒなᝓ識をᡵにつける

ȦとȟȺȠたȞȼうȞをᆬᝓするȦとを目的に行ɢɟ

たǿなおᴩ授業Ⱥɂᴩ視覚障害者ȟ感ȫているʚリアɗ

Բ᪙についてɕȶているǿȦのȦとを子ȼɕȟȼのሌ

理解ȺȠたȞについてɂᴩ活動に取り組ɓ子ȼɕのറ࣊

子をᜊߔするȦとによȶてᆬᝓするȦとにしたǿ

問ጤの内容を͏下にᇉすǿ

(1) 子ȼɕのܧȠな᭥Ɍ࿎と動࿎を自ႏᜤᣖࣻȺ߱ɀたǿ

պᬱ目へのوኌɂᴩ授業Ұऻのρのوኌを対ख़させる

たɔにႊいたǿջɗ学Ⴍհɂρ̷ȟ特定さɟる情

ኌにʚɮアوȺあるȦとᴩȰɟɜをంȞせるȦとȺڨ

スȟ生ȫるժ能性ȟあるȦとȞɜᴩȰɟ͏外の情ڨを

ႊいてρのوኌの対ख़をَるȦとにしたǿ

(2) 視覚障害者ȟާ॑して外をඬȢたɔに॒要なȦとɂ

ͷȞを自ႏᜤᣖࣻȺ߱ɀたǿȦのᬱ目ɂᴩ子ȼɕたȴ

のʚリアフリーに関する考えȟ࿎理的な環境϶のみ

に向いていないȞᴩ̷的な環境϶にɕ向いているȞ

をᆬᝓするたɔにᜫけたǿ

(3) 子ȼɕたȴȟᴩ視覚障害者にɂࢠに援Ӓ者ȟ͇いて

いた方ȟよいと考えているȞȼうȞをᆬᝓするたɔᴩ

「視覚に障害のある̷ɂ一̷Ⱥ外出しないȺᴩいつɕ

ਖ਼ͤȶてȢɟる̷といȶしɚにඬいた方ȟよい」とい

う考えについてᴩȼう९うȞをᤣࣻȺ߱ɀᴩ「よい

と९ɢない」とوኌした者にɂȰの理ႏを߱ɀたᴥ自

ႏᜤᣖࣻᴦǿ

(4) 視覚障害者に援Ӓを႑し出た᪨にɜɟた理ႏにつ

いてᴩȼう考えるȞをᤣࣻȺ߱ɀたǿȦのᬱ目ɂᴩ

視覚障害者ȟ援Ӓを॒要とする場面と॒要としない場

面ȟあるȦとᴩ援Ӓを॒要としない場面Ⱥɂ援Ӓの႑

し出をɜɟるȦとȟあるȦとをᴩ子ȼɕたȴȟ理解

したȞȼうȞをᆬᝓするたɔにᜫけたǿ

Ⅳ．授業の概要

１．1コマ目
授業ɂᴩ導入と 3つのࠕ開ᴩɑとɔȺഫ成さɟたǿ導

入Ⱥɂᴩʚリアフリーの定義についてᝢを行ȶたǿɑ

たᴩ本時ɂ視覚障害者の外出時のʚリアフリーについて

考える時間Ⱥあるとͤえたǿ

開１Ⱥɂᴩ子ȼɕたȴȟ視覚障害者のඬ行のറ子をࠕ

知るȦとをɀɜいᴩ1)点ޏブロʍクのないᤍをඬけるȞᴩ

2) ᤍᡅɂȼのようにしてຝȶているȞᴩ3) ȟる場所

の情ڨをȼのようにीているȞについてᴩ視覚障害者ȟ

ඬȢറ子をଟफしたʝデɴЅᴥ᚜ 3ᴦを視ᐱするȦと

によȶてᆬᝓしたǿʝデɴЅの視ᐱऻにɂᴩаにᇉし

た 3つのჀ問点についてᴩ子ȼɕのوኌをᐨȢととɕにᴩ

授業者ȟ解ᝢを行ȶたǿ

開ࠕ 2 Ⱥɂᴩ4 ̷ 1 組のɺルーʡを作成しᴩɺルーʡ

ȧとにፎ地َを見なȟɜᴩ視覚障害者ɂȼの場所ɗม

ȺʚリアɗԲ᪙を感ȫるȞをᝈし合いᴩ地َにԱをつけᴩ

ʚリアȺあると९ȶた理ႏをంȢ活動を行ȶたᴥќ真

1ᴦǿፎ地َにɂᴩඬᤍҰのඬᤍに点ޏᴥឬ֖ᴦブロʍ

クȟᜫᏚさɟていないとȦɠȟあるᴩ点ޏブロʍク上に

ᮢᢞ自ᢆȟあるᴩ点ޏᴥ導ᴦブロʍク上に̷ȟȶ

ているᴩ点ޏブロʍクをɈさぐようにトラʍクȟϦɑȶ
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総合的な学習の時間における視覚障害理解教育モデルの作成 3

表 1．授業の指導案 1（1コマ目，45 分）

学習活動 主なねらい（○）と内容（・）

１．導入（2分）

　　本時の内容説明

○バリアフリーという用語を知る

・バリアフリーとは何かについて，事例を出しながら説明する。

・本時の内容を説明する。

２．展開①

視覚障害者の歩行の実

際を知る（13 分）

○視覚障害者が，実際にどのように歩いているかを知る。

・視覚障害者の屋外歩行について以下の 3 つの疑問が示され，これらを

解くために視覚障害者が歩いているビデオ映像（表 3）を視聴する。

①点字ブロックのない道を歩ける？ 

②道路はどのようにして渡っている？

③曲がる場所はどうしてわかる？

⇒視聴後に 3つの謎について子どもに尋ね，その後に解説する。

・慣れている道であれば，視覚障害者は一人で歩くことができることを

伝える。

３．展開②

視覚障害者の歩行時の

危険について考える

（20 分）

〇視覚障害者の歩行時の危険について考える。

・子どもたちはグループを作り，グループごとに絵地図を見ながら，視

覚障害者が一人で歩くのは危ないと思う場所に印をつけ，その理由を

書き込む。

⇒地図を示しながら，グループごとに考えを発表する。

４．展開③

視覚障害者が歩行時に

援助を必要とする場面 

を知る（8分）

○視覚障害者が困る場所や場面についての気づきを整理する。

①道路横断について　　　例）音声信号機が付いていない

②歩道について　　　　　例）いつもと違う状況は困る（工事等）

③点字ブロックについて　例）正しく設置されていない　上に物が置い

てある

６．まとめ（2分） ・次回には，視覚障害者が安心して歩ける街にするために必要なことに

ついて考えることを伝える。

表 2．授業の指導案 2（2コマ目，45 分）

学習活動 主なねらい（○）と内容（・）

１．導入（1分） ・前時の内容を振り返る。

２．展開①

視覚障害者の「一人

で歩きたい」という

気持ちを知る

　（4分）

〇なぜ視覚障害者が一人でも安心して外に出られる社会を目指さなくて

はならないかを知る

・「視覚に障害のある人は，一人で歩かずに，いつも手伝ってくれる人と

一緒に歩いたらよい」という意見を紹介し，この意見についてどう思

うかを話し合う。

・「どこにでもお母さんがついていてくれたら嬉しいか」を考える。

３．展開②

物理的バリアフリー

には限界があること

を知る

（10 分）

〇バリアフリー施設・設備の整備には限界があることを知る

・点字ブロックや音声信号機をすべての歩道と横断歩道に付けるという

案を示し，これを実現させた場合に起こりうる問題について話し合う。

・歩道の凹凸をバリアに感じる車いす使用者やベビーカー使用者の例，

音声信号機が迷惑になる場所や時間帯がある例を紹介する。

〇物理的バリアフリーには限界があること，人による理解や援助が必要

であることに気づく

・点字ブロックや音声信号機をすべての歩道や横断歩道に付けられない

とすれば，視覚障害者が安心して歩けるために何が必要かという問い

を投げかけ，話し合う

４．展開③

視覚障害者の援助方

法を知る

（27 分）

〇視覚障害者の援助方法を知る。

・手伝いの必要な場面や状況，手引きの仕方等についてビデオ映像（表 4）

を見る。

・手引きの仕方をおさらいする（実演する）。

５．まとめ

（3分）

・視覚障害者は，必要なところで援助してもらえれば，安心して一人で

外出できること，手伝いが不要な場合があること，援助の申し出を断

られることは恥ずかしいことではないことを伝える。
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ているᴩឬ֖ブロʍクをᜫᏚすɌȠኙ所ᴥ分ࠢ点ᴦに

導ブロʍクȟᜫᏚさɟているᴩඬᤍに̜ࡾ中のሰȟあい

ているᴩ̜ࡾのたɔにඬᤍとඬᤍの間に౻ȟ˶Ɍɜ

ɟているᴩɟたజのɗᅆȟඬᤍにሶȠ出している

なȼの場面ȟ૫Ȟɟていたǿ授業者ɂյɺルーʡの発᚜

をՙけてᴩに៶りȳしたፎ地َᴥ子ȼɕにᥓࢎした

地َをછ大したɕのᴦに子ȼɕたȴȟ発見したʚリアを

ంȠȦɦȺいȶたǿ

開ࠕ 3Ⱥɂᴩに៶ȶたፎ地َを見なȟɜᴩᤍᡅ

ᴩඬᤍの通行ᴩ点ޏブロʍクのҟႊのȰɟȱɟにおい

てٌるȦとをᴩにɑとɔていȶたǿɑたᴩȰɟを見

なȟɜᴩȼのような場所ɗมにおいて援Ӓȟ॒要Ⱥあ

るȞをᝈし合ȶたǿ

２．2コマ目
授業ɂᴩ導入と 3つのࠕ開ᴩɑとɔȺഫ成さɟたǿ導

入ȺɂᴩҰの時間にͷをしたȞについてᴩ子ȼɕたȴと

ɗりとりをしたǿ

開ࠕ 1Ⱥɂᴩ視覚障害者ȟ一̷Ⱥɕ外出ȺȠる環境を

える॒要性についてᴩ子ȼɕたȴの理解を促すȦとを

ɀɜȶたǿ授業者ɂ子ȼɕたȴに「視覚障害者ɂ一̷Ⱥ

ඬȞȭにᴩいつɕਖ਼ͤȶてȢɟる̷と一፳にඬいたɜよ

い」という意見をጳ介しᴩȦの意見をȼう९うȞを߱ɀ

たǿȦのテーʨについて考えるにあたりᴩ「ȼȦにȺɕ

ᜆȟついてȠてȢɟたɜݼしいȞ」をЅするȦとȞɜ

ܿɔたǿ子ȼɕȞɜɂ「ݼしいけɟȼᴩٌ るȦとɕある」

「Փȳȴといる時にɕᜆȟついてȢるのɂݲȳ」「ቃࠌに

感ȫる」なȼの意見ȟ出さɟたǿȰのऻᴩ授業者ɂ改ɔ

てᴩ視覚障害者にࢠに援Ӓ者ȟつȢȦとのழ非についてᴩ

子ȼɕたȴに問いȞけたǿ

開ࠕ 2Ⱥɂᴩ点ޏブロʍクɗᬩۦ信հ機をすɌてのඬ

ᤍとඬᤍにᜫᏚするというಘをᇉしᴩȦɟを実းさ

せた場合に問題になるȦとɂあるȞについてᝈし合ȶ

たǿ子ȼɕたȴの考えをᐨいたऻにɂᴩඬᤍのҊ҉をʚ

リアに感ȫる̷のɗᴩᬩۦ信հ機ȟᣘになるをጳ

介したǿɑたᴩʚリアフリーᜫ϶をᜫᏚȺȠないとȦɠ

ȺɂᴩȼうすɟɃ視覚障害者ȟާ॑してඬけるȞについ

てᴩ子ȼɕたȴとᝈし合ȶたǿ

開ࠕ 3Ⱥɂᴩਖ਼ͤいの॒要な場所ɗมᴩਖ਼ऀȠの̈́

方ኄについてᴩʝデɴЅᴥ᚜ 4ᴦを視ᐱしたǿȰのऻにᴩ

授業者ȟ視覚障害者役をઆछしᴩ子ȼɕୣջとਖ਼ऀの実

を行ȶたǿਖ਼ऀȠ役をઆछした子ȼɕɂᴩ視覚障害者

への援Ӓの႑し出ɗᴩいᤍȺのਖ਼ऀȠをᝁ行したǿ授

業者ɂ子ȼɕのᝁ行のᓦȞȶた点をΙしなȟɜᴩᤛҒ

なਖ਼ऀȠศについて解ᝢを行ȶたǿ

ɑとɔȺɂᴩ視覚障害者ȟٌる場面Ⱥɂٍ֚の̷によ

る援Ӓȟ॒要になるȦとᴩ視覚障害者ȟٌȶていない時

にɂ援Ӓの႑し出をɜɟるȦとȟあるȦとᴩ援Ӓの႑

し出をɜɟてɕȭȞしȢ९う॒要ɂないȦとをͤえ

たǿ

Ⅴ．授業前後における子どもの認識の変化
授業ҰऻȺρのوኌを対ख़させるȦとのȺȠたوኌຑ

問ጤɂ78部ȺあȶたǿȰȦȺᴩȦのデーʉをႊいてᴩ授業

ҰऻȺ子ȼɕのᝓ識ȟȼのように変ԇしたȞを調Ɍたǿ写真 1．視覚障害者がバリアを感じる場所について
話し合っている様子

表 3．1コマ目で視聴したビデオ映像（約 7分）の概要

時　間 内　　容

2分 30 秒 視覚障害者による自己紹介
　「読み書きと，歩くことが困ります。」
点字の説明
視覚障害者が点字を読み書きする様子

3分 20 秒 白杖の説明
「白杖には障害物をよける，溝や階段の存在を知らせる，路面の変化を知らせるという
役割があります。また，目が見えないということを周囲に知らせる役割もあります。」

点字ブロックの説明
 「点字ブロックには，線状ブロックと点状ブロックがあります。」
「駅のホームはとても危険なので，点字ブロックが必要です。」

1分 10 秒 視覚障害者の道路横断の様子と解説
…点字ブロックや音声信号機を頼りにしており，これらの設備がない時は，周りの音
で判断している。
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１．視覚障害者が安心して外出できるために何が
必要であると考えるか
視覚障害者ȟާ॑して外をඬȢたɔに॒要なȦとɂͷ

Ȟを自ႏᜤᣖࣻȺ߱ɀたǿ子ȼɕのوኌɂ᚜ 5にᇉした

ようにᴩ情ڨɗ࿎理的なʚリアフリー環境の϶ᴩࢍ

の障害理解の促進ᴩሉ動ᛃӒɗሉ動支援の活ႊᴩȰの他

の 4つに分᭒さɟたǿ

ρのوኌȟ授業ҰऻȺȼのように変ԇしたȞを調Ɍᴩ

᚜ 6にɑとɔたǿ情ڨɗ࿎理的なʚリアフリー環境の

϶についてɂᴩ授業ҰऻとɕȦの内容をᜤᣖした子ȼɕ

ȟ 38ᴢᴩ授業ऻにқɔてᜤᣖȟ見ɜɟた子ȼɕȟ 12ᴢ

Ⱥあȶたǿɑたᴩࢍの障害理解の促進についてɂᴩ授

表 4．2コマ目で視聴したビデオ映像（約 8分 30 秒）の概要

時　間 内　　容

4分 30 秒 視覚障害者の白杖の直前を横切っていく人に，驚く視覚障害者の様子
白杖では感知できない胸から上の障害物として，木の枝や看板の紹介
歩道に乗り上げ駐車している自動車が，視覚障害者の歩行の邪魔になっている様子
歩道や点字ブロック上の自転車や荷物に困る視覚障害者の様子
＜お願い文のテロップと音声による説明＞『点字ブロックの上に荷物を置かないで』

援助の申し出の際に，いきなり視覚障害者の手や白杖をつかむ様子
＜お願い文のテロップと音声による説明＞『声をかけて（いきなり身体にふれないで）』

正しい手引きの実演と解説
『肘をもってもらって』『狭い所では腕を後ろにまわして「狭くなりますよ」と声をか
けて』
『階段では，手前で一度止まり，上りか下りかを知らせて』

3分 40 秒 鉄道駅を利用する視覚障害者の様子
　・券売機には，点字がついているのでそれを触って切符を買う
　・改札は，手で触って切符を入れる場所を確認する
電車に乗る際に，ドアの場所がわからずとまどう視覚障害者の様子
「ドアの場所がわからないことがあるので，困っているなと思ったら，ドアの場所まで
誘導してほしいです。」

電車に乗った視覚障害者を，乗員が空いている席に誘導する様子
「車内の様子がわからないので，空いている席や吊り革の位置を教えてもらえると助か
ります。座席に誘導する時は，手すりやいすの背を教えてください。私は目が見えな
いだけで，足は不自由ではないので，席はゆずってもらわなくて大丈夫です。」

電車を降りた視覚障害者が通行人に道を尋ねた際に，「あっち」「こっち」という指示語
を使われて困る様子
「あっち，こっちと言われても，私にはわかりません。右，左というように，具体的に
教えてください。」

1分 10 秒 買い物をする視覚障害者の様子
　・店員に手伝ってもらって商品を探す
　・お金には印がついており，触って区別できる
視覚障害者からのメッセージ
「目が見えなくても基本的には一人で何でもできます。目が見えないからといって何も
できないとは思わないでください。ただ，時には皆さんの手助けを必要とすることも
あります。困っているのかなと思ったら気軽に声をかけてください。」

表 5．視覚障害者が安心して外出できるために必要な事柄に関する回答の分類結果

大分類項目 含まれる内容

情報や物理的なバリアフリー環境の整備 点字ブロックの設置

音声信号機の設置

点字による案内の設置

音声案内の設置

歩道の構造等の工夫

市民の障害理解の促進 周囲の人が視覚障害者を援助する

視覚障害者の通り道に障害物を置かない

移動補助や移動支援の活用 白杖の使用

盲導犬の使用

援助者が付く

その他
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業ҰऻとɕȦの内容をᜤᣖした子ȼɕȟ 24ᴢᴩ授業ऻ

にқɔてᜤᣖȟ見ɜɟた子ȼɕȟ 32ᴢȺあȶたǿሉ動

ᛃӒኄの活ႊについてɂᴩ授業ҰऻとɕȦの内容をᜤᣖ

した子ȼɕȟ 14ᴢᴩ授業ऻにқɔてᜤᣖȟ見ɜɟた子

ȼɕȟ 9ᴢȺあȶたǿ

Ȧのようにᴩ授業をՙけたȦとȺᴩࢍの障害理解の

促進の॒要性に目ȟ向Ȣようになȶた子ȼɕȟۄえたǿ

子ȼɕたȴのᜤᣖの内容をみるとᴩٍ֚の̷ȟ障害者を

援ӒするȦととᴩ障害者ȟٌɜないように行動するᴥ点

ブロʍクの上に࿎をᏚȞないなȼᴦȦとに分᭒さɟたǿޏ

２．「視覚障害者は一人で外出せず，いつも援助者
がついた方がよい」という意見をどう思うか
視覚障害者にࢠに援Ӓ者ȟつȢȦとについてȼう९う

Ȟに対するρのوኌȟᴩ授業ҰऻȺȼのように変ԇした

Ȟを᚜ 7 にᇉしたǿ視覚障害者ȟ一̷ȺඬけるȦとɗᴩ

一̷Ⱥ自ႏにሉ動したい時ȟあるȦとを理解していɟ

Ƀᴩ子ȼɕたȴɂ「よいと९ɢない」とوኌするɂȭȺ

あるǿ

᚜ 7 よりᴩ授業Ұऻとɕ「よいと९う」とኌえた子

ȼɕɂ 35ᴢᴩ授業Ұऻとɕ「よいと९ɢない」とኌえ

た子ȼɕɂ 18ᴢᴩ授業Ұに「よいと९う」とኌえたȟᴩ

授業ऻにɂ「よいと९ɢない」にوኌを変ԇさせた子ȼ

ɕɂ 38ᴢȺあȶたǿ授業Ұに「よいと९う」とኌえた

子ȼɕɂ 7割をᠯえたȟᴩȰのうȴのጙ 4割ɂ授業ऻに

「よいと९ɢない」にوኌを変えたǿɑたᴩ授業Ұに「よ

いと९ɢない」とኌえた子ȼɕп׆ȟᴩ授業ऻɕȰのو

ኌを変えなȞȶたǿ

上のᜫ問Ⱥ「よいと९ɢない」とኌえた子ȼɕにȰ

の理ႏを߱ɀたᴥ᚜ 8ᴦǿ授業Ұऻとɕ「よいと९ɢな

い」とوኌした子ȼɕɕᴩ授業ऻに「よいと९ɢない」

とኌえた子ȼɕɕᴩȰのᜤᣖɂ「視覚障害者ɂ一̷Ⱥඬ

ȢȦとȟȺȠる」「視覚障害者ɕ自分とպȫようにᴩ一

̷ȺඬȠたい時ȟある」「いつɕਖ਼ͤȶてɕɜȶている

とᴩ視覚障害者ȟ自ȺȠない」「Ȱの他」に分᭒さɟ

表 6．表 5の分類項目ごとにみる授業後の記述の有無

＜情報・物理的なバリアフリー環境の整備に関する記述＞

授業前後とも記述のあった子ども 38％（30 名）

授業後に記述が見られた子ども 12％（ 9 名）

＜市民の障害理解の促進に関する記述＞

授業前後とも記述のあった子ども 24％（19 名）

授業後に記述が見られた子ども 32％（25 名）

＜移動補助や移動支援の活用に関する記述＞

授業前後とも記述のあった子ども 14％（11 名）

授業後に記述が見られた子ども 9％（ 7 名）

（％の母数は 78 名）
※大分類項目に含まれない記述をした 5 名は上表のいずれにも計数されていない。

表 7．「視覚障害者は一人で外出せず，いつも援助者がついた方がよい」と
いう考えをどう思うか（選択式）

授業後 χ2 値
( ﾏｸﾈﾏｰ検定 )よいと思う よいと思わない

授
業
前

よいと思う 35％（27 名） 38％（30 名）
30.00**

よいと思わない 0         18％（14 名）

※「その他」を選択した 7 名は除いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　** p<0.01

表 8．いつも援助者がつくことをよいと思わない理由（自由記述式）

授業前後とも「よいと
思わない」と回答 (n=14)

授業後に「よいと
思わない」と回答

(n=30)授業前 授業後

視覚障害者は一人で歩くことができる 14％（2名） 21％（3名） 30％（ 9 名）

視覚障害者も自分と同じように一人で歩きたい時がある 36％（5名） 57％（8名） 30％（ 9 名）

いつも手伝ってもらっていると，視覚障害者が自立できない 14％（2名） 14％（2名） 20％（ 6 名）

その他 43％（6名） 36％（5名） 33％（10 名）
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たǿȰの他のوኌにɂᴩ「֚りにいる̷ȟ॒要な時にਖ਼

ͤえɃよい」「ࢠにȰɃについてȢɟる̷を見つけるの

ɂ大変Ⱥある」「ᴥࢠに援Ӓさɟている視覚障害者を見る

とᴦ֚りの̷ȟ視覚障害者をࢠに援Ӓȟ॒要な̷Ⱥある

と感ȫてしɑう」なȼȟあȶたǿ

３．援助の申し出を断られた理由をどう考えるか
視覚障害者に援Ӓの႑し出をɜɟた場合ᴩȰの理ႏ

をȼう考えるȞを߱ɀᴩρのوኌȟ授業ҰऻȺȼのよう

に変ԇしたȞを᚜ 9 にᇉしたǿᤣᬱ目ɂᴩ「視覚障害

者ɂਖ਼ͤȶてɎしいȟᴩ֚りの̷にᣘをȞけてɂいけ

ないとᤕਁしている」「視覚障害者ɂਖ਼ͤȶてɎしいȟᴩ

自分一̷ȺȟɦɃɜないといけないと考えている」「視

覚障害者ɂᴩȰの時にɂਖ਼ͤȶてɕɜɢなȢて大˦܁Ⱥ

あȶた」「視覚障害者ɂȼȦȺɕ一̷ȺඬけるのȺᴩਖ਼

ͤいɂ॒要ない」「Ȱの他」Ⱥあȶたǿ

᚜ 9よりᴩ授業Ұにɂ「援Ӓ॒要ȳȟᤕਁȟある」を

ᤣした子ȼɕȟ 65ᴢと多Ȣᴩ「援Ӓ॒要ȳȟ自力Ⱥす

ɌȠと考えている」ᴥ27ᴢᴦȟඒいȺいるǿつɑりᴩ授

業Ұにɂᴩ視覚障害者ɂ援Ӓを॒要としているにɕ関ɢ

ɜȭ援Ӓの႑し出をȶたᴩと考える子ȼɕȟɎとɦȼ

Ⱥあȶたǿ

視覚障害者ɂᴩࢠに援Ӓを॒要としているɢけȺɂな

いたɔᴩ援Ӓの॒要ȟなけɟɃȰの႑し出をるȦとȟ

あるǿȦのȦとを理解していなけɟɃᴩ援Ӓの႑し出を

ɜɟた᪨にとɑȼうȦとになるǿなȞにɂᴩ႑し出を

ɜɟたȦとをネガティブにとɜえる̷ɕ出てȢるȺあ

ɠうǿȦの点についてᴩたとえɃ西館・徳田ᴥ2°°4ᴦɂᴩ

障害者としてݲな९いをしたͶ᮷として「障害者にਖ਼

を៴Ȱうとしてɜɟた」Ȧとをમȥᴩ「ɕう̝࣊とۦ

をȞけない」とᣖɌた者ȟいたȦとを֖ڨしているǿ

᚜ 9よりᴩ授業Ұに「援Ӓ॒要ȳȟᤕਁȟある」とኌ

えたȟᴩ授業ऻにɂ「Ȱの時ɂ援Ӓの॒要なし」とኌえ

た子ȼɕɂ 19ᴢᴩ「ȰɕȰɕ援Ӓの॒要なし」とኌえた

子ȼɕɂ 1ᴢȺあȶたǿӏえてᴩ授業Ұに「援Ӓ॒要ȳ

ȟ自力ȺすɌȠと考えている」とኌえたȟᴩ授業ऻにɂ

「Ȱの時ɂ援Ӓの॒要なし」とኌえた子ȼɕɂ 1°ᴢᴩ「Ȱ

ɕȰɕ援Ӓの॒要なし」とኌえた子ȼɕȟ 4ᴢȺあȶたǿ

視覚障害者ɂᴩࢠに援Ӓを॒要としているɢけȺɂな

いǿ一方ȺᴩȼȦȺɕ一̷ȺඬけるというɢけȺɂないǿ

場所ɗมによȶてɂᴩ援Ӓを॒要とするのȺありᴩ᚜

9 の「ȰɕȰɕ援Ӓの॒要なし」というوኌᬱ目をᤣ

するȦとɂ˪ᤛҒȺあるǿしたȟȶてᴩ授業ऻにᴩ援Ӓ

をɜɟた理ႏをᤛҒにኌえた子ȼɕɂ「Ȱの時ɂ援Ӓ

の॒要なし」をᤣしたጙ 3割Ⱥあȶたとえるǿ

Ⅵ．考察
1 コʨ目の授業Ⱥɂᴩፎ地َを見て視覚障害者ȟʚリ

アを感ȫる場所をす活動を行ȶたǿ子ȼɕたȴɂ点ޏ

ブロʍク上の自ᢆɗトラʍクなȼのސ在にづȠᴩȰ

の理ႏを正しȢᜤᣖしていたǿɑたᴩඬᤍҰɗ自動

ʓアのҰに点ޏブロʍクȟᜫᏚさɟていない場所ɗᴩឬ

֖ブロʍクをᜫᏚすɌȠኙ所に導ブロʍクȟᜫᏚさɟ

ている場所ȟあるȦとにɕづいたǿさɜにᴩඬᤍにሶ

Ƞ出しているᅆɗజのᴩ̜ࡾး場をٍɓ౻ɗ̜ࡾሰ

についてɕԲ᪙Ⱥあると指ଊしたǿ

子ȼɕたȴɂᴩ2 ሗ᭒の点ޏブロʍクᴥឬ֖ブロʍク

と導ブロʍクᴦȰɟȱɟの役割ɗᜫᏚ場所ᴩᄌలȺɂ

ᑢȞɜ上の障害࿎を検知ȺȠないȦとなȼをᴩ西館ɜ

ᴥ2°12ᴦの実践ɗ本実践Ⱥ̜Ұに学ɦȺいたǿȰのたɔᴩ

さɑȩɑなʚリアを自分たȴの力Ⱥ発見するȦとȟȺ

Ƞᴩ楽しɦȺ活動を行ȶているറ子ȟᜊߔさɟたǿȦɟ

ɑȺの教育とのつなȟりを考ਁしなȟɜᴩፕፖ的に学習

を進ɔてȠた成ȟᴩሥ的に活動にՎӏする子ȼɕの

に᚜ɟているとΙȺȠるǿݎ

2 コʨ目の授業Ⱥɂᴩ自分のȰɃにࢠにᜆȟ͇いてい

たɜȼう९うȞをᝈし合うȦとを通してᴩ視覚障害者に

に援Ӓ者ȟつȢȦとのழ非を考える時間をɕȶたǿ援ࢠ

Ӓ者ȟࢠにつȢȦとɂᴩ一見するとᜆҒな対ख़Ⱥあるよ

うに感ȫɜɟるǿȰのたɔᴩ授業Ұの調査Ⱥɂᴩ7 割を

ᠯえる子ȼɕȟよい考えȺあるとኌえたǿ授業ऻにɂ 4

割の子ȼɕȟᴩ視覚障害者ȟ一̷ȺඬけるȦとɗᴩ一̷

ȺඬȠたい時ȟあるȦとを理ႏにᴩよい考えȺɂないと

意見を変えたǿ

Ȧのようにᴩᝓ識をᤛҒな方向へ変容させた子ȼɕȟ

いた一方Ⱥᴩ35ᴢの子ȼɕɂ授業ऻɕᴩ援Ӓ者ȟࢠにつ

ȢȦとɂよいȦとȺあるとኌえたǿȦのᝈ題についてᝈ

表 9．手伝いを申し出た際に「大丈夫です」と断られた理由についての子どもの考え（選択式）

授　業　後

援助必要だが
遠慮がある

援助必要だが自力
ですべきと考えて

いる

その時は援助
の必要なし

そもそも援助
の必要なし

その他

授
業
前

援助必要だが遠慮がある 24％（19 名） 17％（13 名）19％（15 名） 1％（ 1 名）4％（ 3 名）

援助必要だが自力ですべきと
考えている

1％（ 1 名） 12％（ 9 名）10％（ 8 名） 4％（ 3 名） 　0         

その時は援助の必要なし 0         0         4％（ 3 名） 0         　0        
そもそも援助の必要なし 0         0         0         1％（ 1 名） 　0        
その他 0         0         0         0         　0        
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し合う時間ȟᅽȞȶたȦとなȼによりᴩ視覚障害者への

援Ӓのあり方についてᴩ子ȼɕたȴの中Ⱥ考えȟɑとɑ

ɜなȞȶたժ能性ȟあるǿ「視覚障害者ɂ一̷Ⱥ外出せ

ȭᴩࢠに援Ӓ者ȟȰɃについていた方ȟよい」という意

見についてɂᴩ視覚障害者の९いȳけȺなȢᴩȰɟを実

行した場合にᠭȦりうるࣷ害なȼについてɕ̜をᇉ

しᴩ子ȼɕたȴȟጞीするɑȺᝈし合いを進ɔɜɟるよ

うにᴩ時間ɗ内容を考ਁすɌȠȺあȶたǿ

ɑたᴩ2 コʨ目の授業Ⱥɂᴩ子ȼɕたȴの意識ȟʚリ

アフリーᜫ϶のᜫᏚにȳけ向ȢȦとのないようにᴩ࿎理

的な環境の϶にɂ᪅ႜȟあるȦとᴩᜫ϶をつけɜɟな

い場所においてɂٍ֚の̷の援Ӓȟ॒要ȺあるȦとをͤ

えたǿӏえてᴩ視覚障害者をȼのように援ӒすɟɃよい

ȞについてʝデɴЅを視ᐱしたǿ授業ऻの調査Ⱥɂᴩ

授業ҰにɌてᴩٍ֚の̷による援Ӓኄの॒要性に目を

向ける子ȼɕȟۄえたǿ

授業のఊऻにɂᴩ視覚障害者ɂࢠに援Ӓを॒要として

いるɢけȺɂないたɔᴩ援Ӓの႑し出をしてɕᴩɢɜ

ɟるȦとȟあるȦとをͤえていたǿしȞしᴩ授業ऻの調

査において援Ӓの႑し出をɜɟた場面をᇉしᴩȰの理

ႏについて子ȼɕの考えを߱ɀたとȦɠᴩ「Ȱの時ɂ援

Ӓの॒要ȟなȞȶた」とᤛҒにوኌした子ȼɕɂጙ 3割

Ⱥありᴩ5 割ऐの子ȼɕɂ授業ऻɕᴩ視覚障害者ɂ援Ӓ

を॒要としているにɕ関ɢɜȭȶたとኌえたǿ授業ऻ

にɂᴩ視覚障害者ȟ「ᤕਁ」という的な理ႏȺɂな

Ȣᴩ自に向けたሥ的な理ႏȺȶていると考える子

ȼɕȟۄえたɕののᴩयɜɂᴩ視覚障害者ȟ援Ӓを॒要

としているという考えをધȴፖけているǿつɑりᴩयɜ

ɂᴩ視覚障害者ȟ援Ӓを॒要としないȦとȟあるという

Ȧとを十分に理解していないժ能性ȟあるǿ視覚障害者

ȟȼȦȺ援Ӓを॒要としᴩȼȦȺ॒要としないのȞにつ

いてɂᴩ今ऻの教育においてऀȠፖȠᴩȶていȢ॒要

ȟあるとえるǿ

Ⅶ．まとめ
本実践の目的ɂᴩ視覚障害者の外出環境を考える取り

組みを通してᴩ外出時に視覚障害者ȟ感ȫるٌᫍとᴩȰ

ɟを解するたɔの܁ࡾについての理解の促進をَるȦ

とȺあȶたǿ視覚障害者ȟ感ȫているʚリアɗԲ᪙につ

いてɂᴩ実践を通して子ȼɕたȴの理解を進ɔるȦとȟ

ȺȠたとҜさɟるǿɑたᴩٌᫍを解するたɔの܁ࡾ

としてᴩ授業ऻにࢍによる援Ӓの॒要性に目を向ける

子ȼɕȟۄえたȦとɂᴩ授業の成としてΙȺȠるǿ

一方Ⱥᴩ授業ऻɕ視覚障害者にɂࢠに援Ӓ者ȟつȢと

よいと考える子ȼɕȟいるなȼᴩ子ȼɕたȴȟ授業Ⱥी

た情ڨを理しȠɟていないറ子ȟうȞȟえたǿ障害者

ȟʚリアを感ȫȭにຑɓにɂȼうすɟɃよいȞᴩ障害者

への援ӒɂȼうあるɌȠȞについてɂᴩ今ऻの教育にお

いてɕፕፖしてȶていȢ॒要ȟあるとえようǿ

文献
෩野智美・徳田гࢄᴥ2°°5ᴦȊ障害理解ᴪ॑のʚリアフリー

の理ᝲと実践ᴪȋᴩ誠信ంᴫ

෩野智美・徳田гࢄᴥ2°14ᴦᡵͶ障害ᴩ発達障害の理解

教育の᪡モデルの૬ಘᴩ障害理解研究ᴩ15ᴩ1-8ᴫ

西館有沙・阿久津理・ᕯ中ีःᴥ2°14ᴦ総合的な学習の

時間における視覚障害理解教育モデルの作成 2ᴪ視覚

障害者の生活のറ子をͤえる授業ɂ子ȼɕのᝓ識にȼ

のような変ԇをɕたɜしたȞᴪᴩ障害理解研究ᴩ15ᴩ

9-2°ᴫ

西館有沙・෫田ᕗ・石田᪾̷・松井昌美ᴥ2°12ᴦ総合

的な学習の時間における視覚障害理解教育のモデルの

作成 1ᴪ᜔ߔͶ᮷をႊいた授業の開発と実践ᴪᴩ障害

理解研究ᴩ14ᴩ21-34ᴫ

西館有沙・徳田гࢄᴥ2°°4ᴦ障害者介Ӓの܅Ͷ᮷Ȟɜ

考える障害理解教育の॒要性ᴩアʂア障害社会学研究ᴩ

4ᴩ1-8ᴫ

西館有沙・徳田гࢄ・෩野智美ᴥ2°°5ᴦ小学校Ւび中学

校において実践さɟている̬通ʚリアフリー教育ᴩ障

害理解研究ᴩ7ᴩ27-34ᴫ

西館有沙・ᗨฯ真理子ᴥ2°1°ᴦ視覚障害理解を目的とし

た授業の実践ᴪӛ的な障害理解教育モデルのഫኳの

たɔにᴪᴩ富山大学̷間発達科学部研究実践総合セン

ʉー要ᴩ26ᴩ1°7-115ᴫ

小野ᐪ子・徳田гࢄᴥ2°°6ᴦ視覚障害ඬ行シミュʶーショ

ンͶ᮷ȟͶ᮷者の˪ާᴩঃ५॑に˫えるफᬭᴪ障害理

解教育の視点Ȟɜᴪᴩ障害理解研究ᴩ8ᴩ37-46ᴫ

ᴥ2°14年ᴶఌ１日ՙ͇ᴦ

ᴥ2°14年1°ఌᴵ日ՙ理ᴦ
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CAN-DOリストに基づいた英語授業実践に関する高校生の意識調査

1．はじめに
文部科学ᅁɂ 2°12 年࣊ᴩ「外ّ語能力の向上に関する

検討会」1) の૬「ّ᪨ц通語としての英語力向上のた

ɔの 5 つの૬とщͶ的ஃኍ」ᴥ文部科学ᅁᴩ 2°11ᴦを

ՙけてᴩ英語のΈႊ機会の大ࢥなછЭɗ英語学習に対す

るモʋʣーションの一࠙の向上をَるኄのТɟた取組を

支援する̜業「英語力をऐԇする指導改善の取組」をข

定しᴩյᅇ教育݃׆会に̜業に取り組ɓ拠点校のᜫᏚを

Ηᭅしたǿ文部科学ᅁɂ拠点校の取組にɂඒの 3点の内

容をֆɓȦとをɔたǿ

１ᴫ学習Ң達目ൈを「CAN-DOリスト」2) のढȺᜫ定・

у᚜しᴩȰの達成มをੰ૱しᴩ指導に生ȞすȦとǿ

２ᴫ授業における指導と学習Ιの改善ኄの進にあ

たりᴩ外部有識者Ȟɜの指導ɕՙけなȟɜ授業у開

ɗ研究Ԧឰ会を画的に実ஃするȦとǿ

３ᴫ授業内外において生徒ȟ英語をΈう機会をۄɗす

Ȧとに資するよう AÌÔ ɗɮンʉーネʍトኄの ICÔ

ኄのӛ的な活ႊをَるȦとǿ

本̜業ɂ 2°13 年࣊ᴩ̜業ջを「英語によるコミュニ

ケーション能力・ᝲ理的९考力を ऐԇする指導改善の

取組」に変しᴩፕፖ・進さɟたǿ̜業のᠲと拠点

校ȟ取り組ɓɌȠ内容ɂ 1年目とɎɏպȫȺあるǿɑた

本̜業ɂ「छᝉ校における成をպ᥆ᤍࣈᅇのпڒȺц

有しᴩ地ڒпͶȺႩ的に英語教育の改善をَるたɔの

取組を行う」となȶているǿ̜業の成を今ऻ活ႊして

いȢたɔにɂᴩ学習者Ⱥある生徒にとȶてȼのような面

Ⱥ役にȶているのȞをɜȞにしておȢȦとȟ॒要Ⱥ

あるǿ本ሟȺɂᴩÖ ᅇ拠点校 4 校における 2 年間の取

組の成ɗ課題を生徒の意識調査を通して検討するǿ

2. 研究の理論的背景
2.1　CEFRの理念

ੵ野ᴥ2°13ᴦɂᴩCÅÆÒ (Cïííïî Åõòïðåáî Æòáíå-

÷ïòë ïæ Òåæåòåîãå æïò Ìáîçõáçåóº Ìåáòîéîç¬ Ôåáãè-

éîç¬ Aóóåóóíåîô¬ ʲーロʍʛ語ц通Վౕྃ ) の理ॡ

について͏下のようにᣖɌているǿ

CÅÆÒ ɂ語ᜊᴩ語学学習ᴩ教授ᜊを行動指

向アʡローʋᴥáãôéïî-ïòéåîôåä áððòïáãèᴦȺ考え

るǿȦɟɂ語Έႊ者をᴩ社会行為を行う者ととɜ

えᴩ語行為ɂある目的Ⱥ行動するȦとによȶて生

ȫると考えているᴥð®11ᴦǿᴹᅁႩᴻ語によるコ

ミュニケーション能力をધつというȦとɂᴩ語に

関する知識ȳけにとȼɑɜȭᴩȰの知識を活ႊしてᴩ

ÃÁÎÄÏʴʃʒȾژȸȗȲᔐૌഈ実践ȾᩜȬɞᯚಇႆɁឧᝩ౼

―拠点校２年目の指導改善の取組―

岡崎　浩幸

Èéçè Sãèïïì Sôõäåîôóż Ðåòãåðôéïîó ïæ Åîçìéóè Ôåáãèéîç Ðòáãôéãåó Âáóåä ïî 
Cáî-Dï Sôáôåíåîôó

- Èõâ Sãèïïìóż Såãïîä-Ùåáò Åææïòôó ôï Iíðòïöå Iîóôòõãôéïî -

Èéòïùõëé OËAÚAËI

摘要

Ö ᅇ拠点校ᴥ4 高校ᴦȺɂᴩCAN-DO リストのढȺの学習Ң達目ൈをᜫ定しᴩȰɟに基づȢ授業改善を 2 年間実

践してȠたǿ本研究の目的ɂ生徒の意識調査ᴥ1学年ᴩ 2 学年ᴦを通してᴩ2年間の取組の成ɗ課題を֖ڨ検討する

ȦとȺあるǿアンケートのፀȞɜᴩ「授業へのᠴ࣊」「英語による授業へのৼɟɗ理解࣊」「英語Έႊへの有能感」「英

語学習への意ඕ向上」においてɂ 4 校とɕകɀᓦܧな成をᇉしているǿたȳしᴩ「CDS による意ඕ向上」ɂͲいፀ

をᇉしているȦとȞɜᴩ授業ɂ改善しつつあるȟ CDS の目ൈȟॎࣄさɟていないժ能性ɕあるǿɑたᴩCDS をႊ

いて自ऺ的学習者を育成するȦとについてɂ 4 校とɕ十分な成ȟीɜɟなȞȶたǿȦɟɂᴩ生徒ȟ CDS をՎ考に

して自分の目ൈをᜫ定し自ࢄの学習มをળりᣌるという自ऺにඑȞせない行動ȟ十分に促さɟていないȞɜȺあɠ

うǿCDSによる授業実践による自ऺ的学習者の育成についてᴩ今ऻなる研究ȟ॒要となるȺあɠうǿ

キーワード：拠点校ᴩCAN-DOリストᴥCDSᴦᴩ英語授業ᴩ高校生の意識

Ëåù÷ïòäó：Èõâ Èéçè Sãèïïìó¬ Cáî-Dï Sôáôåíåîôó¬ Åîçìéóè Cìáóóåó¬ Èéçè Sãèïïì Sôõäåîôóż Ðåòãåðôéïîó

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９：��－��
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実᪨の場面においてӛ的な語機能をたすᚓを

ीているȦとȺあるǿȰのたɔにɕᴩȦの能力育成

のたɔの指導ɂᴩ実᪨の語ΈႊをおいてしȞ考え

ɜɟないǿつɑりᴩ教の中ȺあɟɃᴩʉスク活動

を通してᴩ学習者にʉスクを成しᤁȥるたɔに॒要

な語Έႊの自動ԇȟ進ɓようなͶ᮷を多Ȣ˫える

ȦとȟఖɑɟるのȺある (ð®15)ǿ

さɜにᴩ学習能力のᝢの中Ⱥ (ð®16)¬ 自ऺ的学習者

育成について͏下のようにᣖɌているǿ

学習能力をीるとɂᴩ学習者ȟ学ɉ対៎についてᒾ

֞をધȴᴩ学ɉたɔに॒要な情ڨと学習方Ⴉをਖ਼に入

ɟるȦとȺあるǿ学習者に自ᡵの多റな知識ɗ能力を

活ႊする機会ȟ˫えɜɟᴩ実᪨に活動するጽ᮷を通し

てȦȰᴩȦの能力を発達させていȢȦとȟժ能となる

のȺあるǿ学習能力ɂ学校をԤ業したऻにɕしい

語を学びፖける自ऺ的な学習者に॒要な資Ⱥありᴩ

CÅÆÒ ȺȰの育成を重視している点Ⱥあるǿᴥ下፷ɂ

ኂ者ᴦ

Èïìåã (1981) によɟɃᴩ自ऺした学習者とɂᴩ「自分

の学習のɾールをขɔᴩ学習の内容ɗ学習の進ɔ方をข

ɔᴩȰの学習に॒要な教材をᤣしᴩ॒ 要な੫ᚓをΈいᴩ

学習の進࣊щ合をモニʉーしたりᴩ学習をΙしたりす

るȦとȟȺȠる学習者」Ⱥあるǿ

真ࡥ (2°1°) ɂさɜに CÅÆÒ のᰀ力として「行動中॑

˿義」をમȥᴩ語学習を࣋学ȺなȢᴩ語行動の目的

のたɔに行うɕのとするȦとȺあるとᣖɌᴩ語の知識

ᦀȺɂなȢᴩ「Ȱの語をΈȶてͷȟ ¯ ȼɦなȦとȟȺ

ȠるのȞという」Ȧとȟ語学習の目的となるとᝢし

ているǿΈうȦとȺɂȫɔて達成感ȟीɜɟᴩ意ඕ向上

と自ऺȟᓾ生えてȢるのȺあɠうǿ

2.2 学習到達目標としてのCAN-DOリスト
文部科学ᅁɂ 2°13 年 3 ఌにᴩ上ᣖの CÅÆÒ の理ॡ

をՎ考にしてᴩȊյ中・高ኄ学校の外ّ語教育における

「CAN-DOリスト」のढȺの学習Ң達目ൈᜫ定のたɔの

ਖ਼ऀȠȋを作成・у᚜したǿȦのਖ਼ऀȠȺऐ調さɟてい

るのɂ͏下の３点Ⱥあるǿ

1® 外ّ語能力向上のたɔにᴩ生徒ȟᡵに͇ける能力を

յ学校ȟᆬԇしᴩ教׆ȟ生徒の指導とΙの改善に

活ႊするȦとȺある (ð®3)ǿ 

2® 学習Ң達目ൈをᴩ語をႊいて「ᵻするȦとȟȺȠる」

という能力ᜤᣖ文のढȺᜫ定するȦとによりᴩ学習指

導要ᬻをᡍɑえたᴩ「ᐨȢȦと」ᴩ「ᝈすȦと」ᴩ「ᝣɓ

Ȧと」Ւび「ంȢȦと」のᴱ੫能を有機的にፀび͇けᴩ

総合的に育成する指導につなȥるȦとȺある (ð®4)ǿ

3® 語をႊいてᴩ「ᵻȟȺȠるようになりたい」ᴩ「ᵻȟ

ȺȠるようになるȦとを目指す」といȶた自覚ȟᓾ生

えᴩ語習ीに॒要な自ऺ的学習者としてのৰݎ・࣊

ӯȟᡵに͇Ȣととɕにᴩ「語をႊいてᵻȟȺȠるよ

うになȶた」という達成感による学習意ඕのなる向

上にɕつなȟるȦとȟఙशさɟる (ð®4) ǿ

Ȧのように文部科学ᅁɂᴩCAN-DO リストᴥCDSᴦ

のढࣻȺ学習Ң達目ൈをᜫ定させるȦとȺᴩ外ّ語能力

向上のたɔの指導とΙの一Ͷԇᴩ4 ੫能のʚランスの

取ɟた指導ऐԇᴩ自ऺ的学習者の᭴成ᴩ生徒の活動を中

॑とした語Έႊによる有能感Ւび学習意ඕの向上を目

指していると考えɜɟるǿ

上ᣖのように CDS に基づȢ外ّ語教育の特ौȺある

「行動指向アʡローʋ」と「自ऺ的学習者の育成」をᰀ

力として取り上ȥɜɟているǿしȞしᴩCDS に基づい

た授業実践ȟ高校生の英語学習への有能感ɗ意ඕ向上ᴩ

自ऺ的学習者の資育成に˫えるफᬭについてɑȳ十分

な研究ȟ行ɢɟていないǿ本ሟȺɂᴩCDS に基づいた

授業実践に対する高校生の意識を調査・検討するǿ

3．本研究の背景と目的
3.1 拠点校の取り組み
Ö ᅇȺɂᴩ̜業「英語力をऐԇする指導改善の取組」

の支援を文部科学ᅁȞɜՙけてᴩᅇ教育݃׆会ȟ 2°12

年 3 ఌに 4つの拠点校ᴥA¬ Â¬ C¬ D 校ᴦを指定したǿ拠

点校Ⱥɂ CAN-DO リストのढȺの学習Ң達目ൈをᜫ定

し授業改善に取り組ɓȦとになȶたǿᤈՍ 2年間の˿な

取組の特ौɂ͏下の 5 点Ⱥあるǿᴥ2°14 年࣊ɂ拠点校と

してఊጶ̜業年࣊ᴥ3 年目ᴦȺ 4 校とɕ研究実践をፕፖ

しているᴦ

1® CAN-DO リストのढࣻȺᜫ定した学習Ң達目ൈを達

成するようにᴩ 授業を܁ࡾ・改善するǿ

2® 授業ɂՁҬ英語Ⱥ行うȦとをц通した目ൈにૡȥて

いるǿたȳጯȞな文ศᝢなȼɂᤛ日本語をΈȶて

ᝢしているǿ

3® 文ศᜭᝣࣻの指導のみにϡるȦとなȢᴩ生徒の活動

ȟ中॑となるような授業をࠕ開するǿ

4®「英語をΈȶてᵻȺȠる」を実းするように授業をഫ

成するǿ

5® 4 ੫能のʚランスを取るように܁ࡾするǿ

3.2 研究目的
本研究のቼ一の目的ɂᴩ2 年間の取組の成と課題を

ɜȞにするȦとȺあるǿɑた本̜業ɂ成を他校にௐ

ՒするȦとɕ重要なөの一つȺあるのȺᴩ今ऻ他校ȟ

CDS に基づいた授業をࠕ開していȢ᪨のᇉדをीるȦ

とɕ目的の一つȺあるǿ

本ሟɂ̜業の目的に基づいて取り組ɑɟてȠた英語授

業を１年ᴥ１学年ᴦないし２年ᴥ２学年ᴦ間ՙけてȠた

高校生の意識を調査するȦとを目的とするǿ調査内容ɂ

「授業へのᠴ࣊」ᴩ「英語による授業理解࣊とৼɟ」ᴩ「英
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CAN-DOリストに基づいた英語授業実践に関する高校生の意識調査

語Έႊ有能感」ᴩ「学習への意ඕ向上」ᴩ 「੫能別達成࣊」ᴩ

「自ऺ的学習者の᭴成に対する有ႊ性」Ⱥあるǿ本ሟȺ

ɂ自ऺ的学習者に॒要な資をᴩ自ɜ目ൈをᜫ定するȦ

とȟȺȠる「自ࢄ目ൈᜫ定力」ᴩ自ɜの学習มをੰ૱

するたɔにળりᣌるȦとȟȺȠる「内ᅁ力」ᴩ学習方ศ

ȟᡵについている「学習方Ⴉの定ᅔ」Ȟɜ成ȶていると

するǿ

͏下にᴳつの研究課題をᜫ定したǿ

1® 拠点校の授業改善の取組によȶてᴩ生徒の授業への

ᠴ࣊ɂ高ɑるȞǿ

2® 英語による授業への生徒の理解࣊ɗৼɟɂ高ɑるȞǿ

3® 拠点校の授業改善の取組によȶてᴩ生徒の英語Έႊ

の有能感ɂ高ɑるȞǿ

4® 拠点校の授業改善の取組によȶてᴩ生徒の学習意ඕ

ɂ高ɑるȞǿ

5® 拠点校の授業改善の取組によȶてᴩ生徒の੫能別学

習Ң達目ൈに対する達成࣊ɂ高ɑるȞǿ

6® 拠点校の授業改善の取組ɂ自ऺ的学習者の育成に߆

˫するȞǿ

4．方　法
5 ͔ศアンケートをႊいてᴩ授業に対する高校生の意

識を調査したǿ2°13年7ఌと2°14年3ఌにպȫアンケー

トを実ஃしたǿ

ኂ者ɂ 2°12 年ᴱఌȞɜး在ɑȺᴩÖ ᅇの拠点校の指

導内容ɗ指導方ศの改善について指導・Ӓを行うᤆ؆

指導݃׆をөɔてȠたǿよȶてյ拠点校Ⱥ開ϸさɟるᤆ

؆指導݃׆会ᴥ2 ᴦȺ̜業の進ાมについてᝢをو

ՙけたりᴩCDS に基づȢу開授業をᜊߔしたりする機

会をीたǿɑた拠点校の研究͖者と᭄にʫールɗ

ᝈȺ情̬ڨ૰するȦとɕȺȠたǿȦのようにアンケート

調査ፀȳけȺなȢᴩȦɟɜのɗり取りՒび授業ᜊߔを

ӏ֞して考ߔを行うǿ

4.1 調査協力者
Öᅇの拠点校 4校の 1¬ 2 学年の生徒を対៎とするᴥ᚜

1ᴦǿA 校ɂᐳ業科の高校ȺあるǿÂ¬ C¬ D 校ɂп日制ௐ

通科Ԩ校ȺɎとɦȼすɌての生徒ȟ大学進学をఖし

ている進学校Ⱥあるǿ

表１. アンケート協力者内訳

高校 1学年生徒ୣ ２学年生徒ୣ

A 28° (7) 31° (8)

Â 2°1 (5) 198 (5)

C 2°1 (5) 2°2 (5)

D 28° (7) 28° (7)

(　 ) 内ɂクラスୣ

4.2 調査項目
アンケートɂ 11 ᬱ目Ȟɜなりᴩ問内容ɂ͏下の通

りȺあるǿ授業に対する生徒の意識についてᴩᴲᴷとて

ɕȰう९うᴩとてɕあてɂɑるᴩᴱᴷȰう९うᴩあてɂ

ɑるᴩ３ᴷȼȴɜとɕいえないᴩɈつうȺあるᴩ２ᴷあ

ɑりȰう९ɢないᴩあɑりあてɂɑɜないᴩ１ᴷпȢȰ

う९ɢないᴩпȢあてɂɑɜないᴩの 5͔ศȺ߱ɀたǿ

͏下ɂᬱ目の文Ⱥあるǿ「　　」ɂᅽ᎔したɕのȺ

あるǿ

1® пͶとしてᴩ英語授業にᠴしているǿ

　「1授業へのᠴ࣊」

2® а生のᝈす英語ȟ分ȞるようになȶてȠたǿ

　「2教࢙の英語理解࣊」

3® 授業中に英語をΈうȦとȟȺȠるようになȶてȠたǿ

　「3英語Έႊ有能感」

4® 今ऻᴩ今ɑȺ͏上に英語学習に取り組みたいǿ

　「4学習への意ඕ向上」

5®  CAN-DOリストに基づいてᴩа生ɂ授業を行ȶているǿ

　「CDSによる授業ᝓ識࣊」ᴥ今و分にɂΈႊしないᴦ

6®  CAN-DO リストを意識しᴩ自分の目ൈをᜫ定して英

語学習に取り組ɦȺȠたǿ

　「6自ࢄ目ൈᜫ定力」

7ᴫCAN-DOリストの目ൈのጙᴵ割͏上ɂ達成ȺȠたǿ

　「7੫能別Ң達࣊」

　7-1 リスニンɺ　 「7-1 リスニンɺҢ達࣊」

　7-2 スʞーキンɺ 「7-2 スʞーキンɺҢ達࣊」

　7-3 リーディンɺ 「7-3 リーディンɺҢ達࣊」

　7-4 ラɮティンɺ 「7-4 ラɮティンɺҢ達࣊」

8® CAN-DO リストのおȞȥȺ英語学習への意ඕȟ高

ɑȶてȠたǿ

　「8 CDS による意ඕ向上」

9ᴫCAN-DO リストを見ᣌして自分の英語力ȟͩびたと

९うȦとȟあるǿ

　「9 CDS による内ᅁ力」

1°®　英語Ⱥ行ɢɟる授業にৼɟてȠたǿ

　「1° 英語による授業へのৼɟ」

11®　自分なりの英語学習ᴥӣऐᴦ方ศをɕȶているǿ

　「11 学習方Ⴉの定ᅔ」

Ñ1 ɂ「授業へのᠴ࣊」ᴩÑ2¬1° ɂ英語による授業理

解࣊とৼɟ」ᴩÑ3 ɂ「英語Έႊ有能感」ᴩÑ4¬ 8 ɂ「学

習への意ඕ向上」ᴩÑ7(7-1¬ 7-2¬ 7-3¬ 7-4) ɂ「੫能別Ң達

ᴩÑ6¬ 9¬ 11「࣊ ɂ「自ऺ的学習者の᭴成」についての分

をする᪨にႊいるǿ

4.3　分析方法
յ校の取組の成を٫ࢲϏ 3®5 ͏上あるいɂᑌ定的な

ኌو 5ᴩ4 のᴢの合 ( ఙशϏ 4°¥) を目ާとして分す

るǿፀ・考ߔȺΈɢɟている ¥ ɂすɌてوኌ 5 と 4

の合Ⱥあるǿɑた٫ࢲϏ３ఝのᬱ目にɕᅔ目するǿ

7 ఌと 3 ఌ間のͩびɂô 検定をႊいて分するǿ高校の
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場合ᴩ校ሗによȶて成ɗ課題ȟႱなるȦとȟ̙さɟ

るのȺᴩ高校別に考ߔを行いᴩఊऻにɑとɔとして研究

課題にภȶてпͶ考ߔをӏえるǿ

5．結果・考察
5.1  A 校の結果

ᴾ校ɂᐳ業科高校Ⱥありᴩ 本̜業の取組とՙ᮷対ኍと

のʂʶンʨɂ教࢙間にɂ見ɜɟなȞȶたǿしȞし中学校

時代Ȟɜ英語ݲいな生徒ȟ多いȦとȞɜᴩ「英語Ⱥ授業

を行うȦと」ɗ「英語をΈȶてᵻȺȠる」の指導方ᦉに

対してᴩ指導への˪ާɗ自信のなさȟ教࢙の間にɂߵな

Ȟɜȭސ在していたǿ

٫Ϗȟࢲ 3®5 ͏上のᬱ目ɂ 1 学年Ⱥɂ「1 授業への

ᠴ࣊」ᴥ7 ఌ 3®69¬ 3 ఌ 3®9°ᴦᴩ「2 教࢙の英語理解࣊ᴥ7

ఌ 3®67¬ 3 ఌ 3®87ᴦ「4 学習への意ඕ向上」ᴥ7 ఌ 3®71¬ 3

ఌ 3®8°ᴦ「7-1 リスニンɺҢ達3)「࣊ ఌ 3®68¬ 7 ఌ 3®61)¬

「7-2 スʞーキンɺҢ達࣊」ᴥ3ఌ 3®69ᴦᴩ「7-3 リーディン

ɺҢ達7)「࣊ ఌ 3®55¬ 3 ఌ 3®67)¬ 「7-4 ラɮティンɺҢ達

3)「࣊ ఌ 3®53)¬ 「1° 英語による授業へのৼɟ」(7 ఌ 3®82¬ 

3 ఌ 4®°6) Ⱥあȶたᴥ᚜ 2¬ َ１ᴦǿ2 年Ⱥɂᴩ「1 授業へ

のᠴ࣊」ᴥ7ఌ 3®57¬ 3 ఌ 3®67ᴦᴩ「4学習への意ඕ向上」

ᴥ7 ఌ 3®57¬ 3 ఌ 3®63ᴦ「1° 英語による授業へのৼɟ」(7

ఌ 3®58¬ 3 ఌ 3®67) Ⱥあȶたᴥ᚜ 3¬ َ 2ᴦǿ͏上Ȟɜᴩ生

徒の授業へのᠴ࣊と意ඕ向上ȟ見ɜɟるǿɑたᴩ英語

Ⱥ行ɢɟている授業にɕৼɟて授業への理解ɕ向上して

いるǿ͏上のፀȞɜ授業改善への取組によȶてᴩ˵学

年とɕ「1授業пͶへのᠴ࣊」ᴩ「4学習への意ඕ向上」ᴩ

「1° 英語による授業へのৼɟ」においてᓦܧな成をᇉ

しているǿɑた「2 教࢙の英語理解࣊」に対してوኌᴲ

とᴱの合ȟ61¥Ȟɜ73¥「1°英語による授業へのৼɟ」

Ⱥɂ 67ᴢȞɜ 78ᴢへのͩびをᇉしているȦとȞɜ教࢙

の˪ާに反してᴩ生徒ɂ教࢙の英語を理解ȺȠるように

なȶてȠたようȺあるǿ

一方ᴩ ٫ࢲϏ 3ఝのᬱ目ɂ 1学年Ⱥ「11学習方Ⴉの

定ᅔ」ᴥ7ఌ 2®7°¬ 3 ఌ 2®8°ᴦᴩ2学年Ⱥ「3英語Έႊ有能感」

ᴥ7ఌ 2®93ᴦᴩ「6自ࢄ目ൈᜫ定力」(3 ఌ 2®98)¬ 「7-4 ラɮティ

ンɺҢ達࣊」(7ఌ2®94¬ 3ఌ2®98)¬ 「9 CDSによる内ᅁ力」(7

ఌ 2®88)ᴩ「11 学習方Ⴉの定ᅔ」ᴥ7 ఌ 2®64¬ 3 ఌ 2®85ᴦȺ

あȶたǿ˵学年とɕに「11学習方Ⴉの定ᅔ」ȺͲいୣϏ

をᇉしているǿɕとɕと英語ݲいの生徒ȟ多Ȣ家庭Ⱥの

̙習ɗे習ɂɎとɦȼఙशȺȠないたɔにᴩ5°分の授業

の中Ⱥ学習を定ᅔさせていȞなけɟɃいけないးȟあ

るǿしたȟȶてᴩ自ࢄの目ൈをᜫ定させたりᴩ自ࢄの学

習をળりȞえɜせたりして自ࢄの学習方ศをᡵにつける

なȼの自ऺを育ɓにɂɑȳᒴȶていないようȺあるǿ

1 学年においてᴩ「3 英語Έႊ有能感」「7-2 スʞーキ

ンɺҢ達࣊」のͩびȟᕻしいのɂ生徒の活動を中॑に生

徒ȟ英語をΈうȦとを目ൈに取り組ɦȺȠた成Ⱥある

と考えɜɟるǿ

5.2 Ｂ校の結果
Â校ɂ進学校ȺɎɏп生徒ȟ大学に進学するǿ本̜業

への取組と大学入ᝁ対ኍとの間にʂʶンʨを感ȫている

教࢙ɕいるȟ研究͖者のリーʊーシʍʡによȶてᴩ英

語科пͶȺ本̜業に取り組ɦȺいるǿ

٫Ϗȟࢲ 3®5 ͏上をᇉしているᬱ目ɂᴩ 1 学年Ⱥɂ「1

授業へのᠴ࣊」ᴥ7ఌ 3®54¬ 3 ఌ 3®96ᴦᴩ「2教࢙の英語理

解࣊ᴥ3ఌ4®°°ᴦᴩ「4学習への意ඕ向上」ᴥ7ఌ4®11¬ 3ఌ4®23ᴦ

「1°英語による授業へのৼɟ」(7ఌ 3®76¬ 3ఌ 4®13)Ⱥᴥ᚜ ¬E 

َ 3ᴦ¬ 2学年Ⱥɂ「1授業へのᠴ࣊」ᴥ7ఌ3®89¬ 3ఌ 3®78ᴦᴩ

「2教࢙の英語理解࣊」ᴥ7ఌ 3®89¬ 3 ఌ 3®98ᴦᴩ「4学習への

意ඕ向上」ᴥ7ఌ 4®39¬ 3 ఌ 4®44ᴦ「1°英語による授業への

ৼɟ」(7ఌ 3®91¬ 3 ఌ 3®85) Ⱥあȶたᴥ᚜ ¬Ǝ َ 4ᴦǿ

˵学年とɕに授業にᠴしᴩ学習への意ඕɕȞなり向

上しているᴥ1年 75¥¬ 2 年 9°ᴢᴦǿɑた英語による授業に

ɕৼɟてȠているറ子ȟቇɢɟるᴥ１年 83¥¬ ２年 71¥ᴦǿ

ɑた1学年 7ఌȞɜ3ఌにȞけての「1授業へのᠴ࣊」「2

教࢙の英語理解࣊」「3英語Έႊ有能感」「英語による授

業へのৼɟ」のͩびɂᕻȺあるᴥӛᦀ中ሌ࣊ᴦǿ4ఌ

入学時にɂ英語Ⱥ行ɢɟる授業にੑいのある生徒ɕ多

ȞȶたȦとȟ̙さɟるȟᴩ1年ऻԡにɂ授業にৼɟてい

Ƞᴩ理解࣊ɕ高ɑりᴩ英語をΈうȦとɕあるሌ࣊ȺȠるよ

うになȶていȶた成ȺあるとߔȺȠるǿ

٫Ϗȟࢲ 3 ఝをᇉしているᬱ目ɂ˵学年とɕに「6

自ࢄ目ൈᜫ定能力」ᴩ「8 CDS による意ඕ向上」「9 CDS

による内ᅁ力」のᬱ目Ⱥあȶたǿ「自ࢄ目ൈᜫ定能力」

と「内ᅁ力」ɂ自ऺ的学習者にඑȞせない資Ⱥあるの

Ⱥᴩ自ऺ的学習者に॒要な能力ȟᡵについていないと考

えɜɟるǿ学習意ඕについてɂ今ऻɕ意ඕ的に学習に取

り組みたいという動機ɂ高ɑȶているȟ「8 CDS によ

る意ඕ向上」ȺɂͲいୣϏをᇉしているǿ生徒ɂᴩ自分

の意ඕの向上ɂ授業のおȞȥȺあるとᝓ識しているȟ

ŽCDS のおȞȥžなのȞȼうȞɂ実感ȺȠないようȺあ

るǿあるいɂ CDS ȟȰɟɎȼ役にȶていないȦとɕ

考えɜɟるǿ˵学年とɕアンケートの３をᤣɦȺいる生

徒ȟጙ 5°¥ ҰऻあるȦとȞɜɕລȺȠるǿ今ऻ問

ᬱ目を検討する॒要ȟあるǿ

5.3 Ｃ校の結果
C 校ɂᠯ進学校ȺあるǿC 校Ⱥ٫ࢲϏȟ 3®5 ͏上のᬱ

目ɂᴩ1 学年Ⱥɂ「１授業へのᠴ࣊」ᴥ7 ఌ 3®72¬ 3 ఌ

3®84ᴦᴩ「２教࢙の英語理解࣊ᴥ7 ఌ 3®63¬ 3 ఌ 3®88ᴦ¬ 「3

英語Έႊ有能感」ᴥ3ఌ 3®51ᴦᴩ「4学習への意ඕ向上」ᴥ7

ఌ 4®23¬ 3 ఌ 4®4°ᴦᴩ「1° 英語による授業へのৼɟ」(7 ఌ

3®91¬ 3 ఌ 4®°9) Ⱥᴥ᚜ᴳ¬ َ 5ᴦ¬ 2 学年Ⱥɂ「1 授業への

ᠴ࣊」ᴥ7ఌ 3®54¬ 3 ఌ 3®72ᴦᴩ「2教࢙の英語理解࣊ᴥ7

ఌ 3®67¬ 3 ఌ 3®82ᴦᴩ「4 学習への意ඕ向上」ᴥ7 ఌ 4®24¬ 3

ఌ4®49ᴦ「1°英語による授業へのৼɟ」(7ఌ3®85¬ 3ఌ4®°2)

Ⱥあȶたᴥ᚜ᴴ¬ َ 6ᴦǿ
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図 1.  A 校 1 学年の項目別平均値

図 2 .  A 校 2 学年の項目別平均値
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図 3.  B 校 1 学年の項目別平均値

図 4.  B 校 2 学年の項目別平均値
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˵学年とɕにᴩ取り組ɑɟている授業にᠴしᴩ英語

Ⱥ行ɢɟている授業にৼɟて意ඕɕ向上しているǿ7 ఌ

Ȟɜ 3ఌにおいてᕻなͩびᴥӛᦀ中ሌ࣊ᴦȟ見ɜɟ

るᬱ目ɂᴩ１学年Ⱥ「2教࢙の英語理解࣊」「3英語Έႊ

有能感」「9 CDS による内ᅁ力」Ⱥあȶたǿ「3 英語Έႊ

有能感」ȟͩびたのɂ入学छқ自分の९いを᚜းȺȠな

Ȟȶたのȟऻԡߵしȭつ᚜းȺȠる機会ɕۄえ自分の९

いをͤえるȦとにৼɟてȠたのȺɂないȞと९ɢɟるǿ

2 学年「3 英語Έႊ有能感」のͩびのࢃɂӛᦀ中ሌ

におい「࣊ラɮティンɺҢ達」をᇉしているǿȦɟɂ࣊

てɕ有意なࢃȟᝓɔɜɟているのȺᴩంȢ活動に重点を

Ꮪいた指導の成Ⱥあると考えɜɟるǿ

٫Ϗȟࢲ 3 ఝのᬱ目ɂᴩ1 学年Ⱥ「6 自ࢄ目ൈᜫ定

能力」ᴥ7 ఌ 2®69¬ 3 ఌ 2®95ᴦᴩ「8 CDS による意ඕ向上」

(7 ఌ 2®76¬ 3 ఌ 2®98)ᴩ2 学年Ⱥ「6自ࢄ目ൈᜫ定能力」ᴥ7

ఌ 2®85¬ 3 ఌ 2®95ᴦᴩ「7-2 スʞーキンɺҢ達࣊」ᴥ7ఌ 2®99ᴦᴩ

「8 CDS による意ඕ向上」(7 ఌ 2®74¬ 3 ఌ 2®9°)ᴩ「9 CDS

による内ᅁ力」(7 ఌ 2®73¬ 3 ఌ 2®98) Ⱥあȶたǿ「6自ࢄ目

ൈᜫ定能力」「9 CDS による内ᅁ力」のͲさɂ自ऺ的学

習者の資ȟ十分ᡵについていないȦとをᇉしているǿ

5. 4 Ｄ校の結果
Ｄ校Ⱥ٫ࢲ 3®5 ͏上のୣϏをᇉしたᬱ目ɂᴩ1 学年Ⱥ

「1 授業へのᠴ࣊」ᴥ7 ఌ 3®81¬ 3 ఌ 4®°3ᴦᴩ「2 教࢙の英

語理解࣊」ᴥ7ఌ 3®6° 3 ఌ 3®89ᴦᴩ「4学習への意ඕ向上」ᴥ7

ఌ 4®43¬ 3 ఌ 4®39ᴦᴩ 「7-3リーディンɺҢ達࣊」(3ఌ 3®54)ᴩ

「1°英語による授業へのৼɟ」(7ఌ3®87¬ 3ఌ4®°2)Ⱥ(᚜8¬ 

َ7)ᴩ2学年Ⱥɂ「1授業へのᠴ࣊」ᴥ7ఌ3®87¬ 3ఌ3®95ᴦᴩ

「2 教࢙の英語理解࣊ᴥ7 ఌ 3®87¬ 3 ఌ 3®88ᴦᴩ「4 学習へ

の意ඕ」ᴥ7ఌ 4®36¬ 3 ఌ 4®4°ᴦᴩ 「7-1 リスニンɺҢ達3)「࣊

ఌ 3®55)ᴩ 「7-3 リーディンɺҢ達3)「࣊ ఌ 3®54)「1° 英語

による授業へのৼɟ」ᴥ7ఌ 4®°4ᴩ 3 ఌᴩ 4®°4ᴦȺあるᴥ᚜

9¬ َ 8ᴦǿ͏上ȞɜΈうȦとを中॑にᴩ英語Ⱥ行ɢɟる

授業にകɀৼɟてᠴし意ඕɕ向上しているとߔȺȠ

るǿ

7 ఌȞɜ 3 ఌにȞけてᕻなͩびをᇉしたᬱ目ɂ 1 年

Ⱥ「2 教࢙の英語理解࣊」ᴩ「1 授業へのᠴ࣊」ᴩ「3 英

語Έႊ有能感ᴩ」「11 学習方Ⴉの定ᅔ」Ⱥあるǿ2年Ⱥɂ

特に「7-1 リスニンɺҢ達࣊」ᴩ「7-2 スʞーキンɺҢ達

のͩびɂ大ȠȢᴩඒいȺ「11「࣊ 学習方Ⴉの定ᅔ」Ⱥ

あるǿ進学校Ⱥɂᢌ視さɟる傾向にあるリスニンɺᴩス

ʞーキンɺのҢ達࣊のͩびȟᕻしいᴥӛᦀ中ሌ࣊ᴦの

ɂ CDS のढࣻȺ੫能別に目ൈをᜫ定しᴩʚランスの取

ɟた 4੫能の指導ȟ܁ࡾ・実践さɟてȠた成Ⱥあると

考えɜɟるǿ

٫Ϗȟࢲ 3ఝのᬱ目ɂ˵学年とɕに「自ࢄ目ൈᜫ定

能力」ᴩ「8 CDS による意ඕ向上」ᴩ「9 CDS による内ᅁ力」

ȺありᴩD校においてɕ自ऺ的学習者の資ȟᡵにつȢ

ɑȺɂᒴȶていないፀとなȶたǿ

6. まとめと取組への示唆
研究課題にภȶて調査ፀをɑとɔていȢǿ研究課題

1「授業へのᠴ࣊」に関してᴩ4 校すɌてにおいて

ᠴ࣊にȞなり高いୣϏをᇉしたǿ生徒の活動中॑ᴩ英語

による授業ᴩ4 ੫能のʚランスを考ਁした指導ᴩ「英語

ȺᵻȺȠる」機会ȟ多い授業にᠴしているようȺあるǿ

研究課題 2「英語による授業への理解࣊ɗৼɟ」につ

いてᴩ4 校とɕに高いୣϏをᇉしておりᴩ教׆п׆ȺȺ

Ƞるȳけ英語をΈい生徒ȟ理解ȺȠる授業づȢりに取り

組ɦȳ成Ⱥあɠうǿたȳᴩ教࢙ȟ英語Ⱥ授業をするȦ

とɕ大ҒȺあるȟᴩͷよりɕ大ҒなȦとɂ生徒ȟ英語を

ΈȶてͷȞȟȺȠるようになるȦとȺあるǿよȶてᴩΈ

う機会ȟ十分に保障さɟᴩΈうȦとによȶて自信ȟつȢ

るような環境ɗ場面ᜫ定ȟ一࠙ఖɑɟるǿ

研究課題 3「英語Έႊ有能感」に関してᴩ٫ࢲϏȟ高

いとɂえないᴥ3ᵻ 3®5ᴦȟᴿ校 2学年͏外ɂᴩ4校ȼ

の学年においてɕ 7ఌ 3ఌ間のࢃに有意ࢃȟᝓɔɜɟて

いたǿよȶて生徒に英語をΈȶてᵻする機会ȟ多Ȣ˫え

ɜɟᴩऻԡにɂ英語をΈう自信ȟついてȠたと考えɜɟ

るǿ

研究課題 4「英語学習への意ඕ向上」に関してᴩ「2学

習への意ඕ向上」に対して 4校すɌてにおいて高いୣϏ

をᇉしたȟᴩ一方「8 CDS による意ඕ向上」について

ɂͲいୣϏをᇉすፀとなȶたǿȦɟɑȺの取組ɗ指導

ศᴥ生徒の活動中॑ᴩ英語による授業ᴩ4 ੫能のʚラン

スを考ਁした指導ᴩ行動を中॑とした活動なȼᴦによȶ

て生徒の意ඕɂ向上したと考えɜɟるȟᴩCAN-DO リ

ストによる学習Ң達目ൈによȶて自分の意ඕȟ向上した

ȞȼうȞを生徒ȟҜȺȠなȞȶたȞɜȺあɠうǿある

いɂ CDS のようなᩋఙの目ൈȟ生徒の意ඕにᄽफᬭ

を˫えていないժ能性ɕあるǿɑたᴩ CDS の目ൈを生

徒に意識させる教࢙ϫのፕፖ的なӓ力と܁ࡾȟᠴりな

ȞȶたのȞɕしɟないǿȦの点に関してɂ今ऻ一࠙の研

究ȟ॒要Ⱥあるǿ

研究課題ᴲ「੫能別Ң達࣊」കɀᓦܧȺあるȟ੫能別

目ൈȟпͶ的にɗɗ高ɔにᜫ定さɟている傾向ȟあるた

ɔにᴩ٫ࢲϏȟ 4 をᠯえる拠点校ɂなȞȶたǿ٫ࢲϏ 3

ఝのᬱ目ɕ見ɜɟたのȺᴩᜫ定さɟた学習Ң達目ൈȟ

生徒の実ৰに合ȶていたのȞ今ऻ検討を要するǿɑたͲ

いୣϏをᇉしたᬱ目についてȰの目ൈを達成するたɔの

ʉスクኄȟ授業ȺɎとɦȼ行ɢɟなȞȶた場合ɕあるの

Ⱥ今ऻ৳重に検討する॒要ȟあるǿ 

研究課題 6「自ऺ的学習者の育成への有ႊ性」につい

てᴩ4 校とɕͲいୣϏをᇉすፀとなȶたǿး在ȼの拠

点校ɕᝁ行᧷をᎱりᣌしなȟɜ授業を実践しておりᴩ

一୭授業においてɂ一つのɺʶーʓの目ൈを意識させて

Ȱの目ൈを達成のたɔに授業を組みてているǿ生徒ȟ

自分の目ൈをᜫ定しᴩ自分の学習มをળりᣌりᴩ自分

のʶʣルをᝓ識してなる目ൈに向Ȟȶて学習に取り組
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CAN-DOリストに基づいた英語授業実践に関する高校生の意識調査

図 5.  C 校 1学年の項目別平均値

図 6.  C 校 2学年の項目別平均値



ᴪ 94 ᴪ

!"#$ % & ' ( ) ! "# $ %& ' %*+ (, &- ') & , './) ,./)0+ (& %1 )- ' , &.,' ,.1(*+ 2 %, '& - ) '.-, ,.110+ )/ %% (& ' , './2 ,.1(*+ & (( %- )% ' '.,/ ,./,0+ - '' &1 )' ) '.(2 ,.12*+ %& '1 2 ) , &.&' ,.-20+ %( '1 2 ( , &.'2 ,.1&*+ )2 &% '( ' ) '.1/ ,./'0+ )- &- '' % , '.1& ,.12*+ & )2 &% (' 2 (./& ,.2%0+ ) )2 &( (2 ), (.1' ,.2)*+ - ', &2 )' ( '.(- ,./'0+ - ', &% )1 ( '.(( ,./-*+ & ') &1 )% ( '.() ,./)0+ ' ', &1 )/ ( '.)% ,./)*+ 2 &) '% )& ( '.&) ,.2,0+ ), &- '' ), ) '.%& ,./&*+ ' '' && )/ ) '.)2 ,./)0+ % '- &' )& ( '.(1 ,./%*+ & (, &1 (( - (.2' ,.2)0+ ) )/ &1 (' ), (.11 ,.2)*+ & )2 &1 (( / (.2, ,.2&0+ ( (2 &' )/ 1 '.,( ,.2'*+ )2 %% )2 % ) './1 ,./)0+ (/ %) )/ ' , &.,( ,.12*+ / (- &( )/ - '.)) ).,,0+ )) ') '2 )1 ( '.') ,.21
!"#$ % & ' ( ) ! "# $ %& ' %*+ )- %/ () & , './1 ,.1'0+ (, %1 () ( , '.2% ,.1,*+ )/ %- (& % , './1 ,.1-0+ )- %2 (( ' , '.// ,.1(*+ & '' &/ )& ) '.(& ,.120+ % '' &% )- ) '.(1 ,./(*+ &/ &, )( , , &.'- ,.-/0+ %) '2 / ( , &.&, ,.1,*+ )- &( '/ & , '.1, ,./,0+ )- &) '- - , '.-- ,./'*+ ( )2 &/ (% - (./( ,.//0+ % () &' (% 1 (.2' ,.2-*+ % '1 &' )' ' '.(- ,.//0+ )) &% '- 2 ) '.%% ,./(*+ ' )2 %' (( ' (.2& ,./'0+ % ') &/ )% ) '.(% ,./,*+ 1 && '- )' ) '.&, ,./-0+ ), &- '' )) ) '.%& ,./&*+ & ') &' (, ( '.)) ,.//0+ & '& && )- ( '.(' ,./'*+ ( )% %& (& - (./, ,./&0+ ( (, &/ (( / (./- ,./2*+ ' (- &% () - (.2- ,.2(0+ ' (2 '2 (( 1 (.22 ,.2-*+ (- %% )% & , &.,& ,.1%0+ (% %1 )- ( , &.,& ,.1,*+ 2 ') '1 (, ' '.(( ,.210+ )) '1 '1 )' ( '.&) ,.2(!!"#$%&'()*+,-./01234567

89:;<=>?@ABCDE65F()'GHIJKL567
M9#$'NO2PQR5()*+CS&TUVWX
YZ!"@A[\]'NO'^_`abcdeVWXf
YZg"Ahij\]'NO'^_`abcdeVWX
YZk"@ilm\]'NO'^_`abcdeVWX
YZn"opqm\]'NO'^_`abcdeVWX
r9:;<=>?@AB'stuV()*+v'wxIyz45WX
{9:;<=>?@AB2|}R5#$'()~I��X�����I�7
!�"()VJKL7GHC�L5WX

YZn"opqm\]'NO'^_`abcdeVWX
r9:;<=>?@AB'stuV()*+v'wxIyz45WX
!"#$%&'()*+,-./0123456789:;<=>;7?@
!�"()VJKL7GHC�L5WX
!!"#$%&'()*+,-./01234567

!"���R5F()GHC��R567
g"��'��()I$t7��C%45WX
k"GH�C()2����IVW7��C%45WX
n"��F�zVabC()*+CS&T�X6

!"���R5F()GHC��R567
g"��'��()I$t7��C%45WX
k"GH�C()2����IVW7��C%45WX
n"��F�zVabC()*+CS&T�X6
89:;<=>?@ABCDE65F()'GHIJKL567
M9#$'NO2PQR5()*+CS&TUVWX
YZ!"@A[\]'NO'^_`abcdeVWXf
YZg"Ahij\]'NO'^_`abcdeVWX
YZk"@ilm\]'NO'^_`abcdeVWX

!"#$%&'()*+,-./012345678-9:;<=>?

3,.)1
,.)'
,.(,
,.(,

,.)(

3,.)(
3,.,&
3,.,/

,.,'
,.,)
,.(,

,.'%
,.'/
,.)-
,.)&
,.,1

,.,)
,.,'
,.,%
3,.,%
,.)(

,.)%
,.),

!@#$%&'()*+,-./012345678-9:;A=>?

,.',
,.'/
,.(-
3,.,-
3,.,&

4567

.('
(.(& (&1 .,'!
).&& (&1 .)%
3(.% (&1 .,)!
)./( (&1 .,1
(.// (&1

4567

&.,/ (&1 .,,!!
%./2 (&1 .,,!!
'.1( (&1 .,,!!
3./) (&1 .&(
3.-& (&1 .%(
3)./ (&1 .,/
3.%) (&1 .-)
3).( (&1

.,,!!
'.)) (&1 .,,!!

)./, (%% .,1
.)1 (%% ./-
.%, (%% .-(
./) (%% .&(

3.,/ (%% .&(
)./1 (%% .,-
%.&, (%% .,,!!
-.,, (%% .,,!!
(.'- (%% .,(!
(.,1 (%% .,&!
).() (%% .('

'.', (%% .,,!!
.&2 (%% .-(
.)1 (%% ./-



ᴪ 94 ᴪ ᴪ 95 ᴪ

CAN-DOリストに基づいた英語授業実践に関する高校生の意識調査

図 7.  D 校 1学年の項目別平均値

図 8.  D 校 2学年の項目別平均値
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ɓようにɂなȶていないようȺあるǿ本̜業の取組ɂ教

の授業改善にɂȞなり役ȶているようȳȟᴩ自ऺ的࢙

学習者᭴成にɂさɜなる改善ȟ॒要となるǿ

岡崎ᴥ2°14ᴦȺɕ指ଊしたようにᴩ教࢙ȟ授業のఊқ

に目ൈをᆬにᇉしたりᴩ授業のఊऻにળりᣌりɵーʓ

ɗÌåáòîéîç Êïõòîáìᴥ学習日ᝒᴦなȼをႊいたりしてᴩ

「本日の目ൈ」についてȼのሌ࣊達成ȺȠたのȞᴩȼȦ

ȟȺȠなȞȶたのȞᴩඒにͷȟȺȠるようになりたいの

ȞᴩなȼをળりᣌɜɟるȦとȟ「内ᅁ力」の᭴成に役

つȺあɠうǿ

ɑた教࢙ȟࢠに目ൈをᇉすȳけȺなȢᴩ生徒ȟ自分の

学習のးをᨺみᴩCDS に基づいて目ൈをขɔて授業

にᒱɓ機会をધつȦとȟ自ࢄ目ൈᜫ定力の᭴成につなȟ

るȺあɠうǿたȳᴩCDS ɂᩋఙの目ൈのたɔᴩ日ȁの

授業の目ൈᜫ定にうɑȢ合ᒵしないȦとɕあるǿCDS

をȰの日の授業の目ൈに合ᒵさせᴩ日ȁの授業にᕶとし

ᣅɓ܁ࡾと実践ȟ今ऻɑすɑす॒要となるǿ

ȦȦ 2 年Ⱥյ拠点校の授業ɗ教࢙の指導ศに対する

考えᴥʝリーフᴦɕߵしȭつ変ԇしてȠた (Oëáúáëé¬ 

2°14) ȟᴩɑȳ「英語をႊいてᵻȺȠる」という考えɗ

Ȱɟを実းする指導ศȟௐՒするにɂ፯の改ᬆȟ॒要

Ⱥあるǿпّの高校に CDS をᜫ定させᴩȰɟに基づい

た授業をௐՒॎࣄさせるのにɂᴩ͏下の改ᬆȟॲに॒

要となるȺあɠうǿ

1 ᴹ教科ం改ᬆᴻ　4 ੫能をʚランスよȢ᭴成ȺȠる教

科ంを作成するǿ4 ੫能別あるいɂ 2 ੫能͏上のፋ合

Ⱥ「英語をႊいてᵻȺȠる」というʉスクȟʚランス

よȢᄱりᣅɑɟている教科ంȟ॒要Ⱥあるǿスʞーキ

ンɺᴩラɮティンɺȳけȺなȢᴩリスニンɺᴩリーディ

ンɺ力ɕ十分に᭴成ȺȠるʉスクȟᄱりᣅɑɟている

Ȧとȟ重要Ⱥあるǿ

2 ᴹ大学入ᝁ改ᬆᴻ大学入ᝁにおいて「英語をႊいてᵻ

ȺȠる」問題を出題するǿ知識のみを問う問題をȺȠ

るȳけ出題しないǿ

3 ᴹ教׆研ε改ᬆᴻ「英語をႊいてᵻȺȠる」を実းす

る授業を組みてるたɔの研εを実ஃするǿ

拠点校の教࢙の授業改善ɗ実践ȟ実をፀɉたɔにᴩ一

日ɕい改ᬆȟఖɑɟるǿ

謝辞
本調査ɂ Ö ᅇの教育݃׆会Ւび拠点校のп面的なԦ

力をीて行いɑしたǿ関係のа生方にɂ॑Ȟɜ感ព႑し

上ȥɑすǿ

注
1® 文部科学ᅁɂᴩࢲ成 22 年 11 ఌに「外ّ語能力の向上

に関する検討会」ᴥ࣋ᩋᴷշ田研作上智大学外ّ語学

部英語学科教授ᴦをᜫᏚしᴩ生徒の外ّ語能力の向上

のたɔᴩ目ൈᜫ定の在り方をɂȫɔᴩ指導方ศᴩ教材

の在り方なȼの方ኍについてᴩ検討を進ɔてȠたǿ検 

討会ɂ「ّ᪨ц通語としての英語力向上のたɔの 5つ

の૬とщͶ的ஃኍᵻ英語を学ɉ意ඕとΈう機会のЭ

実を通ȫたᆬȞなコミュニケーション能力の育成に向

けてᵻ」をとりɑとɔたǿ

2® 本ሟにおいてɂᴩ学習Ң達目ൈを 4੫能別にリストに

したɕのという意֞Ⱥ「CAN-DOリスト」Ւび「CDS」

ᴥãáî äï óôáôåíåîôóᴦ˵方をႊいるǿ

引用文献
Èïìåã¬ È®  (1981)® Aõôïîïíù áîä  æïòåéçî  ìáîçõáçå 

ìåáòîéîç ® Oøæïòäº Ðåòçáíïî Ðòåóó®

真ࡥ༁子 (2°1°)® Ȋ2®3 日本の語教育における「ʲー

ロʍʛນц通Վౕྃ (CÅÆÒ)」と「能力ᜤᣖ」(ãáî äï 

óôáôåíåîôó)」のफᬭᴪख़ႊժ能性に関する一考ߔȋ

Í®Ç® シュミʍトᴩᩋฝր˿ᴩÆᴫɴʓʹɮʮーᴩA® ɮ

ミʍクᴩ境一˧Ȋ日本とច外ّの語教育における

Cáî-Dï Ιᴷʲーロʍʛ語ц通Վౕྃ (CÅÆÒ) の

ᤛႊȋᴩగ日出࿂社

文部科学ᅁᴥ2°11ᴦ外ّ語能力の向上に関する検討

会 º ّ᪨ц通語としての英語力向上のたɔの 5 つ

の ૬  と щ Ͷ 的 ஃ ኍ　èôôðº¯¯÷÷÷®íåøô®çï®êð¯

ãïíðïîåîô¯âßíåîõ¯óèéîçé¯ôïõóèéî¯ßßéãóÆéìåó¯

áæéåìäæéìå¯2°11¯°7¯13¯13°84°1ß1®ðäæ

文部科学ᅁᴥ2°13ᴦȊյ中・高ኄ学校の外ّ語教育

における 「CAN-DO リスト」のढȺの  学習Ң達

目 ൈ ᜫ 定 の た ɔ の ਖ਼ ऀ Ƞ ȋèôôðº¯¯÷÷÷®íåøô®

çï®êð¯áßíåîõ¯　ëïëõóáé¯çáéëïëõçï¯ßßéãóÆéìåó¯

áæéåìäæéìå¯2°13¯°5¯°8¯13323°6ß4®ðäæ

Oëáúáëé¬  È®  (2°14)®  Èõâ-Èéçè  Sãèïïì  Åîçìéóè 

Ôåáãèåòóż Òåæìåãôéïîó  ïî CDS-Âáóåä Ôåáãèéîç 

Ðòáãôéãåó® пّ英語教育学会要 AÒÅÌÅ¬ 25  ᴥᬮ ࢊ

255 ᵻ 27°ᴦ

岡崎浩幸® (2°14) 「CAN-DO リストに基づいた英語授業

に関する高校生の意識調査 º 拠点校 1 年目の授業実

践 ®」富山大学̷間発達科学研究実践総合センʉー

要¬ 8 հ¬ Ðáçå 117-125

ੵ野ႏ܁ᴥ2°13ᴦȊCAN-DO リスト作成・活ႊ 英

語Ң達࣊指ൈCÅÆÒ-Ê ガɮʓブʍクȋ大ε館ంࣆ

ᴥ2°14年ᴶఌ１日ՙ͇ᴦ

ᴥ2°14年1°ఌᴵ日ՙ理ᴦ



ᴪ 97 ᴪ ᴪ 97 ᴪ

通信制高校の教育相談における外部機関との連携の在り方についての検討 (2)

Ⅰ 問題と目的
文部科学ᅁによる資୳によるとᴩ高ኄ学校ୣにおける

生徒ୣɂࢲ成 2年のおよȰ 579 ˥̷を境にນߵ傾向にあ

るǿࢲ成 24 年࣊のデーʉを見るとᴩп生徒ୣɂおよȰ

355 ˥̷ȺありᴩȰのうȴ 324 ˥̷をп日制課ሌに通う

生徒ȟԬɔているǿ定時制ɗ通信制に通う生徒ୣɂࢲ成

24 年࣊ȺɂᴩȰɟȱɟおよȰ 11 ˥̷と 19 ˥̷Ⱥあるǿ

一方Ⱥᴩ高ኄ学校に通う生徒ୣɂ上ᣖのようにນߵ傾向

にあるȟᴩ通信制高校の学校ୣɂ上傾向にありᴩɑた

通信制高校に所ࠖする生徒ୣɂᴩȦȦ 1° 年間Ɏとɦȼ

Ƀいとえるǿ

Ұڨᴥ小川・石津・下田ᴩ2°13ᴦにおいてᣖɌたよう

にᴩɕとɕとӱәߵ年を対៎としてᜫさɟた自学自

習を基本とした通信制教育ɂᴩ学校外Ⱥの学習活動ȟȰ

の中॑Ⱥあȶたたɔᴩ他の課ሌにɌて教育相談ɗ生徒

指導への重要性ɂ高いɕのȺɂなȞȶたǿしȞしᴩး在ᴩ

ͷɜȞの理ႏȺп日制高校に通うȦとȟȺȠなȞȶたɕ

のの中にɂᴩӱәߵ年ȳけȺɂなȢᴩ中学時代に˪ᄊ

校をጽ᮷した生徒ɗ高校ᣝ学ጽ᮷者ȟ通信制高校への入

学をఖするɕ多いᴥّ大学ศ̷山大学大学教育

研究センʉー・通信制高ኄ学校のቼ˧者Ιਖ਼ศኄに関

する研究会ᴩ2°1°ᴦǿȦうしたᣋ年の通信制高校に入学

してȢる生徒のးをᨺみた場合ᴩп日制͏外の高ኄ学

校制࣊における教育相談ɗ生徒指導ɂ生徒を支えᴩ子ȼ

ɕを取りࢊȢ環境を϶するといȶた意֞Ⱥ非ࢠに重要

Ⱥあるといえようǿ教育相談ɗ生徒指導においてɂ校内

ȺのȞȞɢりȳけȺɂなȢᴩറȁな外部機関との連携ɕ

॒要となるǿしȞしᴩȦɟɑȺᴩԗჵး場Ȟɜᴩԗჵ機

関と教育機関の連携Ͷ制の˪϶ᴩԗჵ者のሥݎӯの̈

しさኄȟ指ଊさɟるȦとɂあȶたȟᴥ生野ᴩ1997L 高宮・

ᆻ部・ӏ地・זజ・本ᴩ2°°9ᴦ学校ϫᴩ特に通信制高

校における外部機関との連携に対するးᝓ識をֆɓ実

ৰ֖ڨɂ大変̈しいのȟးȺあるǿ

ȦうしたးをᡍɑえᴩҰڨᴥ小川・石津・下田ᴩ

2°13ᴦȺɂᴩ通信制高校に通う生徒および保឴者ɂȼの

ような援ӒニーʄをɕȶているのȞをɜȞにしᴩ外部

機関との連携のたɔの基ᇀ的資୳をՖ集するȦとを目的

に研究を行ȶているǿȰのፀᴩ調査１Ȟɜᴩ通信制に

通う生徒ɂᴩ高校入学Ұɗऻにおいてᴩп日制高校Ⱥ学

ɉ生徒とᢎしᴩ有意に行ȟ行う相談機関ɗᴩԗჵ機

関なȼを多ȢҟႊしているȦとȟɜȞとなȶたǿɑ

たᴩ調査２Ȟɜɂᴩ通信制に通う生徒ɂ「学校外Ⱥの問

題ɗভみ」をえているɕのȟ多Ȣᴩп日制課ሌ͏上にᴩ

外部機関との連携を高ɔていȢ॒要性ȟᇉさɟるととɕ

にᴩ教׆にɂ授業内容ɗ学校生活におけるভみ͏外にɕ

広Ȣ対ख़していȢスキルをပीする॒要性ȟɔɜɟࢥ

るȦとȟߔさɟているǿ

本研究Ⱥɂ通信制に通う生徒を支えていȢたɔの外部

連携の在り方についてཱི点をछてるǿщͶ的にɂᴩ通信

制高校の教ᐳ׆を対៎にᴩ他機関との連携について自ႏ

ᜤᣖのアンケートを行ȶたǿɑたᴩ通信制高校にとȶて

連携ȟ重要Ⱥあると考えɜɟる機関のઆछ者にɮンʉ

ʝュー調査を行うȦとȺᴩ生徒ɗȰの家族をȼのように

支えるȦとȟȺȠるのȞをɜȞにするȦとをᝁみるȦ

ととするǿ

通信制高校Ⱥ学ɉ生徒の中にɂᴩറȁなጽධɗ̜情を

ધȴなȟɜᴩ高校Ⱥ学習しᴩ఼߬のժ能性を広ȥるɌȢ

ӓ力しようとしているɕのɕ多いǿयɜにとȶてᴩ通信

制高校ɂ教育の機会ȟ保障さɟたఊऻの学校とɕえ

るǿȰȦȺの学習ȟя໙に行ɢɟるたɔにɕᴩ通信制高

校の教育相談ɂ外部機関との連携ɕֆɔてӛ的に機能

ᣮαҤᯚಇɁ教育ᄾᝬȾȝȤɞ۶ൡᩜȻɁᣵଆɁ٣ɝȾȷȗȹɁ೫ ¨²©

―他機関との連携について―

小川　徳重ᴧ・石津憲一郎・下田　芳幸
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しなȢてɂなɜないǿȦのような通信制高校の教育相談

のͶ制づȢりを進していȢ上Ⱥᴩȼのような点をႡ意

しなȢてɂなɜないȞを検討するȦとをᴩ本研究Ⱥɂ目

的とするǿ

Ⅱ　方法

２－１　調査３1「教師の他機関との連携に関する
意識調査」

ᴥ１ᴦ調査Ԧ力者

調査２を実ஃした通信制高校の教育ᐳ41　׆ ̷を分

の対៎としたǿ

ᴥ２ᴦ調査方ศ

ᜫ問وኌՒび自ႏᜤᣖによる実ৰՒび意識調査ᴥ調査

２とպ時に実ஃᴦを行ȶたǿ

ᴥ３ᴦ調査内容

「生徒支援に関ɢる学校͏外の機関と連携したȦとȟ

あるȞᴥある場合ɂȰの連携аᴦ」

「高校における連携Ͷ制のးᝓ識」「ఖする連携分

野」「Э実させたい連携а」「ӛ的な連携のたɔに学校

ϫȟ॒要なȦと」「ӛ的な連携のたɔに相ਖ਼機関にఖ

ɓȦと」「連携にあたȶて考えɜɟる課題ɗあるɌȠݎ」

２－２　調査４　「学校との連携に関する意識調
査」

ᴥ１ᴦ調査Ԧ力者

通信制高校にとȶて連携ȟ重要Ⱥあると考えɜɟる機

関のઆछ者をᤣ定したǿщͶ的にɂ͏下の᚜１にᇉさɟ

る 7機関のઆछ者にɮンʉʝューを行ȶたǿ

ᴥ２ᴦ調査方ศᴷԡഫᣲ的ɮンʉʝューศをႊいてᐨȠ

取り調査を行ȶたǿ

ᴥ３ᴦ調査機関ᴷࢲ成 23 年ᴵఌᵻᴶఌ

ᴥᴱᴦ調査内容

調査３ɑȺのፀを基にᴩ͏下の᚜２にᇉすような内

容についてデーʉをՖ集したǿ

Ⅲ　結果
　３－１　調査３　「教師の他機関との連携に関する
意識調査」

ᴥ１ᴦ他機関との連携の実践について

「ȦɟɑȺの実践においてᴩ他機関ᴥ他機関Ȟɜ学校に

์ᤗさɟたᐳ׆ɕֆɓᴦと連携して生徒の指導ᴩ支援に

関ɢȶたȦとɂありɑすȞ」という問についてɂᴩَ 1

のとおりᴩ「ある」とኌえたᐳ׆ȟ 68®3ᴢȺあȶたǿȦɟ

ɑȺに連携したȦとȟある相ਖ਼についてɂᴩスクールɵɰ

ンセラーᴥ͏下ᴩSCᴦᴥ15ᴦȟఊɕ多ȢᴩඒいȺგ・ԗ

 (9)ᴩ発達障害支援センʉー (9) ȟ多Ȟȶたᴥَ２ᴦǿ

表１　インタビュー調査　調査対象一覧

分野 調査対៎機関 ᤣ定理ႏ

ԗჵ機関 ᴾԗ ᴥ調査１ᴦ　通信制の生徒のҟႊมȟ高いǿ

ᴥ調査２ᴦ　通信制Ⱥ多い相談内容と関連ȟあるǿ

教育センʉー ᴿ相談機関 ᴥ調査１ᴦ　通信制の生徒のҟႊมȟ高いǿ

ᴥ調査２ᴦ　通信制Ⱥ多い相談内容と関連ȟあるǿ

行 ᵀ相談機関 ᴥ調査１ᴦ　通信制の生徒のҟႊมȟ高いǿ

ᴥ調査２ᴦ　通信制Ⱥ多い相談内容と関連ȟあるǿ

間のஃᜫ Ｄஃᜫ ᴥ調査１ᴦ　通信制の生徒の入学͏Ұのҟႊมȟ高いǿ

ᴥ調査２ᴦ　通信制Ⱥ多い相談内容と関連ȟあるǿ

特別支援学校 Ｅ特別支援学校

ᴥ特別支援教育センʉー校ᴦ

ᴥ調査１ᴦ　通信制の生徒の入学͏Ұのҟႊมȟ高いǿ

ᴥ調査２ᴦ　通信制Ⱥ多い相談内容と関連ȟあるǿ

障害者支援機関 ᵃஃᜫ ᴥ調査３ᴦ　連携の実ȟあるǿ

ᴥ調査３ᴦ　連携のЭ実をఖしているǿ

ᤛख़指導教 ᵄᤛख़指導教 ᴥ調査１ᴦ　通信制の生徒の入学͏Ұのҟႊมȟ高いǿ

　　　　　　　　　　

1  調査３ɂҰڨᴥ小川・石津・下田ᴩ2°13ᴦにおける

調査１と調査２にፖȢջለȺあるǿ
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 図１　連携の実践経験の有無
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通信制高校の教育相談における外部機関との連携の在り方についての検討 (2)

「高校における行ɗԗჵᴩᇩᇐ機関との連携Ͷ制ɂ

Э分ȶているとお考えȺすȞ」という問についてɂᴩ

َ３のとおりᴩ「ɢȞɜない」とኌえたᐳ׆ȟ 48®8ᴢȺ

ఊɕ多Ȣᴩ「いいえ」ȟ 31®7ᴢᴩ「ɂい」ȟఊɕߵなȢ

19®5ᴢȺあȶたǿ「いいえ」とኌえた理ႏについての自

ႏᜤᣖȺɂᴩ「教׆の意識の問題」ɗ「ρ̷情ڨの問題・

情ڨц有の問題」「保឴者との連携に関する課題」「実ө

者ʶʣルȺの連携に関する問題」「実˪ᠴ」「お̠いの

場のᤏいȞɜȢる問題」「特別支援に関する支援Ͷ制

の問題」なȼの理ႏȟમȥɜɟたᴥ᚜ 3ᴦǿ

「今ऻᴩ連携Ͷ制をさɜにЭ実させたいと९ɢɟる分

野ɂᴼᴥᤣᑆȞɜ３つᤣᴦ」という問にɂᴩَᴱ

のようにᴩ「ጀᇘপをপȶている生徒の支援に関する

ԗჵ機関との連携ᴥ19ᴦ」のوኌୣȟఊɕ多ȢᴩඒいȺ「特

別支援に関する連携ᴥ9ᴦ」「家庭ɗ保឴者への支援ɗ介

入に関する連携ᴥ9ᴦ」のوኌୣȟ多Ȟȶたǿ「今ऻᴩ連

携Ͷ制をさɜにЭ実させたいと९ɢɟる連携аɂᴼᴥᤣ

ᑆȞɜᤣᴦ」という問にɂᴩ「SC」ȟ 16 とఊɕ多

Ȣᴩፖいて「発達障害支援センʉーᴥ15ᴦ」ᴩ「スクールʇー

シャルʹーɵーᴥ͏下ᴩSS×ᴦ」ᴩ「გ・ԗ」のوኌ

ȟ多Ȟȶたǿ「Ȱの他」としてᴩ「ʮンɺʂョブとɗɑᴥᔌ

者߿業支援センʉーᴦ」「ᴥᢆ入生ɗ入生のᴦҰ高校」

というوኌɕ見ɜɟたǿ

「ӛ的な連携のたɔにᴩ学校ϫのͶ制として॒要な

Ȧとɂͷȟあるとお考えȺすȞ」という問にɂᴩ「連

携аについての情ڨをᐳ׆Ⱥц有する (22)」ȟఊɕ多

ȢᴩඒいȺ「学校内におけるᐳ׆間の連携をЭ実させ

る (2°)」ᴩ「ケース会ឰኄにおいてᴩ外部機関のઆछ者を

ሥ的にՙけ入ɟる (15)」ȟ多Ȟȶたǿɑたᴩ「Ȱの他」

としてᴩ「教ᐳ׆の多क़ԇȟɂなɂȳしȢなȶているた

表２　インタビュー調査　調査項目

〔施設の概況や配慮している点など〕
１　ஃᜫȺ行ɢɟている支援内容ɗ特ौなȼǿ
２　ҟႊ者の特ौɂǿɑたᴩҟႊ者とする᪨に支援者ɂとのようなᥓਁをȦȦɠȟけているȞǿ

〔利用実態について〕
３　ஃᜫҟႊ者における高校生ᴥՒび通信制課ሌに在している高校生ᴦのҟႊ実ৰɂȼのሌ࣊Ȟǿ

〔連携体制について〕
ᴱ　他機関ᴥ学校に᪅ɜȭᴦとの連携Ͷ制のးについて教えてɎしいǿ
ᴲ　他機関との連携におけるρ̷情ڨの取りいについてのルールɗ定ኄȟあɟɃ教えてɎしいǿ

〔学校との連携　学校側の意見等（調査３の結果より）について〕
ᴳ　学校のઆछ者ᴥ学ጥઆ͖ɗ᭴឴教ᴦȟᄽᴩȦȴɜのઆछの方にᴩ意見をͫȶたりᴩアʓʚɮスをɔたりᴩ
情ڨをц有したりするȦとɂժ能Ȟǿ

ᴴ　学校のケース会ឰኄにȦȴɜのઆछの方ȟՎӏしていたȳȢȦとɂժ能ȞǿȦɟɑȺにՎӏしたȦとȟある場
合ɂᴩȼのようなȦとȺՎӏしたȞǿ

ᴵ　学校ϫの意識のͲさȟՁ因Ⱥ連携ȟうɑȢいȞなȞȶた̜ȟあるȞǿ
ᴶ　学校ȟᬷなに学校の場を˿एしᴩ連携ȟうɑȢいȞなȞȶた̜ɂあるȞǿ

〔学校との連携における課題や学校，教師への要望〕
1°　ȰのɎȞᴩ学校ᴥ高校Ւび通信制高校ᴦとの連携における課題ɗ問題点ȟあɟɃ教えてɎしいǿ
11　連携に᪅ɜȭᴩ学校ᴥ˿に定時制通信制高校　Ɔ１ᴦɗ学校の教࢙に対しᴩʫʍセーʂɗアʓʚɮスኄȟあɟ
Ƀお᭐いしたいǿ

Ɔ 1　本研究ɂ通信制高校の連携Ͷ制について調査するɕのȺあるȟᴩ通信制高校ɂ学校ୣ・生徒ୣとɕにፏ対ୣȟߵないȦとなȼ
Ȟɜ一ᓐの方ȁにɂɮʫーʂȟしにȢいと考えɜɟるǿȰȦȺᴩᢎ的ᝓ知࣊ȟ高いと考えɜɟる定時制課ሌをֆɔた「定時制通
信制高校」に対する要ఖについて問したǿ
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図２　これまでの連携経験のある外部機関等 図３　連携体制は整っていると言えるか
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ɔに他機関との連携͏Ұの問題としてٌᫍをȞȞえた生

徒とȠȴɦと向Ƞ合うͺ裕ȟなȢなȶている」という意

見ɕ見ɜɟたᴥَᴲᴦǿ

 「ӛ的な連携のたɔに相ਖ਼機関にఖɓȦとɂͷȺす

Ȟ」という問にɂᴩ「連携аȺ支援をՙけている生徒

のറ子ɗ支援内容なȼᴩ学校Ⱥの生徒支援に役につと

९ɢɟるρ別の情ڨをц有させてɎしい」のوኌୣȟ٢

υ的に多Ȟȶたǿ「Ȱの他」としてᴩ「学校の場ɕȴɖ

ɦと᭬みᣅɔる相ਖ਼と連携したい」「学校にɂ学校自

の̜情ȟあるȦとを理解してɎしい」というۦɕ見ɜɟᴩ

学校と相ਖ਼機関との場のᤏいȞɜȢる連携のᫍしさɕ

ͫえたǿ

 「学校と他機関との連携Ͷ制についてᴩးの課題ɗ

今ऻのあるɌȠݎなȼᴩȧ意見ȟȧȩいɑしたɜᴩȧ自

ႏにおంȠȢȳさい」という問いの自ႏᜤᣖについてɂᴩ

᚜ᴱにɑとɔたǿ連携にք定的な意見としてɂ「情ڨц

有のᫍしさ」あるいɂ「連携を実践するͺ裕ȟない」に

いȶた意見ȟɎとɦȼȺあȶたǿ

表３　連携体制が整っていないと考える理由

〔教員の意識の問題〕 
・発達障害の支援について知ȶている教׆ȟ十分Ⱥないǿ
・教׆のӣऐ˪ᠴᴥ特別支援ᴩሉ行支援についてᴦǿ

〔個人情報の問題・情報共有の問題〕
・᎒割り行的な考え方ɗρ̷情ڨの関係ǿ 
・情ڨȟあɑりͤɢȶてȦないȞɜǿ

〔保護者との連携に関する課題〕
・保឴者の考え方ȟネʍクとなり連携をढにしづɜいǿ 
・保឴者なȼȞɜ情ڨȟͤɢȶてȦないたɔᴩᤛҒに対ख़ȺȠないȦとȟあるたɔǿ

〔実務者レベルでの連携に関する問題〕
・આछ者ȼうしȺの॒要な情ڨのц有ȟᆬ実Ⱥないと感ȫるǿ
・ȦȴɜȞɜ連ፅȟなȞなȞとɟȭにいるǿઆछ者ʣースȺのᝈȟɑȳȺȠていないǿ

〔実績不足〕
・ȦɟɑȺ連携をとる機会ȟなȞȶたȞɜǿ   
・連携のፀȟढとなȶてးɟないǿ
・̈́組みȟないと९うǿつなȟりɂあるȟǿ 

〔お互いの立場の違いからくる問題〕  
・生徒のϧ࣐をТаさせると学校ȟম者になる̜ȟありᴩ連携ȟᫍしȞȶたȦとȟあȶたのȺǿ

〔特別支援に関する支援体制の問題〕 
・通信制にɂ˪ᄊ校ᴥ॑因性ᴦのみなɜȭᢌ࣊発達障害の̷ՒびȰのժ能性のある̷ȟп日制より多いǿȰの面ȟ
ɑȳ˪十分ȳと९うǿ

・特別支援ᴩሉ行支援についてネʍトʹークを広ȥるͶ制つȢりȟ॒要ǿ

〔その他〕
・広ڒにຝる連携ȟとɟていないǿ
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図４　連携を充実させたい分野
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通信制高校の教育相談における外部機関との連携の在り方についての検討 (2)

３－２　調査４　「学校との連携に関する意識調
査」
ɮンʉʝュー調査Ȟɜ出したキーʹーʓを調査対៎

と内容分᭒のढにɑとɔたのȟ᚜ 5Ⱥあるǿ調査対៎ɂ

ԗჵ機関ᴩ特別支援ᴥ特別支援学校ᴩ障害者支援機関ᴦᴩ

相談機関ᴥ教育センʉーᴩ行ᴦᴩ間・Ȱの他ᴥ間ஃᜫ・

ᤛख़指導教ᴦのᴱつにɺルーʡԇしたǿ͏下 (1) ᵻ (9)

に分けᴩ内容別にɮンʉʝューፀについてɑとɔたǿ

⑴　利用実態について
通信制の生徒のҟႊについてɂᴩ通信制の生徒ୣȟߵ

ないȦとɕありᴩɔȳȶて多いというوኌɂߵなȞȶたǿ

在ɂしているけɟȼɕ学習実ৰɂͧȶていないҟႊ者

ɕあるようȳᴥԗჵ機関ᴦǿたȳしᴩ中学校᪡のҟႊ

者の多Ȣȟ定時制通信制に進学しているとのȦとȺある
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図５　効果的な連携のために学校の体制として必要なこと

表４　「連携」に関する課題や意見（自由記述）

〔情報共有の難しさ〕
・ρ̷情ڨ保឴のたɔᴩ生徒の問題ኄの情ڨȟ入りにȢいᴩ入ȶてɕऻਖ਼にوるǿ
・ρȁの機関Ⱥધつ情ڨのц有ȟᫍしいǿ情ڨɂ日ȁさɟるのȺしい情ڨをȼのようにц有すɟɃよいȞǿ
定ఙ的な情̬ڨ૰ȟȺȠないǿ

〔連携を実践する余裕がない〕
・教ᐳ׆ȟɕȶとͺ裕をɕȶて生徒と向Ƞ合えるようにᴥᅇ教݃への֖ڨをよりጀᤣするなȼᴦに取り組ɓ॒要ȟ
あるǿȰの点ȟ解さɟȭに他機関との連携ȳけȟ１̷ඬȠすると「ਖ਼のȞȞる生徒ɂߩᩌ家にəȳɀる」とい
うާさにつなȟɜないȞਰॡさɟるǿ

・学習指導を˿とする学校教育း場Ⱥᴩۄ大する課題にɂ対ѿに᪅ႜȟある ®
・日ȁの業өȺਖ਼ȟいȶɄいȺ他機関との連携を॒要とする生徒にˣߚに対ख़しているͺ裕ɂないǿ

〔通信制課程の現状に対する不安〕
・มのᤏう生徒ȟᛓୣクラスにސ在しているȟߩᩌ的知識ɕないɑɑに対ख़しているのȺ˪ާになる時ɕあるǿ
・通信制に通ȶている生徒の中にɂᴩп日制ȺすȺに他機関との連携をՙけᴩȰのፀ入学してȠている̷ȟȞな
りސ在するǿつɑりᴩგɗȼȦȞの機関に通ȶてɕ自ࢄ႑֖ȟなけɟɃɢȞɜȭᴩᣡに他機関との॒要な連ፅ
ȟとɟにȢいৰᴩɑたɂɎȶたɜȞしにしてしɑうมにあると९ɢɟるǿ

〔連携に関する意見〕
・連携ɂキャʍʋʦールにえɜɟるǿߩᩌ性をધȶた他機関と有ӛに連携をするにɂᴩ相ਖ਼機関のʦールᴥᜫᏚ
目的ᴩߩᩌ性をֆɔᴦをՙけ取りᴩȦȴɜのɔるȦとをᣌしていȢȦとをሥみ重ɀてऀȠፕいȺいȢ॒要性を
感ȫているǿ

・生徒の「ٌり」に対して本̷ɗ家庭ᴩ他機関と連携をとりなȟɜ఼߬生徒ȟ「自分ɜしȢ」社会Ⱥ生ȠていȢ一
ӒȟȺȠるようなネʍトʹークづȢりを学校としていȠたいǿ 

・連携する学校͏外の機関ȟȼのような業өを行ȶておりᴩȼのような連携ȟժ能なのȞ理解する॒要ȟあるǿ
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表５　インタビュー調査から抽出したキーワード一覧

医療機関 特別支援 相談機関 民間・その他

利
用
実
態

通信制生徒の活動生ɂߵな

いǿ

定時制通信制に進学するɕ

のɕ多いǿ

中学校・高校Ȟɜの相談の

ӏǿۄ

小学校の支援Ͷ制ȟЭ実ǿ

定時制通信生Ⱥɂ進ᡅ相談

ȟ多いǿ

ҟႊ者の٫ࢲᴩ2° 代ԡɃǿ

ఙ支援に॒要性ᴥɅȠȦ

ɕり・̝ඒ障害を΄発する

Ұにᴦǿ

2° 代のҟႊ者ȟ多いǿ

保឴者への支援ǿ

学ධఙの方のҟႊɂߵないǿ

Ԥ業ऻにɅȠȦɕりǿ

年ఙの方のҟႊǿ

ᜆの支援ȟɀɜいǿ

ᴥᤛख़指導教ᴦ

小学生・中学生のたɔのஃ

ᜫǿ

高校生の正ࣻなҟႊɂないǿ

аᢝに学ɉ会へのՎӏǿ

定時制通信制に進ɓ生徒ɕ

多いǿ

ᜆへの支援ɕ॒要ǿ

連
携
体
制

発達障害の方ɂ連携ȟ॒要ǿ

ԗჵᴩ教育ᴩᇩᇐ༓にɂᴩ

さɜなる情ڨц有ȟ॒要ǿ

入学Ұ相談ǿ

ә支援の連携ऐԇǿ߿

発達障害者の߿ә支援の連

携ǿ

業Ͷ᮷の画・պ行ǿ߿

Ӓ成なȼの制࣊面の情ڨ૬

Ζǿ

地ڒ支援のネʍトʹーク作

り

連携ȟ支援の中॑

お̠いにަᇿ義өをަると

いう信ᭅ関係ȟ連携の基本

お̠いを知りあうȦとȟ大

Ғǿ

ҟႊ者との信ᭅ関係ǿ

連携する᪨ɂᛓୣの機関を

ጳ介ǿ

連携аの理解にӓɔるǿ

特別支援Ⱥɂ情ڨをц有ǿ

ᜱჵ所の機能ɕ᪀ࠖǿ

ԗჵ機関との連携ऐԇǿ

連携аとのӣऐ会ǿ

うつの方の見ɔȟ大̜ǿ

支援に学校のઆ͖ȞɜのӘ

ɑしを活ႊǿ

保឴者との連携ȟ重要ǿ

ԗჵ機関との連携ȟఖɑɟ

るǿ

個
人
情
報
の
取
り
扱
い

保឴者のպ意ȟあɟɃ連携

機関と情ڨをц有するǿ

本̷・保឴者の̘解ȟ大Ұ

૬ǿ

連携の基本ɂ情ڨのц有ǿ

保឴者̘解の上Ⱥǿ

連携аとのц通理解ȟȺȠ

なȢてٌるのɂछ̜者ǿ

छ̜者Ȟɜの情ڨ૬Ζɕ促

すǿ

本̷のպ意のɕとȺの情ڨ

ц有ǿ

ަᇿ義өのॎࣄǿ

ҟႊ者との信ᭅ関係ǿ

本̷と保឴者の̘解ǿ

本̷のҟᄬのたɔに情ڨを

ц有ǿ

担
当
者

આ͖にΗᭅしているǿ

ᜆのպ意ȟあɟɃઆ͖ȟア

クセスժ能ǿ

આ͖をɿʧートするたɔの

校内Ͷ制のഫኳǿ

特別支援教育コーディネー

ʉー・આ͖・学年˿͖・進

ᡅ指導˿̜ǿ

આ͖の行動力にఙशǿ

આ͖をɿʧートするͶ制ȟ

॒要ǿ

આ͖との連ፅɂժ能ǿたȳ

しᴩઆ͖をɿʧートȺȠる

環境ȟఖɑɟるǿ

本̷のպ意の上ǿ

આ͖との連ፅǿ

આ͖ȟᄽ連携ժ能ǿ

ɵɰンセリンɺ指導׆ǿ

આ͖との関ɢりȟߵなȢな

りٌしているǿ

ケ
ー
ス
会
議

ᜱჵȟあるたɔ˪ժ能

　・఼ᴥᜱჵऻᴦ

　・ʫール

小学校˿ϸのケース会ឰに

Վӏǿ

ከ理ᐳȟੜȴ合ɢせにՎӏ

するȦとɕǿ

ケース会ឰにᢌにՎӏȺ

Ƞるようになるといいǿ

要ȟあɟɃՎӏժ能ǿ Վӏժ能ǿ

ަᇿ義өǿ

連携相ਖ਼との信ᭅ関係ǿ

連ፅ会ឰの実ஃǿ

連ፅ会ឰの有ӛ性ǿ
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通信制高校の教育相談における外部機関との連携の在り方についての検討 (2)

医療機関 特別支援 相談機関 民間・その他

学
校
側
の
意
識
に
つ
い
て

教࢙п׆ȟߩᩌ性をધつ॒

要ɂないǿ

問題行動をᠭȦすҰにいȞ

に動ȢȞǿ

આ͖のྒ意ǿ

支援ȟ॒要な生徒への目ᥓ

りǿ

ఙ支援の重要性ǿ

発達障害について相छの知

識ȟ॒要ȳと९ɢɟすȡて

いるǿ

ɕȶとフランクにつȠあうǿ

うつの方へのᥓਁǿ

連携аȞɜのӒに対する

対ख़

આ͖ȟ変ɢȶたとȠઆ͖へ

の˪ᴥᜆᴦǿ

ᐳ׆研εの有ӛ性ǿ

学
校
の
立
場
や
枠

આ͖ȟ変ɢȶたとȠઆ͖に

対する˪ᴥᜆᴦ

学校の౬ᢅな対ख़をΙǿ

相ਖ਼のધȴをȢみ取ȶた

上Ⱥの対ख़を॑ȟけるǿ

校内連携のᫍしさǿ

特別支援教育コーディネー

ʉーの重要性ǿ

ከ理ᐳの理解・介入ǿ

本̷の特性を理解しᴩ合理

的なᥓਁȟなさɟるɌȠǿ

Ԥ業ऻの支援のつなȡаを

見ૄえた上Ⱥのᕶȴᅔいた

支援をǿ

Ԩͱᝓ定におけるᥓਁ̜ᬱ

のɢȞりにȢさǿ

Ԩͱᝓ定なȼについてˣߚ

なᝢȟ॒要ǿ

ᜆȞɜᤈ࣊な要ɕǿ

学校の場への理解ǿ

学
校
と
の
連
携
に
お
け
る
課
題

通信制との連携の実践ɂߵ

ないǿ

学校ɕ情ڨ૬Ζをǿ

ʫールの活ႊᴥたȳしᴩρ

̷ջȺのɗりとりɂえ

るᴦǿ

連携のፕፖ性ǿ

情ڨц有ǿ

信ᭅ関係のഫኳǿ

ఙ支援ȟ課題ǿ

目たない発達障害者への

ᥓਁǿ

成年ఙȺٌɜないようにǿ

お̠いを知りあうȦとȟ大

̜ǿ

連携においてɕしい取り

組みにʋャʶンʂȺȠる౬

ᢅさȟ॒要ǿ

実践のフィーʓʚʍク

学校ȟ地ڒの支援といȞに

つなȟȶていȢȞǿ

支援のऀȠፕȡ・ፕፖ性ȟ

重要ǿ

఼߬をɈɑえた家族支援の

ネʍトʹーク作り

ጳ介さɟる学校ȟϡȶてい

るǿ

支援を開ܿする時ఙの見定

ɔにɂ「連携」ȟ॒要ǿ

定
時
制
通
信
制
高
校
へ
の
要
望

発達障害・˪ᄊ校の生徒に

ᤛしている学校Ⱥあるǿ

SSÔ なȼへの取り組みへの

ఙशǿ

SSÅなȼの取り組みをΙ・

п校ȺのͶ制作りǿ

進ᡅ支援へのఙशǿ

支援を見ૄえた上Ⱥの進学

指導ǿ

ә支援における連携のऐ߿

ԇ

連携аとےなȢᝈȟȺȠる

環境϶をǿ

әጕの支援ɗ連携のऐԇǿ߿

ሉ行支援の「のりしɠ」を

多ȢᩋȢધȶてɎしいǿ

進ᡅ支援へのఙशǿ

進ᡅについてのভみȟҒ実ǿ

進ᡅ支援にȦȰいɠいɠな

機関と連携をǿ

連携аの支援内容に関する

理解ǿ

支援を開ܿする時ఙの見定

ɔにɂ「連携」ȟ॒要ǿ

ᤛख़指導教的な居場所の

϶ǿ
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ᴥԗჵ機関ᴩᤛख़指導教ᴦǿ通信制・定時制においてɂ

学校生活に対するٌり感ȟߵないȞɜȞᴩ学校生活への

相談よりɕԤ業ऻの進ᡅに関する相談ȟ目つというو

ኌɕあȶたᴥ特別支援学校ᴦǿ

ɑたᴩ2° 代のҟႊ者ȟ多いというஃᜫȟᛓୣありᴩ

Ȱの理ႏとして「ఙ支援ȟ˪十分」ᴩ「支援のਖ਼ȟߵな

Ȣなȶた高校Ԥ業ऻのऀȠȦɕり」なȼȟՁ因としてમ

ȥɜɟているǿ

ҟႊ者ȳけȺɂなȢᴩҟႊ者の保឴者ɕ支援の対៎と

しているஃᜫɕᛓୣ見ɜɟたǿ

⑵　連携体制について
ԗჵ機関͏外Ⱥɂᴩԗჵ機関との連携をऐԇあるいɂ

ఖɦȺいるஃᜫȟᛓୣあȶたǿ中にɂᜱჵ所としての機

能ȟ᪀ࠖしているஃᜫɕあるǿɑたᴩ「うつგ」の生徒

の支援をॡᭀにԗჵ機関と連携しているとȦɠɕあȶ

たǿ定ఙ的ᴥ入学Ұなȼᴦにԗჵ機関と情̬ڨ૰したり

相談したりしている学校ɕあるようȳǿ

発達障害の生徒なȼを対៎とする特別支援について

ɂᴩȼのஃᜫɕᴥԗჵ・ᇩᇐ・教育とɕにᴦさɜなる連

携ȟ॒要Ⱥあると考えておりᴩ実᪨にሥ的に連携して

いるǿ連携なしに支援ɂȺȠないという考えȟ一ᓐ的Ⱥ

ありᴩᐳ場ɗ学校ᴩ家庭ɗ地ڒȺの支援をつなȥてネʍ

トʹークԇする取り組みȟ行ɢɟているǿȰのたɔにɕ

連携機関պۢお̠いに知り合おうとするӓ力ɗ信ᭅ関係

のഫኳを重要視しているݎȟͫえたǿɑた発達障害ȟ障

害としてᝓ定さɟるようになȶたȦとɕありᴩ発達障害

者の߿ә支援についての連携ɕऐԇさɟてȠているǿす

Ⱥにп日制高校Ⱥɕ特別支援学校との連携による߿ә支

援ȟ実践さɟているǿ

相談機関ኄによる高校生のভみ相談なȼの支援につい

てɂᴩҟႊ者との信ᭅ関係のഫኳȟ重要Ⱥあるǿɓɠɦ

本̷の̘解なしȺɂᴩ学校ɗ他の連携機関ɂおɠȞ保឴

者Ⱥあȶてɕ相談内容ȟͤえɜɟるȦとɂないȦとɕᆬ

ᝓさɟたǿ

⑶　個人情報の取り扱いについて 
連携の基本ɂ情ڨц有にありᴩȰの情ڨц有ɂ本̷の

たɔに行ɢɟているという考えȞɜᴩρ̷情ڨに関する

ȦとȺあȶてɕ॒要な情ڨɂሥ的にц有していȢɌȠ

ȳと考えるஃᜫȟ多Ȟȶたǿρ̷情ڨについてɂᴩ本 ・̷

保឴者のպ意の上Ⱥ取りうȦとɂछུのȦとȺありᴩ

多Ȣの機関Ⱥɂҟႊにаȴᴩ連携ɗρ̷情ڨの取り

いについて本̷・保឴者のպ意をीているȦとȟ多いǿ

ȰうȺない場合Ⱥɕᴩ॒ȭ本̷・保឴者の̘解のɕとȺ

連携を開ܿしᴩ本̷・保឴者の̘解のɕとȺ連携機関と

の情ڨц有を行ȶているǿ

ɑたᴩお̠いにަᇿ義өをަるという連携機関ȼうし

の信ᭅ関係ȟ連携の基本Ⱥあるという指ଊɕあȶたǿ

⑷　連携における担当者について
学校ϫの連携のઆछ者としてɂᴩ特別支援コーディ

ネーʉーɗઆ͖ᴩ学年˿͖ᴩ進ᡅ指導˿̜なȼ連携の目

的なȼによȶてറȁȺあるǿ相ਖ਼ϫとしてɂᴩᄽ生徒

としているઆ͖との連携をఖɓۦɕ多Ȣᴩ本̷・保឴

者のպ意ȟあるȦとҰ૬Ⱥᴩ問なȼȟあɟɃᴩઆ͖ȟ

ᄽᝈɗʫールなȼȺコンʉクトを取ȶてɕഫɢない

というとȦɠȟ多ȞȶたǿなȞにɂᴩ「ɵɰンセリンɺ

指導׆ȟሻ口になるようになȶてȞɜઆ͖との関ɢりȟ

ɗᴩ「連携支援ɂઆۦなȢなりٌしている」というߵ

͖のྒ意ɗ行動力にȞȞȶている」というઆ͖の関ɢり

を॒要としたりఙशしたりするۦɕあȶたǿたȳᴩઆ͖

ȳけの力Ⱥɂ支援ȟ˪十分となるȦとȟ多Ȣᴩ特別支援

教育コーディネーʉーɗ学年˿͖なȼȟઆ͖をɿʧート

する校内Ͷ制のさɜなるЭ実をఖɓۦɕ多Ȟȶたǿ

特別支援においてɂᴩ特別支援教育コーディネーʉー

ȟሻ口となるȦとȟ多いȟᴩ校内においてコーディネー

ʉーのۦɗ意見ȟ反さɟにȢい場合ȟあるとの指ଊɕ

あȶたᴥऻᣖする ᴥᴴᴦ「学校の場ɗౕについて」 と

関連ᴦǿ

⑸　ケース会議等への参加について
高校ȟ˿ϸしたケース会ឰなȼに要さɟてՎӏした

という実践ɂᐨȞɟなȞȶたȟᴩ要ȟあɟɃՎӏした

いᴥあるいɂՎӏժ能ᴦという機関ȟɎとɦȼȺあȶたǿ

ȴなみにᴩԗ࢙ɂᜱჵȟあるたɔȦのような会ឰへのՎ

ӏɂ˪ժ能Ⱥあるᴥ保឴者のպ意をीɜɟているなɜɃ

ᜱჵऻに఼するȞʫールするȞなȼȺ情̬ڨ૰ժ能な

ԗɕあるᴦǿȦのような会ឰȟ支援にとȶて有ӛある

いɂ॒要とᝓ識しているとȦɠɕ多ȢᴩɕȶとᢌにՎ

ӏしたいというۦɕあȶたǿ

⑹　学校側の意識の問題について
「発達障害とɕȶとフランクにつȠあえるようになる

といい」ᴩ「連携аȞɜのӒを学校内Ⱥの指導ɗ生徒と

の関ɢりに反してɎしい」というۦɂᐨȞɟたɕののᴩ

「発達障害について相छの知識ȟ॒要ȳと९ɢɟすȡて

いる」「教࢙п׆ȟߩᩌ性をધつ॒要ɂない」なȼᴩ学

校ɗ教࢙への特別支援に関するߩᩌ性に対するᤈ࣊なఙ

शのۦɂᐨȞɟなȞȶたǿ

ɑたᴩ目たないけɟȼɕ支援ȟ॒要ȳと९ɢɟる子

に対する「ͷとȞしたい」というધȴᴩ問題行動ȟ

ҩԇするҰにいȞに動ȢȞなȼᴩ॒要な生徒にȺȠるȳ

けȢ支援とつなȥる意識をધȶてɎしいと感ȫている

ஃᜫȟᛓୣあȶたǿ

ᐳ׆研εをп׆ȺՙផするȦとの有ӛ性を指ଊするۦ

ɕあȶたǿ

⑺　学校の立場や枠について 2

高校のԨͱᝓ定ɗఏᚽ指導なȼᴩあるሌ࣊の「ౕ」に

　　　　　　　　　　

2  Ȧの͔Ⱥɂ通信制高校に関する̜ɂɎとɦȼなȢᴩ

Ɉɟɜɟている内容ɂ高校一ᓐについてȺあるǿ通信

制高校Ⱥɂあてɂɑɜない内容ɕあるȟᴩ連携につい

てՎ考になるȦとɕ多いと考えɜɟるǿ
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通信制高校の教育相談における外部機関との連携の在り方についての検討 (2)

ついてɂ̈́方ȟないと考えているஃᜫȟ多ȞȶたǿȰの

上ȺᴩԨͱᝓ定のᝈなȼɂᴩ̜Ұにˣߚなᝢȟ॒要Ⱥ

あるという意見ɗᴩఊᣋの高校の౬ᢅな対ख़をΙする

ɕあȶたǿۦ

一方ᴩ発達障害者への対ख़ɂᝁ行᧷の᪡Ⱥありᴩ

学校ϫに本̷の特性を考ਁした合理的Ȟつ౬ᢅな対ख़を

ఖɓۦɕᛓୣᐨȞɟたǿȰのたɔにɂᴩ連携のઆछ者ȟᴩ

教ө˿͖ɗ生徒指導部ᩋなȼ校内の関係者にᝢᴩᝢी

しなけɟɃなɜȭᴩȰの役をઆう「特別支援教育コーディ

ネーʉー」の重要性を指ଊするۦɕᐨȞɟたǿɑたᴩȰ

の᪨にɂᴩከ理ᐳの連携への理解ɗઆछ者へЄȠȞけȟ

あるȞȼうȞȟ大Ƞいというۦɕあȶたǿ

⑻　学校との連携における課題について
通信制高校との連携する機会ȟߵなȢᴩ学校Ⱥͷȟ

ٌȶているȞᴩͷをͤえたɜ学校ȟ動いてȢɟるȞȟɢ

Ȟɜないというۦȟあȶたǿ別のஃᜫȞɜɕᴩɑȭɂ̠

いのȦとをɕȶと知りあうɌȠᴩお̠いȟ実践をሥみあ

ȥていȢ中Ⱥ成ӎ̜を出し連携の̈́組みにᕶとして

いȢɌȠȳという意見ɕありᴩ連携実践ɗ̬ํのߵなさ

ȟɅとつの課題としてમȥɜɟるǿ関連してᴩお̠いの

信ᭅ関係をഫኳしていȢɌȠȳという考えɕᐨȞɟたǿ

信ᭅ関係をૺないȞɀないとしてᴩ他機関をጳ介した

᪨の̜Ұの連ፅ˪ᠴɗᴩጳ介ऻに情ڨц有ȟうɑȢいȞ

なȞȶた̜なȼȟમȥɜɟたǿ

発達障害者への支援についてɂᴩ学校ϫにఖɑɟる課

題ȟ多Ȣમȥɜɟたǿɑȭɂᴩ発達障害のఙ発見ఙ

支援に対する要ఖȺあるǿ目たないけɟȼɕ఼߬の自

ȟ॑ᥓȳという生徒にɔに目をȞけてɎしいという

要ఖȟᛓୣȞɜᐨȞɟたǿɑたᴩ連携Ⱥの取り組みに関

しᴩお̠いにしい取り組みにʋャʶンʂȺȠる౬ᢅさ

ȟɔɜɟたǿ発達障害の支援についてɂᴩ生活環境の

϶ȟ支援の中॑となるたɔᴩ学校生活ȳけに目を向け

るのȺɂなȢᴩ家庭環境ɗ地ڒȺの生活についてɕ目を

ɓけるɌȠȺありᴩȰのたɔの支援のネʍトʹークを広

ȢᩋȢഫኳȺȠるようなᥓਁの॒要性ȟ指ଊさɟたǿ

連携にあたȶての情̬ڨ૰についてɂᴩ学校ϫのɎう

ȟ情ڨ૬ΖをしɉりȟȴȺあるというᝈɕᐨȞɟたǿɑ

たᴩ情ڨц有にあたȶてʫールȺのɗりとりȰのɕのを

ᇣ止している学校ɕありᴩ時代のํɟにᣡ行しているの

ȺɂないȞという指ଊɕあȶたǿ

⑼　定時制通信制高校へのメッセージや要望など
˪ᄊ校ɗ発達障害の生徒にᤛした学校ȺありᴩȦɟȞ

ɜɕȦのような生徒へのᥓਁȟなさɟた学校ȺあȶてɎ

しいというۦȟ多ȢᐨȞɟたᴩɑたᴩ一部の定時制通信

制高校Ⱥ実ஃさɟているʇーシャルスキルトʶーニンɺ

ᴥ͏下ᴩSSÔᴦᴩʇーシャルスキル教育ᴥ͏下ᴩSSÅᴦの

取り組みに対するΙɕ高Ȣᴩ今ऻɕፕፖᴩ発ࠕさせて

いȶてɎしいというۦȟᛓୣȞɜᐨȞɟたǿ

要ఖとして٢υ的に多Ȟȶたのȟ進ᡅ支援ᴩ特に߿ә

支援のऐԇ・Э実Ⱥあるǿ߿ᐳȺȠないȞɜといȶてާ

に進学させてしɑうȦとへの˪ާᴩ進学を指導する場

合Ⱥあȶてɕ支援のፕፖを見ૄえた上Ⱥ指導してɎし

いᴩという意見ɕᐨȞɟたǿ進ᡅ支援にȦȰ多Ȣの機関

との連携をఖɓۦɕ多Ȟȶたǿ特にᴩ発達障害者の߿ә

支援についてɂᴩȦɟɑȺの特別支援学校の支援の̈́組

みȟख़ႊȺȠるժ能性ȟ高いȦとɕ指ଊさɟたǿሉ行支

援の「のりしɠ」を多ȢᩋȢધȶてɎしいᴩなȼᴩԤ業

Ұの߿業Ͷ᮷ᴥɮンʉーンシʍʡᴦɗԤ業ऻのアフʉー

ケアへの取り組みに対する要ఖɕͫえたǿ

Ⅳ　考察

４－１　効果的な連携のために
 ―アンケート調査とインタビュー調査から
　　見えてきたこと―
通信制のᐳ׆のԡୣ͏上ᴩ68®3ᴢのᐳ׆ȟᴩȦɟɑȺ

の実践においてᴩ他機関と連携して生徒支援を行ȶたȦ

とȟあるとኌえたǿȰの上Ⱥ 31®7ᴢのᐳ׆ȟᴩ高校にお

ける連携Ͷ制ɂЭ分ȶていないと考えているᴥȶて

いるとኌえたᐳ׆ɂ 19®5ᴢᴦǿȶていない理ႏとして

મȥɜɟた「教׆の意識の問題」ɗ「ρ̷情ڨの問題」「実

ө者ʶʣルȺの連携に関する問題」なȼの問題点ɗᴩ連

携に関する課題ɗ意見についての自ႏᜤᣖの中Ⱥમȥɜ

ɟた「情ڨц有のᫍしさ」ᴩ相ਖ਼機関にఖɓȦととして

ᜤᣖさɟた「学校の場ɕȴɖɦと᭬みᣅɔる相ਖ਼と連

携したい」なȼの学校ϫȺ見ɜɟる意見ɗ考え方につい

てᴩ連携機関のઆछ者にɮンʉʝュー調査を行いᴩ連携

実践のറ子ɗ考え方をͫȶたǿɮンʉʝュー調査の中Ⱥ

๙Ȟび上ȟȶてȠた連携においてႡ意する点ɗᥓਁ̜ᬱ

について͏下にᜤすǿ

⑴　情報共有が連携の基本　―本人・保護者の同意を得
る―
今وの調査においてᴩ連携の課題として「ρ̷情ڨ保

឴のたɔᴩ生徒の問題ኄの情ڨȟ入りにȢいᴩ入ȶてɕ

ऻਖ਼にوる」という意見ɗᴩ連携аへの要ఖとして「支

援をՙけている生徒のറ子ɗ支援内容なȼᴩ学校Ⱥの生

徒支援に役につと९ɢɟるρ別の情ڨをц有させてɎ

しい」というۦȟ学校ϫȞɜよȢᐨȞɟたǿアンケート

Ⱥوኌした̷の中にɂᴩ校内連携ɗ校内Ⱥの情ڨц有に

ついての課題についてᣖɌたժ能性ɕあるȟᴩ一方Ⱥᴩ

教׆ɗ学校း場の考え方としてᴩρ̷情ڨにፅɦȳ内容

についてɂަᇿ義өȟ発生するのȺȼうせ情ڨц有ɂི

理ȳɠうᴩと連携するҰȞɜ९いᣅɦȺいる場合ɕ多い

Ȧとȟ考えɜɟるǿ

実᪨にɂᴩ「連携の基本ɂ情ڨц有にありᴩȰの情ڨ

ц有ɂ本̷のたɔに行ɢɟている」という考えȞɜρ̷

情ڨに関するȦとȺあȶてɕ॒要な情ڨɂሥ的にц有

していȢɌȠȳと考えるஃᜫȟ多ȢᴩȰのたɔにɂᴩҟ

ႊのఊқの᪡Ⱥᴩ連携ɗρ̷情ڨの取りいについて

本̷・保឴者のպ意をीているȦとȟ多いǿ学校ɕպറ
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にᴩ本̷のたɔに॒要とҜしたɜᴩɑȭɂᴩ本̷・保

឴者にᝢしᴩ情ڨのц有について̘解を取りᴩȰの上

Ⱥ関係する機関に連携を႑し出るようにすɟɃᴩȦȴɜ

ȟ९ȶている͏上に情ڨц有ɂスムーʄに進ɓのȺɂな

いȞと९ɢɟるǿなおᴩ͏下のテーʨについてɕᴩ連携

にあたȶて本̷・保឴者の̘解をीɜɟているというҰ

૬のɕとȺឰᝲを進ɔるǿɕȴɠɦᴩ連携によȶて知り

えた情ڨのަᇿ義өɂՋಐにަるɌȠȺあるȦとɂう

ɑȺɕないǿ

⑵　情報交換の手段は多様
支援ȟ॒要な生徒について関係者ȟ集ɑり支援方ศኄ

について検討する連ፅ会ឰᴥケース会ឰᴦのような場ȟ

支援における情ڨц有のਖ਼として有ӛȺあるȦとȟ広

ȢᝓɔɜɟているǿȦのケース会ឰについてɕ学校Ȟɜ

の要ȟあɟɃՎӏժ能というとȦɠȟɎとɦȼȺあȶ

たǿ通信制のᐳ׆に向けたアンケート調査Ⱥɕᴩӛ的

な連携のたɔに学校ϫのͶ制として॒要なȦととして

「ケース会ឰにおいてᴩ外部機関のઆछ者をሥ的にՙ

け入ɟる」ȟ上ͱにوኌさɟておりᴩ今ऻᴩ外部のઆछ

者にɕሥ的にՎӏを要していȢɌȠȺあɠうǿお̠

いȟक़しȢᴩȦのような会ឰをᜫ定ȺȠない場合Ⱥあȶ

てɕᴩ本̷のたɔになる情ڨц有についてɂᴩሥ的に

進ɔていȢɌȠと考えるとȦɠɕ多いǿ保឴者を通して

ਖ਼ጤのɗりとりをしているとȦɠɕあるǿɑたᴩ学校ϫ

ȟᄽᴩ相ਖ਼аをᜪ問したりするɎȞᴩਖ਼ጤɗᝈᴩʫー

ルなȼのਖ਼Ⱥ学校と情̬ڨ૰を行ȶているとȦɠɕ多

いǿ子ʫールɂᴩᜱჵȺक़しいԗ࢙なȼに対してɂ大

変有ӛなਖ਼Ⱥあるǿɗりとりする᪨にɂᴩρ̷ջなȼ

を͟せᴩρ̷情ڨのえいにา意をいなȟɜɕᴩሥ

的に活ႊするɌȠȳと考えɜɟるǿ

⑶　担任の顔が見える連携　―担任をサポートする校内
支援体制のさらなる充実―
学校の連携Ͷ制ȟЭ分に϶さɟていない理ႏとして

「આछ者ȼうしȺの॒要な情ڨのц有ȟᆬ実Ⱥないと感

ȫる」という意見ȟᛓୣあȶたǿȦの点についてɕɮン

ʉʝューにて相ਖ਼аの意見ɗ考え方についてᐨȠ取りを

したとȦɠᴩ相ਖ਼ϫとしてɂᴩ生徒としているઆ͖と

のᄽの連携をఖɓۦɕ多Ȣᴩઆ͖ȟᄽᝈɗʫール

なȼȺコンʉクトを取ȶてɕഫɢないというとȦɠɕ多

Ȟȶたǿɓしɠ「આ͖との関ɢりȟߵなȢなりٌして

いる」というۦɕᐨȞɟているǿछུのȦとなȟɜᴩ外

部との連携にあたȶてɂᴩ校内の教育相談部なȼȟ中॑

となȶたʋームͶ制Ⱥ取り組ɓɌȠȺありᴩͷɕȞɕઆ

͖一̷Ⱥ̜を進ɔるȦとɂありえないȟᴩ連携におけるᴩ

આ͖教࢙のあるሌ࣊の˿Ͷ的な関ɢりɂ॒要Ⱥあɠうǿ

たȳᴩ外部Ȟɜɕઆ͖との関ɢりをఖしᴩઆ͖のྒ意

にఙशする一方Ⱥᴩઆ͖ȳけの力Ⱥɂ支援ȟ˪十分とな

るȦとをԲするۦɕᛓୣȞɜᐨȦえているǿよȢɢ

ɟているȦとȺɂあるȟ校内の連携Ͷ制ȟЭ分に϶さ

ɟていなけɟɃ外部との連携のЭ実ɂఙशȺȠないǿ教

育相談આछɗ学年˿͖ᴩ場合によȶてɂ特別支援教育

コーディネーʉーなȼȟઆ͖をɿʧートする校内Ͷ制の

さɜなるЭ実をഫኳしていȢ॒要ȟあるȳɠうǿ

⑷　生徒のためにも柔軟な対応を―だからこそ連携が必
要―
連携Ͷ制ȟЭ分Ⱥない理ႏɗᴩ相ਖ਼аにఖɓȦととし

て「学校にɂ学校自の̜情ȟあるȦとを理解してɎし

い」というۦȟͷوȞમȟȶてȢるǿアンケートのوኌ

者にᄽᴩȰの真意をᐨȢȦとɂȺȠないȟᴩ高校Ⱥの

Ԩͱᝓ定ɗ生徒指導に関するȦとȳとລしᴩȦの点Ⱥ

の意見ኄについて連携аにᐨȠ取りを行ȶたǿあるሌ࣊ᴩ

高校の「ౕ」ȟあるのɂ̈́方ȟないと考えているとȦɠ

ȟ多Ȟȶたɕののᴩ特別支援の連携に関してɂᴩ高校ϫ

への౬ᢅな対ख़をɔる考えȟɓしɠ一ᓐ的Ⱥあȶたǿ

特にᴩ発達障害者への支援についてɂᴩ本̷の特性を考

ਁした合理的Ȟつ౬ᢅな対ख़ȟなさɟるɌȠȺあるとい

う意見ȟᐨȞɟたǿ学校としてɕ今ऻᴩҜにভɓケー

スɕ出てȢるȦとȟ̙さɟるǿࢲ成 17 年にஃ行さɟ

た「発達障害者支援ศ」にɂᴩ「ّՒび地方уц団Ͷɂᴩ

発達障害児ᴥ十тද͏上の発達障害者Ⱥあȶて高ኄ学校ᴩ

中ኄ教育学校Ւび特別支援学校に在学する者をֆɓǿᴦ

ȟȰの障害のৰにख़ȫᴩ十分な教育をՙけɜɟるよう

にするたɔᴩᤛҒな教育的支援ᴩ支援Ͷ制の϶Ȱの他

॒要なᏚをផȫるɕのとする」とᜤさɟているǿ学

校ɕ本̷の特性をしȶȞり見ɔた上Ⱥの合理的なҜ

をする॒要性ȟᣓɜɟているȦとɂ間ᤏいないǿたȳしᴩ

ศȟ϶さɟたのȺ̈́方なしに対ख़するというのȺɂな

ȢᴩȦɟɑȺᴩᩋい間ᴩ見ᤈȧさɟፖけてȠた発達障害

者へ支援への॒要性についてɕしȶȞりとᝓ識する॒要

ȟあるǿȰの上Ⱥᴩ学校ɂ関係ច機関との連携をȦɟɑ

Ⱥ͏上に፯߈にするȦとȺᴩ本̷の特性をᤛҒにੰ૱しᴩ

॒要な支援に౬ᢅに対ख़ȺȠるͶ制の϶を進ɔていȢ

॒要ȟあるȳɠうǿ

⑸　 「発達障害ともっとフランクにつきあう」意識が必
要か
校内Ⱥの連携Ͷ制ȟЭ分Ⱥない理ႏとしてમȥɜɟた

「発達障害の支援について知ȶている教׆ȟ十分Ⱥない」

についての感ɗ意見について߱ɀたとȦɠᴩ「教࢙п

ᩌ性をધつ॒要ɂない」「発達障害について相छߩȟ׆

の知識ȟ॒要ȳと९ɢɟすȡている」なȼいう考えをᛓ

ୣの機関ȞɜᐨȢȦとȟȺȠたǿᑔにɂᴩ教׆の特別

支援に関するߩᩌ知識の˪ᠴȟ時として支援への性

へのеᏘቺとしてҟႊさɟてしɑうような̜のސ在ɕ

あるようȳǿɕȴɠɦᴩ今وの調査ȺɜȞになȶたよ

うにᴩ通信制課ሌにɂ他課ሌとᢎしてᴩ発達障害支援

センʉーの支援をՙけている生徒ȟ多Ȣ在しているȦ

とを考ਁするとᴩሥ的にᐳ׆研εなȼȺ見識をɔる

Ȧとɂ॒要ȺあɠうǿしȞしなȟɜᴩᐳ׆п׆ȟ相छሌ

ᩌ知識を有していなけɟɃなɜないとしたɜᴩ高ߩの࣊

校Ⱥの特別支援ɂ෫ᤕに実ஃするȦとɂ˪ժ能Ⱥあるǿ
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通信制高校の教育相談における外部機関との連携の在り方についての検討 (2)

連携にあたȶてɂᴩ校内の教育相談આछɗ SC ȞɜӒ

をɕɜいなȟɜɕᴩɮンʉʝューȺ出てȠたフʶーʄ「発

達障害とɕȶとフランクにつȠあう」意識ȟ॒要なのȞ

ɕしɟないǿ

⑹　家族支援・地域支援を念頭に　―支援のネットワー
ク作りの意識を―
ɮンʉʝュー調査の中Ⱥᴩ多Ȣの機関・ஃᜫȟ本఼の

ҟႊ者ȳけȺなȢᴩҟႊ者の保឴者ɗ家庭の支援をॡᭀ

において実践しているȦとȟͫえたǿ発達障害の支援に

ついて指ଊさɟたようにᴩ学校生活ȳけに目を向けるの

ȺɂなȢᴩ家庭環境ɗ地ڒȺの生活についてɕ目をɓけ

るɌȠȺありᴩȰのたɔの支援のネʍトʹークを広Ȣᩋ

ȢഫኳȺȠるようなᥓਁをȦȦɠȟける॒要ȟあるȳɠ

うǿ

⑺　お互いを知ること―連携にあたっては「教師ペルソ
ナ」をはずし「カウンセリングマインド」を身につけ
て―
連携における課題のɅとつ「実践˪ᠴ」を解するに

ɂᴩɑȭ実践しᴩȰの中Ȟɜ成ӎ̜をሥみあȥていȢ

とպ時にᴩ信ᭅ関係をഫኳしていȢ॒要ȟあるǿȰのた

ɔにɂ「お̠いを知るӓ力」ɕ॒要Ⱥあɠうǿ

「教育関係の̷間とȺɂΙϏᜊɗ考え方ȟॊܰにႱ

なȶていると感ȫるǿ」պȫような感をᴩ教׆ととɕ

に̜̈́をしている SC ɕよȢ感ȫるȰうȺあるǿSC Ⱥ

ɕあるᕏ・జ̅下ᴥ2°°1ᴦɂᴩ「教࢙ɂᴩ生徒と対面す

る᪨ᴩ一̷Ұの教࢙になるたɔのȊ教࢙ʤルʇʔȋをᚱȶ

ている」と᚜းしているǿȰして「教࢙ʤルʇʔ」ɂ自

信ᤈҼȺϺ৻に作ႊするȦとɕ多Ȣᴩ教࢙とɵɰンセ

ラーの連携において᩼害的にЄいてしɑうȦとを指ଊし

ているǿ「教࢙ʤルʇʔ」ɂ生徒と対࠶する᪨にɂ॒要

Ⱥあȶてɕᴩ外部機関との連携をَる場面Ⱥɂ॒要ないǿ

「教࢙ʤルʇʔ」をᚱȶたɑɑȺいてɂᴩ「お̠いを知る

ӓ力」ɕうɑȢいȢɂȭȟないȳɠうǿ

ᣋ年Ⱥɂᴩ教࢙にɕ「ɵɰンセリンɺʨɮンʓ」ȟ

ɔɜɟるようになȶてȠたǿ「ɵɰンセリンɺʨɮンʓ」

の基本ɂᴩɵɰンセラーとクラɮエントとの間にᴩより

ఖɑしい̷間関係をഫኳするȦとによりᴩクラɮエント

ȟ自ɜの力を十分発しᴩ自ɜの力Ⱥ問題を解ขしてい

けるようにするȦとȺあるǿ連携にあたȶてɂᴩ「教࢙

ʤルʇʔ」をɂȭしᴩ意識的に「ɵɰンセリンɺʨɮン

ʓ」をᡵにᅔけてᴩお̠いにఖɑしい̷間関係をኳȢȦ

とȟȺȠるようにӓ力する॒要ȟあるȳɠうǿ

４－２　携機関が通信制高校に望むこと（連携に
関わらず）
 ɮンʉʝュー調査Ⱥ見えてȠたᴩ外部機関ȟఖɦȺ

いる通信制高校のݎについて͏下にɑとɔたǿ

⑴　SST，SSEなどの取り組み
ɮンʉʝュー調査Ⱥɂᴩ「Ȋ定時制通信制高校ȋへの要

ఖ」について問したたɔᴩ定時制高校Ⱥの導入ȟ知

ɜɟている SSÔᴥSSÅᴦへの取り組みのΙととɕに

SSÔᴥSSÅᴦのさɜなるࠕ開をఖするۦȟᛓୣᐨȞɟ

たǿたȳしᴩԨに SSÔᴥSSÅᴦに取り組ɦȺɎしいと

いう意֞ȺɂなȢᴩ定時制通信制高校ɂᴩ˪ᄊ校ɗ発達

障害の生徒にᤛした学校ȺありᴩȦɟȞɜɕȦのような

生徒へのᥓਁȟなさɟた学校ȺあȶてɎしいという᭐い

ȟֆɑɟたɕのȺあɠうǿ

定時制高校においてɂᴩSSÔᴥSSÅᴦの導入ȟᢎ的

進ɦȺおりᴩSSÔᴥSSÅᴦにより学校生活へのᤛख़ৰ

なȼを向上させるӛȟ見ɜɟたという֖ڨɕなさɟて

いるᴥ小林・ሙڀ・˾保・山岡・ 多៹・ᕏՁ・川上・上・

ᴩ2°°3ᴦǿࡀ

しȞしなȟɜᴩ通信制高校における SSÔ の実践につ

いての֖ڨɂɎとɦȼないǿ通信制Ⱥɂᴩ制࣊上ᴩスクー

リンɺにුوՎӏしなȢてɂなɜないɕのȺɂなȢᴩп

ての学習活動へのՎӏɂᴩ生徒の自˿性にɑȞさɟてい

るǿյ自の̜情に合ɢせてスクーリンɺȧとにᄊ校௷日

を変ȺȠる学校ȟ多いǿ授業ɗʥームルーム活動Ⱥɂᴩ

Ȱの᥆࣊ᴩ̷ୣɕʫンʚーɕႱなる集団ȟढ成さɟᴩȳ

ɟȟ出࢚してȳɟȟඑ࢚するȞɂȰのとȠになȶてみな

いとɢȞɜないǿȦのたɔᴩጕፋ的Ȟつʫンʚーのニー

ʄにあȶたトʶーニンɺのࠕ開ȟとてɕᫍしȢなȶてい

るǿさɜにɂᴩ学校Ⱥ行ɢɟる集団活動に対してᤈ࣊な

トラɰʨ意識をધȶている生徒ɕ多ȢᴩSSÔ に᪅ɜȭᴩ

ᢌいアɮスブʶーキンɺ的な内容Ⱥあȶてɕᴩ内面の̬

ํに関ɢる集団活動にɂ特にጯ॑のᥓਁを要する場合ȟ

多いǿ定時制Ⱥ実ஃさɟӛを上ȥている SSÔ につい

てɕᴩȰのɑɑのढȺ通信制にख़ႊȺȠるとɂ᪅ɜȭᴩ

通信制にあȶた SSÔの研究・開発ȟఖɑɟるǿ

⑵　早期支援への意識
学校にɕᴩ支援を॒要とする生徒にȺȠるȳけȢ支

援とつなȥる意識をધȶてɎしいと感ȫているஃᜫȟᛓ

ୣあȶたȟᴩȦɟɂᴩ学校の教׆の意識調査Ⱥɂ見ɜɟ

なȞȶた視点Ⱥあるǿ

高校生の年代になるとᴩ大̷とպȫように॑のგȟ自

のԲ᪙と߈に関連するようになるǿȦの年代ɂፋ合

発年ᳮにɕなるのȺᴩఙに発ܧ調დなȼの॑のგの܅

見してᴩᤛҒな治ჵにፀびつけるȦとȟ重要Ⱥあると考

えɜɟているᴥ自̙᩻についてɂऻᣖᴦǿɑたᴩ発達

障害者への支援ȟᤂɟるȦとȺᴩ̝ඒ障害としてᴩうつ

ɗᤛख़障害なȼのጀᇘপを΄発してしɑう̜ɕ多

いǿ

⑶　期待される進路支援
学校ϫへの要ఖとして٢υ的に多Ȟȶたのȟ進ᡅ支

援ᴩ特に߿ә支援のऐԇ・Э実Ⱥあるǿ「教࢙への意識

調査」Ⱥᇉさɟたようにᴩ連携に関する᪅りᴩ進ᡅ支援

への問題意識ɂᴩߵなȢないとɂえᴩขして多いɕの

Ⱥɕないǿ

通信制生徒の多റԇᴩᔌ年ԇによȶてᴩ年ȁᴩ進ᡅ指

導の重要࣊ȟۄしてȠているȟᴩ本఼ᴩӱә者を˿たる
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学習者として定している通信制においてᴩ進ᡅ指導ɗ

進ᡅ支援ɂ॒ᬳのɕのȺɂなȢᴩ一部のఖする生徒に

向けた᪅定的なɕのȺあるǿ進ᡅ支援への意識ȟ他の分

野にɌてऍȢなるのɕ̈́方のないȦとȳとえるȞɕ

しɟないǿ

たȳしᴩ通信制ȺɂԤ業ऻᴩ定ᐳɕધたȭᴩ߿ᐳɕ進

学ɕしない生徒ȟጙ 4°ᴢにɕのɏȶているǿȦの中に

ɂᴩ家業をፕፖするɕのɗߩ業˿ݤᴥ˿܁ᴦᴩგჵ᭴

中ȺしȞたなȢᴩという̷たȴɕֆɑɟているɕののᴩ

Ԥ業ऻにɅȠȦɕȶてしɑうɕのɕߵなȢないᴥّ大

学ศ̷ 山大学 大学教育研究センʉー・通信制高ኄ学

校のቼ˧者Ιਖ਼ศに関する研究会ᴩ2°1°ᴦǿȦのよう

なးをᨺみるにᴩ通信制における進ᡅ支援ᴩあるいɂᴩ

外部機関との支援のऀȠፕȡのऐԇɂᴩ取り組ɑɀɃな

ɜない重要な課題のɅとつȺあるとえるǿሥ的に外

部機関との連携をَȶていȢととɕにᴩɮンʉーンシʍ

ʡɗԤ業ऻのアフʉーケアなȼへの取り組みɕൌጪして

いȢ॒要ȟあると९ɢɟるᴥ発達障害者への߿ә支援に

ついてɂ͏下にてᝊᣖするᴦǿ

支援ȟ॒要な生徒をާに進学させてしɑうȦとへの

˪ާɗᴩ進学を指導する場合Ⱥあȶてɕ支援のፕፖを見

ૄえた上Ⱥ指導してɎしいᴩという意見ɕᐨȞɟたǿఊ

ᣋȺɂᴩ大学なȼȺɕ障害をધつ大学生なȼへの支援ȟ

Э実してȠているᴥ୯ᗵ・西村・շ෫ᴩ2°1°ᴦǿ支援を

॒要とする生徒ȟ進学をఖする᪨にɂᴩ進学аの学生

支援なȼとの連携のժ能性ɕ検討する॒要ȟあるȳɠ

うǿ

４－３　学校において，ますます高まる外部機関
との連携分野について
 調査を進ɔる中Ⱥ見えてȠたᴩ外部機関との連携ȟ

重要Ⱥある分野について͏下にᜤすǿ

⑴　発達障害者に対する支援　－精神障害者保健福祉手
帳の改正について－
発達障害者へのጀᇘ障害者保ϧᇩᇐਖ਼࢝の̬͇にɂᴩ

自治ͶኄȺのҜ基ໄにࢃȟありᴩ場合によȶてɂᴩ̝

ඒ障害を΄発していないとਖ਼࢝ȟ̬͇さɟない場合ɕ多

ȞȶたǿしȞしᴩး在Ⱥɂጀᇘ障害者保ϧᇩᇐਖ਼࢝のᜱ

ంのറࣻȟ改正さɟᴩ発達障害とᜱさɟた場合ᴩ႑

すɟɃɎɏᆬ実にਖ਼࢝ȟ̬͇さɟるようになȶたǿ

ਖ਼࢝ȟ̬͇さɟɟɃᴩ生活支援に関ɢるյᇩᇐɿーʝ

スなȼをՙけɜɟるȳけȺなȢᴩ「障害者のᫀႊの促進

ኄに関するศऺ」に基づȢᴩ企業ȟᫀႊしなけɟɃなɜ

ない「障害者」としてᝓɔɜɟるたɔᴩȦɟɑȺ߿әȟ

ᫍしȞȶた一ᓐ企業への߿әへのᤍɕ開けるժ能性ȟ高

Ȣなるǿ一ᓐᫀႊを目指すȞᴩ障害者ᫀႊを活ႊするȞ

についてɂᴩ本̷ɗ保឴者との৳重Ȟつˣߚな検討ȟ॒

要Ⱥɂあるȟᴩ高校း場においてɕᴩ今ऻɂᴩ障害者ᫀ

ႊのӒ成ኄをҟႊした߿әを目指すケースɕۄえてȢる

Ȧとȳɠうǿ߿ә支援においてɂᴩ障害者߿業・生活支

援センʉーなȼの߿ә支援機関ȳけȺなȢᴩȦɟɑȺに

多Ȣの障害者の߿ә支援に関ɢりᴩ多Ȣのʘɰʙɰをᖞ

ሥしている特別支援学校との連携にɕሥ的に取り組ɦ

ȺいȢ॒要ȟあると९ɢɟるǿ

⑵　自殺予防教育導入の動きについて
子ȼɕの自を᭥い止ɔようとᴩ文部科学ᅁɂᴩ小中

高校に自̙᩻教育を導入する方ᦉをขɔたǿа進的な

ዢّの教育をՎ考にᴩ授業にȼう取り入ɟるȞをᣋȢᜫ

Ꮪするߩᩌ家会ឰȺᝲឰしᴩストʶスとの向Ƞ合い方ɗᴩ

ভみを一̷Ⱥえない対ѿศを学ɉȦとを定しモデル

校をᤣ定するとしているǿп自者の中にԬɔるఝ成年

者の割合ɂጙ２ᴢȳȟᴩпͶにԬɔる割合ȟ小さいȞɜ

といȶて子ȼɕの॑の問題に真Ҷに取り組ɑないȺいる

とᴩ大̷になȶてȞɜの॑のϧ࣐にҩな問題を生ȫる

ȦとにɕなりȞɀないᴥ文部科学ᅁᴩ2°°9ᴦǿ

自̙᩻についてȦȰᴩ「外部機関とのӛ的な連携」

ȟ重要ȺあるȦとɂうɑȺɕないǿԗჵ機関のɎȞᴩ

自̙᩻に関するʡロɺラムなȼにᝊしいጀᇘ保ϧᇩᇐ

センʉーとの連携ɕ重要ȺあɠうǿɑたᴩҰᣖした「

ఙ支援」への意識ɕ重要Ⱥあると९ɢɟるǿ外部機関と

のӛ的な連携によりᴩ自のԲ᪙性ȟ高い「うつ」ɗ

「ፋ合܅調დ」「ଈ᭥障害」なȼをఙに発見し治ჵにɓ

すびつけるȦとɂᴩ自̙᩻にɕつなȟるのȺɂないȞ

と考えɜɟるǿ

４－４　通信制高校での支援についてのまとめと
考察
ఊऻにᴩȦɟɑȺのឰᝲをᡍɑえた上Ⱥᴩ通信制高校

なɜȺɂの支援Ͷ制の在り方についてᴩ考ߔしてみたいǿ

通信制にɂ多റな生徒ȟ集ɑȶてȢるȟᴩȦȦȺɂᴩ˪

ᄊ校ጽ᮷のある生徒ᴩ高校をᣝ学あるいɂᢆ学をしなȢ

てɂなɜなȢなȶた生徒の支援について考ߔを行うǿ

˪ᄊ校ɗᣝ学にᒴȶた理ႏɂさɑȩɑȺあɠうȟᴩ学

校生活ɗ̷間関係のɕつɟȟ大ȠȞȶたȦとȟ̙さɟ

るǿとȠにɂጀᇘ的にऐȢʊʫーʂをՙけている場合ɕ

ありᴩ進学ऻɕ学校生活ɗ学習上の課題をえている場

合ȟあるǿȦのような生徒ȟ入学аに通信制をᤣɉ理ႏ

にɂͷȟあるのȺあɠうȞǿ

ɑȭ考えɜɟるのɂᴩᄊ校日ୣのߵなさȺあɠうǿ学

校生活ɗ̷間関係にトラブルȟありᴩϾつȠȟՖɑɜな

いɕのにとȶてᴩ学校に行ȞなけɟɃなɜない日ୣɂߵ

なけɟɃߵないにȦしたȦとɂないǿ通信制におけるᴩ

ᄊ校日ୣȟߵなȢてຑɓ制࣊Ȱのɕのȟȟᴩ学校に対す

るネガティブな感情をいȳいている˪ᄊ校の生徒にとȶ

てɂᴩ大Ƞな支援のɅとつȺあɠうǿȳȟᴩ通信制にお

けるयɜयܤɜへの支援に役ȶているのɂᄊ校日ୣの

なさȳけȺɂないとኂ者ɂ考えているȟᴩ͏下にҚમߵ

するढȺᣖɌるȦととするǿ

⑴　登校日数の少なさ
˪ᄊ校生徒ɗ発達障害の生徒ɜȟ通信制への進学をข
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通信制高校の教育相談における外部機関との連携の在り方についての検討 (2)

定するఊ大の理ႏɂȦの「ᄊ校日ୣのߵなさ」Ⱥあɠ

うǿӱә年ȟ学ɉ場としてᴩᜫ定さɟた通信制Ⱥɂᴩ

学習の基本ɂ家庭Ⱥの自学自習ȺあるǿにɎɏ のو1

スクーリンɺにՎӏするȦとȺԨͱεीȟժ能となるよ

う制࣊ᜫさɟているǿු日学校へ通うȦとへのȟ

ಏऐい生徒ɗᴩᩋఙにɢたȶて学校に通うȦとȟȺȠな

Ȟȶた生徒Ⱥあȶてɕᴩ のᄊ校なɜ「ͷとȞᬷएو1

ɟȰう」とᠴをᡍみ出すȦとɕȺȠるǿ のᄊ校をو1

1 年ᴩ2 年とፖけているうȴにᴩ学校ɗ学校生活に対す

る感ȟᗖɑりᴩȰɟととɕにᴩ学校に通えた自分に

自信をધつようにɕなるǿ　

ɑたᴩᄊ校日ୣȟߵないȦとȺᴩアルʚɮトɗʦラン

ティアᴩᠲ֞に取り組ɓ時間なȼɕ保障さɟているǿȦ

のような学校͏外Ⱥのコミュニケーションの場にՎӏȺ

ȠるȦとȺᴩጀᇘ的にާ定する生徒ɕߵなȞɜȭސ在す

るǿ学校ȺのՓ̷ɗ教࢙との関ɢりɂઑፏするȟᴩ自分

ȟᤣɦȳアルʚɮトаのᐳ場の方ȁとɂާ॑してする

ȦとȟȺȠるという生徒ɕいるǿネʍトȺ知り合ȶたպ

ȫᠲ֞のՓ̷とᤈȧす時間ȟəȶたりᆬ保さɟているの

ɕ通信制なɜȺɂとえるȞɕしɟないǿ

Ȧの他ᴩ学校生活ɗ集団生活に対してᤈ࣊に˪ᤛख़感

を生ȫさせている生徒の中にɂᴩ1 日ᄊ校したȳけȺᴩ

॑ᡵとɕに࣊にәしてしɑうɕのɕいるǿ通信制Ⱥ

ɂᴩ自分のʤースȺᄊ校するȦとȟȺȠᴩͶ力をेوさ

せるたɔの時間をとるȦとɕժ能Ⱥあるǿ

⑵　学校生活の基本にある「自己決定」・「自己責任」①
　―「～ねばならない」プレッシャーの緩和―
ᄊ校日ୣのߵなさとպȫようにᴩӛ的なफᬭをՒɏ

している要因にᴩ「学校生活の基本にあるȊ自ࢄข定・

自ࢄ͖ȋ」ȟあると考えているǿ社会̷Ⱥあるӱә

年を˿たる目的としてᜫᏚさɟた通信制ɂᴩ学習のシス

テムにおいてᴩ生徒の自ࢄข定を尊重する᭛٠ȟᥴ成さ

ɟているǿ

学校生活をᣞる上Ⱥの॒要なルールɂ定ɔɜɟている

ȟᴩ学校生活の内外において᪢所に生徒の「自ࢄข定」

ȟ尊重さɟるǿえɃᴩ学校を͡ɓというᤣɕᴩ行̜

を͡ɓというᤣɕ基本的にɂ尊重さɟるǿӱә年に

ɂᴩ̜̈́の᥆合Ⱥȼうしてɕ学校をඑ࢚しなけɟɃなɜ

ない場合ȟあるȦとɂछུȺあるȦとȞɜᴩӱә年を

˿たる対៎としている通信制高校Ⱥɂུ॒的にȦのよう

なスʉンスをとɜȩるをीないとɕえるǿ通信制の教

ɂᴩ定ఙ的に保឴者会を行ȶたりᴩ学習ม᚜なȼを࢙

᥄ᣞしたりするなȼ家庭との連携ɂَȶているɕののᴩ

生徒ȟ授業をඑ࢚してɕよɎȼの̜情ȟない᪅りᴩȰの

日のうȴに家庭ኄに特に連ፅをとるȦとɂしないȦとȟ

多いǿ「自ࢄ͖」というകॡをȦȦにあてɂɔるなɜɃᴩ

一ᓐ的にɂᴩ「͡ɦȳፀᴩԨͱȟ取ɟなȢなる」「͡ɦ

ȳፀᴩ３年ȺԤ業ȺȠなȢなる」となるのȳɠうȟᴩ

通信制ȺɂᴩɓしɠᣡȺ「͡ɑȭ出࢚したፀᴩԨͱȟ

取ɟた」「͡ɑȭ出࢚したፀᴩ３年ȺԤ業ȺȠた」と

いう関ɢり方のɎうȟ多いǿつɑりᴩ「３年ȺԤ業ȺȠ

ɟɃȰɟにȦしたȦとɂないȟᴩ３年͏上ȞȞȶてɕ特

に問題ɂない」というスʉンスなのȺあるǿ生徒によȶ

てɂᴩȦの通信制のスʉンスȟ自ࢄをेوさせるとてɕ

大Ƞな要因となる場合ȟあるǿ

通信制に入学するɑȺᴩ生徒ɂ「学校ɂ͡ɦȺɂいけ

ないのȳ」あるいɂ「高校ɂ 3年ȺԤ業するɕのなのȳ」

というʫʍセーʂを多ȢՙけてȠたǿ教࢙ɂᴩ語的な

ʫʍセーʂを発するȳけȺなȢᴩ非語的ᴩつɑりᴩ教

にࢠの生徒への関ɢり方ɗスʉンスというढȺɕᴩ࢙

ʫʍセーʂを発信しているǿしȞしなȟɜᴩȼうしてɕ

学校を͡ɦȺしɑう生徒にとȶてɂᴩ「学校ɂ͡ɦȺɂ

いけないのȳ」「高校ɂ 3 年ȺԤ業するɕのなのȳ」と

いうのʫʍセーʂɂᴩとてɕ大ȠなʡʶʍシャーȺ

ありᴩしȞɕᴩࢠになȢなるȦとȟないǿ

アルʚート・エリスによȶてӁܿさɟた「ᝲ理情動行

動ჵศᴥᝲ理ჵศᴦ」Ⱥɂᴩ̷のভみɂ出఼̜Ȱのɕの

ȺɂなȢʝリーフᴥ出఼̜のՙけ取り方・解ᴦによȶ

て生み出さɟると考えているǿȰしてᴩ˪合理な考え方

Ⱥあり自ࢄք定的Ⱥɕあるʝリーフをɮラショʔルʝ

リーフᴥ非合理な信ॡᴦと֣びᴩȰɟを合理的な考え方

Ⱥあるラショʔルʝリーフにε正するȦとȺভみɂᢌນ

ȺȠると૬כしているᴥÅììéó ¦ Èáòðåòᴩ1991ᴦǿᝲ理

ჵศ的に考えるなɜɃᴩ「高校ɂ 3 年ȺԤ業するɕのな

のȳ」という考え方ɂᴩ᭐ఖと̜実をຉպしてしɑȶて

おりɮラショʔルʝリーフȺあるとえるǿȦɟをラ

ショʔルなʝリーフにε正するとすɟɃ「高校ɂ３年Ⱥ

Ԥ業ȺȠɟɃȰɟにȦしたȦとɂないȟᴩ３年͏上Ȟ

Ȟȶてɕ特に問題ɂない」ȺあɠうȞǿȦɟɂᴩҰᣖし

た通信制のスʉンスとɎとɦȼպȫȺあるǿ

一ᓐ的にᴩ学校ɗ教࢙ɂᴩͷɜȞの理ႏȺ学校に఼る

Ȧとȟٌᫍな生徒に対してᴩᕹにɂ発しなȢてɕᴩ॑

ᥓしたりᴩ連ፅをとȶたりᴩ生徒への関ɢりをऐɔるȦ

とȺᴥ教࢙なɜछུȳȟᴦᴩ知ɜȭ知ɜȭのうȴにɮラ

ショʔルʝリーフ的なʫʍセーʂ「高校に行Ȟないとʊ

ʫᴩ行̜に出࢚しなȢてɂʊʫᴩԨͱをᕶとしたɜʊ

ʫ・・・」を˫えてしɑȶているժ能性ȟあるǿȰのよ

うなʝリーフȟ自ࢄのʝリーフとして取りᣅɑɟᴩȰɟ

ȟ本̷にとȶてɮラショʔルʝリーフとしてЄȢ場合ᴩ

学校Ⱥの生活にさɜなる˪ᤛख़を生ȫさせるǿȦのよう

な生徒にとȶてᴩ通信制のスʉンスȺある「３年ȺԤ業

ȺȠɟɃȰɟにȦしたȦとɂないȟᴩȺȠなȢてɕたい

した問題Ⱥɂない」ɂ学校生活をᣞる上Ⱥӛ的にЄȢ

場合ȟߵなȢないǿ

Ȧのようにᴩ学校生活の基本にある「自ࢄข定・自ࢄ

͖」によりᴩ一部の生徒にとȶてɂᴩȦɟɑȺՙけて

いたᤈ࣊なʡʶʍシャーȞɜ解さɟるȦとȟあるǿȰ

ɟによȶてᴩ自分のʤースȺ学校生活を進ɔるȦとȟժ

能となりᴩ自分を取りしᴩȰしてᴩȰのȦとȟɑた自

ข定につなȟȶていȢǿࢄ
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外部機関ȞɜऐȢఙशさɟている進ᡅ指導についてɕ

պറȺあるǿ通信制Ⱥɂ「高校をԤ業したɜп׆ȟ進学

Ȟ߿ᐳをするɌȠȳ」というɮラショʔルʝリーフ的な

スʉンスȺ進ᡅ指導を行うȦとɂないしᴩするɌȠȺɂ

ないと考えるǿɕȴɠɦᴩԤ業ऻにɅȠȦɕȶてしɑう

おȰɟのある生徒にͷɕਖ਼をੜたないȺいいɢけȺɂな

Ȣᴩ॒要にख़ȫて支援のਖ਼をࢃしͩɌるのɂछུȺあɠ

うǿȦのようにᴩ通信制Ⱥ॒要とさɟる進ᡅ指導のऐԇ

とɂᴩ生徒п׆への一୭指導的ȺɂなȢᴩȦɟɑȺの通

信制の進ᡅ指導のスʉɮルを፟ધした上Ⱥᴩ支援を॒要

としている生徒へのρ別の支援をժ能にするようなढȟ

ఖɑしいのȺɂないȳɠうȞǿȰのρ別支援の中にɂᴩ

ɕȴɠɦᴩ外部機関との連携による支援ȟֆɑɟるȦと

になるȳɠうǿ

⑶　学校生活の基本にある「自己決定」・「自己責任」②
　－自分の個性の肯定―
通信制に進学する生徒の中にɂᴩ中学校ɗҰ高校時

代ᴩఏᚽᤏ反ኄによる指導をᎱりᣌしՙけてȠたɕのɕ

多いǿ学校のみなɜȭ集団生活において一定のऺɂ॒

要Ⱥありᴩऺᤠަのたɔの指導ɂ学校း場ȺඑȞせ

ないȦとɂᝲȭるɑȺɕないǿԛᕹᅇܾ崎高ኄ学校

ᴥ2°°7ᴦなȼによる取り組みなȼᴩᭀᯢ・ఏᚽ指導のॎ

ȟ生徒のኰ意識の向上にӛȟあるȦとɕ広Ȣᝓ知ࣄ

さɟているǿ

しȞしなȟɜᴩɮンʉʝュー調査にて指ଊさɟたよう

にᴩ感覚ᤈୖの方にとȶてのᝇᛩ制ఏᅔႊの߱ࢠȺない

ᢵさなȼᴩᴥпͶȞɜ見ɟɃȧȢୣߵのケースȺɂある

ɕののᴦ生徒によȶてɂ学校のऺȟ本̷のᜬ容ᦀをᠯ

えてしɑȶている場合ɕあると考えɜɟるǿɑたᴩ反社

会的な傾向ɂȰɟɎȼ見ɜɟないɕののᴩフɫʍション

なȼのᠲ֞に対するᒾ֞ɗȦȳɢりȟ̷より高い生徒

ȟᴩ学校の指導によȶて自分のρ性をք定さɟたと感ȫ

てしɑいᴩ自信を܅してしɑȶていた生徒のケースな

ȼɕኂ者ɂጽ᮷しているǿȦの他ᴩ家庭環境なȼͷኄȞ

の理ႏによȶてᴩ学校ऺへのኰ意識を内面ԇするȦ

とȟȺȠない生徒ɕސ在するǿ学校のऺȟՁ因Ⱥᴩ学

校生活に˪ᤛख़をᠭȦしてしɑȶているȦのような生徒

にとȶてᴩ通信制の「自ࢄข定」「自ࢄ͖」を尊重す

る学校᭛٠ɂ学校への感の֪につなȟるǿ

⑷　多様な集団内での学び
ӱә年の教育を目ൈとしている通信制高校にɂ多റ

な年ᳮ࠙の生徒ȟ࢚を˶Ɍて一፳に学ɦȺいるǿ年ᳮ࠙

ȳけȺなȢᴩ的ɕ多റȺありᴩɅȠȦɕりにᣋい˪ᄊ

校の生徒ɕいɟɃᴩӱә年ɕ在しているǿ̷ୣとし

てɂさɎȼ多Ȣɂないȟᴩ外̷ّɗ中高年の学習者ɕ通

信制にɂ在しているǿ通信制の生徒にӛ的なफᬭを

Ւɏしている要因のఊऻにᴩȦのような「多റな生徒集

団内Ⱥの学び」をમȥるǿ　

˪ᄊ校生徒の中にɂպ学年のՓ̷とɂᝈȟȺȠない

ȟᴩႱ年ᳮᴩ特に年ᩋ者とɂާ॑してᝈȟȺȠるという

ɕのɕ多いǿɑたᴩ多റな集団の中Ⱥᴩ自分たȴȳけȟ

特別ȺɂないȦとにづȢととɕにᴩ自分自ᡵのρ性ɗ

自ࢄのᩋ所に͇ȢȦとɕȺȠるǿ多റな生徒間Ⱥの̬

ํȺお̠いにいい意֞ȺのफᬭをՒɏすȦとɕ多いǿ中

Ⱥɕᴩ中高年学習者ɂᴩ年をጽて高校に入学あるいɂ

入学しᴩറȁなʙンディーȟあるにɕȞȞɢɜȭᴩ学び

に対するݎӯȟ真Ⱥᴩ学習意ඕȟ高Ȣᴩ学校活動への

Վӏɕሥ的Ⱥᴩ他の生徒なȼにɕたɜすफᬭɕとてɕ

大Ƞいᴥ上野ᴩ2°°9ᴦǿ中高年学習者ɂᴩ的な生徒

の援Ӓɗ学校活動の指導的な役割をたしているȦとɕ

ありᴩおとなしい生徒にとȶてɂ大変॑ऐいސ在Ⱥあるǿ

Ȧのようにᴩ「多റな生徒集団内Ⱥの学び」ɕᴩ˪ᄊ

校の生徒ɗ発達障害の生徒ȟ通信制高校を学びɗすい学

校とҜするɅとつの要因Ⱥあるとえるȳɠうǿ

⑸　基本的なスタイルは維持しながらも，支援の引き出
しを増やす
ȦɟɑȺ考ߔしてȠたようにᴩ通信制における˪ᄊ校

生徒に対してӛ的なफᬭをՒɏす要因ɂᴩпてᴩӱә

ߵ年を対៎としてᜫさɟた通信制教育のしȢみの中

に内在しているɕのȺあるǿ

通信制課ሌにおけるᴩᣋ年の生徒の多റԇ・Ͳ年ᳮԇ

Ȟɜᴩ生徒指導ɗ進ᡅ指導ᴩ教育相談なȼの重要性ȟ高

ɑȶてɂいるɕののᴩ通信制の本఼の目的Ⱥあるᴩӱә

年に向けた教育を進していȢȦとɂᴩး在の通信制

に通う生徒ᴥȰの中にɂᴩ外部機関との連携支援を॒要

とする生徒ɕֆɑɟるᴦにとȶてɕ有ᄬな面ɕ多いと९

ɢɟるǿ

း在の通信制高校に॒要なのɂᴩ通信制としての基本

的なスʉɮルɗスʉンスを፟ધしつつᴩ多റな生徒に対

するρȁの支援のऀȠ出しをۄɗしていȢȦとȺɂない

ȳɠうȞǿȰのたɔにɕᴩ外部機関とሥ的に連携をɂ

Ȟりなȟɜӛ的な支援にӓɔていȢ॒要ȟあるȳɠ

うǿ
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ᴥ2°14年ᴶఌ１日ՙ͇ᴦ

ᴥ2°14年1°ఌᴵ日ՙ理ᴦ
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非行傾向行為の抑止要因としてのセルフコントロールと家族関係に対する居場所感についての検討

問題と目的
ᣋ年ᴩߵ年によるᏘへのา目ȟۄしているǿʫディ

アの発達により情ڨをीる機会ȟۄえᴩʨスコミによる

センセーショʔルなڨᤍɕありᴩ˰間のߵ年非行への目

ɂՋしȢなȶているǿᏘᄌంᴥ2°11ᴦによるとᴩ一ᓐ

җศ検મ̷׆ɂߵ年ȟఊɕ高ȢᴩпͶの 26®8ᴢをԬ

ɔているǿȰの中Ⱥɕ中学生にछたる 14・15 දのߵ年

の検મ̷׆ɂ 12®1ᴢȺありᴩうȴ 62®5ᴢɂ保឴ѿ分ධ

のないߵ年ȺあるȦとȞɜᴩ年ఙにあたるȦの時ఙ

ɂᴩ非行のܧ発時ఙȺあるといえるǿ文部科学ᅁȟࢲ成

24 年࣊に行ȶた調査によるとᴩ小・中・高ኄ学校にお

ける௪力行為の発生͔ୣɂጙ 5˥ 6ԛ͔Ⱥあȶたǿӏ害

児童生徒のうȴ関係機関ᴥឬߔኄのҗ̜司ศ機関ኄᴦに

よりͷɜȞのᏚȟとɜɟた児童生徒ɂᴩ小学校Ⱥ 126

̷ᴩ中学校Ⱥ 3¬711 ̷ᴩ高ኄ学校Ⱥ 537 ̷Ⱥあȶたᴥ文

部科学ᅁқኄ中ኄ教育児童生徒課ᴩ2°13ᴦǿȦのȦとȞ

ɜɕᴩ中学生にあたる時ఙɂ非行のܧ発時ఙというȦと

ȟȺȠᴩ学校း場Ⱥɕᴩ中学校における非行問題ɂ重大

な課題ȺあるǿȺɂなȯᴩ非行ȟ発生するのȞǿ非行の

定要因についてᴩȦɟɑȺさɑȩɑな調査・研究ȟ行

ɢɟてȠたǿ非行ߵ年の特ौとしてᴩセルフコントロー

ルのͲさᴥÇïôôæòåäóïî ¦ Èéòóãèéᴩ1996» ᦂ子ᴩ2°12ᴦ

ɗᴩᚗ動性の高さȟ指ଊさɟているᴥຏ෩ᴩ1999K ᦂ子ᴩ

2°12ᴦǿ森下ᴥ2°°4ᴦɂᴩ非行行動のሌ࣊と性ᴩ非

社会性との関連をᇉしᴩさɜにᜆ子関係ɂпての非行行

動とȰのሌ࣊に関連するȦとをɜȞにしたǿɑたᴩ小

保方・ིᗵᴥ2°°5áᴦɂᴩ非行傾向行為のあるՓ̷ᴩつ

ɑりᑱしたՓ̷のސ在ȟ非行傾向行為にफᬭをՒɏす

ȦとをɜȞにしたǿȰの他にɕᴩ非行傾向行為のа行

要因としてᴩպ調行動の多さᴥᠰ智ᴩ2°°4ᴷ小保方・ི

ᗵᴩ2°°5âᴦɗ抑うつの高さȟ指ଊさɟているᴥ小保方・

ིᗵᴩ2°°5âᴦǿ

しȞしᴩȦɟɜの非行を定するとさɟる要因をધȴ

なȟɜɕ非行にᠨɜない子ȼɕたȴɕいるǿ小保方・ི

ᗵᴥ2°°5áᴦによるとᴩ非行傾向行為の定要因Ⱥある「

ᑱしたՓ̷のސ在」ȟありなȟɜɕ非行傾向行為を行ȶ

ていない子ȼɕɂᴩセルフコントロールȟ高Ȣᴩ˵ᜆと

の関係ȟᜆ߈Ⱥあるというፀȟीɜɟたǿ

ȰȦȺ本研究Ⱥɂᴩ非行を抑止すると考えɜɟるセル

フコントロールにᅔ目するǿ森下ᴥ1999ᴦɂᴩࢺ児ఙに

おいてᴩ自ࢄ制ॅȟ高いと性ȟͲȢなるȦとをɜ

Ȟにしᴩさɜにᜆ子関係と自ࢄ制ॅとの関連性をᇉしたǿ

とセルフコント࣊司ᴥ2°°9ᴦȺɂᴩᜆの᭴育ৰࣀ・ࡈ

ロールの関連を日本と中ّのᢎに基づいて検討したǿ

Ȱのፀᴩ日本の中学生ɂ一̷ȶ子よりЬअのいる子ȼ

ɕの方ȟᴩセルフコントロールȟ高Ȣᴩɑたᜆのՙ容的

な᭴育ৰ࣊ɂセルフコントロールを高ɔᴩ反対に支ᥓ的

な᭴育ৰ࣊ɂセルフコントロールをͲɔるȦとȟ分Ȟȶ

たǿȦɟɜのፀȞɜᴩ家族ɗ˵ᜆのސ在ȟセルフコン

トロールの発達に重要な役割をたすと考えɜɟるǿ

しȞしᴩࢲ成 16 年࿂Ꮨᄌంᴥ2°°4ᴦにある「ߵ年

入者の非行時における家族とのպ居လのሉ」ፋ

によるとᴩல֪ 59ᴥ1984ᴦ年にɂ家族とպ居してい

たのȟ男子Ⱥጙ 6°ᴢᴩܤ子Ⱥጙ 4°ᴢȺあȶたȟᴩࢲ成

15ᴥ2°°3ᴦ年にɂᴩ男子ጙ 82ᴢᴩܤ子ጙ 68ᴢにۄӏし

ているǿȦのȦとȞɜᴩ࿎理的に居場所ȟあるにɕȞȞ

ɢɜȭ非行をしてしɑうߵ年ȟۄえたȦとɗᴩ家族の

在ȟ॒ȭしɕ非行に対するブʶーキの役割をたしीސ

ないȦとȟ考えɜɟるᴥᗵ川ᴩ2°°5ᴦǿさɜにᴩたとえ

̷と一፳にいてɕᴩȰの相ਖ਼ȟ॑の通ɢない̷Ⱥある場

合ᴩ॑理的にɅとりȺあるというมȟ成しᴩ「ȦȦ

ɠの居場所ȟない」といȶた感覚とᎢȟȶていȢȦとȞ

ɜᴩ॑ 理的居場所感をŽ॑の拠り所となる関係性ᴩおよびᴩ

ާ॑感ȟありᴩありのɑɑの自分をՙ容さɟる場ȟある

という感情žと定義しᴩȰの下ͱകॡとしてᴩŽާ॑感žᴩ

ᚐϿտᚐའɁੱඨ要ىȻȪȹɁセʵʟɽンʒʷーʵȻ
ȾȷȗȹɁ೫کࠊȬɞߦᩜΡȾ

荒居　知佳・石津憲一郎

Ôèå Åøáíéîáôéïî áâïõô óåìæ-ãïîôòïì áó Dåôåòòåîãå-Æáãôïòó ïæ áäïìåóãåîô 
äåìéîñõåîãù áîä Såîóå ïæ IÂASÙO ïæ æáíéìù òåìáôéïîó®

Cèéëá Aòáé¬ Ëåîéãèéòï ISÈIÚÕ

キーワード：非行ᴩ非行傾向行為ᴩセルフコントロールᴩ居場所感
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Žᚱՙ容感žᴩŽ本఼感žᴩŽ役割感žを見出したǿつɑりᴩ

家族ȟいて࢜る家ȟあるȳけȺなȢᴩȰの家族と॑ȟ通

いᴩާ॑ȺȠる感覚をȢȦとȺᴩ子ȼɕɂ家庭におい

てŽ居場所ȟあるžと感ȫるȦとȟȺȠるのȳɠうǿ

̷ɂާпȟᆬ保さɟてɂȫɔてᴩ自分ȟ自分をコント

ロールȺȠる感ȫをધつȦとȟȺȠるᴥᗵ川ᴩ2°°5ᴦǿ

ɑたᴩ児童においてᴩ˪ާȟ自ࢄ制ॅに២のफᬭをՒɏ

すȦとɕɜȞになȶているᴥᅸ川・森下ᴩ1999ᴦǿつ

ɑりᴩ家族のސ在Ȱのɕのȟセルフコントロールにफᬭ

をՒɏすのȺɂなȢᴩȰの子ȟ家族をާпȺާ॑ȺȠる

在としてસえᴩ家族の中に॑理的な居場所ȟあると感ސ

ȫているȦとȟセルフコントロールを高ɔる要因となる

のȺɂないȞと定さɟるǿ森下ᴥ2°°3ᴦȟᴩࢺሓٛ児

を対៎にᴩࢺ児の自ࢄ制ॅ機能の発達に関する研究を

行ȶたፀᴩ家庭ȺɕٛȺɕᴩ自ࢄ制ॅのうȴ自ࢄ抑制

の高い子ȼɕのྸීɂцにՙ容的ȺあȶたǿȦのȦとȞ

ɜɕᴩྸීをɂȫɔとする家族にՙけ入ɟɜɟていると

いう感覚と自ࢄ制ॅにɂͷɜȞの関連ȟあると考えɜɟ

るǿ

松జᴥ2°11ᴦȺɂᴩ大学生のܤ性においてᴩ家族関係

の中Ⱥ॑理的な居場所をɕつȦとȟᴩ性を基ࣄとす

るറȁな˪ᤛख़行動の抑制にӛ的ȺあるȦとȟᇉדさ

ɟたǿɑたᴩ石本ᴥ2°1°ᴦȺɂᴩ中学生においてᴩ居場

所感ȟ学校ᤛख़にफᬭしているȦとȟᇉさɟたǿ特に中

学生男子Ⱥɂᴩ家族本఼感ȟ学校生活̰ՙ感にफᬭを˫

えているȦとȟɜȞになȶたǿさɜにᴩ年ఙを対៎

に発達にͧいȼのような॑理的居場所をધȶてȠたȞに

ついて調査したбЫ・岡本ᴥ2°1°ᴦɂᴩීᜆに対する॑

理的居場所感ȟ॑理的居場所の広ȟりɗ॑理社会的発達

課題の達成において重要ȺあるȦとをɜȞにしたǿȦ

のȦとȞɜᴩීᜆをֆɓ家族関係に対して居場所感ȟ学

校ɗՓ̷関係に対する居場所感の基ᄷとなるժ能性ȟᇉ

さɟᴩ家族関係に対する居場所感ȟあɜəる関係に対ד

する居場所感の中Ⱥɕఊɕ重要Ⱥあると考えるǿ

͏上よりᴩ本研究の目的ɂᴩ非行傾向行為の抑止要因

としてЄȢセルフコントロールを定する要因としてᴩ

家族関係における居場所感を定しᴩ非行傾向行為とセ

ルフコントロールᴩ家族関係における居場所感との関連

をɜȞにするȦとȺあるǿ

小保方・ིᗵᴥ2°°5âᴦȺɂᴩ۳͡みɂ自ႏに行動ȟ

ȺȠՓ̷とᤈȧす時間ȟۄӏするたɔᴩ子ȼɕの行動の

変ԇにफᬭを˫えɗすい時ఙとして学校း場Ⱥɂ指ଊさ

ɟているȦとȞɜᴩ中学生の非行傾向行為の変ԇについ

てᴩ۳͡みをયɦȳ1学ఙと2学ఙの˵学ఙに調査を行ȶ

ているǿȰȦȺᴩ本研究Ⱥɕᴩ1 学ఙと 2 学ఙの˵学ఙ

にຝるᅽఙ᎒調査を行うȦとȺᴩ非行傾向行為を開ܿ

した子ȼɕȟ開ܿऻにᴩ非行傾向行為をɗɔた子ȼɕȟ

ɗɔたऻにᴩセルフコントロールと家族関係における居

場所感にȼのような変ԇȟみɜɟたのȞについてɕ検討

ȺȠるǿさɜにᴩ1学ఙᴩ2学ఙとɕに非行傾向行為を行ȶ

ていない子ȼɕをŽጽ᮷なしᏰžᴩ1学ఙᴩ2学ఙとɕに

非行傾向行為を行ȶている子ȼɕをŽፕፖᏰžᴩ1 学ఙ

に非行傾向行為を行ȶているȟᴩ2 学ఙにɂ非行傾向行

為を行ȶていない子ȼɕをŽጽ᮷Ᏸžᴩ1 学ఙに非行傾

向行為を行ȶていないȟᴩ2 学ఙに非行傾向行為を行ȶ

ている子ȼɕをŽ開ܿᏰžとしてᏰ分けしᴩᏰȧとの特

ौをɜȞにするǿ

ɑたᴩ1 学ఙの非行傾向行為とセルフコントロールお

よび家族関係における居場所感ȟᴩ2 学ఙの非行傾向行

為とセルフコントロールおよび家族関係における居場所

感にȼのようなफᬭをՒɏすのȞを検討するǿ

方法
対象者
Ԉ᪘地方のу中学校 3 校の 1 ᵻ 3 年生 1777 ջを対

៎としᴩクラスȧとの一୭ศによりིᜤջࣻȺ調査を

実ஃしたǿوՖလɂ 1 学ఙ 95®6ᴢᴩ2 学ఙ 96®1ᴢȺあȶ

たǿ分対៎ɂп調査対៎のうȴིوኌのᬱ目ȟあるɕ

のɗᴩوኌ内容に˪϶のあȶたɕのなȼをȠᴩさɜにᴩ

˵学ఙの調査にوኌしている子ȼɕを分対៎としたǿ

ፀᴩ1192 ջ分のデーʉᴥ1 年生男子 198 ջᴩܤ子 189

ջᴩ2年生男子 163 ջᴩܤ子 222 ջᴩ3年生男子 2°2 ջᴩ

子ܤ 218 ջᴦを分対៎としたǿ

手続き
2°13年6ఌᴥ1学ఙᴦと9ఌᴥ2学ఙᴦに問ጤ調査を行ȶ

たǿ1学ఙᴩ2学ఙとɕに対៎者ɂպȫȺあるǿ問ጤᴩ

実ஃ方ศのᝢを学校に᥄ᣞしᴩઆ͖教࢙によるクラス

ȧとの実ஃをΗᭅしたǿوኌ内容のᇿ߈を保ધするたɔ

に調査ᇝととɕにߨኋをᥓࢎしたǿ対៎者ɂ調査ᇝをᜤ

入したऻᴩյ自Ⱥ調査ᇝをߨኋに入ɟた上Ⱥ૬出したǿ

なおᴩ調査ɂིᜤջȺ行ȶたǿ

調査内容
１ᴦフɱɮスシート

本アンケートのക要をᜤしたのȴᴩوኌにあたȶてᴩ

本アンケートへのوኌɂऐ制ȺɂないȦとᴩ内容ɗρ̷

情ڨɂ保឴さɟるȦとᴩ成にɂいȶさい関係のないȦ

とᴩوኌにɂ正解ᴩ˪ 正解ɂないȦとを教ᇉしたǿඒにᴩ

年ᳮᴩクラスᴣ出࢚Ⴍհᴩ性別のᬲȺوኌをɔたǿク

ラスᴣ出࢚Ⴍհについてɂᴩ1 学ఙと 2 学ఙのアンケー

トを対ख़させるたɔのɕのȺありᴩρ̷の特定ɂ行ɢな

いȦとをᜤしたǿ

２ᴦ非行傾向行為のጽ᮷の有ིᴥ11 ᬱ目ᴦ

非行傾向行為のᬱ目内容ɂᴩ小保方・ིᗵᴥ2°°5áᴩ

2°°5âᴦの非行傾向行為のጽ᮷の有ིに関するᬱ目とӏ

ᗵ・大久保ᴥ2°°6ᴦのȄ問題行動ȅのጽ᮷Ȟɜ 6ᬱ目を

ᤣ定しᴩʊミーᬱ目 5ᬱ目をӏえて作成したǿյᬱ目に

ついてᴩ学ఙ間Ⱥの行動の変ԇを検討するたɔᴩ調査 1

目Ȟɜو 目ɑȺのఙ間و2 3ʿఌ間Ⱥのጽ᮷者にፄȶて
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分を行う॒要ȟあるȦとȞɜᴩŽあなたɂඒの行動を

ȦȦ 3ʿఌのうȴにしたȦとȟありɑすȞžという教ᇉ

に対しŽあるžᴩŽないžの 2͔ศȺوኌをɔたǿ

３ᴦセルフコントロールᴥ9ᬱ目ᴦ

ÇòáóíéãëᴩÔéôôìåᴩÂõòóéëᴩ¦ Aòîåëìåöᴥ1993ᴦ ȟ

ႊいたͲセルフコントロール࣊ࠂの 24 ᬱ目のうȴᴩ小

保方・ིᗵᴥ2°°5áᴩ2°°5âᴦをՎ考に 5 ᬱ目をᤣ定・

ӏኂε正しᴩʊミーᬱ目 4ᬱ目をӏえて作成したǿյᬱ

目についてŽいいえᴥ1 点ᴦžᴩŽȼȴɜȞといえɃいい

えᴥ2点ᴦžᴩŽȼȴɜȞといえɃɂいᴥ3点ᴦžᴩŽɂいᴥ4点ᴦž

の 4͔ศȺوኌをɔたǿͲセルフコントロール࣊ࠂȺ

あるのȺᴩी点ȟ高いɎȼセルフコントロールȟͲȢな

るǿ

ᴱᴦ家族関係における居場所感ᴥ2° ᬱ目ᴦ

年࿂॑理的居場所感࣊ࠂᴥҬ定 ¬ 2°°7ᴦをΈႊǿյ

ᬱ目についてŽあなたȟɈȳɦᴩ家族ᴥɈȳɦ一፳に生

活している̷ᴦに対して感ȫているȦとを教えてȢȳさ

いžという教ᇉを˫えᴩ家族についてوኌをɔたǿŽɑȶ

たȢあてɂɑɜないᴥ1点ᴦžᴩŽあɑりあてɂɑɜないᴥ2

点ᴦžᴩŽȼȴɜとɕいえないᴥ3 点ᴦžᴩŽɗɗあてɂɑる

ᴥ4点ᴦžᴩŽとてɕあてɂɑるᴥ5点ᴦžの 5͔ศȺوኌを

ɔたǿ

結果と考察
合成変数の作成

調査ȺΈႊしたյᬱ目の因子ഫᣲをɜȞにするたɔ

にᴩյᬱ目のዮ点に基づいてᴩఊศᴩʡロʨʍクスو

ᢆによる因子分を行ȶたǿ非行傾向行為ɂᴩŽないžᴩ

Žあるžの °ᴩ1のɵテɾリɵルデーʉȺあるたɔ対ख़分

を行ȶたǿ

１ᴦ非行傾向行為

対ख़分を行ȶたǿɵテɾリୣᦀԇのϏȟቼ 1ඒЫȺ

Žないžȟᴩ°®°9ᵻ °®24ȺありᴩŽあるžȟᴪ16®37ᵻᴪ 1®11

ȺあȶたのȺᴩȰɟȱɟのɵテɾリȺ対ख़ȟᆬᝓさɟたǿ

しȞしᴩğᴺ ®43 Ⱥあȶたたɔᴩѓ࣊ŽあるžのみȺ対

ख़分を行ȶたとȦɠᴩ１ᬱ目をȠᴩɵテɾリୣᦀԇ

のϏȟቼ１ඒЫȺᴪ 1®77 ᵻᴪ 1®21 Ⱥあȶたたɔᴩ１ᬱ

目をҭしたǿよȶてᴩ本࣊ࠂɂ 1因子 5ᬱ目ഫᣲȺあ

るとみなしたǿğᴺ ®64 Ⱥあȶたǿğ係ୣȟ ®7° にた

ないȟ分に॒要な変ୣȺあるたɔႊしたǿ

２ᴦͲセルフコントロール

1 因子を意َしている࣊ࠂȺあるたɔᴩ因子ِ有ୣを

1にᜫ定しᴩ1因子5ᬱ目ȟ出さɟたᴥ26®6°ᴢᴦǿğᴺ®64

Ⱥあȶたǿğ係ୣȟ ®7° にたないȟ分に॒要な変ୣ

Ⱥあるたɔႊしたǿ

３ᴦ家族関係に対する居場所感

4 因子を意َしている࣊ࠂȺあるたɔᴩ因子ِ有ୣを

4 にᜫ定しᴩ4 因子 2° ᬱ目ȟ出さɟたǿҬ定ᴥ2°°7ᴦ

になɜいᴩቼ 1因子をŽ役割感žᴩቼ 2因子をŽާ॑感žᴩ

ቼ 3因子をŽ本఼感žᴩቼ 4因子をŽᚱՙ容感žとしたǿ

ቼ 1因子ğᴺ ®93ᴩቼ 2因子ğᴺ ®94ᴩቼ 3因子ğᴺ ®95ᴩ

ቼ 4因子ğᴺ ®94 Ⱥあȶたǿ

յ合成変ୣの٫ࢲϏおよびൈໄϡࢃを Ôáâìå 1 にᇉ

すǿ

非行傾向行為のጽ᮷者ᴷ1学ఙと 2学ఙ

ȦɟɑȺの非行傾向行為のጽ᮷についてŽあるžとኌ

えた者の̷ୣと割合をÔáâìå2 にᇉすǿ

非行傾向行為のタイプ別による分析
ᴥ1ᴦ非行傾向行為のጽ᮷のᏰ分け

非行傾向行為のᬱ目についてᴩ一つȺɕछてɂɑるᬱ

目のある子ȼɕを非行傾向行為のጽ᮷ありとしたǿ小保

方・ིᗵᴥ2°°5áᴩ2°°5âᴦになɜいᴩ非行傾向行為に

ついてᴩȼȴɜの学ఙにおいてɕጽ᮷ȟŽないž子ȼɕ

をŽጽ᮷なしᏰžᴩȼȴɜの学ఙにおいてɕጽ᮷ȟŽあるž

子ȼɕをŽፕፖᏰžᴩ1 学ఙの時点Ⱥጽ᮷ȟŽあるžȟᴩ

2学ఙɂጽ᮷ȟŽないž子ȼɕをŽጽ᮷Ᏸžᴩ1学ఙɂጽ

᮷ȟŽないžȟᴩ2 学ఙɂጽ᮷ȟŽあるž子ȼɕをŽ開

ܿᏰžとしたǿŽጽ᮷なしᏰžᴥȦɟɑȺпȢጽ᮷ȟないᴦ

ȟ 1¬1°5 ̷ᴩŽፕፖᏰžᴥ1学ఙ 2学ఙとɕにጽ᮷ȟあるᴦ

ȟ 18 ̷ᴩŽጽ᮷Ᏸžᴥ1学ఙにのみጽ᮷ȟあるᴦȟ 27 ̷ᴩ

Ž開ܿᏰžᴥ2学ఙ͏᪃に開ܿしたᴦȟ42̷ȺあȶたᴥÔáâìå 

3ᴦǿ

ᴥ2ᴦ分ୠ分

 　1 学期の分析
非行傾向行為のʉɮʡ別にȼのような特ौȟあるのȞ

を検討するたɔにᴩ1 学ఙにລ定した変ୣについてᴩ性

別ᴩ学年ᴩ非行傾向行為のጽ᮷を変ୣᴩ1 学ఙのͲ

セルフコントロールᴩ1 学ఙの家族関係に対する居場所

感のŽ役割感žᴩŽާ॑感žᴩž本఼感Žᴩžᚱՙ容感Žを

िࠖ変ୣとした˧ЫᥓᏚの分ୠ分を行ȶたǿ

非行傾向行為のጽ᮷の˿ӛȟみɜɟた場合にのみፀ

Table 1　各合成変数の平均値および標準偏差

　 1学ఙ 2学ఙ 　

Í SD Í SD

Ͳセルフコントロール 1°®47 2®88 1°®59 2®9°

役割感  18®64 4®75 18®69 4®77

ާ॑感 2°®84 4®66 2°®79 4®59

本఼感 23®69 6®°7 23®57 6®°3

ᚱՙ容感 15®94 3®89 15®86 3®84
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にՒしᴩ多重ᢎを行ȶたǿ多重ᢎにɂ Sãèåææå

ศをႊしたǿ1 学ఙにລ定したյ合成変ୣの٫ࢲϏᴩ

ൈໄϡࢃおよびÆϏを Ôáâìå 4 にᇉすǿ

　低セルフコントロール
非行傾向行為のጽ᮷の˿ӛȟみɜɟᴥÆ (3¬1168)½

1°®31¬ ð¼®°1ᴦᴩ多重ᢎのፀᴩጽ᮷なしᏰɂፕፖᏰᴩ

ጽ᮷Ᏸᴩ開ܿᏰよりɕ有意にͲセルフコントロールȟͲ

Ȟȶたǿ

　家族関係に対する居場所感
ᴥáᴦ役割感

非 行 の ጽ ᮷ の ˿ ӛ  ȟ み ɜ ɟᴥÆ(3¬1168)½6®°5¬ 

ð¼®°1ᴦᴩ多重ᢎのፀᴩጽ᮷なしᏰɂጽ᮷Ᏸよりɕ役

割感ȟ有意に高Ȟȶたǿ性別と学年と非行傾向行為の

ጽ᮷の 2 ඒの̬̠作ႊȟ有意ȺあȶたᴥÆ(6¬1168)½2®52¬ 

ð¼®°5ᴦたɔᴩ下ͱ検定を行ȶたとȦɠᴩܤ子の 1 年生ᴩ

3年生においてԨጠ・Ԩጠ˿ӛȟ有意Ⱥあȶたᴥܤ子L

1 年 生 Æ(3¬1168)½4®°1¬ ð¼®°1ᴩ3 年 生 Æ(3¬1168)½5®66¬ 

ð¼®°1ᴦǿ多重ᢎのፀᴩܤ子の 1 年生においてጽ᮷な

しᏰと開ܿᏰɂፕፖᏰよりɕᴩ3 年生においてጽ᮷なし

Ᏸɂጽ᮷Ᏸよりɕ役割感ȟ有意に高Ȟȶたǿ

ᴥâᴦާ॑感

非行傾向行為のጽ᮷の˿ӛȟみɜɟᴥÆ (3¬1168)½

6®16¬ ð¼®°1ᴦᴩ多重ᢎのፀᴩጽ᮷なしᏰɂፕፖᏰᴩ

ጽ᮷Ᏸᴩ開ܿᏰよりɕާ॑感ȟ有意に高Ȟȶたǿ

ᴥãᴦ本఼感

非行のጽ᮷の˿ӛȟみɜɟᴥÆ(3¬1168)½3®57¬ ð¼®°5ᴦᴩ

多重ᢎのፀᴩጽ᮷なしᏰɂፕፖᏰより本఼感ȟ有意

に高Ȟȶたǿ

ᴥäᴦᚱՙ容感

非行傾向行為のጽ᮷の˿ӛȟみɜɟᴥÆ (3¬1168)½

6®99¬ ð¼®°1ᴦᴩ多重ᢎのፀᴩጽ᮷なしᏰɂጽ᮷Ᏸ

より有意にᚱՙ容感ȟ高Ȟȶたǿ性別と非行傾向行

為のጽ᮷の̬̠作ႊȟ有意ȺあȶたᴥÆ(3¬1168)½2®73¬ 

ð¼®°5ᴦたɔᴩԨጠ˿ӛの検定を行ȶたとȦɠᴩܤ

子において非行傾向行為のԨጠ˿ӛȟ有意Ⱥあり

ᴥÆ(3¬1168)½6®96¬ ð¼®°1ᴦᴩ多重ᢎのፀᴩܤ子におい

Table 2　非行傾向行為の経験の“あり”の人数と％（性別，学年別）

1 学ఙ 1年 2年 3年

　 　 男 ܤ 男 ܤ 男 ܤ

よȰの̷の自ᢆをᄰɦȳりᴩ勝ਖ਼にΈȶたりする ̷ୣ 3 ° 1 2 3 °

ᴢ °®25 ° °®°8 °®17 °®25 °

გなȼの理ႏȟないのに学校をさɏる ̷ୣ 4 2 6 8 6 2

ᴢ °®34 °®17 °®5 °®67 °®5 °®17

のֿ࿎をᴩおᦂをɢȭにɕȶてȢるࣆ ̷ୣ 3 1 2 2 2 °

ᴢ °®25 °®°8 °®17 °®17 °®17 °

たɃȦをう ̷ୣ 2 ° 1 1 1 °

ᴢ °®17 ° °®°8 °®°8 °®°8 °

ᜆにȞȢɟてᴩおᥕを᭬ɓ ̷ୣ 3 ° ° 4 3 2

　 ᴢ °®25 ° ° °®34 °®25 °®17

2 学ఙ 1年 2年 3年

　 　 男 ܤ 男 ܤ 男 ܤ

よȰの̷の自ᢆをᄰɦȳりᴩ勝ਖ਼にΈȶたりする ̷ୣ 3 ° 2 1 1° °

ᴢ °®25 ° °®17 °®°8 °®84 °

გなȼの理ႏȟないのに学校をさɏる ̷ୣ 6 2 4 7 14 5

ᴢ °®5 °®17 °®34 °®59 1®17 °®42

のֿ࿎をᴩおᦂをΈɢȭにɕȶてȢるࣆ ̷ୣ 2 1 ° 2 6 °

ᴢ °®17 °®°8 ° °®17 °®5 °

たɃȦをう ̷ୣ ° ° ° 1 8 °

ᴢ ° ° ° °®°8 °®67 °

ᜆにȞȢɟてᴩおᥕを᭬ɓ ̷ୣ 4 ° ° 4 12 5

　 ᴢ °®34 ° ° °®34 1®°1 °®42

Table 3　非行傾向行為の経験による群ごとの人数（性別，学年別）
1 年 2 年 3 年

　 男 ܤ 男 ܤ 男 ܤ 合

ጽ᮷なしᏰ 186 184 153 2°2 174 2°6 11°5

ፕፖᏰ 2 1 2 5 7 1 18

ጽ᮷Ᏸ 2 2 4 9 7 3 27

開ܿᏰ 8 2 4 6 14 8 42
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非行傾向行為の抑止要因としてのセルフコントロールと家族関係に対する居場所感についての検討

てጽ᮷なしᏰɂፕፖᏰᴩጽ᮷Ᏸよりɕ有意にᚱՙ容感ȟ

高Ȟȶたǿ

2 学期の分析
非行傾向行為のʉɮʡ別にȼのような特ौȟあるのȞ

を検討するたɔにᴩ2 学ఙにລ定した変ୣについてᴩ性

別ᴩ学年ᴩ非行傾向行為のጽ᮷を変ୣᴩ2 学ఙのͲ

セルフコントロールᴩ2 学ఙの家族関係に対する居場所

感のŽ役割感ž・Žާ॑感ž・ž本఼感Ž・žᚱՙ容感Žを

िࠖ変ୣとした˧ЫᥓᏚの分ୠ分を行ȶたǿ非行傾向

行為のጽ᮷の˿ӛȟみɜɟた場合にのみፀにՒ

しᴩ多重ᢎを行ȶたǿ多重ᢎにɂ Sãèåææå ศをႊ

したǿ2 学ఙにລ定したյ合成変ୣの٫ࢲϏᴩൈໄϡࢃ

およびÆϏを Ôáâìå 5 にᇉすǿ

低セルフコントロール
非行傾向行為のጽ᮷の˿ӛȟみɜɟᴥÆ (3¬1168)½

9®99¬ ð¼®°1ᴦᴩ多重ᢎのፀᴩፕፖᏰᴩጽ᮷Ᏸᴩ開ܿ

Table 4　1 学期の各合成変数の平均値および標準偏差と分散分析結果（性別，学年別，非行傾向行為の経験群別）

Ͳセルフ
コントロール

役割感 ާ॑感 本఼感 ᚱՙ容感

Ᏸ 学年 性別 ÍᴥSDᴦ ÍᴥSDᴦ ÍᴥSDᴦ ÍᴥSDᴦ ÍᴥSDᴦ

ጽ᮷なしᏰ 1年 男 1°®35ᴥ2®89ᴦ 2°®°3ᴥ4®55ᴦ 21®92ᴥ3®76ᴦ 25®15ᴥ5®2°ᴦ 16®68ᴥ3®6°ᴦ

ܤ 9®28ᴥ2®52ᴦ 19®65ᴥ4®3°ᴦ 21®95ᴥ4®°6ᴦ 25®34ᴥ5®34ᴦ 16®76ᴥ3®48ᴦ

2 年 男 11®°4ᴥ2®57ᴦ 18®54ᴥ4®36ᴦ 2°®48ᴥ4®48ᴦ 22®53ᴥ5®9°ᴦ 15®59ᴥ3®75ᴦ

ܤ 1°®42ᴥ2®97ᴦ 18®26ᴥ5®°°ᴦ 2°®72ᴥ5®°°ᴦ 23®26ᴥ6®65ᴦ 15®94ᴥ4®°7ᴦ

3 年 男 1°®9°ᴥ2®79ᴦ 18®32ᴥ4®73ᴦ 2°®16ᴥ4®73ᴦ 22®76ᴥ5®85ᴦ 15®6°ᴥ3®72ᴦ

ܤ 1°®°5ᴥ2®54ᴦ 18®°2ᴥ4®47ᴦ 2°®94ᴥ4®37ᴦ 24®°1ᴥ5®74ᴦ 15®84ᴥ3®83ᴦ

合 1°®31ᴥ2®78ᴦ 18®79ᴥ4®64ᴦ 21®°5ᴥ4®46ᴦ 28®29ᴥ5®89ᴦ 16®°8ᴥ3®77ᴦ

ፕፖᏰ 1年 男 15®°°ᴥ°®°°ᴦ 18®5°ᴥ9®19ᴦ 18®5°ᴥ9®19ᴦ 23®°°ᴥ9®9°ᴦ 15®°°ᴥ7®°7ᴦ

ܤ 14®°° ᴥ®ᴦ 7®°° ᴥ®ᴦ 16®°° ᴥ®ᴦ 1°®°° ᴥ®ᴦ 7®°° ᴥ®ᴦ

2 年 男 12®5°ᴥ6®36ᴦ 19®°°ᴥ1®41ᴦ 2°®°°ᴥ°®°°ᴦ 24®5°ᴥ°®71ᴦ 16®°°ᴥ°®°°ᴦ

ܤ 11®8°ᴥ2®17ᴦ 19®4°ᴥ4®16ᴦ 21®2°ᴥ5®31ᴦ 24®4°ᴥ7®37ᴦ 16®4°ᴥ4®51ᴦ

3 年 男 13®86ᴥ1®68ᴦ 16®57ᴥ4®35ᴦ 16®29ᴥ5®79ᴦ 19®43ᴥ5®41ᴦ 13®71ᴥ3®2°ᴦ

ܤ 16®°° ᴥ®ᴦ 1°®°° ᴥ®ᴦ 1°®°° ᴥ®ᴦ 15®°° ᴥ®ᴦ 8®°° ᴥ®ᴦ

合 13®39ᴥ2®48ᴦ 16®94ᴥ5®21ᴦ 17®94ᴥ5®67ᴦ 21®°°ᴥ6®67ᴦ 14®17ᴥ4®31ᴦ

ጽ᮷Ᏸ 1年 男 11®°°ᴥ1®41ᴦ 2°®5°ᴥ°®71ᴦ 23®°°ᴥ2®83ᴦ 26®5°ᴥ°®71ᴦ 17®°°ᴥ°®°°ᴦ

ܤ 12®5°ᴥ4®95ᴦ 14®5°ᴥ°®71ᴦ 21®°°ᴥ5®66ᴦ 27®°°ᴥ4®24ᴦ 14®5°ᴥ3®54ᴦ

2 年 男 11®75ᴥ5®12ᴦ 15®75ᴥ7®8°ᴦ 18®°°ᴥ5®29ᴦ 19®75ᴥ9®46ᴦ 12®5°ᴥ5®2°ᴦ

ܤ 13®56ᴥ2®7°ᴦ 14®67ᴥ5®°7ᴦ 15®89ᴥ7®22ᴦ 18®22ᴥ9®48ᴦ 12®11ᴥ4®96ᴦ

3 年 男 14®29ᴥ3®°9ᴦ 17®14ᴥ6®72ᴦ 17®86ᴥ6®62ᴦ 2°®71ᴥ8®34ᴦ 13®43ᴥ5®16ᴦ

ܤ 1°®33ᴥ2®31ᴦ 9®°°ᴥ2®65ᴦ 14®67ᴥ8®74ᴦ 14®67ᴥ8®5°ᴦ 9®°°ᴥ4®58ᴦ

合 12®85ᴥ3®29ᴦ 15®26ᴥ5®81ᴦ 17®48ᴥ6®48ᴦ 19®96ᴥ8®48ᴦ 12®7°ᴥ4®74ᴦ

開ܿᏰ 1年 男 9®38ᴥ3®96ᴦ 16®13ᴥ7®86ᴦ 17®25ᴥ8®5°ᴦ 2°®5°ᴥ1°®°4ᴦ13®13ᴥ6®71ᴦ

ܤ 1°®5°ᴥ°®71ᴦ 24®5°ᴥ°®71ᴦ 24®°°ᴥ1®41ᴦ 3°®°°ᴥ°®°°ᴦ 19®°°ᴥ1®41ᴦ

2 年 男 11®5°ᴥ3®11ᴦ 16®°°ᴥ8®41ᴦ 16®75ᴥ8®88ᴦ 19®5°ᴥ1°®°8ᴦ13®25ᴥ7®27ᴦ

ܤ 12®17ᴥ1®17ᴦ 18®83ᴥ4®17ᴦ 2°®5°ᴥ4®32ᴦ 24®33ᴥ5®43ᴦ 16®°°ᴥ3®41ᴦ

3 年 男 13®79ᴥ4®°2ᴦ 18®86ᴥ5®25ᴦ 19®64ᴥ5®17ᴦ 23®°7ᴥ6®4°ᴦ 16®°7ᴥ4®32ᴦ

ܤ 12®°°ᴥ3®66ᴦ 15®°°ᴥ2®73ᴦ 17®38ᴥ5®42ᴦ 19®°°ᴥ6®65ᴦ 13®88ᴥ3®68ᴦ

合 12®°°ᴥ3®68ᴦ 17®6°ᴥ5®74ᴦ 18®81ᴥ6®1°ᴦ 21®98ᴥ7®48ᴦ 14®95ᴥ4®88ᴦ

ÆϏ 性別 °®15 5®°5ª °®24 °®65 1®95

学年 1®36 2®55 3®88ª 2®66 1®95

非行傾向行為のጽ᮷ 1°®31ªª 6®°5ªª 6®16ªª 3®57ª 6®99ªª

性別ą学年 °®68 3®°3ª 1®62 1®28 2®4°

学年ą非行傾向行為のጽ᮷ 1®25 1®36 1®45 1®93 1®49

性別ą非行傾向行為のጽ᮷ °®41 3®85ªª 1®64 2®°3 2®73ª

性別ą学年ą 1®34 2®52ª 1®43 2®°° 1®67

非行傾向行為のጽ᮷

ªªð¼®°1 ªð¼®°5

Ɔ開ܿᏰにおける 1年ܤ子と 3年ܤ子ɂᴩᝉछ者ȟ 1̷Ⱥあȶたたɔᴩൈໄϡࢃɂአ出さɟなȞȶたǿ
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Ᏸɂጽ᮷なしᏰよりɕ有意にͲセルフコントロールȟ高

Ȟȶたǿ

家族関係に対する居場所感
ᴥáᴦ役割感

非行傾向行為のጽ᮷の˿ӛȟみɜɟᴥÆ (3¬1168)½

5®33¬ ð¼®°1ᴦᴩጽ᮷なしᏰɂፕፖᏰよりɕ有意に役割感

ȟ高Ȟȶたǿ学年と非行傾向行為のጽ᮷の̬̠作ႊȟ

有意ȺあȶたᴥÆ(6¬1168)½2®21¬ ð¼®°5ᴦたɔᴩԨጠ˿ӛ

の検定を行ȶたとȦɠᴩ1 年生ᴩ3 年生における非行

傾向行為のጽ᮷のԨጠ˿ӛȟ有意Ⱥあȶたᴥ1 年生

Æ(3¬1168)½3®°8¬ ð¼®°5ᴩ3 年 生 Æ(3¬1168)½6®16¬ ð¼®°1ᴦǿ

多重ᢎのፀᴩ1 年生においてጽ᮷なしᏰɂፕፖᏰよ

りᴩ3 年生においてጽ᮷なしᏰɂፕፖᏰと開ܿᏰよりɕ

有意に役割感ȟ高Ȟȶたǿ性別と非行傾向行為のጽ᮷の

̬̠作ႊȟ有意ȺあȶたᴥÆ(3¬1168)½3®55¬ ð¼®°5ᴦたɔᴩ

Ԩጠ˿ӛの検定を行ȶたとȦɠᴩܤ子においてԨጠ˿

Table 5　2 学期の各合成変数の平均値および標準偏差と分散分析結果（性別，学年別，非行傾向行為の経験群別

Ͳセルフ
コントロール

役割感 ާ॑感 本఼感 ᚱՙ容感

Ᏸ 学年 性別 ÍᴥSDᴦ ÍᴥSDᴦ ÍᴥSDᴦ ÍᴥSDᴦ ÍᴥSDᴦ

ጽ᮷なしᏰ 1年 男 1°®53ᴥ3®°2ᴦ 2°®26ᴥ4®55ᴦ 21®97ᴥ4®°6ᴦ 25®41ᴥ5®28ᴦ 16®84ᴥ3®74ᴦ

ܤ  9®47ᴥ2®61ᴦ 19®54ᴥ4®26ᴦ 22®°3ᴥ3®77ᴦ 25®13ᴥ5®25ᴦ 16®38ᴥ3®51ᴦ

2 年 男 11®°°ᴥ2®86ᴦ 18®56ᴥ4®59ᴦ 2°®46ᴥ4®33ᴦ 22®92ᴥ5®61ᴦ 15®97ᴥ3®51ᴦ

ܤ 1°®32ᴥ2®79ᴦ 17®98ᴥ4®85ᴦ 2°®39ᴥ4®98ᴦ 22®88ᴥ6®58ᴦ 15®66ᴥ3®95ᴦ

3 年 男 11®46ᴥ2®64ᴦ 18®47ᴥ4®98ᴦ 19®99ᴥ4®92ᴦ 22®53ᴥ6®17ᴦ 15®33ᴥ3®99ᴦ

ܤ 1°®°4ᴥ2®62ᴦ 18®24ᴥ4®48ᴦ 2°®96ᴥ4®2°ᴦ 23®67ᴥ5®52ᴦ 15®84ᴥ3®56ᴦ

合 1°®44ᴥ2®82ᴦ 18®83ᴥ4®68ᴦ 2°®98ᴥ4®46ᴦ 23®78ᴥ5®86ᴦ 16®°°ᴥ3®75ᴦ

ፕፖᏰ 1年 男 15®5°ᴥ3®54ᴦ 17®5°ᴥ9®19ᴦ 19®5°ᴥ7®78ᴦ 24®°°ᴥ8®49ᴦ 14®°°ᴥ8®49ᴦ

ܤ 14®°°ᴥ®ᴦ 5®°°ᴥ®ᴦ 22®°°ᴥ®ᴦ 15®°°ᴥ®ᴦ 9®°°ᴥ®ᴦ

2 年 男 13®5°ᴥ3®54ᴦ 19®°°ᴥ1®41ᴦ 2°®°°ᴥ1®41ᴦ 23®5°ᴥ°®71ᴦ 15®°°ᴥ1®41ᴦ

ܤ 1°®6°ᴥ1®52ᴦ 17®6°ᴥ5®81ᴦ 18®4°ᴥ6®84ᴦ 22®6°ᴥ7®3°ᴦ 14®8°ᴥ5®°7ᴦ

3 年 男 13®86ᴥ3®44ᴦ 15®14ᴥ6®89ᴦ 15®14ᴥ7®54ᴦ 16®°°ᴥ9®°4ᴦ 12®14ᴥ5®3°ᴦ

ܤ 15®°°ᴥ®ᴦ 8®°°ᴥ®ᴦ 13®°°ᴥ®ᴦ 12®°°ᴥ®ᴦ 8®°°ᴥ®ᴦ

合 13®17ᴥ3®°3ᴦ 15®56ᴥ6®55ᴦ 17®33ᴥ6®39ᴦ 19®28ᴥ7®89ᴦ 13®°°ᴥ4®96ᴦ

ጽ᮷Ᏸ 1年 男 12®5°ᴥ°®71ᴦ 22®5°ᴥ°®71ᴦ 25®°°ᴥ°®°°ᴦ 29®5°ᴥ°®71ᴦ 19®5°ᴥ°®71ᴦ

ܤ 12®°°ᴥ2®83ᴦ 15®5°ᴥ°®71ᴦ 23®°°ᴥ1®41ᴦ 27®5°ᴥ3®54ᴦ 16®5°ᴥ4®95ᴦ

2 年 男 12®75ᴥ2®87ᴦ 19®°°ᴥ3®37ᴦ 19®75ᴥ3®95ᴦ 22®5°ᴥ5®°7ᴦ 14®5°ᴥ3®7°ᴦ

ܤ 12®33ᴥ2®°6ᴦ 16®22ᴥ4®°9ᴦ 17®67ᴥ5®57ᴦ 2°®44ᴥ7®65ᴦ 14®°°ᴥ3®35ᴦ

3 年 男 12®14ᴥ3®34ᴦ 18®14ᴥ3®°2ᴦ 18®86ᴥ3®58ᴦ 22®°°ᴥ4®69ᴦ 14®86ᴥ3®°2ᴦ

ܤ 12®33ᴥ3®21ᴦ 12®33ᴥ3®21ᴦ 14®33ᴥ2®31ᴦ 16®67ᴥ5®13ᴦ 11®°°ᴥ1®73ᴦ

合 12®33ᴥ2®45ᴦ 17®11ᴥ3®95ᴦ 18®85ᴥ4®69ᴦ 21®93ᴥ6®28ᴦ 14®56ᴥ3®48ᴦ

開ܿᏰ 1年 男 1°®88ᴥ5®36ᴦ 18®°°ᴥ6®74ᴦ 2°®25ᴥ5®°4ᴦ 21®13ᴥ8®18ᴦ 13®75ᴥ5®7°ᴦ

ܤ 1°®°°ᴥ4®24ᴦ 21®°°ᴥ5®66ᴦ 25®°°ᴥ°®°°ᴦ 3°®°°ᴥ°®°°ᴦ 18®°°ᴥ2®83ᴦ

2 年 男 12®5°ᴥ2®38ᴦ 17®°°ᴥ8®52ᴦ 17®°°ᴥ6®16ᴦ 2°®25ᴥ9®95ᴦ 13®25ᴥ6®8°ᴦ

ܤ 12®17ᴥ3®19ᴦ 2°®5°ᴥ6®°9ᴦ 21®°°ᴥ6®66ᴦ 25®17ᴥ7®76ᴦ 15®83ᴥ6®°1ᴦ

3 年 男 14®36ᴥ3®°3ᴦ 17®21ᴥ4®98ᴦ 17®71ᴥ5®11ᴦ 2°®64ᴥ7®11ᴦ 14®43ᴥ4®18ᴦ

ܤ 11®5°ᴥ2®39ᴦ 13®38ᴥ4®87ᴦ 15®63ᴥ6®°°ᴦ 16®5°ᴥ8®11ᴦ 12®75ᴥ5®°4ᴦ

合 12®45ᴥ3®62ᴦ 17®26ᴥ5®96ᴦ 18®55ᴥ5®7°ᴦ 21®°°ᴥ7®99ᴦ 14®24ᴥ5®°1ᴦ

ÆϏ 性別 2®51 8®96ªª °®°4 °®74 1®51

学年 °®72 4®43ª 9®47ªª 7®54ªª 3®44ª

非行傾向行為のጽ᮷ 9®99ªª 5®33ªª 3®°4ª 3®11ª 5®12ªª

性別ą学年 °®°4 2®18 °®96 °®91 1®22

学年ą非行傾向行為のጽ᮷ °®87 2®21ª 2®12ª 2®38ª 1®27

性別ą非行傾向行為のጽ᮷ °®17 3®55ª 1®29 1®78 1®76

性別ą学年ą °®46 1®5° 1®19 1®82 1®28

非行傾向行為のጽ᮷

ªªð¼®°1 ªð¼®°5

Ɔ開ܿᏰにおける 1年ܤ子と 3年ܤ子ɂᴩᝉछ者ȟ 1̷Ⱥあȶたたɔᴩൈໄϡࢃɂአ出さɟなȞȶたǿ
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非行傾向行為の抑止要因としてのセルフコントロールと家族関係に対する居場所感についての検討

ӛȟ有意ȺあȶたᴥÆ(3¬1168)½6®49¬ ð¼®°1ᴦǿ多重ᢎ

のፀᴩܤ子においてጽ᮷なしᏰと開ܿᏰɂፕፖᏰより

ɕ有意に役割感ȟ高Ȟȶたǿ

ᴥâᴦާ॑感

非行傾向行為のጽ᮷の˿ӛȟみɜɟᴥÆ (3¬1168)½

3®°4¬ ð¼®°5ᴦᴩጽ᮷なしᏰɂፕፖᏰと開ܿᏰよりɕ有

意にާ॑感ȟ高Ȟȶたǿ学年と非行傾向行為のጽ᮷の

̬̠作ႊȟ有意ȺあȶたᴥÆ(6¬1168)½2®12¬ ð¼®°5ᴦた

ɔᴩԨጠ˿ӛの検定を行ȶたとȦɠᴩ3 年生におけ

る非行傾向行為のጽ᮷のԨጠ˿ӛȟ有意Ⱥあȶた

ᴥÆ(3¬1168)½8®69¬ ð¼®°1ᴦǿ多重ᢎのፀᴩ3 年生にお

いてጽ᮷なしᏰɂፕፖᏰと開ܿᏰよりɕ有意にާ॑感ȟ

高Ȟȶたǿ

ᴥãᴦ本఼感

非行のጽ᮷の˿ӛȟみɜɟᴥÆ(3¬1168)½3®11¬ ð¼®°5ᴦᴩ

ጽ᮷なしᏰɂፕፖᏰと開ܿᏰよりɕ有意に本఼感ȟ高

Ȟȶたǿ学年と非行傾向行為のጽ᮷の̬̠作ႊȟ有意Ⱥ

あȶたᴥÆ(6¬1168)½2®38¬ ð¼®°5ᴦたɔᴩԨጠ˿ӛの検

定を行ȶたとȦɠᴩ3 年生における非行傾向行為のጽ᮷

のԨጠ˿ӛȟ有意ȺあȶたᴥÆ(3¬1168)½7®44¬ ð¼®°1ᴦǿ

多重ᢎのፀᴩ3 年生においてጽ᮷なしᏰɂፕፖᏰと

開ܿᏰよりɕ有意に本఼感ȟ高Ȟȶたǿ

ᴥäᴦᚱՙ容感

非行傾向行為のጽ᮷の˿ӛȟみɜɟᴥÆ (3¬1168)½

5®12¬ ð¼®°1ᴦᴩ多重ᢎのፀᴩጽ᮷なしᏰɂፕፖᏰと

開ܿᏰよりɕ有意にᚱՙ容感ȟ高Ȟȶたǿ

判別分析
Ͳセルフコントロールとᴩ家族関係に対する居場所感

のŽ役割感žᴩŽާ॑感žᴩŽ本఼感žᴩŽᚱՙ容感žȟ非行

傾向行為の有ིを̙ລするȞを調Ɍるたɔᴩステʍʡʹ

ɮʄศによるҜ別分を行ȶたǿյ非行傾向行為の有ི

に関してɂᴩ非行傾向行為のᬱ目についてᴩ一つȺɕछ

てɂɑるᬱ目のある子ȼɕを非行傾向行為のጽ᮷あり

ᏰᴩȰɟ͏外を非行傾向行為のጽ᮷なしᏰとしたǿ

ɑȭᴩ1 学ఙのͲセルフコントロールとᴩ1 学ఙの家

族関係に対する居場所感のŽ役割感žᴩŽާ॑感žᴩŽ本

఼感žᴩŽᚱՙ容感žȟ 1 学ఙの非行傾向行為の有ིを

̙ລするȞを調Ɍるたɔᴩ1 学ఙのͲセルフコントロー

ルとᴩ1 学ఙの家族関係に対する居場所感のŽ役割感žᴩ

Žާ॑感žᴩŽ本఼感žᴩŽᚱՙ容感žを変ୣᴩ1 学ఙ

の非行傾向行為の有ིをिࠖ変ୣとした分を行ȶたǿ

Ȱのፀᴩ1学ఙのŽͲセルフコントロールžᴩ1学ఙの

居場所感のŽާ॑感žの 2 変ୣȺ ×éìëó’λȟ有意Ⱥあȶ

たᴥͲセルフコントロール ×éìëó’λ½®96¬ ð¼®°1ᴩާ॑感

×éìëó’λ½®95¬ ð¼®°1ᴦǿൈໄԇさɟた正ໄҜ別関ୣ係ୣɂᴩ

ŽͲセルフコントロールžȟ®86ᴩŽާ॑感žȟᴪ®35Ⱥありᴩ

ɺルーʡ重॑の関ୣɂᴩ非行傾向行為ŽなしᏰžȟᴪ ®11ᴩ

非行傾向行為ŽありᏰžȟ ®46 Ⱥあȶたᴥ×éìëó’λ½®95¬ 
ð¼®°1ᴦǿȦのፀɂᴩͲセルフコントロールȟ高Ȣާ॑

感ȟͲいと非行傾向行為ŽありᏰžҜ別さɟᴩ反対にͲ

セルフコントロールȟͲȢާ॑感ȟ高いと非行傾向行

為ŽなしᏰžにҜ別さɟるというȦとをᇉしているǿҜ

別的中လɂᴩŽなしᏰžȟ 61®9ᴢᴩŽありᏰžȟ 56®7ᴢᴩ

пͶȺɂ 6°®9ᴢȺあȶたᴥÔáâìå 6ᴦǿ

2 学ఙのͲセルフコントロールとᴩ2 学ఙの家族関係

に対する居場所感のŽ役割感žᴩŽާ॑感žᴩŽ本఼感žᴩŽᚱ

ՙ容感žȟ 2学ఙの非行傾向行為の有ིを̙ລするȞを

調Ɍるたɔᴩ2 学ఙのͲセルフコントロールとᴩ2 学ఙ

の家族関係に対する居場所感のŽ役割感žᴩŽާ॑感žᴩŽ本

఼感žᴩŽᚱՙ容感žを変ୣᴩ2 学ఙの非行傾向行為

の有ིをिࠖ変ୣとしたǿ分のፀᴩ2 学ఙのŽͲセ

ルフコントロールžᴩ2学ఙの居場所感のŽާ॑感žの 2

変ୣȺ ×éìëó’λȟ有意ȺあȶたᴥͲセルフコントロール

×éìëó’λ½®92¬ ð¼®°°1ᴩާ॑感 ×éìëó’λ½®91¬ ð¼®°°1ᴦǿൈ

ໄԇさɟた正ໄҜ別関ୣ係ୣɂᴩŽͲセルフコントロー

ルžȟ ®9°ᴩŽާ॑感žȟᴪ ®29 Ⱥありᴩɺルーʡ重॑

の関ୣɂᴩ非行傾向行為ŽなしᏰžȟᴪ ®17ᴩ非行傾向

行為ŽありᏰžȟ ®56 Ⱥあȶたᴥ×éìëó’λ½®91¬ ð¼®°°1ᴦǿ
Ȧのፀɂᴩ1 学ఙとպറᴩͲセルフコントロールȟ高

Table 6　1 学期の非行傾向行為の有無の 1学期の低セルフコントロールと居場所感の各因子による的中率
　 ጽ᮷なし ጽ᮷あり

ጽ᮷なしᏰᴥN½968ᴦ 599ᴥ61®9ᴢᴦ 369ᴥ38®1ᴢᴦ

ጽ᮷ありᏰᴥN½224) 97ᴥ43®3ᴢᴦ 127ᴥ56®7ᴢᴦ

   

Table 7　2 学期の非行傾向行為の有無の 2学期の低セルフコントロールと居場所感の各因子による的中率
　 ጽ᮷なし ጽ᮷あり

ጽ᮷なしᏰᴥN½92°ᴦ 626ᴥ68®°ᴢᴦ 294ᴥ32®°ᴢᴦ

ጽ᮷ありᏰᴥN½272) 1°2ᴥ37®5ᴢᴦ 17°ᴥ62®5ᴢᴦ

   

Table 8　2 学期の非行傾向行為の有無の 1学期の低セルフコントロールと居場所感の各因子による的中率
　 ጽ᮷なし ጽ᮷あり

ጽ᮷なしᏰᴥN½92°ᴦ 557ᴥ6°®5ᴢᴦ 363ᴥ39®5ᴢᴦ

ጽ᮷ありᏰᴥN½272) 1°4ᴥ38®2ᴢᴦ 168ᴥ61®8ᴢᴦ
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Ȣާ॑感ȟͲいと非行傾向行為ŽありᏰžҜ別さɟᴩ反

対にͲセルフコントロールȟͲȢާ॑感ȟ高いと非行傾

向行為ŽなしᏰžにҜ別さɟるというȦとをᇉしてい

るǿҜ別的中လɂᴩŽなしᏰžȟ 68®°ᴢᴩŽありᏰžȟ

62®5ᴢᴩпͶȺɂ 66®8ᴢȺあȶたᴥÔáâìå 7ᴦǿ

ఊऻにᴩ1 学ఙのͲセルフコントロールとᴩ1 学ఙの

家族関係に対する居場所感のŽ役割感žᴩŽާ॑感žᴩŽ本

఼感žᴩŽᚱՙ容感žȟ 2学ఙの非行傾向行為の有ིを̙

ລするȞを調Ɍるたɔᴩ1学ఙのセルフコントロールとᴩ

1 学ఙの家族関係に対する居場所感のŽ役割感žᴩŽާ॑

感žᴩŽ本఼感žᴩŽᚱՙ容感žを変ୣᴩ2 学ఙの非行

傾向行為の有ིをिࠖ変ୣとしたǿ分のፀᴩ1 学ఙ

のŽͲセルフコントロールžᴩ1 学ఙの家族関係に対す

る居場所感のŽާ॑感žの 2変ୣȺ×éìëó’λȟ有意Ⱥあȶ

たᴥͲセルフコントロール ×éìëó’λ½®94¬ ð¼®°1ᴩާ॑感

×éìëó’λ½®94¬ ð¼®°°1ᴦǿȦのፀɂᴩ1学ఙのみᴩ2学ఙ

のみのፀとպറᴩͲセルフコントロールȟ高Ȣާ॑感

ȟͲいと非行傾向行為ŽありᏰžҜ別さɟᴩ反対にͲセ

ルフコントロールȟͲȢާ॑感ȟ高いと非行傾向行為

ŽなしᏰžにҜ別さɟるというȦとをᇉしているǿൈໄ

ԇさɟた正ໄҜ別関ୣ係ୣɂᴩŽͲセルフコントロールž

ȟ ®89ᴩŽާ॑感žȟᴪ ®31 Ⱥありᴩɺルーʡ重॑の関ୣɂᴩ

非行傾向行為ŽなしᏰžȟᴪ ®14ᴩ非行傾向行為ŽありᏰž

ȟ®49Ⱥあȶたᴥ×éìëó’λ½®94¬ ð¼®°°1ᴦǿҜ別的中လɂᴩŽな

しᏰžȟ 6°®5ᴢᴩŽありᏰžȟ 61®8ᴢᴩпͶȺɂ 6°®8ᴢ

ȺあȶたᴥÔáâìå 8ᴦǿ

分散分析の考察
ᴥ1ᴦ非行傾向行為の変ԇҰの特ौ

非行傾向行為のʉɮʡ別にȼのような特ौȟあるのȞ

を検討するたɔにᴩŽጽ᮷ᏰžᴩŽ開ܿᏰžᴩŽጽ᮷なしᏰžᴩ

ŽፕፖᏰžの 4ᏰȺᴩŽጽ᮷Ᏸžȟ非行傾向行為をɗɔる

ҰȺありᴩŽ開ܿᏰžȟ非行傾向行為の開ܿҰȺある 1

学ఙにລ定した変ୣについて分ୠ分を行ȶたǿ

すɌてのिࠖ変ୣにおいてᴩ非行傾向行為のጽ᮷の有

意なࢃȟみɜɟᴩŽጽ᮷なしᏰžɂ非行傾向行為を 1 و

Ⱥɕ行ȶたȦとのある他の 3ᏰにɌるとセルフコント

ロールȟ高Ȣᴩセルフコントロールȟ非行の抑止要因Ⱥ

あるとするа行研究ᴥ小保方・ིᗵᴩ2°°5áᴦと一ᒵす

るፀȟीɜɟたǿɑたᴩŽጽ᮷なしᏰžɂ他の 3 Ᏸよ

りɕާ॑感ȟ高Ȣᴩ家族に対してާ॑ȺȠるという感覚

ȟ非行を抑止するժ能性ȟᇉדさɟたǿさɜにᴩŽጽ᮷

なしᏰžɂ 1学ఙに非行傾向行為を行ȶていたŽጽ᮷Ᏸž

よりɕ役割感とᚱՙ容感ȟ高Ȣᴩɑたᴩ1 学ఙと 2 学ఙ

とɕに非行傾向行為を行ȶていたŽፕፖᏰžよりɕ本఼

感ȟ高Ȟȶたǿ͏上のፀȞɜᴩ家族関係に対する居場

所感ȟ非行傾向行為の抑止要因になるժ能性ȟᇉדさɟ

たǿ

子においてܤ 1 学ఙに非行傾向行為を行ȶていない

Žጽ᮷なしᏰžとŽ開ܿᏰžɂᴩ1 学ఙに非行傾向行為

を行ȶているŽፕፖᏰžとŽጽ᮷Ᏸžよりɕ役割感ȟ高

Ȣᴩܤ子にとȶて役割感ɂ非行傾向行為を抑止する要因

となるժ能性ȟᇉדさɟたǿ特にᴩ1 年生ܤ子において

Žጽ᮷なしᏰžとŽ開ܿᏰžɂŽፕፖᏰžよりɕᴩ3 年

生ܤ子においてŽጽ᮷なしᏰžɂŽጽ᮷Ᏸžよりɕ役割

感ȟ高Ȣᴩ1 年生と 3 年生のܤ子にとȶてᴩ役割感ȟ高

いȦとɂ非行傾向行為を抑止する要因となるժ能性ȟᇉ

さɟたǿ1ד 年生ɂ中学校に入学したɃȞりȺありᴩつ

いఊᣋɑȺ小学校のఊ上学年としての役割をઆȶていた

Ȧとɕありᴩ家族Ȟɜɕᭅɜɟている感覚ɗ役にȶて

いるという感覚をीɗすいȞɜȺɂないȞと考えるǿɑ

たᴩ3 年生ɂఊ上学年Ⱥありᴩリーʊーを͖さɟたりа

生ɗ他学年Ȟɜᭅɜɟる機会ȟ多Ȣなるたɔᴩ実᪨に

リーʊーをしていたり᭄にᭅɜɟたりする子ȼɕとȰ

うȺない子ȼɕとȺᴩ家族に対する役割感にɕࢃȟ生ȫᴩ

非行傾向行為へとᎢȟȶているのȺɂないȞと考えɜɟ

るǿ家族関係における役割感と学校における役割感に関

連ȟあるのȞᴩ今ऻ検討ȟ॒要Ⱥあるǿɑたᴩᚱՙ容感

ɂᴩܤ子においてŽፕፖᏰžᴩŽጽ᮷Ᏸžよりɕ 1学ఙと

2学ఙとɕに非行傾向行為を行ȶていないŽጽ᮷なしᏰž

ȟ高Ȣᴩܤ子にとȶて家族にՙ容さɟているという感覚

ɂᩋఙ的に非行を抑止するのȺɂないȞと考えɜɟるǿ

ᴥ2ᴦ非行傾向行為の変ԇऻの特ौ

非行傾向行為のʉɮʡ別にȼのような特ौȟあるのȞ

を検討するたɔにᴩŽጽ᮷ᏰžᴩŽ開ܿᏰžᴩŽጽ᮷なしᏰžᴩ

ŽፕፖᏰžの 4ᏰȺᴩŽጽ᮷Ᏸžȟ非行傾向行為をɗɔた

ऻȺありᴩŽ開ܿᏰžȟ非行傾向行為の開ܿऻȺある 2

学ఙにລ定した変ୣについて分ୠ分を行ȶたǿ

すɌてのिࠖ変ୣにおいてᴩ非行傾向行為のጽ᮷の

有意なࢃȟみɜɟᴩŽጽ᮷なしᏰžɂᴩ1 学ఙとպറにᴩ

非行傾向行為を Ⱥɕ行ȶたȦとのある他のو1 3Ᏸに

Ɍるとセルフコントロールȟ高Ȣᴩセルフコントロール

ȟ非行の抑止要因Ⱥあるとするа行研究と一ᒵするፀ

ȟीɜɟたǿɑたᴩŽጽ᮷なしᏰžɂᴩ2 学ఙに非行傾

向行為を行ȶていたŽፕፖᏰžᴩŽ開ܿᏰžとɌるとާ

॑感ᴩ本఼感ᴩᚱՙ容感ȟ高ȢᴩさɜにᴩŽጽ᮷なしᏰž

ɂŽፕፖᏰžとɌると役割感ȟ高ȞȶたȦとȞɜᴩ1

学ఙとպറにᴩ家族関係に対する居場所感ɂ非行傾向行

為の抑止要因Ⱥあるժ能性ȟᇉדさɟたǿ

役割感ɂᴩܤ子においてŽጽ᮷なしᏰžとŽ開ܿᏰžɂŽፕ

ፖᏰžよりɕ高ȞȶたǿŽፕፖᏰžɂ 1 学ఙと 2 学ఙと

ɕに非行傾向行為を行ȶているᏰȺあるȟᴩܤ子の役割

感に関してɂᴩպȫȢ 2学ఙに非行傾向行為を行ȶてい

るŽ開ܿᏰžとɂႱなる特ौをધȶているȦとȟɜȞ

になȶたǿɑたᴩ1 年生においてŽጽ᮷なしᏰžɂŽፕ

ፖᏰžとᢎすると役割感ȟ高Ȟȶたǿ年ఙɂᴩȰɟ

ɑȺの˵ᜆへのΗސȞɜᫌᑱしᴩ一̷Ұの̷間としての

自ਾをᆬしようとする॑理的ᫌ̓をᣊえる時ఙȺある

ᴥÈïììéîç÷ïòôèᴩ1928ᴦǿしȞしᴩ中学 1 年生ɂ年ఙ
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非行傾向行為の抑止要因としてのセルフコントロールと家族関係に対する居場所感についての検討

にሶ入したɃȞりȺありᴩɑȳ॑理的にᫌ̓ȺȠるৰ

にɂᒴȶておɜȭᴩ˵ᜆをֆɓ家族に対するΗސȟ大Ƞ

い᪡ȺあるといえるǿȰのたɔにᴩ家族に対して役に

ȶているという感覚ȟᴩ1 年生の非行傾向行為に大Ƞ

Ȣफᬭを˫えるのȺɂないȞと考えɜɟるǿさɜにᴩ3

年生においてᴩŽጽ᮷なしᏰžɂ 2 学ఙに非行傾向行為

を行ȶているŽፕፖᏰžᴩŽ開ܿᏰžとɌると役割感ᴩ

ާ॑感ᴩ本఼感ȟ高Ȟȶたǿՙ᮷をえᴩ部活動なȼを

ऀᣝし家庭Ⱥᤈȧす時間の多Ȣなȶた 3 年生にとȶてᴩ

家族の役にてているという感覚ɗᴩ家族に対してާ॑

ȺȠる感覚ᴩ本ᬩȺ家族と関ɢり合える関係性ȟ非行傾

向行為を抑止するのȺɂないȞと考えɜɟるǿ

判別分析の考察
1 学ఙのͲセルフコントロールと家族関係に対する居

場所感の役割感ᴩާ॑感ᴩ本఼感ᴩᚱՙ容感ȟᴩ1 学ఙ

の非行傾向行為の有ིをᴩ2 学ఙのͲセルフコントロー

ルと家族関係に対する居場所感の役割感ᴩާ॑感ᴩ本఼

感ᴩᚱՙ容感ȟ 2学ఙの非行傾向行為の有ིを̙ລする

Ȟを調ɌるたɔᴩҜ別分を行ȶたǿ

1 学ఙᴩ2 学ఙとɕにᴩ非行傾向行為の有ིをҜ別す

るにɂᴩŽͲセルフコントロールžと家族関係におけ

る居場所感のŽާ॑感žのफᬭȟ大Ƞいとᇉさɟᴩセ

ルフコントロールのͲい子ȼɕɂ非行傾向行為を行う

傾向にあるȦとȟɜȞになȶたǿȦɟɑȺの研究

Ⱥᴩ非行とセルフコントロールの関連ɂᇉさɟており

ᴥÇïôôæòåäóïî ¦ Èéòóãèé¬ 1993ᴷᦂ子 ¬ 2°12ᴦᴩȦのፀ

ɂᴩа行研究を支ધするፀといえるǿɑたᴩセルフコ

ントロールȟͲȢᴩާ॑感ȟͲい子ȼɕɂ非行傾向行為

を行う傾向にあるȦとȟᇉさɟたǿᅸ川・森下ᴥ1999ᴦɂᴩ

児童においてᴩ˪ާȟ自ࢄ制ॅに២のफᬭをՒɏすȦと

をɜȞにしておりᴩ中学生においてɕᴩ˪ާȟセルフ

コントロールをͲɔるժ能性ȟߔさɟたǿ

さɜにᴩ1 学ఙのͲセルフコントロールと家族関係に

対する居場所感の役割感ᴩާ॑感ᴩ本఼感ᴩᚱՙ容感

ȟ 2学ఙの非行傾向行為の有ིを̙ລするȞを調Ɍるた

ɔᴩ分を行ȶたǿ1 学ఙのみᴩ2 学ఙのみのፀとպ

റにᴩ2 学ఙの非行傾向行為の有ིをҜ別するにɂᴩ1

学ఙのŽͲセルフコントロールžと 1学ఙの家族関係に

対する居場所感のŽާ॑感žのफᬭȟ大ȠいȦとȟᇉさ

ɟᴩ1 学ఙのセルフコントロールɗާ॑感ɂᴩ2 学ఙの

非行傾向行為の有ིを̙ລするժ能性ȟᇉדさɟたǿ

͏上のፀɂ一៩しておりᴩセルフコントロールɗ家

族関係に対するާ॑感の高さɂᴩ一時的に非行傾向行為

を抑止するȳけȺなȢᴩᩋఙ的に非行傾向行為を抑止す

るЄȠをɕつと考えɜɟるǿ

総合考察
͏上のፀȞɜᴩ一៩してᴩセルフコントロールɂ非

行傾向行為を抑止するЄȠをધつȦとȟɜȞになȶ

たǿȰのЄȠɂ一時的なɕのȺɂなȢᴩ１学ఙのセルフ

コントロールの高さɂ２学ఙの非行傾向行為を抑止する

というようにᴩセルフコントロールの高さɂのȴの非行

傾向行為をɕ抑止するժ能性ȟᇉדさɟたǿ

ɑたᴩ家族関係に対する居場所感と非行傾向行為の有

ིの関連ȟᇉさɟᴩ特にᴩ家族関係に対する居場所感の

うȴᴩާ॑感の高さȟ非行傾向行為を抑止するȦとȟᇉ

さɟたǿさɜにᴩ家族関係に対する居場所感ɂセルフד

コントロールの定要因Ⱥあるժ能性ȟᇉさɟたǿ家族

関係に対する居場所感ɕᴩセルフコントロールとպറにᴩ

ȰのЄȠɂ一時的なɕのȺɂなȢᴩ家族関係に対する居

場所感の高さɂのȴの非行傾向行為ɕ抑止するժ能性ȟ

あるȦとȟລさɟたǿ

今後の課題と展望
本研究Ⱥɂᴩ非行傾向行為とセルフコントロールおよ

び家族関係に対する居場所感に関してᴩ中学生を対៎と

したᅽఙ᎒的研究を行ȶてȠたǿ本研究Ⱥɂɑȭᴩ非

行傾向行為のጽ᮷のᏰȧとの特ौをɜȞにするたɔ

にᴩ非行傾向行為のጽ᮷の有ིによりᴩጽ᮷なしᏰᴩፕ

ፖᏰᴩጽ᮷Ᏸᴩ開ܿᏰの 4 つのᏰにᏰ分けしたȟᴩఊ

ɕ̷ୣȟߵないፕፖᏰȟ 18 ̷とпͶの 1ᴢにɕたȭᴩ

ጽ᮷Ᏸᴩ開ܿᏰにいたȶてɕпͶの 3ᴢҰऻȺあȶたǿ

ȰのたɔにᴩᆬなፀȟीɜɟなȞȶたժ能性ɕ考え

ɜɟるǿ調査Ԧ力者のୣをۄɗしᴩ非行傾向行為のʉɮ

ʡȧとの特ौをѓ検討する॒要ȟあるǿ非行傾向行為の

ʉɮʡȧとの特ौȟよりᆬになɟɃᴩ非行傾向行為の

̙ລȟ容になりᴩより一࠙の非行の̙᩻ᴩນߵへとᎢ

ȟるȦとȟఙशさɟるǿ

ɑたᴩ家族関係に対する居場所感についてᴩ本研究Ⱥ

ɂᴩ家族をŽɈȳɦ一፳に生活している̷žと定義したǿ

しȞしᴩ家族ഫ成ɗȰのढৰɂյ家庭によȶてႱなりᴩ

子ȼɕたȴ一̷Ʌとりȟᴩȼのような関係をŽ家族žと

સえᴩȰの家族とщͶ的にȼのような関係性にあるのȞ

ȟᆬȺないǿ久Ձ・宮ߥᴥ2°12ᴦにおいてᴩ࿁ᜆպ居

の非行ߵ年と˵ᜆպ居の非行ߵ年とɂႱなるፀȟीɜ

ɟたȦとを考ਁするとᴩ今ऻᴩ家族ഫ成ɗȰの在り方な

ȼɕ΄せて検討していȢ॒要ȟあるǿ

本研究Ⱥɂᴩセルフコントロールを抑止する要因とし

て家族関係に対する居場所感のみについて検討したȟᴩ

学校း場においてᴩ家族のあり方に介入していȢのɂ容

Ⱥɂないǿ石本ᴥ2°°8ᴦにおいてᴩ大学生Ⱥᴩ家族関

係ɗঁ̷関係において居場所ȟないと感ȫているとᴩɮ

ンʉーネʍト上のՓ̷関係へと居場所をɔるժ能性ȟ

ᇉさɟたǿɑたᴩбЫ・岡本ᴥ2°1°ᴦȺɂᴩීᜆに対す

る॑理的居場所感ȟͲい年Ⱥɂ児童ఙɑȺɎとɦȼ॑

理的居場所ȟなȢᴩ९யఙ͏᪃ᴩՓ̷ɗঁ̷ȟ॑理的居

場所として機能するようになるȦとȟᇉדさɟたǿつɑ

りᴩ९யఙ͏᪃ɂᴩある関係において居場所ȟないと感

ȫていてɕᴩȰɟ͏外の関係において居場所をɔるȦ
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とȺȰの˪ᠴをᛃおうとしているというȦとȺありᴩ居

場所感ɂᴩ他の関係に対する居場所感と相̠にᛃい合う

ȦとȟȺȠるժ能性ȟ考えɜɟるǿ学校း場において

ᢎ的介入しɗすい学校ɗՓ̷関係に対する居場所感ɕລ

定しᴩ家族関係に対する居場所感ȟ学校ɗՓ̷関係に対

するɕのと相ᛃ的な役割をたすȦとȟᇉさɟɟɃᴩ学

校း場においてᴩ居場所感を高ɔるたɔにщͶ的な介入

を行ȶていȢȦとȟժ能になるǿɑたᴩ本研究においてᴩ

家族関係に対する居場所感ɂᴩ学校における居場所感Ȟ

ɜͷɜȞのफᬭをՙけるժ能性ȟᇉדさɟたǿȦのȦと

Ȟɜɕᴩ家族関係͏外に対する居場所感についてɕ検討

しᴩȰɟɜȟ家族関係に対する居場所感にȼのようなफ

ᬭをՒɏすのȞをɜȞにするȦとȺᴩ非行傾向行為の

あるߵ年にȼのような点Ȟɜ介入していけɃよいのȞȟ

よりᆬになるǿȦɟɜの点について検討していȢȦと

ɂᴩ今ऻの非行ᒱࣂに役つɕのとなると考えɜɟるǿ

ఊऻにᴩ本研究Ⱥɂᴩ中学生においてᴩ家族関係に対

する居場所感ȟ非行傾向行為を抑止するセルフコント

ロールを定するȦとȟɜȞになȶたǿि఼の研究に

おいてᴩ自ਾȟᆬさɟていない९யఙの年の居場所

づȢりにɂᴩȰの場に॒ȭ他者の見ަりのɑなȩしȟา

ȟɟていなけɟɃなɜないȦとᴥ川ࡀᴩ2°°4ᴦɗᴩ居場

所を保ᜳする大̷ȟいるȦとᴥᅸ野ᴩ2°°6ᴦȟ指ଊさɟ

てȠたǿȦのȦとȞɜɕᴩ家族ȟࢠに子ȼɕを見ަりᴩ

ȼɦなৰȺあɠうとɕ子ȼɕをࢠにՙけ入ɟるސ在Ⱥ

ある॒要ȟあるȳɠうǿしȞしᴩး代社会においてᴩಎ

家族ԇɗ一̷ȶ子のۄӏᴩцЄȠのۄӏなȼによりᴩ家

族のൌɂ᎔小する傾向にあるǿȰɦなး代おいて家族

ɃȞりにȰの機能をɔるのɂᴩ២આȟ大ȠすȡるのȺ

ɂないȳɠうȞǿȦɦなး代ȳȞɜȦȰᴩ地ڒɗ学校に

おけるコミュニティを重視しᴩみɦなȺ子ȼɕを育てて

いȢȦとȟ重要Ⱥあると考えるǿ
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日本教育॑理学会総会発᚜ᝲ文集ᴩ337®

ᠰ智܀צᴥ2°°4ᴦᴫ学校へのঢ়ᅔढ成ɂ非行抑制要因に

なるのȞ―非行の自ࢄ႑֖デーʉの分―　日本教育

॑理学会総会発᚜ᝲ文集 ¬ 654®

小保方子・ིᗵᴥ2°°5áᴦᴫ中学生の非行傾向行為の

а行要因―1 学ఙと 2 学ఙの᎒調査Ȟɜ―　॑理学

研究ᴩ77ᴩ424-432®

小保方子・ིᗵᴥ 2°°5âᴦᴫᜆ子関係・Փ̷関係・

セルフコントロールȞɜ検討した中学生の非行傾向行

為の定要因および抑止要因　発達॑理学研究ᴩ16ᴩ

286-299®



ᴪ 122 ᴪ ᴪ 123 ᴪ

非行傾向行為の抑止要因としてのセルフコントロールと家族関係に対する居場所感についての検討

と中学生のセ࣊司一子ᴥ2°°9ᴦᴫᜆの᭴育ৰࣀ・ဝᓶࡈ

ルフ・コントロール―中ّと日本のᢎ分に基づい

て―　日本教育॑理学会ᝲ文集 (51)¬ 322®

ຏ෩᠊̝ᴥ1999ᴦᴫး代ߵ年非行の˰ႜ―ሳ฿の˰代の

生　ߵ年非行の˰ႜ―ሳ฿の˰代の生　有୰ᩝ　

ðð®1-35®

ᅸ川子・森下正࣐ᴥ1999ᴦᴫ児童ఙの自ࢄ制ॅの発達

と˪ާ感・コンʞテンスとの関連　日本教育॑理学会

ᝲ文集 593®

ᅸ野ฤᴥ2°°6ᴦᴫアʂアጕʨɮʘリティの子ȼɕ・ᔌ者

の居場所づȢり　๒ّ大学教育̷間科学部要 

教育科学ᴩ8ᴩ261-273®

ᴥ2°14年ᴶఌ１日ՙ͇ᴦ

ᴥ2°14年1°ఌᴵ日ՙ理ᴦ
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ネガティブな反すうと自尊感情および自尊感情の変動性との関連

問題と目的
ᣋ年ᴩᇹたȴの生Ƞるး代ɂストʶス社会とɢɟᴩ

うつგপ者ɗ自者のୣȟۄӏしፖけているǿឬ視ࢾの

ɑとɔによると 2°12 年の日本の自者ɂ 27¬858 ̷Ⱥあ

りᴩු年 3˥̷ᣋȢの̷ȟ自ɜの֤をፏȶているǿ行

によるたな対ኍɗᝁみɂ行ɢɟているȟᴩΗུとして

多റなストʶスに対ख़しなȟɜᴩᇹたȴɂ生活していȞ

ɀɃなɜないǿ特にストʶスのՁ因になȶているのɂ̷

間関係によるɕのᴥՒ川・林ᴩ2°1°ᴦȳȟᴩȰうしたভ

みɂᴩಏ源的な解ขȟٌᫍȺありᴩᩋఙ間Ȱういȶたス

トʶスȞɜ解さɟないȦとȟあるǿしȞしᴩݲなȦと

ȟあȶたとȠにȭȶとভみፖける̷とȰうȺɂない̷ȟ

在するǿȺɂᴩ抑うつৰȟધፖする̷とધፖしないސ

̷との間にɂȼのようなᤏいȟあるのȳɠうȞǿ

松本ᴥ2°°9ᴦによると抑うつのધፖにɂᴩ反ख़スʉ

ɮルという抑うつ分について考える反すうᴥòõíéîá-

ôéïîᴦと抑うつ分をɎȞのȦとによȶてጦɜɢす

ɜしᴥäéóôòáãôéïîᴦのफᬭȟᆬᝓさɟているǿ反すう

とɂᴩ研究者間においてȰの定義ȟ一റȺɂなȢᴩറȁ

なɕのȟސ在しておりᴩ反すうの内容にȦȳɢɜȭに定

義しているɕのɕあɟɃᴩネガティブな̜に関する反

すうに᪅定してཱི点をछてているɕのɕあるǿ本研究に

おいてɂᴩ抑うつに関連ȟあるとさɟているネガティブ

な反すうについてみてみるȦとにするǿ　　

ネガティブな反すうとɂᴩ「Ȱの̷にとȶてᴩք定的・

「ɕȢりȞえし考えるȦと࣊ম的な̜をᩋい間ᴩͷݲ

と定義さɟているᴥ͜ᗵ・上ᴩ2°°1ᴦǿ͜ᗵ・上ᴥ2°°1ᴦ

によるとネガティブな反すうȺうつৰのሌ࣊ȟ̙ລժ

能なȦとɗネガティブな反すうを行うȦとによりᴩうつ

ৰȟऀȠᠭȦさɟるというፀȟȺているǿȦのよう

な抑うつというᜊ点Ȟɜɕᣋ年ネガティブな反すうとい

うのȟา目さɟているǿ

ネガティブな反すう傾向によるȴᄽりのᤏいを見た

研究にɂ͏下のようなɕのȟあるǿൂ口ᴥ2°°8ᴦによる

とᴩネガティブな反すう傾向ȟͲい者ɂᴩネガティブな

出఼̜ȟᠭȦȶた᪨ᴩ一時的にᤛख़ৰȞɜমԇしてɕᴩ

Ž自分ɂɗɟɃȺȠるžŽ自分ɂȦのɑɑȺɕいいのȳž

なȼというように自分にᑌ定的なΙを˫えᴩ自信を見

出すȦとȺᴩ社会的にЫのᓦいมにȴᄽるȦとȟȺ

ȠるとᇉדさɟているǿȦのように考えるとᴩネガティ

ブな反すうにとɜɢɟにȢい者ɂᴩᑌ定的な自ࢄΙを

取りしていȢᤍኅを自ɜ見つけていける者Ⱥあると考

えɜɟるǿɑたᴩÒáåóᴥ2°1°ᴦɂᴩ抑うつৰをͲນ

させる一つの指ൈとしてᴩóåìæ-ãïíðáóóéïîᴥ自ࢄへの

৮しみᴦをあȥているȦとȞɜɕᴩ自分をいたɢりᴩ自

分を大Ғにしようとする動機ɕɑたᴩ抑うつৰȞɜの

ᑱԵを支える方向Ⱥ作ႊするといえるǿ

さてᴩȦういȶた自ࢄに対するᑌ定的Ιɗʧʂティ

ブな感覚の一つɂᴩ自尊感情というϫ面Ȟɜ検討さɟて

ȠたᴥÂáõíåéóôåò¬ 1998ᴦǿࢍ村 (2°12) ɂȦの自尊感情

のȦとを「感情的なϫ面をֆɦȳ自ࢄに対するᑌ定的

なΙ」と定義しているǿ自尊感情とጀᇘ的ϧ࣐との

関連ɂᴩ非ࢠに多Ȣの研究ȟᖞሥさɟてȠたȟᴥԈ村ᴩ

2°11ᴦᴩȰの一方Ⱥᴩ高い自尊感情とఊᤛな自尊感情ȟ

Ⴑなるժ能性ɕ指ଊさɟているᴥËåòîéó¬ 2°°3ᴦǿ実᪨にᴩ

高い自尊感情ȟ社会ᤛख़を᩼害するժ能性ɕ指ଊさɟᴩ

ລ定さɟている自尊感情にɂᴩȰのާ定性ɗგ的な意֞

Ⱥの自ࢄঢ়をፋ制しȠɟていないժ能性ɕ考えɜえる

ᴥÂáõíåéóôåò ¦ Âõóèíáî¬ 2°°°ᴦǿɑたᴩᣋ年の研究Ⱥ

自尊感情ȟ高い者の中にɂ३りɗ୦意をȠɗすい者ȟ

いるኄのք定的ϫ面ȟ֖ڨさɟᴥËåòîéó¬ Çòáîîåíáîî 

¦ Íáôèéó¬ 1991ᴦᴩ自尊感情ɂȰの高さȳけȺɂなȢᴩ

変動性をֆɔた研究ȟ行ɢɟているǿ本ᤳにおいてɕᴩ

自尊感情の変動性においてɂ男性Ⱥ自尊感情ȟͲȢާ定

している̷ɗᴩܤ性Ⱥ自尊感情ȟͲȢ˪ާ定な̷ȟᚱ

害ܫ的ᜊॡにおけるᔍმ࣊ȟ高いȦとᴥᝰᜪ・፳៹ᴩ

2°12ᴦɗ自尊感情の変動性ȟ高いɎȼ自尊感情ȟ˪ާ定

Ⱥあるᴥࢍ村ᴩ 2°11ᴦȦとなȼȟ֖ڨさɟているǿ

Ȧの自尊感情の変動性にཱི点をछてた場合ᴩ年ఙɂ

ʗɶʐɭʠȽՕȬșȻᒲ߰ষȝɛɆᒲ߰ষɁ۰ӦॴȻɁᩜᣵ

綿谷日香莉・石津憲一郎

Ôèå òåìáôéïîóèéð áíïîç Nåçáôéöå òõíéîáôéïî¬ óåìæ-åóôååí áîä óôáâéìéôù ïæ óåìæ-åóôååí®

Èéëáòé ×AÔAÙA¬ Ëåîéãèéòï ISÈIÚÕ

キーワード：ネガティブな反すうᴩ自尊感情ᴩ自尊感情の変動性

Ëåù÷ïòäó：îåçáôéöå òõíéîáôéïî¬ óôáâéìéôù ïæ óåìæ-åóôååí¬ óåìæ-åóôååí

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９：1��－1�1
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自ࢄЅȟ˪ާ定になりȟȴȺᴩ相対的に᭄に自尊感情

の変動ȟみɜɟるᴥAäïìóïî ¦ Dïåèòíáî¬ 198°ᴦǿȺ

ɂȦういȶた自尊感情ɗȰの変動性とᴩネガティブな反

すうにɂͷȞ関係ȟあるのȳɠうȞǿ᳦ᗵ・今野ᴥ2°°9ᴦ

ɂ自尊感情ȟԲ機に༺した᪨に生ȫる感情にͧȶてᴩネ

ガティブな反すうȟ生ᠭするժ能性を指ଊしているǿȰ

ȦȺɂᴩ自尊感情ȟᑦݏにȶた᪨に生ȫる感情とし

てᴩᏭ॑ᴩᏘম感ᴩܷみの３つの自ࢄ意識的感情にᅔ

目しᴩネガティブな反すうとの関連を検討したǿȰのፀ

ᴩᏭ॑とܷみȟネガティブな反すうと関連している

Ȧとȟᇉさɟᴩ中Ⱥɕネガティブな反すうとఊɕऐȢ関

連していたのɂܷみȺあるȦとɕᇉさɟているǿしȞ

しᴩᄽ的にᴩネガティブな反すうと自尊感情の変動性

をȶた研究ɂ見छたɜȭᴩ抑うつに大ȠȢफᬭを˫え

るネガティブな反すうとᴩ自分に対するʧʂティブな感

覚Ⱥある自尊感情ᴩおよびᴩȰの変動性を検討していȢ

ȦとにɂΗུとして大Ƞな意֞ȟあると考えɜɟるǿた

ȳしᴩ९யఙȞ年ఙを対៎とした᎒研究によɟɃᴩ

自尊感情のͲさɂ抑うつにफᬭを˫えるȟᴩ抑うつɂ自

尊感情のͲ下にफᬭしないȦとɕᇉさɟておりᴩȰのʡ

ロセスȺɂ反すうȟ͑定さɟているᴥOòôè¬ Òïâéîó¬ ¦ 

Òïâåòôó¬ 2°°8ᴦǿɑたᴩ上ᣖの୯ᗵ・今野ᴥ2°°9ᴦによ

ɟɃᴩ自尊感情ȟᑦݏに༺した᪨にᴩ反すうȟ生ᠭする

ժ能性ȟ指ଊさɟているたɔᴩ自尊感情ȟͲ下するとᴩ

ネガティブな反すうにつなȟりɗすいと考えɜɟるǿɑ

たᴩ自尊感情ȟͲ下した場合ᴩȰɟを高ɔていȦうとす

る動機ȟЄȢと考えɜɟるɕののᴩа行研究をകᜊする

とᴩ自尊感情とȰの変動性にɂɎとɦȼི相関ȺあるȦ

とɕ知ɜɟているǿしたȟȶてᴩ自尊感情と自尊感情の

変動性ȟᴩネガティブな反すうに˫えるफᬭについてɂ

ጪ的に検討するȦととするǿɑたᴩȦɟɜの関連性に

ついてᴩ᎒的に検討を行うたɔᴩ本研究Ⱥɂ 2間の

ఙ間をあけᴩ2 の調査を行うというᅽఙ᎒的な画و

をႊいるȦととするǿ

本研究の͑ᝢ２つをあȥるǿ(1) 自尊感情の変動性ȟ

高いとネガティブな反すうをऀȠᠭȦしɗすいȳɠうǿ 

(2) 自尊感情ȟͲいとネガティブな反すうをऀȠᠭȦし

ɗすいȳɠうǿ

方法
調査協力者

Ԉ᪘地方の大学の学生249ջᴥ男子1°9ջᴩܤ子14°ջᴦ

ȺあるǿȰのうȴᴩᜤ入ɟȟあȶたɕのをȠᴩ2 و

の調査の˵方にԦ力していたȳいた 187 ջᴥ男子 77 ջᴩ

子ܤ 11° ջᴦを分対៎としたǿ٫ࢲ年ᳮɂ 19®48 දȺ

あȶたǿɑたൈໄϡࢃᴥSDᴦɂᴩ1®37 Ⱥあȶたǿ

測度
フɱɮスシートᴥÔéíå1¬Ôéíå2ᴦK 年ᳮᴩ性別とᴩ2

Ⴍհの࢛ኌ者を一ᒵさせるたɔにᴩ携و目の問ጤとو

下 4ケʉとջޏのɮニシャルのᜤ入をɔたǿ携࢛Ⴍհ

とɮニシャルɂ 目の調査とو1 目の調査のፀをྃو2

合するたɔにႊいたǿ

なお本調査の実ஃにあたりᴩ問ጤへのوኌɂऐ制Ⱥ

ɂないȦとᴩρ̷ɂ特定さɟないȦとኄをᜤしたǿ

Ôéíå1 と Ôéíå2 Ⱥɂ͏下の࣊ࠂをΈႊしたǿ

ḧ　ネガティブな反すう傾向࣊ࠂᴥ͜ᗵ・上¬ 2°°1ᴦ

ネガティブな反すう傾向࣊ࠂɂп 15 ᬱ目Ȟɜなる͜

ᗵ・上 (2°°1) の作成したɕのをႊいたǿ「ネガティブ

な反すう傾向」と「ネガティブな反すうのコントロール

˪ժ能性」の２因子Ȟɜഫ成さɟておりᴩ6 ͔ศȺの

定をႊいたǿوኌ方ศɂᴩյᬱ目につȠ「あてɂɑる」「ߵ

しあてɂɑる」「ȼȴɜȞというとあてɂɑる」「ȼȴɜ

Ȟというとあてɂɑɜない」「あɑりあてɂɑɜない」「あ

てɂɑɜない」の 6͔ศȺᴩȰɟȱɟのी点を「あてɂ

ɑɜない」を 1 点ᴩ「あてɂɑる」を 6 点とする 1 ᴪ 6

点としたǿȰの合ी点ȟ高いɎȼネガティブな反すう

をする傾向にあるというȦとになるǿȰしてᴩᬱ目のఊ

ऻに「あなたȟよȢ考える「ݲなȦと」ȟありɑしたɜᴩ

Ȱの内容をȧȢዊԨȺፀഫȺすのȺᜤ入してȢȳさいǿ」

とᜤしᴩᝉछ者へᜤ入をɔたǿȰの᪨ᴩඳɦȳ̷ɗ

のȦとᴩ自分͏外の̷にしȢɑɟているɗ自分͏外の̷

にᣜɢɟているなȼのᜤ入ȟあȶた者ɂऐᣓ性障害ɗ外

Ͼ性ストʶス障害なȼにᝉछするժ能性ȟあるとしてᴩ

調査対៎ȞɜȢȦとになȶているȟᴩ本研究において

ɂᴩᝉछ者ɂいなȞȶたǿ

Ḩ　Ôèå Såìæ-Åóôååí Iîóôáâéìéôù SãáìåᴥÒáåó ¦ Öáî 

Çõãèô¬ 2°°9ᴦ

Ôèå Såìæ-Åóôååí Iîóôáâéìéôù Sãáìå ࠂ ࣊ ɂ Òáåó  ᴣ

Öáî Çõãèô (2°°9) の作成したɕのを日本語にᐊᜭしᴩ

ႊいたǿȦの日本語のᐊᜭの᪨にɂ Òáåó に࣊ࠂΈႊ

のᜬժをɔᴩᜬժをՙけて行ȶたǿᐊᜭ会社にΗᭅしᴩ

ɑȭɴランʊ語Ȟɜ日本語へのᐊᜭを行ȶたǿȰの日本

語ᐊᜭさɟたɕのをɴランʊ語にᐊᜭするたɔにᴩႱな

るᐊᜭ会社にΗᭅしたǿ日本語Ȟɜɴランʊ語にᐊᜭし

ていたȳいた࣊ࠂをÒáåó に å-íáéì Ⱥᣞ信しᴩフィー

ʓʚʍクをいたȳいたǿȰのフィーʓʚʍクをՎ考に日

本語のε正をୣوӏえᴩՁᕻ者にᆬᝓしてɕɜȶたǿȦ

の࣊ࠂȺɂᴩ自分の自ࢄΙȟ変動しɗすいと९ȶてい

るȞȼうȞの変動ᝓ知をɂȞるȦとȟȺȠるǿوኌ方ศ

ɂᴩյᬱ目につȠ「非ࢠによȢあてɂɑる」「よȢあて

ɂɑる」「ɑあɑああてɂɑる」「Ɏɦのߵしあてɂɑる」

「пȢあてɂɑɜない」の 5 ͔ศȺᴩȰɟȱɟのी点を

1 ᴪ 5 点としたǿȰの合ी点ȟ高い̷Ɏȼ自尊感情ȟ

変動しɗすいというȦとになるǿ

ḩ　自尊॑࣊ࠂᴥ山本・松井・山成ᴩ1982ᴦ

自尊॑࣊ࠂɂп 1° ᬱ目Ȟɜなる山本・松井・山成 

(1982) の作成したɕのをႊいたǿوኌ方ศɂյᬱ目につ

Ƞᴩ「あてɂɑる」「ɗɗあてɂɑる」「ȼȴɜȺɕない」

「ɗɗあてɂɑɜない」「あてɂɑɜない」の 5͔ศȺȰ

ɟȱɟのी点を 1ᴪ 5点としたǿȰの合ी点ȟ高い̷
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ネガティブな反すうと自尊感情および自尊感情の変動性との関連

Ɏȼ自尊॑ȟ高いというȦとになるǿたȳしᴩ因子への

២ᔸȟብにͲȞȶたᬱ目Ⴍհ 8「ɕȶと自分自ᡵを尊

ୢȺȠるようになりたい」をいた 9ᬱ目の合点を

自尊感情ी点としたǿ

Ұᣖの࣊ࠂを 2 間のఙ間をあけᴩѓ࣊ᴩລ定したǿ

ɑたᴩ1 目ᴩ2و 目のアンケートȼȴɜのアンケートو

ȺɕᴩఊऻにŽఊᣋうɟしȞȶたȦとžをᜤ入してɕɜ

いᴩʧʂティブな分Ⱥアンケートをጶ̘してɕɜえる

ようにᥓਁしたǿ

結果
յी点のఊ小Ϗ・ఊ大Ϗ・٫ࢲϏ・ൈໄϡࢃをᜤᣖፋ

としてÔáâìå1 にᇉしたǿ

а行研究に基づȠᴩネガティブな反すうを 2因子ᴥ「ネ

ガティブな反すう傾向」ᴩ「ネガティブな反すうのコン

トロール˪ժ能性」ᴦᴩ自尊感情高Ͳを 1 因子ᴩ自尊感

情変動を 1 因子としてᴩȰɟȱɟの因子ȧとに Ôéíå1

と Ôéíå2 ȺȰɟȱɟ信ᭅ性の分を行ȶたǿ「ネガティ

ブな反すう傾向」ȟ Ôéíå1 Ⱥğᴺ ®879ᴩÔéíå2 Ⱥğ

ᴺ ®889ᴩ「ネガティブな反すうのコントロール˪ժ能性」

ȟ Ôéíå1 Ⱥğᴺ ®74°ᴩÔéíå2 Ⱥğᴺ ®733ᴩ自尊感情高

Ͳȟ Ôéíå1 Ⱥğᴺ ®832ᴩÔéíå2 Ⱥğᴺ ®741ᴩ自尊感情

変動性ȟ Ôéíå1 Ⱥğᴺ ®788ᴩÔéíå2 Ⱥğᴺ ®812 Ⱥあȶ

たǿȦのፀȞɜᴩあるሌ࣊の信ᭅ性をीたとҜしたǿ

յ変ୣ間の相関を検討するたɔᴩÐåáòóïî の相関分

を行ȶたǿȰのፀᴩ自尊感情の変動性ɂ自尊感情と

非ࢠにऍい២の相関ȟ Ôéíå1 Ⱥɂ見ɜɟたȟᴥò½ -®18¬ 

ð¼®°5ᴦᴩÔéíå2 Ⱥɂ見ɜɟなȞȶたǿ一方ȺᴩÔéíå １

において自尊感情の変動性ɂネガティブな反すう傾向と

ɕネガティブな反すうのコントロール˪ժ能性とɕ相関

ȟᇉさɟたᴥȰɟȱɟò½ ®31¬ ð¼®°1¬ ò½ ®16¬ ð¼®°5 ᴦǿպ

റに Ôéíå1 においてᴩ自尊感情ɕネガティブな反すう

傾向とɕネガティブな反すうのコントロール˪ժ能性と

ɕ២の相関ȟみɜɟたᴥȰɟȱɟò½ -®35¬ ð¼®°1¬ ò½ -®35¬ 

ð¼®°1 ᴦǿ

ඒにᴩ自尊感情変動性とネガティブな反すう傾向と

の関連を検討するたɔᴩḧ Ôéíå1 の自尊感情変動性と

Ôéíå1 のネガティブな反すうにおける࢜و分を行ȶ

たǿ

ḧ　Ôéíå1 の自尊感情変動性と Ôéíå1 のネガティブな

反すうにおけるݨ介分

Ôéíå1 の自尊感情変動性と Ôéíå1 のネガティブな反

すうにおけるݨ介分のፀɂ自尊感情変動性とネガ

ティブな反すうにɂ有意な相関ȟ見ɜɟたǿ

ඒに Ôéíå1 の自尊感情変動性を調変ୣᴩÔéíå1 の

自尊感情をݨ介変ୣとする分を行ȶたǿȰのፀᴩ

Ôéíå1 自尊感情変動性Ȟɜ Ôéíå1 の自尊感情へのʛス

ӛ作ႊȟ有意ᴥĠ ½-®15¬ ð ᴹ ®°1ᴦȺあȶたᴥÆéçõòå1ᴦǿ

自尊感情変動性ɂᄽ的にネガティブな反すうにफᬭを

˫えᴩɑたᴩ自尊感情変動性ɂ自尊感情をݨ介しなȟɜ

ネガティブな反すうにɕफᬭを˫えるȦとȟᇉさɟたǿ

ඒに自尊感情変動性とネガティブな反すうのコント

ロール˪ժ能性との関連を検討するたɔᴩÔéíå1 自尊

感情変動性を調変ୣᴩÔéíå1 自尊感情をݨ介変ୣと

する分を行ȶたǿȰのፀᴩÔéíå1 自尊感情変動Ȟ

ɜ Ôéíå1 コントロール˪ժ能性へのʛスӛ作ႊᴥĠ

ᴺ -®15¬ ð ᴹ ®°1ᴦȟ有意ȺあȶたǿᴥÆéçõòå2ᴦȰのፀᴩ

自尊感情変動性ȟͲいɎȼ自尊感情をͲ下させᴩネガ

ティブな反すうのコントロール˪ժ能性を高ɔるȦとȟ

分Ȟȶたǿなおᴩ自尊感情変動性と自尊感情のͱᏚを̠

いに入ɟఉえた場合ᴩ十分なൈໄԇ係ୣɂीɜɟなȞȶ

たたɔᴩ本研究のፀをႊしているǿ

Ḩ　ネガティブな反すうと自尊感情高ͲおよびȰの変動

性との関連についての̬ࢃᤂɟӛモデルᴥÆéçõòå3ᴦ

Ȧのモデルの分においてᴩÆéçõòå3 にᇉさɟたፀ

ȟीɜɟᴩȦɟをఊጶモデルとしたǿյᝢ変ୣのൈ

ໄϡ࢜و係ୣを Æéçõòå3 にᇉしたǿモデルのᤛ合࣊ɂ

CÆI½®998ᴩÇÆI½®979ᴩAÇÆI½®938ᴩÒÍSÅA½®°34 Ⱥあ

りᴩᤛ合࣊ɂ十分Ⱥあȶたǿൈໄϡ࢜و係ୣを見るとᴩ

Ôéíå 1 自尊感情変動性ɂ Ôéíå 2 自尊感情変動性に有

Table1　　各変数の記述統計量

ఊ小Ϗ ఊ大Ϗ ٫Ϗࢲ ൈໄϡࢃ

Ôéíå1 自尊感情変動性合 4®°° 2°®°° 11®22 3®13

Ôéíå1 自尊感情高Ͳ合 13®°° 41®°° 27®76 6®18

Ôéíå1 ネガティブな反すう傾向合 7®°° 41®°° 23®99 7®31

Ôéíå1 ネガティブな反すうの 4®°° 23®°° 13®°5 3®88

コントロール合

Ôéíå2 自尊感情変動性合 4®°° 2°®°° 11®15 3®22

Ôéíå2 自尊感情高Ͳ合 1°®°° 43®°° 27®92 6®41

Ôéíå2 ネガティブな反すう傾向合 7®°° 41®°° 23®22 7®3°

Ôéíå2 ネガティブな反すうの 4®°° 22®°° 12®9° 3®52

コントロール合
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Figure1　自尊感情の変動性を調整変数，自尊感情を媒介変数としたネガティブな反すうに対する作用
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Figure2　自尊感情の変動性を調整変数，自尊感情を媒介変数としたコントロール不可能性に対する作用
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Figure3　自尊感情の変動性、自尊感情、ネガティブな反すうに関する交差遅れ効果モデル
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ネガティブな反すうと自尊感情および自尊感情の変動性との関連

意な正のफᬭをᴩÔéíå 2 自尊感情に対して有意な២の

फᬭを˫えていたǿÔéíå 1 自尊感情ɂᴩÔéíå 2 自尊感

情に有意な正のफᬭをᴩÔéíå 2 ネガティブな反すう傾

向ᴩÔéíå 2 ネガティブな反すうコントロール˪ժ能性

に有意な២の傾向ȟᇉさɟたǿɑたᴩÔéíå 1 ネガティ

ブな反すう傾向ɂᴩÔéíå 2 自尊感情の変動性ᴩÔéíå 2

ネガティブな反すう傾向およびᴩÔéíå2 ネガティブな

反すうのコントロール˪ժ能性に対して有意な正のफᬭ

をɕたɜしていたǿȰしてᴩÔéíå 1 ネガティブな反す

うのコントロール˪ժ能性ɂ Ôéíå 2 ネガティブな反す

う傾向ᴩÔéíå 2 ネガティブな反すうのコントロール˪

ժ能性に正の有意なफᬭを˫えていたǿ

考察
本研究の目的ɂᴩ大学生を対៎として自尊感情および

Ȱの変動性ȟネガティブな反すうとȼのように関連して

いるのȞを検討するȦとȺあȶたǿȰの᪨ᴩḧ「自尊感

情変動性ȟ高いとᴩネガティブな反すうをऀȠᠭȦしɗ

すいȳɠう」とḨ「自尊感情ȟͲいとᴩネガティブな反

すうをऀȠᠭȦしɗすいȳɠう」を͑ᝢとしたǿ2 間

のఙ間をあけてÔéíå1 と Ôéíå2ᴩ合 のລ定を行ȶو2

たǿݨ介分においてᴩ「自尊感情変動性」Ȟɜ「ネガ

ティブな反すう傾向」に有意な正のफᬭȟあȶたȦとȞ

ɜᴩ自尊感情変動性ȟネガティブな反すうを導ȢȦとȟ

ᇉさɟたǿよȶて͑ᝢḧɂ支ધさɟたǿ自尊感情の変動

性ȟ高い̷ɂ出఼̜への感ՙ性ȟ高Ȣᴩমい出఼̜ɂよ

りք定的にとɜえᴩȰの日の感情にफᬭをՒɏしᴩȰし

てȰの感情ȟ自尊感情にफᬭを˫えているᴥ中間・小ں¬ 

2°°7ᴦǿ͏上Ȟɜᴩ自尊感情の変動性の高い̷ɂমい出

఼̜ȟᠭȠた᪨にȰの出఼̜をよりք定的にとɜえるた

ɔにᴩȰの出఼̜をさɜにՙけ入ɟȟたいɕのととɜえ

ているժ能性ȟあるǿȰしてݲな分をધፖさせている

うȴに自分自ᡵに自信をなȢしᴩ自尊感情をͲ下させる

ȦとȺさɜにネガティブな反すうをऀȠᠭȦしているժ

能性ȟᇉדさɟたǿ

ඒに͑ᝢḨ「自尊感情ȟͲいとᴩネガティブな反すう

をऀȠᠭȦしɗすいȳɠう」についてᴩ「自尊感情」と「ネ

ガティブな反すう傾向」に有意な២の相関ȟありᴩц分

ୠഫᣲ分においてɕ「自尊感情」Ȟɜ「ネガティブな

反すう傾向」と「ネガティブな反すうのコントロール˪

ժ能性」へ有意な២のफᬭを˫えているȦとȟɜȞと

なȶたǿしたȟȶてᴩ͑ᝢḨについてɕおおɓɀ支ધさ

ɟたとえるȳɠうǿ

自尊感情と自尊感情の変動性についての関連について

ɂᴩ相関分において「自尊感情」と「自尊感情変動性」

にɂ有意な២の相関ɂ見ɜɟたɕののᴩȰの相関係ୣɂ

非ࢠにऍȞȶたǿɑたᴩц分ୠഫᣲ分においてɂ「自

尊感情高Ͳ」Ȟɜ「自尊感情変動性」へのफᬭɂ見ɜɟ

なȞȶたǿしȞしᴩݨ介分とц分ୠഫᣲ分において

ɂ「自尊感情変動性」Ȟɜ「自尊感情」へのफᬭȟ見ɜ

ɟᴩ自尊感情変動性ȟ自尊感情をͲ下させるժ能性ȟᇉ

さɟたǿɑたݨ介分ɗ̬ࢃᤂɟӛモデルのፀをӨ

ಘするとᴩ自尊感情変動性ȟ自尊感情をͲ下させᴩȰの

फᬭȟネガティブな反すう傾向を高ɔᴩネガティブな反

すうのコントロール˪ժ能性をͲ下させているというժ

能性ɕᇉדさɟるǿȦうしたफᬭ性についてɂ今ऻɕ検

討していȢ॒要ȟあるȟᴩȦうした自尊感情のफᬭɕɑ

たネガティブな反すうにफᬭを˫えているのȳとߔさ

ɟるǿ

ఊऻに本研究の問題点および今ऻの課題についてឰᝲ

するǿ本研究において自尊感情ȟネガティブな反すうに

फᬭを˫えているという知見ȟीɜɟたǿ自尊感情の変

動性ȟネガティブな反すう傾向ᴩネガティブな反すうの

コントロール˪ժ能性にफᬭを˫えているȦとȟᇉさɟ

たȟᴩネガティブな反すうのコントロール˪ժ能性への

फᬭについてɂݨ介分においてɕц分ୠഫᣲ分にお

いてɕᢎ的ऍいफᬭȺあȶたǿɑたᴩц分ୠഫᣲ分

においてɕᴩ自尊感情変動性Ȟɜネガティブな反すう

のコントロール˪ժ能性へɂ Ôéíå1 Ȟɜ Ôéíå2 へのᄽ

のʛスɂ見ɜɟなȞȶたǿȰして Ôéíå1 自尊感情ȟ

Ôéíå2 ネガティブな反すうコントロール˪ժ能性をͲ

下させるというफᬭɂ見ɜɟたȟᴩȦȴɜɕさɎȼऐい

फᬭȺɂなȞȶたǿよȶてᴩネガティブな反すうのコン

トロール˪ժ能性にɂ自尊感情ɗȰの変動性͏外にफᬭ

を˫える要因ȟあるȦとȟߔさɟたǿȰのたɔᴩネガ

ティブな反すうのコントロール˪ժ能性にफᬭを˫えて

いる要因についてɂ今ऻさɜに検討していȢ॒要ȟある

ȳɠうǿ

なおᴩ本研究Ⱥɂ調査対៎者ȟある一つの大学の大学

生に᪅定さɟているたɔにᴩ本ፀȟᛓୣの大学の大学

生ᴩあるいɂɎȞの年ᳮ࠙の̷にɕᤛख़するȞɂ˪Ⱥ

あるǿ調査対៎者をさɜに広ȥて検討していȢ॒要ȟあ

るȳɠうǿ

本研究Ⱥɂᴩネガティブな反すうと自尊感情との関連

ɗफᬭについてɜȞになȶたǿ自尊感情の変動性につ

いてɂᴩ他者ȞɜのΙに˪ާɗఙशをȢȦとによȶ

てᴩ自尊感情ȟ˪ާ定になるժ能性ᴥࢍ村ᴩ2°11ᴦɗᴩ

自ࢄঢ়傾向の下ͱ࣊ࠂȺある「า目・᠈᠆ඕ」ȟ自ࢄ

Ѕの˪ާ定をݨ介してᴩ日ࢠの自尊感情の変動性にफᬭ

を˫えるᴥ小ںᴩ2°°1ᴦȦとȟ分Ȟȶておりᴩ自尊感情

の変動性を抑制するにɂᴩ他者Ȟɜのา目ɗΙをఙश

せȭᴩ他者ȞɜのΙにࡿծさɟないɂȶȠりとした自

ЅをढつȢȶていȢȦとȟ大ҒȺあるǿとɂいȶてɕᴩࢄ

年ఙというのɂ自ࢄЅȟ変ԇしɗすȢᴩ他者のΙを

にしᴩネガティブな出఼̜を९いᣌしᴩネガティブな

反すうをしてしɑうȦとɕあるというȦとɂขしておȞ

しなȦとȺɂないǿ上ᴥ2°°8ᴦによるとᴩ自ࢄЅとɂ

他者の視点にʧʂショニンɺして˰ႜを見るようなഫَ

ȟ発達的に成してȠてᴩあるとȠȰのᅓࢃしȟɈȶと

自分に向けɜɟるᅨ間にੰ૱さɟるɕのȺあるとᣖɌɜ
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ɟているǿʧʂショニンɺというのɂさɑȩɑな̷ɗモ

ʘを自分なりにͱᏚづけようとするʡロセスを理解する

കॡȺあるᴥ上¬ 2°°8ᴦǿつɑりᴩ他者の˰ႜᜊを理

解しᴩ他者の場Ȟɜ自分自ᡵを見つɔるȦとȺ自ࢄЅ

ȟढ成さɟるというȦとȺあるǿすなɢȴᴩ他者Ȟɜの

Ιɗ᠈᠆なȼȞɜ自分͏外の̷のΙϏᜊを理解しᴩȰ

ɟをᡍɑえた上Ⱥᴩ自分自ᡵをᜊ的に見つɔなおすȦ

とȟ自ࢄЅをढ作ȶていȢȦとにつなȟるのȳɠうǿȰ

うしたʡロセスにおいてᴩ̷ȁȟ९யఙȞɜ年ఙにȞ

けて他者のΙϏᜊを理解しようとするたɔにᴩ֚りの

Ιȟになりᴩ自ࢄЅȟ変動しɗすȢなるというȦとɂ

一ᓐ的な発達のʡロセスȺɕあるといえるǿしたȟȶてᴩ

他者ȞɜのΙにࡿծさɟないたɔにɂᴩറȁな̷の考

え方ɗɕのの見方を学びᴩɂȶȠりとした自ࢄЅをढつ

ȢȶていȢȦとといえるȟᴩȰのʡロセスȺɂ「自ࢄЅ

のɟ」ȟ生ȫるժ能性ɕ大Ƞいȳɠうǿ今ऻɕᴩ発達
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